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はじめに 


本書では、 MS - DOS システムディスクに含まれるコマンド、および MS - DOS を使用する上で必要と 
なる知識を解説しています。 

本書は、 MS - DOS の基本操作を身につけた方を対象として書かれています。本書をご利用になる前 
に、「基本機能セット」の各マニュアルにひととおり目を通されることをおすすめします。 


■その他のマニュアル 

「拡張機能セット」には、本書の他に次のようなマニュアルが添付されています。 
必要に応じて參照してください。 

『日本語入カガイド』 

MS - DOS 上で利用可能な日本語入力機能について解説しています。日本語の入 
力を行う方法と、その他の有用な機能について詳しく説明し、また、辞書ファイ 
ルを保守管理するューティリティ （ DICM ) や、ューザーが独自の記号や漢字を作 
成して利用するためのューティリティ （ USKCGM ) についても説明しています。 

『プログラマーズリファレンスマニュアル Vol . l 』 

『プログラマーズリファレンスマニュアル Vol .2』 

『プログラマーズリファレンスマニュアル Vol .3』 

MS - DOS の内部的な技術情報を、詳細に説明しています。 Vol.l では、 MS-DOS 
の提供する各種機能（システム コール、 ファンクション コール） や、プログラムお 
よびメモリ管理に関する技術情報を扱っています。 Vol .2、 3では、周辺装置を制 
御するデバイスドライバについての情報を扱っています。 MS - DOS の内部機能を 
使用するプログラムを作成される際にご利用ください。 

『プログラム開発 ツールマニュアル』 

「 MS - DOS プログラム開発 ツールディ スク」に収められている ューティ リ ティ 
プログラムの、詳細な使用法について解説しています。アセンブリ言語などでプ 
ログラムを開発される際に、ご利用ください。 
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本書の利用方法 


■本書の構成 

本書は、目的別に4部と付録から構成されています。各部の構成は次のように 
なっています。 

第1部コマンドの解説 

第1章では第2章以降を利用するにあたって知っておいていただきたい、基本 
的な用語などを簡単に説明しています。 MS - DOS の操作を熟知している方は、こ 
の章を読みとばしてもかまいません。 

第2章から第5章までは、 MS - DOS で使用するコマンド、第6章は Windows 
で使用するコマンドの解説です。それぞれアルファべット順に解説していますの 
で、辞書的にご利用ください。 

第2部 MS - DOS の基本テクニック 

第1章から第3章では、テンプレート、リダイレクト、バッチ処理など、 MS-DOS 
のコマンド入力操作を便利にするための機能を解説します。 

第4章と第5章では、 MS - DOS のシステム構築ファイルである CONFIG.SYS 
と、このファイルの中で指定する、、デバイスドライバ"の登録と変更方法、および 
コマンド検索パス、環境変数など、より使いやすい MS - DOS の操作環境を作る 
ための方法を解説します。 

第3部より高度なコマンドの使用法 

第1章では、 DOS シュルの操作方法を解説します。 

第2章では、 MS - DOS に添付のスクリーンエディタ SEDIT の操作方法を解説 
します。 


第4部ハードウェアとのインタフェース 

キーボード、ディスプレイ、ディスクドライブ、メモリなど、周辺機器に関す 
る情報をまとめてあります。 

付録 

MS-DOS を使用中に表示されるメッセージと、日本語入力機能のコマンド、ア 
スキーコード、エスケープシーケンスを解説しています0 
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■索引の利用方法 

本書には次のような2種類の索引が用意されています。調べたい事項に応じて 
ご利用ください。 

•コマンド、デバイスドライバ索引 . 目次後 

本書で紹介するすべてのコマンド、デバイスドライバをまとめた索引です。コ 
マンドなどの名前がわかっている場合にご利用ください。 

•索引 . 巻末 

本書で紹介するコマンド、デバイスドライバ、機能、用語などの総合索引です。 

■キー入力の表記について 

キー入力に関して、本書では次のように表記しています。 


• 単独で押すキー 

キーボード上の文字のうち、説明に必要な文字だけを G ~~ I で囲んでいます。 


キーを押す->0キーを押す 


• 組み合わせて（同時に）押すキー 

あるキーを押したまま放さずに、別のキーを押す場合は、各キーを ”+" 記号で 
つないでいます。 


[ Ctrl ] -h [z I キーを押す 
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■コマンド解説部分の見方 

第1部第2章から第6章のコマンド解説部分の表記方法は、次のとおりです。 


(4) 

(5) 

( 6 ) 

(7) 

( 8 ) 

(9) 


( 10 ) 

( 11 ) 


(1) (2) (3) 


ADDDRV 


mmm - 

|キャラクタ系デバイスドライパをメモリに読み込ませ、新たに実行可能にします。 


[<d : >] [くパス名〉] <ファイル名〉 


•別表記 

CD 

參スイッチ 

/R APPEND コマンドが使用していたメモリを開放します。 

•エラーレベル 

0 条件を满足している 

0以外条件を満足していない 


解 説 

マシンが起動された後でも、新たにコマンドラインからキヤラクタ系デパイス 
ドライパをメモリに迕録することができます。 

迕錄可能なデパイスドライバは、キャラクタ系デパイスドライハ•だけです 。 MS 
DOS のシステムディスク内に入っているデバイスドライバでは次のものが該当し 
ます。 

注慂 

■デパイスファイル名はチ約ファイル名です。ファイル名にすることはでき 
ません。 


関連コマンドド 



[] 外部コマンド 


* この例は、表記法解説のために構成したものです。解説の内容は、実際のもの 
と異なります。 
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(1) コマンド名 

別表記があるコマンドは、 （） 内に示しています。 

(2) ネットワークの対応 

ネットワークに対応していないコマンドには、このマークが付いています。 

(3) 内部コマンド/外部コマンド 

そのコマンドが内部コマンドであるか、外部コマンドであるかを表していま 

す。第4章、第5章、第6章にはこの表記はありません。 

(4) 機能 

コマンドの機能を簡単に紹介しています。 

(5) 書式 

コマンドを入力する場合の書式を示します。なお、書式中で使われる記号な 

どには、次のような意味があります。 

[]. この中の項目は省略可能であり、必要に応じて入力するこ 

とを示します。 

〈 > . この中は入力すべきデータであることを示します。カッコで 

指定されている項目（ファイル名など）を入力してください。 

{ } . この中には、、、丨〃で区切られていくつかの項目が並んでい 

ます。このうち、必要なものを選んで入力することを示し 
ます。どれか1つは必ず入力しなければなりません。 

. 必要に応じて何度か繰り返して入力できる項目を示します。 

I . これで区切られた項目は、いずれかを選んで入力すること 

を示します。たとえば、 '' BREAK [ ONIOFF ] 〃と記載され 
ている場合は、 、' BREAK"、''BREAK ON"、"BREAK 
OFF 〃 のいずれかを入力することを示します。 

d : . ドライブ名を表します。ドライブ名は、アルファベット1 

文字とコロン （ ： ） を組み合わせて表現します。 


(6) 別表記 

そのコマンドの 別表記です。どちらを入力しても動作は同じです。別表記が 
ないコマンドには、この 項目はありません。 

(7) スイツチ 

コマンドと一緒に指定して、機能を制御するものです。スイッチがないコマ 
ンドには、この項目はありません。 

(8) エラー レベル 

コマンドを実行した後に、その実行状態に応じてコマンドが返す値のことで 
す。エラーレベルの利用法については、第1部第3章 「 IF コマンド」を参照してく 
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ださい。エラーレベルが不定、あるいは常に一定の値しか返さないコマンドには 
この項目はありません。 

(9) 解説 

コマンドの 詳細説明や、使用例です。 

(10) 注意 

コマンド使用時の注意事項です。 

(11) 関連コマンド 

関連するコマンドを示します。 
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第■部 

コマンドの解説 




「第1部コマンドの解説」は、 MS - DOS の持つ多くのコマンドの機能につい 
て1つ1つ詳しく記述してあります。 

基本的なコマンドの書式の読み方から解説を始めて、コマンドラインから使 
用できるコマンド、バッチファイル内で使用できるコマンド、 CONFIG . SYS 内 
で使用できるコマンド、デバイスドライパ、 Windows ユーテイリテイと全部で 
6つの章に分かれており、コマンドの説明の各章において各コマンドはアルファ 
べット順にならんでいます。 

その他、これらのコマンドを有効に使用するための解説については、第2、3 
部に記されています。 

本書を最初に手にしたとぎは、本第1部よりも、このあとの第2、3部の内容 
をご利用になると思われますが、 MS - DOS を有効に活用しようと思われたとき 
にはこの第1部が役立つでしよ5。その際にすぐに必要な情報が参照できるよう 
に、本第1部は 「 MS - DOS の辞書」として使用できるように心がけて編集いたし 
ました。 


ぜひ本第1部を有効にご利用いただいて、 MS - D 〇 S を活用してください。 





































MS-DOS の基本事項 


本章では、 MS - DOS のコマンドを使っていくうえで必要となる用語や基本的な操作方法について解 
説します。各項目について詳しいことを知りたい場合は、第2部を参照してください。 


1.1 ファイル名 


■ファイル名の構造 


ファイル名は図のように、'名前〃と1張子〃に分けられます。 


TEST.DOC 

T T 

名前拡張子 


、、名前〃はそのファイルの内容を表します。'、披張子〃はそのファイルの性質を表 
すために用いると便利です。アプリケーションソフトによっては、そのソフトで 
作られたファイルに独自の拡張子を付けるものもあります。 

■ファイル名の制約 

ファイル名に使用できる文字や長さには、次に示すような制約があります。 


最大の文字数 

名前 拡張子 

8 文字まで 3 文字まで（省略可能). 

使用できる文字 

半角文字 （1 バイトコード文字） 

アルフア ベット （ A 〜 Z) 

数字 (0 〜 9) 

カタカナ 

一部の記号 0_@ へ— { 广！） 

全角文字 （2 ハ M トコード文字） 

記号、漢字、ひらがな、カタカナなど 

使用できない 
ファイル名 

AUX 、 AUX 1、 AUX 2、 CON 、 PRN 、 NUL ' CLOCK な 

どの予約ファイル名 
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、、最大の文字数"とは半角文字 （1 バイトコード文字）を使った場合の計算です。 
全角文字 （2 バイトコード文字）を使った場合は、1文字で2バイトとして計算し 
ます。 

、、 AUX " や、、 CON " などはデバイスファイル名（後述）として予約ファイル名に 
なっているので、、 AUX . DAT " のように、ファイル名として使うことはできません。 
ただし、' AUX 0. DAT " というように名前の一部として使うことはできます。 


1.2 デイレクトリとデイレクトリ名 


ディレクトリにはファイル名、ファイルの大きさ、作成（更新）日付など、ファ 
イルを管理するための情報が記録されています。 

■階層ディレクトリ構造 

初期化されたディスクには、基本となるディレクトリが1つ作成されています。 
これが”レートディレクトリタです。ルートディレクトリには、複数のファイルや 
、、サブデイレクト r ' を作成することができます。 

図 i-i 



はディレクトリ 


このような段階的に分けた構造を、、、階層ディレクトリ構造〃と呼んでいます。 
ルートディレクトリは削除したり、変更したりすることはできませんが、サブディ 
レクトリは自由に作成/変更/削除することができます。 

ディレクトリ名の付けかたはファイル名と同様で、8文字までの名前と3文字 
までの拡張子からなります（ただし、一般にディレクトリ名には拡張子を付けま 
せん）。 

階層ディレクトリ構造を利用して、ファイルをその目的や内容によって分類す 
ると、効率よくファイルを管理できます。 

ルートディレクトリに作成できるファイルやサブディレクトリの個数には制限 
があります。これについては、第4部第3章「ディスクドライブ」を参照してくだ 
さい0 
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1.3 パス名 


■ディレクトリの中を調べる 

デイレクトリの中にあるサブデイレクトリやファイルを調べるには、 DIR コマン 
ドを使います。このとき画面に表示される内容には、次のような意味があります。 


A:¥>dir 

ドライブ A: のボリュームラベルはありません . 
ボリュームシリアル番号は XXXX-XXXX 
ディレクトリは A ••羊 


COMMAND COM 
DOS 

CONFIG 
README 
RE_E2 
NECAI 
SETUP 


く D 


SYS 

DOC 

DOC 

SYS 

DEF 


AUTOEXEC BAT 


A:¥> 


3 


ファイル名 


R> 


XX， XXX XX-XX-XX 

xx-xx-xx 
XXX xx-xx-xx 
XXX xx-xx-xx 
XXX xx-xx-xx 
XXX， XXX xx-xx-xx 
x，xxx xx-xx-xx 
XXX xx-xx-xx 




XXX, 

,XXX,XX. 



I Mm KB I 


胃 i 鉍 f 群ます 


作成日付、時間 
ファイルサイズ(単位；バイト） 
ィレクトリの場合の表示 

MSSBH iuah IgdJI _ 




1.3 パス名 


あるディレクトリが階層ディレクトリ中のどこにあるかを指し示すには、、'パス 
名〃を使います。 


■パス名の書式 

ハ。ス 名は、ルート ディ レクトリから目的の ディ レクトリに至るまでの経路を、 
ヽ、¥"で区切りながら並べたもので、次のような書式になっています。 

[¥] [く ディレクトリ名 >¥] •••[く ディレクトり名〉]!>〈ディレクトリ名〉] 

図卜1を例にとると、この中の、' MEMO " というデイレクトリに対するパス名は、 


¥DOC¥MEMO 

となります。最初の x 、¥" 記号は区切り記号ではなく、ルートディレクトリを示し 
ます。 
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■パス名を使ったファイル指定 

階層ディレクトリ中の特定のファイルの位置を示すには、そのファイル名の前 
にパス名を付けます。図 1-1 を例にとると、この中の、' TEST . MEM " というファ 
イルを指すには、 

¥DOC¥MEMO¥TEST.MEM 


となります。一般的にはドライフ’'名を含めて 


[< d :>] [¥] [くディレクトリ名 >¥] .••[くディレクトリ名〉 ¥] 〈ファイル名〉 


というように表現します。先頭の、、 d : 〃はドライブ名を示します。1つのディレク 
トリに同じファイル名のファイルを複数作ることはできませんが、ディレクトリ 
やドライブが違えばファイル名は同じでもかまいません。したがって、ある1つ 
のファイルを厳密に特定するには、ファイル名のほかにドライブ名やディレクト 
リ名が必要になります。 

■絶対指定と相対指定 

ファイル名やディレクトリ名の指定には、ルートディレクトリを基準にしてルー 
トデイレクトリからの経路で指定する x 、絶対指定〃と、現在のディレクトリ r カレ 
ントディレクトリ"と呼びます）を基準にしてカレントディレクトリからの経路で 
指定する''相対指定"があります。絶対指定については前述しましたので、ここで 
は相対指定について説明します。 


サブ デイ レクトリで DIR コマンドを実行すると、次のような ディ レクトリが表 
示されます。 


サブディレクトリ自身を示す。 

1つ上のデイレクトリ（親ディレクトリ）を示す。 


図 1-1 を例にとると、カレントディレクトリがルートディレクトリであるとき 
に '' MEMO 〃ディレクトリに移動するには、 

CD DOC¥MEMO 

と入力します。ここで DIR コマンドを実行すると次のように表示されます。 
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1.3 パス名 


A：¥>cd doo¥memo 
A:¥DOC¥MEMO>dir 

ドライブ A: のボリユ . ームラべルはありません . 
米リュームシリアノレ番号は XEXX-XXXX 
デイレクト 1 」は A:¥DOC 科 1EII0 


TEST 


<DIR> XX-XX-XX XX:XX 

<DIR> XX-XX-XX XX：XX 

nEn xx xx - xx-xx xx：xx 

3 個 m バイトのファイルがあります 

XX,XXX,KXX バイトの空きがあります 


A ： ¥DOC¥NEMO> 


msm mm mm mem mm roani mi w iggaa gai 


相対指定の方法では、 1 つ上のディレクトリ（親ディレクトリ）を示すのに'.〃 
を、自分自身（カレントディレクトリ）を示すには V を使います。したがって、図 
1-1 で、、 DOC " の中の、、 REPORT . DOC " というファイルを相対指定するには、カレ 
ントディレクトリは 、、 MEMO 〃 ですから、 


..¥REPORT.DOC 

となります。これを絶対指定で指定すると 

¥DOC¥REPORT.DOC 

となります。このように、階層が深ければ深いほど、絶対指定ではキーをタイプ 
する量が多くなっていきます。そのような場合は、相対指定を利用した方がタイ 
プ量が減って便利です。 
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1.4 周辺機器を表すファイル名(デバイスファイル名） 

MS - DOS では、各種の周辺機器（デバイス）もファイルとして扱うことができ、 
それぞれのデバイスに固有のファイル名を付けています。これを、、デバイスファイ 
ル名"と呼びます。デバイスファイル名には次のようなものがあります。 


デバイスファイル名 

解説 

AUX 、 AUX 1*、 
AUX 2* 

補助入出カデバイス （ RS -232 C ) 。補助入力装置と入出力を 
行う場合に使用します。 

CON 

コンソールデバイス（デイスプレイとキーボード）。キーボー 
ドから入力し、ディスプレイに出力する場合に使います。 

PRN 

プリンタデバイス。プリンタへ出力する場合に使用します。 

NUL 

ダミー入出カデバイス。コマンドの出力先を NUL に指定 
すると、どこにも出力されません。 

CLOCK 

MS - DOS の内部で使用されるデバイス。ユーザーは使用で 
きません。 


*披張 RS -232 C インタフエース使用時 


注葸 

• デバイスフアイル名は予約フアイル名です0ファイル名にすることはでき 
ません。 


■デバイスファイルの利用例 


デバイスファイルを利用すると、コマンドの用途が広がります。いくつか実際 
によく利用される例を紹介しましょう。 

• ファイルの内容を印刷する 

ファイルの内容をプリンタに出力する例です。出力先のファイル名に PRN (プ 
リンタデバイス）を指定しています。 


参照•リダイレクト- ► 
第2部第2章 2.1 「リダ 
イレクト j 


COPY REPORT.DOC PRN 

または 

TYPE REPORT.DOC > PRN 

r > "はリダイレクト記号です。） 
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1.5 特定の意味を持つファイル名と拡張子 


• 短いファイルを作成する 

短いファイルなら、エディタやワープロソフトを使わなくても、 COPY コマン 
ドとデバイスファイルを使って作成できます。次の例は、コピー元のファイル名 
に CON (コンソールデバイス）を指定しているために、キーボードから入力した 
文字をそのままコピー先のファイル （ LP . BAT ) の内容にすることができます。 

COPY CON LP.BAT 

このコマンドを入力してリターンキーを押すと、画面では改行だけして入力待 
ちになります。ここで、必要な文字をキーボードから入力します。テキストはリ 
ターンキーを押したところで 1 行ずつに区切られ、 ( ctrl j + [ z ] ( (ctrl] キーを 
押しながら @ キーを押す操作を示す。ファイルの終わりを示すコード）を入力 
し、リターンキーを押せばいままで入力したテキストがファイルとして保存され 
ます。 


1.5 特定の意味を持つファイル名と拡張子 

MS - DOS ではいくつかのファイル名や拡張子に特定の意味や役割を持たせて 
います。以下でそれらを紹介します。 

■特殊なファイル名 

MS - DOS は、起動時にシステムが入っているデイスクのルートデイレクトリか 
ら、次の2つのファイルを探します。これらのファイルが見つかった場合、ファ 
イルの内容に従って動作します。 

CONFIG.SYS . システム構築ファイル 

MS - DOS の動作環境を設定するファイルです。周辺装置や日本語入カシステ 
ムを使う場合も、このファイルに指定します。 CONFIG . SYS についての詳細ま、 
第2部第4章 「 CONFIG . SYS の設定」を、 CONFIG . SYS 内での各コマンドの指 
定方法は本部第4章 「 CONFIG . SYS のコマンド」を参照してください。 

AUTOEXEC.BAT . 自動実行バッチファイル 

MS - DOS の起動時に自動的に実行されるバッチファイルです。たとえば電源を 
入れたらいつも同じアプリケーシヨンソフトを使いたい場合などには、このファ 
イルに使いたいソフトの起動コマンドを指定しておくとよいでしよう。 
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■特定の意味を持つ拡張子 

拡張子は通常、ファイルの性質を示すために用いられます。 MS - DOS で用いら 
れる拡張子は次のとおりです。 


拡張子 

ファイルの性質 

.COM 

実行可能フアイル 

.EXE 

実行可能フアイル 

.BAT 

ノヽヘンチファイル 

.SYS 

システムファイル 

.DRV 

システムファイル 

•BAK 

バックアップファイル 


このほかに、 コマンド やアプリケーションソフトによって、特定のファイル名や 
拡張子に意味を持たせている場合があります。たとえば、 MS - DOS の KEY コマ 
ンド は、特に指定がなければ、、 KEY . TBL " という名前のファイルを参照します。ま 
た、 MS - DOS に付属の エディタ プログラムである SEDIT 、 EDLIN は、 ' BAK " 
という拡張子の付いたファイルはバックアップファイルとみなして編集しないよ 
うになっています。 


1.6 ワイノレドカード 

DIR コマンドや COPY コマンドなど、ファイル名を指定するコマンドを使う 
際、複数のファイルをまとめて手旨定できるように、 MS - DOS には、、ワイルドカー 
ド"と呼ばれる記号が用意されています。ワイルドカードとは、任意の文字などの 
代用となる記号で、 V 〃と、〃があります。以下にそれぞれの機能と使い方を説 
明します。 

■クエスチョン マーク （7) 

クエスチョン マーク （？） は、ファイル名の中で'、任意の1文字〃を表すワイルド 
カードです。任意の1文字は文字が無い場合でも対応します。たとえば、 


TEST7.DOC 


と指定した場合、次のようなファイルをまとめて指定したことになります。 

TEST1.DOC TEST@.DOC 

TEST2.DOC TEST.DOC 


10 





1.6 ワイルドカード 


■アスタ 1 J スク （*) 


アスタリスク （*) は、ファイル名の名前と拡張子の中で、それ以降が'、1文字以 
上の任意の文字列"を表すワイルドカードです。たとえば、 

*.DOC 

とすると、拡張子が ' DOC " であるようなファイルすベてを指定したことになり、 
次のようなファイルが該当します。 

TEST.DOC MEMO.DOC 

REPORT.DOC 予定. DOC 

名前と拡張子の両方にワイルドカード、'*〃 を用いると、カレントディレクトリ 
のすベてのファイルを指定したことになります。 

■ワイルドカードの使用例 

2種類のワイルドカードは、組み合わせて使うことができます。実際の使用例 
をいくつか示します。 


PROGRAM.* 

名前が、' PROGRAM "、 拡張子は任意のファイル。 PROGRAM . ASM、PROG 
RAM . EXE 、 PROGRAM . DOC などが該当します。 

*.COM 

名前が任意、拡張子が''. COM 々のファイル。 COMMAND . COM 、 ASSIGN.COM 
などが該当します。 

TEST?.* 

名前が5文字以下で最初の4文字は' TEST 〃、 5文字目は任意の文字、拡張子 
は任意のファイル。 TEST 1. DOC 、 TEST 1. TXT 、 TEST . T 1 などのファイル 
が該当します。 


?????•* 

名前が5文字以下で、拡張子は任意のファイル。 MORE . COM 、 SYS . EXE 、 
PRINT . EXE などのファイルが該当します。 
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1.7 コマンドの種類 

MS - DOS のコマンドは、'、内部コマンド"と、、外部コマンド " に分類されてい 
ます。 


■内部コマンド 

内部コマンドはコマンドプロセッサ （ COMMAND . COM ) に内蔵されているコ 
マンドで、 MS - DOS の起動後はいつでも実行できます。内部コマンドを実行する 
際 、 、、A : DIR " のように、コマンドの前にドライブ名やパス名を付けることはで 
きません。 

内部コマンドには、次のようなものがあります。なお、0内の表記は、そのコ 
マンドの別表記です。どちらの表記でも実行できます。コマンドの詳しい使い方 
については本部第2章で解説します。 


BREAK 

EXIT 

RENAME(REN) 

CALL 

FOR 

RMDIR(RD) 

CHDIR(CD) 

GOTO 

SET 

CLS 

IF 

SHIFT 

COPY 

LOADHIGH(LH) 

TIME 

CTTY 

MKDIR(MD) 

TYPE 

DATE 

PATH 

VER 

DEL(ERASE) 

PAUSE 

VERIFY 

DIR 

PROMPT 

VOL 

ECHO 

REM 



■外部コマンド 

外部コマンドは、 、、. C 0 M " や' EXE " などの拡張子が付いたプログラムフアイ 
ルの形でディスクに納められています。実時には、プログラムがディスクから 
メモリに読み込まれます。そのため、外部コマンドを実行するときは、そのコマ 
ンドが納められたディスクがドライブにセットされていなければなりません。 

外部コマンドはそのコマンドが納められたディスクのドライブ名とパス名を指 
定して実行します。 

例：カレントドライブにある場合 

A > FORMAT C : 

例： B ドライブの DOS というディレクトリにある場合 

A>B : ¥D0S¥F0RMAT C : 
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この場合、次のような'、コマンド検索パス"を設定しておくと、ドライブ名、パ 
ス名の指定がなくても実行可能です。 

PATH B : ¥DOS 


この コマンド検索 ハ。スの 設定は、 MS-DOS を効率よく運用するためには必要 
なことですので、第2部第5章 5.2 「ディレクトリとコマンド検索 パス」 で詳しく 
解説します。 


バッチファイルを表す ' BAT " という拡張子の付いたファイルも外部 コマンド 
と同様に実行することができます。また、ユーザーが開発したプログラムやアブ 
リケー シヨン ソフトウェアも外部 コマン ドと同様に実行できます。 


注意 

• TXE " の拡張子がついたプログラムフアイルの中には Windows で実行す 
るためのものがあります。これらのプログラムは MS - DOS から実行でき 
ません。 

MS-DOS 6.2 添イ寸のプログラムフアイルの中には、 '' MWUNDEL . EXE " 、 
'' WVB 98. EXE " があります。 

外部コマンドには次のようなものがあります。 


ADDDRV 

APPEND 

ASSIGN 

ATTRIB 

AVGDRV 

AVSDRV 

BACKUP 

BATKEY 

CHKDSK 

CHKENV 

CHKFIL 

CHOICE 

COMMAND 

COPYA 

CUSTOM 

DBLSPACE 

DBLTRANS 

DEBUG 

DEFRAG 


EXE2BIN 

FASTHELP 

FASTOPEN 

FC 

FDNCOPY 

FILECONV 

FIND 

FORMAT 

HDUTL 

HELP 

INSTAP 

INSTWIN 

JOIN 

KEY 

LABEL 

LIB 

LINK 

MAKE 

MAPSYM 


MOVE 

MSCDEX 

MSD 

NECAIKEY 

PRINT 

QBACKUP 

RECOVER 

RENDIR 

REPLACE 

RESTORE 

SCANDISK 

SED1T 

SELKKC 

SETUP 

SETVER 

SHARE 

SMARTDRV 

SORT 

SPEED 
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DELDRV 

DELTREE 

DICM 

DISKCOPY 

DOSKEY 

DOSSHELL 

DPMI 

DUMP 

EDLIN 

EMM386 


MAXLINK 

MAXDRV 

MEM 

MEMMAKER 

MENU 

MENUCONV 

MENUED 

MIRROR 

MORE 

MOUSE 


SUBST 

SWITCH 

SYMDEB 

SYS 

TREE 

UNDELETE 

UNFORMAT 

USKCGM 

VB98 

XCOPY 
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MS-DOS のコマンド 


本章では、 MS - DOS のコマンドラインから使用できるコマンドを説明しています。コマンドには内部 
コマンド、外部コマンドがありますがすべていっしょにアルファべット順に列挙されています。 

各 コマンドの説明では、 まず コマンド 名の右側に「内部 コマンド/外部コマンド」、 「ネットワーク 使 
用不可 (pNET |)」、 などについて記されており、さらに本文では、使用時の書式、 コマンド オプショ 
ンの 機能、および コマンド 自身の役割等について記されています0 

各コマンドは、簡潔な機能説明や書式等が記されたヘルプ画面を持っています。 この ヘルプの内容は 
1画面に収まるように簡潔に記されており、コマンドを使用するときに必要な情報をすぐに表示できま 
す。 この コマンドのヘルプを表示させるには、以下の書式でコマンドラインから入力してください。 

くコマンド名〉/? 

また、 HELP コマンドにより詳細なオンラインヘルプを表示させることもできます。 

ただし、開発ツール用のコマンドにはこのヘルプ機能はありません。 
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第 2 章 MS-D 〇 S のコマンド 


ADDDRV 


外部コマンド 


機能 


キャラクタ系デバイスドライバをメモリに読み込ませ、新たに実行可能にします。 


書式 


ADDDRV [ <d ： > ][ 〈パス名〉 ] <フアイル名〉 


解 説 

MS-DOS が起動されたあとでも、新たにコマンドラインからキャラクタ系デ 
バイスドライバをメモリに登録することができます。 

登録可能なデバイスドライバは、キャラクタ系デバイスドライバだけです。 
MS-DOS のシステムデイスク内に入っているデバイスドライバでは次のものが 
該当します。 

KKCFUNC.SYS ] 

NECAIK1.DRV これらは必ずこの順番で指定してください。 

NECAIK2.DRV — 

KKCSAV.SYS 

RSDRV.SYS 

AVGDRV.SYS 

AVSDRV.SYS 

PRINT.SYS 

MOUSE.SYS 

GRAPH.SYS 

FONT.SYS 

この コマンドを使用する場合は、あらかじめ新たに登録したいデバイスドライ 
バ名を列挙した〈ファイル〉を用意する必要があります。 

〈フアイル〉には、 CONFIG.SYS のコマンドである DEVICE コマンド（または 
DEVICEHIGH コマンド)を利用して使用したいデバイスドライバを記述します。 
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ADDDRV 


例： RSDRV.SYS と PRINT.SYS を新たに組み込みたい場合、次の2行を記述し 
たファイルを用意します。（ここでは、このファイルを' v OUT.DEV "と呼びます。） 

DEVICE=RSDRV.SYS 
DEVICE = PRINT.SYS 

コマンドラインから次のように入力します。 


ADDDRV OUT.DEV 


注意 

•キャラクタ系デバイスドライバが動作中（たとえば、日本語入カモードに 
なっているとき）は、使用することができません。 

• ADDDRV コマンドはそのままでは続けて実行することはできません。続 
けて実行したい場合は、以前に ADDDRV コマンドで登録したデバイスド 
ライパを、 DELDRV コマンドで取り除いておいてください。 

• ADDDRV コマンドは、他のプログラムの子プロセスとして実行すること 
はできません。 

• PRINT コマンドによるバックグラウンド印刷中は 、 ADDDRV コマンド 
を実行することはできません。 

參 ADDDRV コマンドの実行中には、キー入力を行わないでください。入力 
しても無視されます。 

• ADDDRV コマンド、 DELDRV コマンドをバッチファイル中で使用する 
場合は、必ず ADDDRV — (アプリケーシヨン —） DELDRV の順に実行し、 
バッチファイル終了時にはドライバがメモリから開放されていなければな 
りません。 

• CONFIG . SYS で組み込まれているデバイスドライバを ADDDRV コマン 

ドで組み込んではいけません。 


関連コマンド ► DELDRV、MEM 


ADDDRV コマンドの実際の使用例については、第2部第4章 4.4 「キャラクタ 
系デバイスドライパの活用」を参照してください。 


MS-DOS 
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第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


APPEND 


外部コマンド 


機能 


データフアイルの検索パスの設定と表示を行います。 


BOI -- - - 

1) APPEND [く d : >] [く パス名〉] [ ;[く d •• >] [く パス名〉]…] [/X : ONIOFF] [/PATH : ONIOFF] 

2) APPEND /E 

3) APPEND /R 

4) APPEND ; 


• スイッチ 

/X : ON 

設定したデータファイル検索パスを使用する コマンド （またはアプリケーショ ン ブログラム）の種 
類を増やすことができます。 

/X : OFF 

/X : ON の効果を取り消します 。/X : OFF が既定値です。 

/PATH : ON 

ファイル名にドライブ名、 ハ。 ス名が付いている場合でも、データファイル検索 パス 内を検索する 
ようにします 。 /PATH : ON が既定値です。 

/PATH : OFF 

/PATH : ON の効果を取り消します。 

/E APPEND という環境変数名に、データファイル検索 パスのコピーを 保持します。 この スイッチ 
は、他のスイッチといっしよに指定しないでください。システム起動後の最初の APPEND コマ 
ンドの実行時のみ有効です。 

/R APPEND コマンドが使用していたメモリを開放します。 


解 説 

コマンドの実行対象となるファイル（データファイル）を検索する際の パス （デー 
タファイル検索パス）を設定できます。 

通常、データファイル名を伴った コマンドの 処理時に、ファイル名に パスを 付 
けないで指定すると、データファイルの検索はカレントディレクトリのみを対象 
とします。しかし 、 APPEND コマンドを 使用してデータファイル検索 パスを 設 
定した場合は、この パス も含めてデータファイルの検索を行います。 

データファイル検索パスは、 コマンド 検索パスと同じように、 セミコロン （；） 
で区切ることで複数設定することができます。 
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APPEND 


APPEND コマンド で対応している MS - DOS のファンクションリクエスト 
( INT 21 H ) は次のとおりです 。（/X : OFF の場合） 

番号 機能 

0FH ファイルのオープン 

23H ファイルの大きさの取得 

3DH ハンドルを使うファイルのオープン 


参照 •ファンクション 
リクェスト- ► r プログ 
ラマーズリファレンス 
マニュアル Vol.lj 


/ X (または /X : ON ) スイッチを指定すると、さらに次のファンクションリクエ 
ストが追加されます。 

番号 機能 

4B00H プログラムの口ードと実行 

1 1H 最初のエントリを検棄 

4EH 最初に一致するファイル名の検索 

例：現在設定されているデータファイル検索パスを表示する 

APPEND 


例：データファイル検索パスを解除する 


APPEND 


この例の実行後は、カレントディレクトリのみがデータファイルの検索対象と 
なります。 

APPEND コマンドは、ネットワーク上のファイルに対しても、データファイ 
ル検索パスを設定することができます。 

例：データファイル検索パスを、カレントディレクトリ、ドライブ A の DOC 、 ド 
ライブ B の ¥ WORK ¥ JOB の順に設定する 

APPEND A : DOC ; B : ¥WORK¥JOB 

また、 CONFIG . SYS の INSTALL コマンドを使用して上記の内容を次のよう 
に指定することもできます。 


INSTALL = APPEND A : DOC ; B : ¥WORK¥JOB 


MS-DOS 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


注意 

• ASSIGN コマンドと併用する場合は、必ず APPEND コマンドを先に実 
行してから、 ASSIGN コマンドを使用してください。 

•データファイル検索パスを設定しておくと、エディタなどでカレントディ 
レクトリに存在しないファイルを読み込むことができます。しかし、更新 
したファイルをセーブした場合そのファイルはカレントディレクトリに保 
存されます。元のファイルがカレントディレクトリになかった場合は更新 
されません。 

•カレントデイレクトリに同じ名前のファイルがあった場合は、そちらが優 
されます。 


関連コマンド ► ASSIGN 、 PATH、INSTALL 
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ASSIGN 


ASSIGN 


-- ~ - ~ ---- 

MS - DOS の論理装置名に任意の物理装置名を割り当てることができます。また、ドライブ名を別の 
任意のドライブ名に割り当てることもできます。 


Mfeb - 

ASSIGN [ 〈論理装置指定〉=〈物理装置指定〉[… ]] 


解 説 

ASSIGN コマンドは、論理的なデバイス名にさまざまな物理デバイスを割り当 
て直したり、ドライブ名を振り直したりすることができます。 

■論理装置の物理装置への割り当て方 

論理装置に物理装置を割り当てる場合は、〈論理装置指定〉=く物理装置指定〉と 
いう書式を用います。 

選択できる〈論理装置〉には次のものがあります。 

CI (コンソール入力） 

C0 (コンソール出力） 

PR (プリンタ出力） 

AI (補助入力） 

A0 (補助出力） 


選択できる〈物理装置〉には次のものがあります。 


KD 

または 

KEYBOARD 

(キーポード） 


SN 

または 

SCREEN 

(画面） 


R0 

または 

RS232C-0 

(標準の RS-232C インタフエース） 

R1 

または 

R5232C-1 

(RS-232C インタフ：! 

:—ス拡張ポート 1) 

R2 

または 

RS232C-2 

(RS-232C インタフ] 

:ース拡張ポート 2) 

PR 

または 

PRINTER 

(プリンタ） 


DY 

または 

DUMMY 

(ダミー） 



論理入力装置の CI、AI には、 KEYBOARD 、 RS 23200、 RS 232 C -1 、RS 
232 C -2 の物理装置の中からいずれか1つを割り当てることができます。 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


論理出力装置の CO 、 AO、PR には、 SCREEN 、 PRINTER 、 RS 23200、 
RS 232 C -1、 RS 232 C -2 の物理装置および DUMMY の中から最大4つまでを割 
り当てることができます。複数の装置を割り当てるときは、物理装置名をスペー 
ス（空白）で区切って指定します。出力装置としてダミー （ DY または DUMMY ) 
を割り当てると、実際の出力は行われません。 

例：コンソール出力を画面（ディスプレイ）とプリンタへ割り当てる 


ASSIGN CO 二 SCREEN PRINTER 


この例のように指定すると、画面への表示と同時にプリンタにも印字されるよ 
うになります。また、同時に複数の割り当てを行う場合は、次のようにスペース 
で区切って指定します。 

ASSIGN CO=SN PR A0 = R1 ( 省略形で記述した場合） 

この コマン ドは コマン ドライ ン からの設定以外に、各種パラメータが同じよう 
に設定できる、メニュー画面を持っています。 

パラメータを省略して ASSIGN コマン ドを実行すると、次のようなメニュー 
画面が表示されます。 


ASS I GN コマンド Uer. X.XX 

[論理装置] 

いノ り u ぃノ nr • し vw, 凡 リ ，: u 卜.:!； i ” i /: ハ，， — 

[物理装置] 

mgsssBsssi 

キーポード 

コンソール出力 

ディスブレイ 

補助入力 

RS232C-0 

補助出力 

RS232C-0 

ブリンタ出力 

ブリンタ 

ド:ライブの設定 

ドライブの状況 

終 了 

OFF 

コンソーノレ入力の設定を行ないます 

矢印キー （ T • i • — • -0 で Ip 目を選択し、リターンキーを押してください 
(: E S C キーを押すと奴碑を中 iF することができます） 

RS232C-0 RS232C-1 RS232C-2 

し 

—— — 一 - - 」 


メニュー 画面による パラメータの 設定では、画面に表示されるメッ セージに 従っ 
て、カーソル 移動 キー やリ ターンキーを 操作するだけで パラメータの 設定を行う 
ことができます。その際、 Q ] Q ] キーで論理装置を選択し、0 0キーで物 
理装置を選択します。 
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ASSIGN 


■ドライブ名を他のドライブに割り当てる 

ドライブ名を他のドライブに指定する場合は、まず ASSIGN コマンドのコマ 
ンド名のみを入力し、メニュー選択画面を表示させます。次に、メニュー選択画 
面の中から、、'ドライブの設定//を選択し、パラメータを次のように入力します。 

X=Y 

ここで又は、読み込み/書き込み時に、現在指定しているドライブ名です 。 Y 
は、変更後のドライブ名です。 

複数のドライブの指定を行うこともでき、次のように、空白で区切って パラメー 
夕を入力します。 

A=C B=C 

指定したドライブを解除する場合は、メニュー選択画面から、、、ドライブの解 
除〃を選択します。また”ドライブの解除〃で * はい〃を選択した場合は、指定した 
ドライブを解除するとともに ASSIGN のコマンドの常駐部分を解放します。こ 
の機能により、メモリを有効に活用することができます。 

注意 

• ドライブに異なるドライブ名を割り当てると、実際のドライブ情報を要 
求するコマンドに対して本当のドライブを隠してしまいます。したがっ 
て、 PRINT コマンド、 BACKUP コマンドを使う場合、あるいは通常の 
MS - DOS の操作をする場合などは、特別な事情がない限り ASSIGN コマ 
ンドは使用しない方がよいでしょう0 

• DISKCOPY コマンドは、どのようにドライブが割り当ててあってもそれ 
を_します。 

• ASSIGN コマン ドによって割り当てられたドライブに対して 、 FORMAT 
コマン ドによる デイスクのフォーマット はできません。 

• RS -232 C 拡張ボードが接続されていないときは、拡張ポート （ RS 23201、 
RS 232 C -2) に論理装置を割り当てることはできません。 

• ASSIGN コマンドは、' MSASSIGN . COM 〃を内部から呼び出し使用しま 
す。ドライブの指定/解除をするには、 '' MSASSIGN . COM 〃にコマンド 
検索パスが設定されていなければなりません。 '' MSASSIGN . COM 〃は単 
独では起動しないでください。 

♦割り当てることのできるドライブ名は、 MS - DOS 起動時に接続されてい 
るドライブに限ります。 


MS DOS 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


ATTRIB 


外部コマンド 


- 

ファイルに対して、 4 つの属性（アトリビュート）の設定または解除ができます。また、指定したファ 
イルの属性を表示します。 


---- 

ATTRIB [ + R 卜 R] [+AI -A] [+S | -S] [ + H I-H] [[ く d : >] [ くパス名〉 ] 〈ファイル名〉 ] [/S] 


•スイツチ 


+ R 
-R 
+A 
-A 
+S 
-S 
+ H 
-H 
/S 


指定したファイルに書き込み禁止属性を設定します。 

指定したファイルの書き込み禁止属性を解除します。 

指定したファイルにアーカイブ属性を設定します。 

指定したファイルのァーカイブ属性を解除します。 

指定したファイルにシステムファイル属性を設定します。 

指定したファイルのシステムファイル属性を解除します。 

指定したファイルに隠しファイル属性を設定します。 

指定したファイルの隠しファイル属性を解除します。 

〈パス名〉で指定したパスにある全ファイルと、そのサブディレクトリの全ファイルに対しても 
属性を設定 / 解除します。 


解 説 

ATTRIB コマンドは、ファイルにさまざまな属性を設定したり解除したりす 
るコマンドです。それぞれの属性は次のような意味になっています。 


書き込み禁止属性 . ファイルの読み出しだけを許可 

アーカイブ属性 . ファイルに変更が加えられたことを示す 

システムファイル属性…ファイルがシステムファイルであることを示す 
隠しフアイル属性 . 通常のコマンドではファイル名を表示できない 


■書ぎ込み禁止属性 


ファイルに書き込み禁止属性を設定すると、通常のコマンドではそのファイル 
を削除したり、更新したりすることができなくなります。そのため、大事なデ ー 
タファイルやプログラムは、誤操作によってファイルを壊してしまわないように 
この属性を設定しておくとよいでしょう。 
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ATTRIB 


■アーカイブ属性 

アーカイブ属性は、ファイルを作成したり、更新したりすると自動的に設定さ 
れる属性です。 BACKUP 、 REPLACE 、 XCOPY コマンドは、実行対象となる 
ファイルのアーカイブ属性を参照することができ、新規に作成/更新されたファ 
イルだけをコ ピーす ることなどができます。 

■隠しファイル属性とシステムファイル属性 

この2つの属性は、どちらを付けても単純な DIR コマンドでは表示できなくな 
り、 DEL コマンドで削除することもできなくなります。書き込み禁止属性よりも 
さらにファイルを保護したい場合に使います。 


例：カレントドライブのカレント デイ レクトリにある、拡張子が' DOC 〃の ファ 
イルすべてに書き込み禁止属性を設定する 

ATTRIB +R *.DOC 

例：カレントドライブの DOC デイレクトリにあるファイルすべてと、その下に 
あるサブディレクトリの全ファイルに書き込み禁止属性とアーカイブ属性を設定 
する 

ATTRIB +R +A DOC¥*_* /S 


■属性を表示する 


ファイルの属性を表示するときは、スイッチを付けずにコマンド名だけを入力 
します。 

例：カレントディレクトリのすべてのファイルの属性を表示する 

ATTRIB 

表示されているファイル名の前に 、 X R " が付いていれば書き込み禁止属性、'' A " 
が付いていればアーカイブ属性、 '、 S " が付いていればシステムファイル属性、、' 

が付いていれば隠しファイル属性が設定されていることを表します。 


関連コマンド ► BACKUP 、 RESTORE、XCOPY 


MS-DOS 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


AVGDRV 


外部コマンド 


- 

拡張グラフィックドライバを組み込みます。 



AVGDRV [/EI/CI/SI/R] 


•スイツチ 

/E ドライバの一部を EMS メモリに組み込み、コンベンシヨナルメモリの消費を抑えます。 
/C 数 / f 直演算コプロセッサを使用します。 

/S 描画系の機能を切り離し、設定系の機能のみを組み込みます。 

/R AVGDRV コマンドの常駐を解除します。 


解 説 


プログラムから拡張グラフィックス機能を利用するためのドライバを組み込み 
ます。 


デバイスドライバの'、 AVGDRV . SYS " にも同じ機能があります。これについて 
は、第1部第5章「デバ'イスドライノく」を参照してください。 


注意 

•コンピュータ本体で拡張グラフィックス機能がサポートされている必要が 
あります。 

• /尺では ADDDRV コマンドや CONFIG . SYS で組み込んだ AVGDRV . 
SYS を常駐解除することはできません。 

• / E で EMS メモリに組み込むにはセグメント C 000 H から始まる4ページ 
以上の連続したページフレームが必要です。 

関連コマンド _AVSDRV 
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AVSDRV 


AVSDRV 


外部コマンド 


WXM- 


拡張サウンドドライバを組み込みます。 


AVSDRV [/ EI / FI / PI / R ] 


>スイッチ 

/E ドライバの一部を EMS メモリに組み込み、コンベンシヨナルメモリの消費を抑えます。 
/F FM 音源機能のみを組み込みます。 

/P PCM 音源機能のみを組み込みます。 

/R AVSDRV コマンドの常駐を解除します。 


解 説 

プログラムから拡張サウンド機能を利用するためのドライバを組み込みます。 
デバイスドライバの、' AVSDRV . SYS "にも同じ機能があります。これについて 
は、第1部第5章「デバイスドライバ」を参照してください0 


注意 


► コンピュータ本体で FM 音源と PCM 機能がサポートされている必要があ 
ります。 

>/ r では ADDDRV コマンドや CONFIG . SYS で組み込んだ AVGDRV . 
SYS を常駐解除することはできません。 

>/E で EMS メモリに組み込むにはセグメント C 000 H から始まる4ページ 
以上の連続したページフレームが必要です。 


関連コマンド ► AVGDRV 


書 


MS-DOS 
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第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


BACKUP 


外部コマンド 


ファイルのバックアップを作成します。特に、固定ディスクの内容をフロッピィディスクに保存す 
るときに有効です。 



BACKUP {< dl :> I くパス名> | くファイル名1〉} く d 2 : > [/ S ] [/ M ] [/ A ] [/F :〈サイズ〉] 
[/D : く日付〉] [/ T : く時刻〉] [/ L : くファイル名2>] 


♦スイツチ 

/S カレントディレクトリだけでなく、その下のサブディレクトリ もバツ クアップします。 

/M アーカイブ属性が設定されているファイルだけをバックアップします。 

/A 受け側となるディスクに、バックアップファイルを追加します。受け側のディスクに元からあっ 
たファイルを削除しません。 

/F : くサイズ〉 

受け側のディスクがフォーマットされていない場合、くサイズ〉で指定した値でフォーマットし 
たあとにバックアップします。このとき、 FORMAT コマンドがカレントディレクトリにある 
か、コマンド検索パスに設定されたディレクトリになければなりません。〈サイズ〉には、640、 
720、1が入力でき、指定なしでもかまいません。 

/D :〈日付〉 

指定されたく日付〉以降に作成/更新されたファイルをバックアップします。 

/T :〈時刻〉 

指定された〈時刻〉以降に作成/更新されたファイルをバックアップします。 

/L : くファイル名2> 

〈ファイル名2> に、バックアップの記録を作成します。〈ファイル名2> を指定しないと、送り 
側のディスクのルートディレクトリに 、、 BACKURLOG " というバックアップ記録ファイルが作 
成されます。 

♦エラーレベル 

0 正常終了 

1バックアップするファイルが見つからない 

2 ファイル共有に関する競合があったため、バックアップされなかったファイルがある 

3 ユーザーによって中止された 

4 エラーによって中止された 
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BACKUP 


解 説 

BACKUP コマンドは、おもに固定ディスクなどの大容量ディスクの内容を、 
安全のためにフロッピィディスクに分けて保存するためのコマンドです。 

{く dl :> l 〈パス名>|くファイル名1〉}には、送り側のドライブ名、ファイル名、パ 
ス名のいずれか、あるいはそれらを組み合わせたものを指定します。次の < d 2:> 
には受け側のドライブ名を指定します。 

送り側のファイルが1枚のディスクに入りきらない場合は、受け側のディスク 
交換の指示が出ます。指示に従ってディスクを入れ換えてください。 

正常にバックアップを終了した送り側のファイ ルの了ーカイ ブ属性は解除され 
ます。 

例：ドライブ A のルートディレクトリをはじめ、すべてのサブディレクトリ内の 
ファイルまでを、すべてドライブ C にバックアップする 

BACKUP A : C : /S 

例 ： A : DOC 内のファイルのうち、アーカイブ属性が設定されているファイルだ 
けをドライブ C にバックアップする（受け側のディスクのファイルは削除しない） 

BACKUP A : DOC C : /M/A 

受け側のフロッピィディスクがフォーマットされて いない 状態で / F を付けた場 
合、くサイズ〉が、640なら受け側フロッピィディスクを 640 KB (8 セクタ）のフォー 
マットに、720なら 640 KB (9 セクタ)、1なら 1 MB (8 セクタ）でフォーマットし 
ます。 


注意 

❿ / A スイッチを指定しないと、受け側のディスクにあるファイルはすべて削 
除されます。 

•バックアップされたファイルには、先頭にバックアップのための管理情報 
が付加されます。そのため実行可能ファイルでも、バックアップ後のファ 
イルは実行できません。このファイルを実行可能な状態に復元するには、 
RESTORE コマンドを使います。 

•送り側ディスクにサブディレクトリが多く存在する場合に、''メモリが足 
りません"というメッセージを表示してバックアップを中止することがあ 
ります。このような場合は / S スイッチを指定せずに、ファイル名やディレ 
クトリ名を直接指定してください。 

•特に理由がない場合には、 MS - DOS 6.2 で新たにサポートされた 
OBACKUP コマンドの方が、簡単にバックアップとリストアができるの 


MS 丨 DOS 
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で、そちらを利用したほうがよいでしょう。 

参 BACKUP コマンドでバックアップしたファイルを QBACKUP コマンド 
では復元できません。 

• MS - DOS 3.3 D 以前の C 0 PY 2 コマンド機能は BACKUP コマンドおよび 
RESTORE コマンドで代替可能です。 


関連コマンド ► RESTORE 、 ATTRIB 、 FORMAT、QBACKUP 
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BREAK 


BREAK 


内部コマンド 


- 

I CTRL 丨 + @または| STOP J キーによって、どのようなときに中断できるかを設定します。 


- 

BREAK [ONI OFF] 


♦スイッチ 

ON すべての MS - DOS の機能を実行するたびに ( CTRL ) + [ C ] キーが押されたかをチェックします。 
OFF コンソール入出力、プリンタ出力時だけ 丨 CTRL 1 + キーが押されたかをチェックします（既 

定値 ） 〇 


解 説 

BREAK コマンドは、プログラムの動作を中断する lCTRLj + 丨 C ] キー（または 
[ stop 1 キー）が押されたかどうかを、どのレベルまでチエックするかを設定する 
コマンドです。 

BREAK が OFF の場合は 、 [cTRLl + fc ] キーで中断できるのは、プログラム 
が MS - DOS のコンソール入出力、プリンタの出力を利用しているときだけに限 
られます。 

BREAK が ON の場合は 、 (CTRLl + fS ] キーで中断できるのは、プログラム 
がすべての MS - DOS の機能（ファンクションリクエスト）を利用しているときに 
なります。これによって、通常は処理の中止ができない、ディスクの入出力時に 
も中断できるようになります。 

スイッチ （ ON または OFF ) を省略して、ヽ、 BREAK " とだけ入力すると、現在 
の設定状況を表示します。 

また、 CONFIG . SYS の BREAK コマンドでも設定することができます。これ 
については、第2部第4章 「 CONFIG . SYS の設定」を参照してください。 
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CHDIR(CD) 


内部コマンド 


巡 故 

機能 


カレントディレクトリを他の任意のディレクトリに変更します。また、カレントディレクトリ名を 
表示します。 


1) CHDIR [ く d : >] [ くパス名 〉] 

2) CHDIR .. 


* 別表記 

CD 


解 説 

CHDIR (または CD ) コマンドは、カレントディレクトリを変更したり、カレン 
トディレクトリ名を表示したりするコマンドです。 

例：カレントディレクトリが DOC ¥ JOB であるときに、これを ¥ DOC¥WORK 
へ変更する 

CHDIR ¥DOC¥WORK (もしくは、 CD ¥DOC¥WORK) 

パス名を指定せずに 、' CHDIR " とだけ入力すると、そのときのカレントディレ 
クトリを表示します。また 、 ''CHDIR B :" のようにドライブ名だけを指定して 
入力すると、指定したドライブのカレントディレクトリを表示します。 

カレントドライブ以外のディレクトリを指定した場合は、そのドライブのカレ 
ントディレクトリが変更されます、 

例：1つ上のディレクトリに移動する 

CD .. 

ディレクトリの移動、変更については、第1部第1章 1.3 「パス名」を参照して 
ください。 
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関連コマンド ► MKDIR、RMDIR 













CHKDSK 


CHKDSK 


外部コマンド 




ディスクやファイルのディレクトリ情報を検査し、ディスクの状況とメモリの容量を報告します。ま 
た、ディスクにエラーが見つかったときには、指定に応じてその修復も行います。 




CHKDSK [< d ：>][[ くパス名〉 ] くファイル名〉] [/ F ] [/ V ] 


，スイツチ 

/F ディスクに論理エラーが発見された場合は自動的に修復します。 

/V ディレクトリの詳しい状況まで報告します。 

解 説 

CHKDSK コマンドは、指定したデイスクのデイレクトリやファイルの情報に 
誤りや矛盾がないかどうかを調べ、なければディスタの未使用領域がどれだけあ 
るかを表示し、誤りがあればエラーメッセージを表示します。 

/ F スイッチが指定されていると、ディレクトリ情報の論理エラー（ファイル記 
録情報の不整合など）が発見された場合は、その誤りを自動修復します。誤りがな 
いときは、ディスクとメモリの状況を次のように報告します。 


A：¥>chkdsk 

ボリ： l ームシリアル番号は 


XX , XXX,XXK バイト 
XXX ， XXX バイト 
X ， XXX バイト 
X , XXX , XXX バイト 
XX , XXX,XXX バイト 

x,xxx バイト 
XX，XXX 個 
XX,XXX 個 

XXX , XXX バイト 
XXX , XXX ハイト 


イル 


KXX-XXXX 

全ディスク領域 
x 1固の!*しフアイノレ 
IK {固のティレクトリ 
XXX 個の ユーザー ファ. 

使用可能ディスク領域 

ア□ケーションユニットサイズ 
金フ>□ケーションユニット 
樓用可能ア□ケーシヨンユニット 

t メモリ 
用可能メモリ 


ブロンラトで HELP SCANDISK と入力してください. 


A :¥> 


wBmwEsmw^m\ 


mini _■ ■ ね ■ Br^f 8 * I 


MS-DOS 
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/ V スイッチが指定されていると、より詳しいディレクトリの情報を表示します。 

SCANDISK コマンドを使うとより確実にエラーを見つけ、修正することがで 
きます。 


注意 

• ASSIGN 、 JOIN または SUBST コマンドで指定されたドライブ名に対し 
ては、 CHKDSK コマンドを使わないでください。 

関連コマンド ► RECOVER 、 SUBST 、 ASSIGN 、 JOIN、SCANDISK 
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CHKENV 


CHKENV 


外部コマンド 




メモリ容量、 MS - DOS のバージョン、ドライブ数などのチェックを行い、アプリケーションが実行 
できる環境にあるかどうかを調べます。結果は エラー レベルで返します。 




CHKENV [<d ： > ] [ くパス名〉 ] くフアイル名〉 


_エラー レベル 

0 条件を満足している 

0以外条件を満足していない 


CHKENV コマンドは、くファイル名〉で指定されたファイルの内容に従って、 
システムの環境を調べ、特定のアプリケーションが実^?亍できる環境であるかどう 
かを知るコマンドです。〈ファイル名〉の内容は使用するアプリケーションによっ 
て異なります。具体的には SETUP . INI ファイルの ENV ブロックを調べます。 

調べた結果は CHKENV コマンドのエラーレベルで知ることができます。 

関連コマンド _IF 


* 本コマンドにはヘルプはありません。 


MS60S 


35 














第 2 章 MS-DOS のコマンド 



解 説 

デイスプレイに AN SI エスケープシーケンスの VV ESC [2 J " を送り、画面を消去 
します。 


エスケープシーケンスについては付録 F 「 エスケープシーケンス」を参照してく 
ださい。 
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COMMAND 


COMMAND 


外部コマンド 


pi^i^n - 

新たにコマンドプロセッサ （ COMMAND . COM ) を起動します。 


- 

COMMAND[[<d : >] くパス名〉][く CTTY デバイス名〉] [/E :〈環境エリアの大きさ〉] [/ P ] [{/CI 
/ K } 〈パス名〉〈文字列〉 [/ Y ]][/ MSG ] 


籲スイッチ 

/E :〈環境エリアの大きさ〉 

起動する COMMAND.COM で使用する環境変数用のメモリの量をバイト単位で指定しま 
す。指定できるのは160〜32768までで、既定値は256バイトです。 

/P 起動する COMMAND.COM をメモリに常駐させて、それ以上高いレベルへの抜け出しを禁 
止します。この場合 EXIT コマンドで親プロセスに戻ることができなくなります。 

/ C 〈パス名〉〈文字列〉 

起動した COMMAND.COM で、〈文字列〉で指定されたコマンドを実行します。実行後は 
起動した COMMAND.COM を抜けて、自動的に元のコマンドプロセッサに戻ります。 

/ K 〈パス名〉〈文字列〉 

起動した COMMAND.COM で、〈文字列〉で指定されたコマンドを実行します。実行後は 
自動的には元のコマンドプロセッサには戻りません。 

/Y /C か /K スイッチを付けてバッチファイルを実行したときに一行ずつ確認して実行します。 

/ MSG すべてのエラーメ ッ セージをメモリに常駐させます。フロッピイディスクから MS-DOS を 
起動する場合のみ有効です。 / P スイッチと共に指定してください。 


解 説 

COMMAND.COM は MS-DOS の標準コマンドプロセッサですが、1つの外 
部コマンドとしても実行することができます。 

[<d : >] くハ。ス名〉には、 COMMAND . COM の非常駐部がなんらかの理由で失 
なわれたときに、それを再ロードするためのパス名を指定します。このパス名は、 
通常 CONFIG . SYS の SHELL コマンドで設定しておきます。これについては、 
第2部第4章 4.2「 CONFIG . SYS の設定」を参照してください。また、 / P スイッ 
チに関しても同じところを参照してください。 

く CTTY デバイス名〉には、コマンドの入出力を行うデバイスを指定します。既 
定値では CON デバイスになっていますが、これを別のデバイス（たとえば AUX ) 
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などにする場合に用います。詳しくは CTTY コマンドを參照してください。 

/ C を利用してバッチファイル中で他のバッチファイルをサブルーチンのように 
利用することができます。起動された COMMAND . COM は〈文字列〉をコマン 
ドとして実行し、実行終了後、元のコマンドプロセッサに戻ります。詳細は、第 
2部第3章「バッチファイル」を参照してください。 


/ K を利用しても/ C と同様にバッチファイル中で他のバッチファイルをサブルー 
チンのように利用することができますか' 指定されたコマンドを実行後も元のコマ 
ンドプロセッサには戻りません。元のコマンドプロセッサに戻るときには EXIT 
コマンドを使います。 

例：新しく COMMAND . COM を起動してそれに XHKDSK B :〃 を実行させ、 
実行後元のコマンドプロセッサに戻る 

COMMAND /C CHKDSK B : 


また、アプリケーションプログラムから子プロセスとして COMMAND.COM 
を起動した場合は、 EXIT コマンドによって元のプロセス（親プロセス）に戻るこ 
とができます。 

関連コマンド ► EXIT、CTTY 
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COPY 


COPY 


内部コマンド 


ファイル単位またはディレクトリ単位でファイルをコピーします。また、複数のファイルを連結し 
て コピーす ることもできます。 


-- 

1) COPY {[<d : >] [〈パス名〉]〈ファイル名1> I [<d :〉]〈パス名1〉} [/ A ] [/ B ] [{く d : > 
[く d : > ] くパス名2> 丨 [<d : > ] [ くパス名2> ] 〈ファイル名2> }] [/ AI / B ] [/ V ] [/ YI /- Y ] 

2) COPY [<d : >] [〈パス名〉]くファイル名 > + [ [く d : >] [〈パス名〉]くファイル名〉…][く d : ) 
] [くパス名〉]くファイル名2> [/ YI /- Y ] 


I スイツチ 

送り側に付けた場合 

/A 送り 側 ファ イ ルはテキストフ ァイ ルとして処理され 、 EOF コード（エン ドオブフ ァイ ルニ ファ 
イルの終了を示すコード）までコピーされます。 

/B EOF コードに関係なくファイル全体をコピーします。 

受け側に付けた場合 

/A 受け側ファイルの最後に EOF コードを書き込みます。 

/B 受け側ファイルの最後に EOF コードを書き込みません。 

/V コピー終了後に、正しく書き込まれたかをチェックします。 

/Y 受け側のファイルを上書きするか確認するためのプロンプトを表示しません。 

/- Y 受け側のファイルを上書きするか確認するためのプロンプトを表示します。（既定値） 


解 説 


COPY コマンドは、指定した送り側ファイルの複写を、受け側に新たに作成す 
る（コピーする）コマンドです。また、送り側の複数のファイルを〃記号でつな 
いでコピーすると、それらは1つに連結されて受け側のファイルになります。 

環境変数 、、 COP YCMD 〃に VY 〃を設定しておくと、受け側のファイルを上書き 
するか確認するためのプロンプトを表示しません。この設定はコマンドラインで 
V-Y" スイッチを設定すると無効になります。 


機能 


MS60S 
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■書式1ファイルまたはディレクトリ単位でコピーする 

第1パラメータ（左側の {} で囲まれた部分）で指定したファイルを、第2パラ 
メータ（右側の {} で囲まれた部分）で指定したファイルにコピーします。 

(1) 第1パラメータについて 

第1パラメータには〈ファイル名1> かくパス名1> を指定できます。それぞれの 
場合で、送り側ファイルは次のようになります。 

• [く d : >] く パス 名1> としてディレクトリを指定したとき 

指定したディレクトリ下に存在するすべてのファイルが、送り側ファイルとな 
ります。 


• く [d : [くパス名〉]〈ファイル名1> を指定したとき 

指定したファイルだけが送り側ファイルとなります。 

(2) 第2パラメータについて 

第2 パラメータ にも、 〈ファイル 名2> かくパス 名2> を指定できます。また、何 
も指定しない場合もあります。 

參第2パラメータをすべて省略したとき 

第1パラメータで指定した送り側ファイルが、カレントディレクトリに個別に 
コピーされます。 

例：ディレクトリ: DCXT にある、拡張子が ' DOCT のファイルすベてをカレ 
ントデイレクト リ に コピーす る 


COPY B : DOC¥*.DOC 


• ドライブ名 <d : >だけを指定したとき 

第1パラメータで指定した送り側ファイルが 、 <d : >で寸旨定したドライブの力 
レントディレクトリに個別に コピー されます 0 

例：カレントドライブのカレントディレクトリにある、拡張子が、、. DOC 〃のファ 
イルすべてを、ドライブ B のカレントデイレクトリに個別に コピーす る 

COPY *.DOC B : 
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♦ くパス名 2> (ドライブ名付きの場合も含む）を指定したとき 

第1パラメータで指定した送り側ファイルすべてが、〈パス名2> で指定したディ 
レクトリに個別にコピーされます。 

例：カレントドライブのカレント デイ レクトリにある、拡張子が、、 . DOC 々のファ 
イルすべてを、ドライブ B の ディ レクトリ、、丁 EXT " 下に個別に コピーす る 

COPY *.DOC B : TEXT 


•〈ファイル名2> (ドライブ名、パス名付きの場合も含む）を指定したとき 

送り側ファイルが単ーファイルか複数ファイルかによって実行結果が変わります。 
送り側ファイルが単ーファイルの場合は、第2パラメータの〈ファイル名2> に 
単純にコピーされます。 

例：カレントドライブのカレント デイ レクトリにあるファイル、' REPORT . DOC " 
を、 、'B : TEXT ¥ REP 1. D 0 C 〃にコピーする 

COPY REPORT.DOC B : TEXTMREP1.DOC 

送り側ファイルが複数の場合は、それらは連結されて1つのファイルとしてコ 
ピーされます。送り側で複数のファイルを指定するには、ワイルドカードを使用 
したり、パス名で指定します。連結される順番はディレクトリ順 （ DIR コマンド 
で表示される順）になります。 

例：カレントドライブのデイレクトリ '' DOC " にあるすべてのファイル（デイレク 
トリは除く）を連結して、ファイル yv B : TEXT ¥ ALLIN 1. TXT " にする 

COPY DOC B : TEXT¥A 山 Nl.TXT 

■書式2ファイルを連結する 

第1パラメータで、、十"記号でくファイル名〉をつなぐと、それらのファイルは指 
定の順で連結され、第2パラメータの〈ファイル名2> にコピーされます。 

例：カレントドライブのカレントディレクトリの、ファイル、' RP 1. D 0 C " と WRP 2. DOC " 
をこの順で連結して、、、: RP 3. D 0 C " にコピーする 

COPY RP1.D0C + RP2.D0C RP3.D0C 


この方法を使用すると、任意の順番でファイルを連結することができます。 


MS 6 0S 
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参考 

次のようなパラメータを指定するとエラーになります。 

COPY *.DOC AL し DOC 

これは、第 1パラメータに 使われて いる ワイルド カード 、. DOCT に、第 2 
パラメータのファイル、、 ALL . DOC " までもが該当してしまうからです。つま 
り、受け側ファイルに自分自身を指定したことになるのです。この場合、 

コピー前に送り側の内容が失なわれました. 

という エラーメッセージが表示 されます。もし \\ ALL . DOC 〃 の末尾に他の 
% . DOC " を追力卩したいのなら次のようにします。 

COPY AL し DOC + *.DOC 


■デバイスファイルを扱う 


COPY コマンドで、ファイル名として PRN や CON などのデバイスファイル 
を指定すると、そのデバイス間でデータを転送することができます。 

例：ファイル'、 REPORT . DOC 々を PRN デバイス（通常はプリンタ）にコピーする 
(ファイルの内容をプリンタに印字する） 


COPY REPORT.DOC PRN 


ただし、デバイスファイルとして AUX を指定したときは、正しくデータが転 
送できない場合があります。この場合は COPYA コマンドを使ってください。 


注意 

♦送り側と受け側がまったく同じ場合は コピー されず 、コピーで きなかった 
旨のメ ッセージが 表示されます。 

♦すでに存在するフアイルにコピーすると、上書きされて元の ファ イルは消 
去されます。 


関連コマンド ► COPYA 、 XCOPY、MOVE 
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COPYA 


COPYA 


外部コマンド 


- 

補助入出力装置 （ AUX ) との間でデータフアイルの送受信を行います。 


MSB -- 

1) COPYA [ [/ B ] [く d : > ][ 〈パス名〉 ] くファイル名〉 AUX ] 

2) COPYA [[/ B]AUX [く d : >] [〈パス名〉][くファイル名〉]] 


♦スイッチ 

/B データをバイナリモードで送受信します。 


解 




COPYA コマンドは AUX デバイス ( RS -232 C ) を利用してデータの送受信を 
行います。 AUX デバイスにデータを送る場合は書式 1) を、 AUX デバイスから 
データを受け取る場合は書式 2) を使用します。また、データはバイナリモードで 
もテキストモードでも送受信することができます。 


バイナリモードでデータを送信する際には、ファイル名にワイルドカードが使 
用できます。また、バイナリモードで受信する際にはファイル名を省略すること 
ができます。ファイル名を省略した場合は、受信したファイルのファイル名、お 
よび日付は送信側の内容と同じになります。 


送受信時の RS -232 C の各種パラメータは、両方で同じ設定にする必要があり 
ます。また、バイナリモードの場合はさらに、次のように設定してくたさい。 


ポーレート 


75〜19200 


キャラクタ長 
ハ。リテイチェック 
ストップビット 
X パラメー タ 


8ビット 
パリティ無 

1ビットまたは2ビット 
無 


注意 

• ボーレートは機種により19200がサポートされていない場合があります。 
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テキストデータを送信する場合、ファイル中の EOF コード （ EOF はエンドオ 
ブファイルの略：ファイルの終了を示すコード）まで送信します。ファイルに EOF 
コードが存在しなかった場合は、ファイルをすべて送信したあとに EOF を送り 
ます。 

データを 受信する場合は、 EOF コードがくるまで受信動作を続けます。 

例：ファイル、、 SEND . DAT " の内容を AUX デバイスに送信する 

COPYA SEND.DAT AUX 

例： AUX デバイスから受信したデータを1: TEXT ¥ RECEIVE . DAT " にコピー 
する。 


COPYA AUX A : TEXT¥RECEIVE.DAT 

このコマンドは、 メニュー画面による各種設定および実行ができます。すべて 
の コマン ドオプションを省略して、、 COPYA " とだけ入力すると次のような画面が 
表示されます。 


COPYA コマンド Uer . X.XX 

.. . Cor^right (C) MEC Corporat ivn 丨汲 ; パ， i 9、:; 

iwm 送信 

ファイル名 

ファイル種類 テキストファイル 

実行 

終了 


_齡辦朽贫％で 

^：3(3キ5を||すと処理を中 


隘;ノ キーを 押してください 


0 0キーで項目を選択し、0 LuJ キーで指定したい内容を選択します（項 
目と指定内容については、前述の解説を参考にしてください）。 

、、終了"を選択し、続けて、、はい"を選択すると COPYA コマンドを終了します。 
またキーを押し、続けて、、はい"を選択しても COPYA コマンドを終了し 
ます。 
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COPYA 


注意 

• COPYA コマンドを使う前に、 SPEED コマンドで RS -232 C インタフエー 
スを初期化してください。このとき、システムには RS -232 C インタフエー 
ス用デバイスドライバ （ RSDRV . SYS ) が組み込まれていなければなりま 
せん。 

• COPYA コマンド実行時は、受信側で先にこのコマンドを起動してくだ 
さい。 

♦ファイル転送中に処理を中断する場合は、 (CTRL] + [C] キーを入力してく 
ださい。 

• ASSIGN コマンドで補助入出力を別々の物理装置に設定した場合は、補助 
入力と補助出力の両方を SPEED コマンドで初期化してください。 

•バイナリモードの場合は、 ASSIGN コマンドで補助入力と補助出力を同じ 
物理装置に設定してください。 


関連コマンド ► ASSIGN 、 SPEED 、 RSDRV . SYS (デバイスドライバ) 
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CTTY 


内部コマンド 


コマンドを入出力するデバイスを変更します。 


EE9 

CTTY くデバイス名〉 


解 説 

CTTY コマンドは、 MS - DOS に対するコマンド入出力のデバイス（既定#:は 

参照•デ バイ ス名—第 CON デバイス）を〈デバイス名〉で指定したデバイスに変更できます。 

1部第1章 1.4 「周辺機 
器を表す ファ イル名」 

通常、コマンドの入力とコマンドの実行結果の出力はコンソール （ CON ) を通じ 
て行われます。 CTTY コマンドによって、これを RS -232 C 装置を経由したター 
ミナルなどから行うことができます。 

例：補助入出力装置 （ AUX デバイス）からコマンドを入力し、その出力を AUX 
デバイスで受け取る 


CTTY AUX 

例：コマンドの入出力をコンソール （ CON デバイス）に戻す 

CTTY CON 

以後、コマンドの入力はキーボードから、コマンドの実行結果の出力は画面に 
行われます。 
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CTTY 


注意 

•デバ'イス名として AUX を指定するときは 、 CTTY コマン ドを実行する前 
に SPEED コマンドで RS -232 C インタフェース の初期化と起動を行って 
ください。 

•ハードウェアに対して直接入出力を行っているようなプログラムには、こ 
のコマンドは無効です。入出力に MS - DOS の機能を利用したプログラム 
にのみ有効です。 

參デバイス名には PRN や NUL もありますが、これらは入力用に使用でき 
ないので、指定しても意味がありません。 

•コマンドの入出力を標準 （ CON ) 以外に変更すると、コントロールキャラ 
クタやリターン キー や バックスペース などの制御文字はデータとして扱わ 
れるため、画面の制御は行われなくなります。 


関連コマンド ► SPEED、COMMAND 


MS-DOS 
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CUSTOM 


外部コマンド 


指定したドライブのルートディレクトリに AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS を作成します。すで 
に AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS が存在する場合は、それを更新します。また、 ADDDRV コマ 
ンドで登録するデバイスドライバの定義ファイルの作成と更新も行うことができます。 


- 

CUSTOM [ <d ： > ] [ く ADDDRV 用定義フアイル〉] 


解 



AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS や ADDDRV 用定義ファイルはテキスト 
ファイルですから、エディタやワープ ロソフ トで作成/編集することができます 
が、 CUSTOM コマンドを使うと、エディタより簡単に作成/更新できます。 


AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS を作成/更新する場合、起動時にドライ 
ブ名を指定するとそのルートディレクトリの、ドライブの指定を省略するとカレ 
ントドライブのルートデイレクトリの AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS が対 
象となります。パス名を設定してサブディレクトリに作成することはできません。 

ファイル名を指定しないで CUSTOM コマンドを起動すると、次のようなメ 
ニュー画面が表示され、メニューの選択によって各種の設定が行えます。 
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CUSTOM 


J ( 0 ^- ^~ ES C :処理を中止することができます） 


BUFFERS : 


0 0 0 0キーで反転部分が動きます。希望の選択肢に反転部分を重ね 
てリターンキーを押してください。あるいは、必要に応じて文字や数字をキーボー 
ドから入力してください。以後の操作は、表示されるメッセージに従って操作し 
てください。 

ドライブの指定のあとに、ファイル名を指定して CUSTOM コマンドを実行す 
ると、 ADDDRV 用定義ファイルを作成するメニュー画面が表示されます。ここ 
では、日本語入力、画面/入出力関連、その他設定できるデバイスドライバのた 
めの定義ファイルが作成できます。 


すでにあるファイル名を指定した場合は、そのファイルの更新を行います。新 
しいファイル名の場合は、新規作成になります。 

更新する場合は「入カファイル」に更新するファイル名を、新たに作成する場合 
は、「入カファイル」にはなにも入力せず「出カファイル」にファイル名を入れてく 
ださい。 


CUSTOM コマンド Uer . X.XX 

- — - —Copyright (C? NEC Corporation i9 ： 0：, l^s;： - 


「環境設定フアイルの作成/更新」を選択するとさらに「新規作成」するか「更新」 
するかを選択でき、次の画面に移ります。 

また、 AUTOEXEC . BAT と CONFIG . SYS が存在しない場合は、この画面が 
表示されます。 


いいるるるるいるる 

^よ よ 
! 1^すすすすプすす 

RnRnnHBUnHBUSUOUUSU 

月月月月月戶月戶月 


置シ 

装ッ 

CM ャト Y ル 
力2〇リキー E ヱ 
入夕3 R モクリ K シ面了 
イ語ン 0 J | メスデ83—終 
.;; リ80張ィン〇〇面定 
フ日ブ RC 拡デア DD 次設 


H& 

B ィ語 _ 
@ァ本 

明フ nr 


MS60S 


49 






第 2 章 MS-DOS のコマンド 


CUSTOM コマンド Uer. X.XX 

. . . ' 

ADDD R V 用定義ファイルの作成/更新 

睡賴 UEi 

画面/入出力関連 

その他 

終了 


日夢！吾入乃のデバイスドライバを設完 

讀1514継鼷舉& 


; リターンキーを奸してください 
ることができます!） 


以後の操作は、表示されているメッセージに従ってください。 


注意 

_「シヱル」で指定したファイルが起動ディスク上にないと、そのディスクで 
MS - DOS を起動することができなくなります。 

• AUTOEXEC . BAT と CONFIG . SYS の内容や ADDDRV 用定義ファイル 
については、第2部第4章 「 CONFIG . SYS の設定」および第2部第5章 
「 AUTOEXEC . BAT の設定」を参照してください。 

• CUSTOM コマンドは '' NECCDCHK . EXE ^ を内部から呼び出し使用しま 
す。 CD - ROM ドライブの設定をするには、 '' NECCDCHK - EXE " にコマ 
ンド検索パスが設定されていなければなりません。 " NECCDCHK . EXE ^ 
は単独では起動しないでください。 
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DATE 


DATE 


内部コマンド 


MMM- 


システムが管理する日付を表示/設定します。 




DATE [ <yy>- <mm>- く dd> ] 


解 説 

DATE コマンドは、コンピュータの本体内に持っている内部時計の日付部分を 
合わせます。 

システムが管理する 日付は、 ファイルを作成/更新したときに デイ レクトリに 
記録される日付として利用されます。 BACKUP コマンドなど、日付の情報を参 
照するコマンドもありますから、必ず正しい日付を設定するようにしてください。 

” DATE " とだけ入力すると、 

現在の日付は 〈yy>- く mm>- く dd> (曜日）です. 

日付を入力してください（年-月-日）：_ 

と表示されます。ここで、日付を変更する必要がなければそのままリターンキー 
を押してください。変更する必要があるときは、年 （ yy )、 月 （ mm )、 日 （ dd ) をハ 
イフン （-) かスラッシュ （/) かピリオド （.） で区切りながら、数字で人力します。 
各数字の範囲は次のとおりです。 


< yy > 

80 〜 99 または1980〜2079 (年) 

< mm > 

1〜12(月） 

< dd > 

1〜31(日） 


範囲外の数字を入力するとエラーになり、再入力を求めてきます。 

年月日は 、 DATE コマン ドのパラメータとして入力することもできます。 


MS DOS 
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日付は時刻と連動しており、時刻が翌日になったときは自動的に日付も更新さ 
れます。そのため、時刻も TIME コマンドで正しく設定する必要があります。 

関連コマンド kTIME 
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DBLSPACE 


DBLSPACE 


外部コマンド 


ド魅 ■ - 

圧縮ドライブを作成したり、作成されている圧縮ドライブを保守管理します。 


- 

1) DBLSPACE 

2) DBLSPACE /COMPRESS < ドライブ名1> [/F] [/NEWDRIVE 二く ドライブ名2>] [/RESERVE 二 
〈サイズ〉] 

3) DBLSPACE/CREATE く ドライブ名1> [/NEWDRIVE 二く ドライブ名2> ] [/SIZE 二くサイズ〉 

I /RESERVE 二くサイズ〉] 

4) DBLSPACE /DEFRAGMENT [/F] く圧縮ドラィブ名〉 

5) DBLSPACE /DELETE 〈圧縮ドラィブ名〉 

6) DBLSPACE/DOUBLEGUARD 二 {011} 

7) DBLSPACE /FORMAT く圧縮ドライブ名〉 

8) DBLSPACE/H0ST=< ドライブ名1> くドライフ*名2> 

9) DBLSPACE [/INFOI 〈圧縮ドライブ名〉] 

10) DBLSPACE/LASTDRIVE= 〈ドラィブ名〉 

11) DBLSPACE /LIST 

12) DBLSPACE /MAXFILEFRAGMENTS 二く フラグメント最大数〉 

13) DBLSPACE/MOUNT [二く拡張子〉]〈圧縮ドライブ名〉 [/NEWDRIVE= 〈ドライブ名〉] 

14) DBLSPACE/RATIO[=r.r] [く圧縮ドライブ名>1 /ALL] 

15) DBLSPACE/SIZE [= くサイズ1> I /RESERVE 二くサイズ2> ] 〈圧縮ドライブ名〉 

16) DBLSPACE/SWITCHES 二 {N1F1FN} 

17) DBLSPACE/UNCOMPRESS 〈圧縮ドラィブ名〉 

18) DBLSPACE /UNMOUNT [く圧縮ドライブ名〉] 


解 説 

DBLSPACE コマンドをスイッチなしで起動すると（上記書式 1)) 、まだ Dou 
bleSpace がセットアップされていないシステムでは DoubleSpace のセツトアツ 
プ画面が表示されます。 
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Microsoft DoubleSpace トアツフ 

DoubleSpace セツトアツプへようこそ 

DoubleSpace セクト： F ツブブ□クラムは，ディスクのファイルを压縮 
して，ハードディスクの空き領域をふやします.また、， MS-DOS 
部で DoubleSpace 綱窗ドライ： A アクセスできるよ々[こするための 
DBLSPACE . BIN を読寡达みます. DBLSPftCE . BIN には，約 5 TO のメモ 
リが必要です. 


セットアップを開始するには，リターンキーを押してください. 
セット7ップについて詳しくはバ • 1キーを押して.ください. 

• Doub 〗 的 pace を組み込まずにセットアップを終了するには，卜3 


また DoubleSpace がセットアップされているシステムでは、圧縮ドライブを 
保守管理するためのメニュー画面が表示されます。 



DoubleSpace をセットアップする方法、および圧縮ドライブを保守管理するメ 
ニュー項目については、基本機能セットの『ユーザーズマニュアル』を参照してく 
ださい。 

また圧縮ドライブの保守管理は、 DBLSPACE コマンドにスイッチをつけて実 
行してもできます。 


54 










DBLSPACE 


■既存ドライブの圧縮 

/COMPRESS < ドライブ名1> [/F] [/NEWDRIVE = く ドライブ名2>] [/RESERVE 二 
〈サイズ〉] 

〈ドライフ名1> で指定した既存のドライブを、 DoubleSpace で圧縮します。 
7 C 0 M " と省略できます。 

/ F スイッチを同時に指定すると、圧縮が終わったことを知らせる画面を表示し 
ないで、すぐにコマンドプロンプトに戻ります。 

/ NEWDRIVE 二くドライブ名2> スイッチは、圧縮する〈ドライブ名1> に対応 
するホストドライブ名を指定します。くドライブ名2> には、まだ使用されていな 
いドライブ名を指定してください。省略すると、自動的に適切なドライブ名が割 
り当てられます。 VNEW " と省略できます。 

/ RESERVE : 〈サイズ〉スイッチは、ホストドライブに残しておく領域の大き 
さを M バイト単位で指定します。圧縮せずに残しておいた領域には、たとえば 
Windows の常設スワップファイルのように、圧縮すると機能しなくなるファイ 
ルを入れておきます。省略すると、 2 M バイトの空き容量を残します。 、、/ RES " と 
省略できます。 


注意 

•交換可能なディスク（フロッピィディスク、光ディスクなど）および RAM 
ディスクは圧縮できません。 

籲論理セクタ長が512バイトでない固定ディスクドライブは圧縮できません。 
前もって DBLTRANS コマンドでセクタ長を512バイトに変更しておい 
てください。 

•すでに満杯になっているドライブを圧縮することはできません。くドライ 
ブ名1> で指定するドライブには、少なくとも 1.2 M バイトの空き容量が必 
要です。 

参圧縮しようとするドライブ名に含まれるデータの総容量が 512 M バイトを 
越える場合は圧縮できません。 


例：ドライブ B を圧縮する。圧縮されないスペースを 2 M バイト残し、ホストド 
ライブのドライブ名は指定されていないので適切に割り当てられます。 

DBLSPACE /COMPRESS B: 

例：圧縮されないスペースを 10 M バイト残して、ドライブ B を圧縮する。ホス 
トドライブはドライブ D となります。 

DBLSPACE /COMPRESS B: /NEWDRIVE 二 D: /RESERVE=10 
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■新しい圧縮ドライブの作成 

/CREATE 〈ドライブ名 1> [/NEWDRIVE= くドライブ名 2>] [/SIZE 二くサイズ〉 
I/RESERVE 二くサイズ〉] 

〈ドライブ名1> で指定した既存のドライブの空き領域を利用して CVF を作成 
し、新しい圧縮ドライブにします。 、、/CR 〃と省略できます。 

/ NEWDRIVE 二くドライブ名2> スイッチは、新しく作成される圧縮ドライブ 
のドライブ名を指定します。くドライブ名2> には、まだ使用されていないドライ 
ブ名を指定してください。省略すると、自動的に適切なドライブ名が割り当てら 
れます。 、 VNEW 〃と省略できます。 

/SIZE 二くサイズ〉スイッチは、作成する CVF の大きさを M バイト単位で指定 
します。 、、/ sr と省略できます。 

/ RESERVE = <サイズ〉スイッチは、ホストドライブに残しておく領域の大き 
さを M バイト単位で指定します。圧縮せずに残しておいた領域には、たとえば 
Windows の常設スワップファイルのように、圧縮すると機能しなくなるファイ 
ルを入れておきます。省略すると、 2 M バイトの空き容量を残します。 VRES 〃と 
省略できます。 

/SIZE スイッチと /RESERVE スイッチを同時に指定することはできません。 
両方を省略すると、 VRESERVE = 1.0" が指定されたものと見なされます。 

例：ドライブ B にある空き容量を 1 M バイトだけ残して、新しい圧縮ドライブを 
作成する。作成される圧縮ドライブのドライブ名は指定されていないので適切に 
割り当てられます。 


DBLSPACE /CREATE B: 


例：ドライブ B に空きを 10 M バイト残して、新しい圧縮ドライブを作成する。作 
成される圧縮ドライブのドライブ名は指定されていないので適切に割り当てられ 


ます0 


DBLSPACE /CREATE B: /RESERVE=10 


例：ドライブ B にある空き容量のうち 15.5 M バイトを使って、新しい圧縮ドライ 
ブを作成する。作成される圧縮ドライブはドライブ D となります。 


DBLSPACE /CREATE B: /NEWDRIVE-D: /SIZE=15.5 

■圧縮ドライブの最適化 

/DEFRAGMENT [/F] [ 〈圧縮ドライブ名 〉] 

指定した圧縮ドライブ内で断片化された空き領域を統合し、最適化します。 
MS-DOS の DEFRAG コマンドに似ていますが、 DEFRAG コマンドがドライ 
ブ上のファイルの位置を変更してディスクの処理速度を最適化するのに対し、 
DBLSPACE コマンドの / DEFRAGMENT スイッチは圧縮ドライブ （ CVF ) の中 
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のデータの位置を変更し、断片化された空き領域を CVF の末尾に集めて CVF を 
最適化します。したがって、 DBLSPACE コマンドの/ DEFRAGMENT スイッ 
チによってドライブの処理速度が向上することはありません。 、、/ DEF " と省略で 
きます。 

DBLSPACE コマンドの/ SIZE スイッチで圧縮ドライブのサイズを小さくする 
場合は、前もってこのスイッチで圧縮ドライブ上の空き領域を統合イ匕しておかな 
ければなりません。 

〈圧縮ドライブ名〉の指定を省略すると、カレントドライブが最適化されます。 
/ F スイッチを同時に指定すると、より完全に最適化します。 

例：圧縮ドライブ B を最適化する。 

DBLSPACE /DEFRAGMENT B: 

■圧縮ドライブの削除 

/DELETE 〈圧縮ドライブ名〉 

指定した圧縮ドライブ、およびそこに保存されているすべてのファイルを削除 
します。対応する CVF も削除されます。 7DEL" と省略できます。 


注意 

♦削除した圧縮ドライブを復元するスイッチはありません。ただしホストド 
ライブだったドライブ上で、 MS-DOS の UNDELETE コマンドを使って 
CVF そのものを復元できることがあります。復元できたら、 DBLSPACE 
コマンドの/ MOUNT スイッチで再取り付けをしてみてください。 

籲現在の起動ドライブは削除できません。 

•起動可能な圧縮ドライブも削除できるため、複数の圧縮された起動ドライ 
ブを使用して使い分けている場合は、誤って削除をしないようにしてくだ 
さい0 


例：圧縮ドライブ B 、 およびそこに保存されているすべてのファイルを削除する。 


DBLSPACE /DELETE B: 


■安全性チェックの設定 

/DOUBLEGUARD = {0| 1} 

DoubleGuard による安全性チェックの ON/OFF を変更します。実際には、 
DBLSPACE をセットアップしたドライブのルートディレクトリにある DBLSPA 
CE.INI ファイル（書き込み禁止、システムファイル、隠しファイルの各属性がセッ 
卜されている）内の DoubleGuard の設定を変更します。 

DoubleGuard は、 DoubleSpace が使用しているメモリ領域に他のプログラム 
が不正な書き込みをしないよう、常時監視するしくみです。もしそのようなこと 
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が 検出されると、 データの 損傷を最小限に食い止めるため 、 DoubleLruard はコ 
ン ピュータの 動作を停止させます。セットアップ直後は、 DoubleGuard による安 
全1¢チェックは ON になっています。 

〇を指定すると、 DoubleGuard による安全性チェックを OFF にします。これ 
によってシステムの処理速度は若干速くなりますが、安全性は低下します。 

1を指定すると、 DoubleGuard による安全性チエックを ON にします。 


注意 

• / DOUBLEGUARD スイッチで変更した設定は、コンピュータを再起動し 
たあとで有効になります。 


例： DoubleGuard による安全性チェックを OFF にする 0 


DBLSPACE /DOUBLEGUARD = 0 

■圧縮ドライブのフォーマツト 

/FORMAT 〈圧縮ドライブ名〉 

指定した圧縮ドライブを初期化します。この圧縮ドライブに保存されているす 
ベてのファイルがなくなります。 VF 〃 と省略できます。 

注意 

_初期化した圧縮ドライブを復元するスイツチはありません。 

♦現在の起動ドライブは初期化できません0 

籲起動可能な圧縮ドライブも初期化できるため、複数の圧縮された起動ドラ 
イブを使用して使い分けている場合は、誤って初期化しないようにしてく 
ださい。 


例：圧縮ドライブ B を初期化し、そこに保存されているすべてのファイルを削除 


する。 


DBLSPACE /FORMAT B: 

■ホストドライブ名の変更 

/HOST 二くドライブ名1> くドライブ名2> 

指定した圧縮ドライブのホストドライブ名を変更します。実際には 、 DoubleSpace 
をセットアップしたドライブのルートデイレクトリにある DBLSPACE . INI ファ 
イル（書き込み禁止、システムファイル、隠しファイルの各属性がセットされてい 
る）内の ActivateDrive の設定を変更します 0 

くドライブ名1> には、変更したい圧縮ドライブのドライブ名、または現在のホ 
ストドライブ名のどちらかを指定します。 
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ドライブ名 2> には、ホストドライブの新しいドライブ名を指定します。 


注意 

•空き領域を使って作成した圧縮ドライブは、ホストドライブ名を変更する 
ことができません。 

籲 /HOST スイツチで変更したホストドライブの設定は、 コンピュータを 再 
起動したあとで有効になります。 


例：圧縮ドライブ B の現在のホストドライブがドライブ H であるときに、これ 
をドライブ E に変更する。 

DBLSPACE /HOST = B : E : 

DBLSPACE / HOST 二 H : E : 

■圧縮ドライブ情報の表示 

[/ INFO 丨く圧縮ドライブ名〉] 

指定した圧縮ドライブに関する情報を表示します。表示される情報は、対応す 
る CVF のファイル名、使用されているサイズ、圧縮率、圧縮ドライブの空き領 
域、推定圧縮率、ディスクの断片化率です。このスイッチは、 Windows が起動し 
ているときにも実行できます。 

/INFO スイッチか〈圧縮ドライブ名〉のいずれかを省略できます。く圧縮ドライ 
ブ名〉を省略すると、カレントドライブについての情報を表示します。圧縮ドライ 
ブでないドライブ名を指定すると、その旨のメッセージが表示されます。 

例：圧縮ドライブ B の情報を表示する。 

DBLSPACE /INFO B : 

DBLSPACE B : 

■最後のドライブ名の変更 

/ LASTDRIVE = <ドラィブ名〉 

DoubleSpace が使用できる最後のドライブ名を変更します。実際には、 Double 
Space をセットアップしたドライブのノレートディレクトリにある DBLSPACE.INI 
ファイル（書き込み禁止、 システム ファイル、隠しファイルの各属性がセットされ 
ている）内の LastDrive の設定を変更します。 


注意 


， /LASTDRIVE スイッチで変更した設定は、コンピュータを再起動したあ 
とで有効になります。 
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例： DoubleSpace で使用する最後のドライブ名を、 Q に設定する。 

DBLSPACE /LASTDRIVE 二 Q: 


■ドライブ情報の表示 

/LIST 

取り付けられている圧縮ドライブとホストドライブおよび DoubleSpace で利 
用可能なドライブの情報を表示します。表示される情報は、ドライブの種類、ド 
ライブ内のすべての空き容量、ドライブの緣容量、圧縮ドライブであれば対応す 
る CVF のファイル名です。このスイッチは、 Windows が起動しているときにも 
実行できます。 VLI 〃 と省略できます。 

■フラグメント最大数の指定 

/MAXFILEFRAGMENTS 二くフラグメント最大数〉 

取り付けられているすべての CVF で許されるフラグメントの最大数を指定し 
ます。実際には、 DBLSPACE をセットアップしたドライブのルートディレクトリ 
にある DBLSPACE . INI ファイル（書き込み禁止、システムファイル、隠しファイ 
ルの各属性がセットされている）内の MaxFileFragments の設定を変更します。 
1あたり6バイトのメモリを消費します。 


注意 

/ MAXFILEFRAGMENTS スイッチで変更した設定は、コンピュータを 
再起動したあとで有効になります。 


■圧縮ドライブの取り付け 

/MOUNT [ 二く拡張子〉 ] く圧縮ドライブ名〉 [/NEWDRIVE 二くドライブ名 〉] 

CVF とドライブ名とを連結し、そのドライブ名で CVF にアクセスできるよう 
にします。この操作を「取り付け」と呼び、 / UNMOUNT スイッチの逆の操作に 
あたります。 VMO " と省略できます。 

DoubleSpace は普通、圧縮ドライブを作成すると自動的に取り付けます。 
〈拡張子〉には、取りつけたい CVF の拡張子を指定します。省略すると拡張子 
000の CVF を取り付けます。 

〈圧縮ドライブ名〉は、取り付けたい CVF が入っているドライブ（取り付け後 
のホストドライブ）のドライブ名を指定します。省略できません。 

/NEWDRIVE =〈ドライブ名〉スイッチは、取り付けた圧縮ドライブに対応す 
るホストドライブ名を指定します。くドライブ名〉には、まだ使用されていないド 
ライブ名を指定してください。省略すると、自動的に適切なドライブ名が割り当 
てられます。 YNEW " と省略できます。 
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例：ドライブ B にある DBLSPACE .000 を圧縮ドライブとして取り付ける。 ホス 
トドライブのドライブ名は指定されていないので適切に割り当てられます。 

DBLSPACE /MOUNT B: 

例：ドライブ B にある DBLSPACE .001 を圧縮ドライブとして取り付けます。ホ 
ストドライブのドライブ名はドライブ D になります。 

DBLSPACE /MOUNT^OOl B: /NEWDRIVE 二 D: 


■推定圧縮率の変更 

/RATIO[=r.r] [く圧縮ドライブ名〉 l/ALL] 

指定した圧縮ドライブの推定圧縮率を変更します。推定圧縮率は、圧縮ドライ 
ブの空き容量を推定するための数字です。今後そのドライブに保存するファイル 
の圧縮率が現在の平均圧縮率とかなり異なると思われる場合には、推定圧縮率を 
変更して実質の圧縮率に近づけてください。 7 RA " と省略できます。 

r.r には、新しい推定圧縮率の数字を指定します。 1.0 〜16.0までを指定できま 
す。省略するとそのドライブの現在の平均圧縮率が使われます。 

〈圧縮ドライブ名に〉は、推定圧縮率を変更したい圧縮ドライブのドライブ名を 
指定します。圧縮ドライブでないドライブ名を指定すると、その旨のメッセージ 
が表示されます。 

/ ALL スイッチを指定すると、現在取り付けられているすべての圧縮ドライブ 
の推定圧縮率を一度に変更します。 

〈圧縮ドライブ名〉と/ ALL スイッチは、同時に指定できません。どちらも省略 
すると、カレントドライブの推定圧縮率が变更されます。 

例：ドライブ B の推定圧縮率を、 3.5:1 に変更する。 

DBLSPACE /RATIO-3.5 B: 

例：現在取り付けられているすべての圧縮ドライブの推定圧縮率を、それぞれの 
ドライブの平均圧縮率に合わせて変更します。 AUTOEXEC . BAT ファイルに書 
いておくと、コンピュータを起動するたびに圧縮率が適切に調整されます。 


DBLSPACE /RATIO /ALL 


■圧縮ドライブのサイズの変更 

/SIZE [二〈サイズ1> |/RESERVE= くサイズ2>]〈圧縮ドライブ名〉 

指定した圧縮ドライブのサイズを、拡大したり縮小したりします。圧縮ドライ 
ブのサイズを変化させることによって、対応するホストドライブの空き容量を調 
整することができます。 

〈圧縮ドライブ名〉には、サイズを変更したい圧縮ドライブのドライブ名を指定 
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します。省略できません。 

/ SIZE = 〈サイズ1> スイッチには、新しい圧縮ドライブ ( CVF ) の大きさを M 
バイト単位で指定します。 VSI 〃 と省略できます。 

/ RESERVE : 〈サイズ2> スイッチには、ホストドライブに残しておく領域の 
大きさを M バイト単位で指定します。圧縮せずに残しておいた領域には、たとえ 
ば Windows の常設スワップファイルのように、圧縮すると機能しなくなるファ 
イルを入れておきます。 "/ RES 〃と省略できます。 

/ SIZE スイッチのくサイズ1> と/ RESERVE スイッチを同時に指定することは 
できません。両方を省略すると、圧縮ドライブ （ CVF ) はできるだけ小さくされ 
ます。 


例：圧縮ドライブ B の大きさ （ CVF の大きさ）を、 50 M バイトに変更する。 

DBLSPACE /SIZE = 50 B: 

例：圧縮ドライブ B の大きさ （ CVF の大きさ）を、ホストドライブに 15 M バイト 
の大きさが残るよう変更する。 


DBLSPACE /SIZE /RESERVE=15 B: 


■DoubleSpace のバイパス制御 

/SWITCHES 二 {NIFIFN} 

[ ctrl ] + 1 f -5 ] / 1 CTRL ] + 1 f .8 | キーによる DoubleSpace のバイパスを制 
限したり、できなくしたりします。実際には、 DoubleSpace をセットアップした 
ドライブのルートデイレクトリにある DBLSPACE . INI ファイル（書き込み禁止、 
システムファイル、隠しファイルの各属性がセットされている）内の Switches の 
設定を変更します。セットアップ直後は、これらのキー操作による DoubleSpace 
のバイパスができるようになっています。 

DoubleSpace をセットアップしたシステムでは、 MS - DOS の起動時（、、マイ 
クロソフト MS - DOS バージョン 6.20" と画面に表示されているとき）に fcTRLl 
+ 「 f .5] キーを押すと、 DBLSPACE.BIN ( DoubleSpace システムファイル）、 
CONFIG . SYS 、 AUTOEXEC . BAT のすベてのファイルを読み込まないで起動 
します。また | ctrl 1 + 丨 f .8 1 キーを押すと、 DBLSPACE . BIN を読み込まず、 
CONFIG . SYS と AUTOEXEC . BA 丁に書かれた各コマンドは： I 行ずつ実行する 
かどうかを選びながら起動できます。 

いずれの場合も DoubleSpace システムファイルを読み込まないで MS-DOS を 
起動しますから、 MS-DOS を再起動するまで圧縮ドライブにはアクセスできま 
せん。 

N を指定すると、 「 ctrl ] + | 卜5~] / [ Ctrl ] + 「 f -8 — ) キーによる DoubleSpace 
のバイパスをできなくします。 

F を指定すると、 MS - DOS の起動時に1 CTRL ] +1 f .5 1/ [ CTRL [ + \ f -8 I キー 
を押していなければならない時間を短くします。 
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NF を指定すると、 N と F を同時に指定したことになります。 

注意 

• /SWITCHES スイツチで変更した設定は、コンピュータを再起動したあ 
とで有効になります。 

• DBLSPACE.INI ファイル内の Switches の設定を削除するには、このファ 
イルの属性を ATTRIB コマンドで変更してから、エディタで編集して 
ください。編集後は、安全のためまた元の属性に戻しておいてください。 
DBLSPACE.INI の編集は注意深く行ってください。誤った設定を行うと 
MS-DOS が起動しなくなる場合があります。 


■圧縮の解除 


/UNCOMPRESS 〈圧縮ドライブ名〉 

指定した圧縮ドライブを、圧縮されていない状態に戻します（圧縮の解除）, 


注意 

•圧縮を解除する前に、念のため圧縮ドライブ内のデータのバックアップを 
とっておくことをお勧めします。 

•圧縮を解除するためには、対応するホストドライブに圧縮ドライブ内のデー 
夕が入るだけの空き容量がなければなりません。圧縮を解除しようとして 
ホストドライブに使用可能な空き領域が十分にない旨のメッセージが表示 
された場合には、圧縮ドライブやホストドライブにある不要なファイルを 
削除したり、別のドライブに移したりして、空き容量を確保してください。 

籲圧縮ドライブとホストドライブに同名のファイルがある場合は、圧縮の解 
除ができない旨のメッセージが表示され、圧縮解除は中止されます。この 
とき問題となっているファイル名を一覧にした DBLSPACE.LOG ファイ 
ルが作成されるので、この内容を見て同名ファイルの一方のファイル名を 
変更し、再度圧縮解除してください。 

•取り付けられている最後のドライブを圧縮解除すると、 DoubleSpace シス 
テムファイルもメモリから削除されます。このとき取り外されていた圧縮 
ドライブが残っていると、再度 DoubleSpace をセットアップするまで使 
用できませんのでご注意ください。 

•圧縮解除によって、圧縮ドライブかホストドライブのドライブ名が1つ減 
少します。これに伴うドライブ名の変更によって、環境変数やコマンド検 
索 パスが 望ましくない状態になってしまうことがありますのでご注意くだ 
さい。圧縮解除が正常に終了すると、ドライブ名がどう変更されたかが画 
面に表示されますから、この情報を参考にしてください。 


例：圧縮ドライブ B を圧縮解除する。 
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DBLSPACE /UNCOMPRESS B : 

■圧縮ドライブの取り外し 

/UNMOUNT [ く圧縮ドラィブ名〉] 

CVF と圧縮ドライブ名との連結を解除し、一時的にそのドライブ名で CVF に 
アクセスできないようにします。この操作を「取り外し」と呼び、 /MOUNT ス 
イッチの逆の操作にあたります。 

圧縮ドライブは、作成されると同時に自動的に取り付けられています。 

く圧縮ドライブ名〉は、取り外したい圧縮ドライブのドライブ名を指定します。 
省略すると、カレントドライブが取り外されます。 


注意 

春取り外した圧縮ドライブは、 /MOUNT スイッチで再度取り付けることが 
できます。 

•現在の起動ドライブは取り外せません。 


例••圧縮ドライブ B を取り外す。 

DBLSPACE /UNMOUNT B : 


関連コマンド _DBLTRANS 、 DBLSPACE.SYS ( デバイスドライバ )、 Double 
Space 情報 (Windows ユー テイ リ テイ） 
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外部コマンド 


MMM- 


ドライブの論理セクタ長を 512 バイトに変更します。 


BO- 


DBLTRANS [く d:>] 


解 説 

MS-DOS 6.2 以外で確保された 32 M バイト以上 128 M バイト以下のドライブ 
の論理セクタ長を512バイトに変更します。 

DoubleSpace でドライブを圧縮する場合には、論理セクタ長が512バイトであ 
る必要があります。 


注意 

• DBLTRANS は DoubleSpace でドライブを圧縮する場合にのみ、使用す 
るようにしてください。 

•固定ディスクの種類によっては、 32 M バイトのドライブでも論理セクタ長 
を変更できない場合があるので、 40 M バイト以上の領域での DoubleSpace 
の使用をおすすめします。 

•論理セクタ長を512バイトに変更した場合、もとに戻すことはできません。 
また、 DBLTRANS を実行した領域は MS-DOS 3.3 D 以前の バージヨン 
では參照できません。 

♦物理セクタ長が256バイトで初期化された固定ディスクは、論理セクタ長 
を512バイトに変更できません。 


関連コマンド _DBLSPACE 


MS 丨 DOS 
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第 2 章 MS-D 〇 S のコマンド 


DEBUG 


外部コマンド 



解 説 


詳細は、『プログラム開発 ツールマニュアル』 を参照してください。 
* この コマン ドには ヘルプは ありません。 
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DEFRAG 


DEFRAG 


外部コマンド 




ディスクのフアイルを再編成して最適な状態で使用できるようにします。 


mmm 


DEFRAG [く d : >] [/ Fl/U [/ S く並べ順〉]] [/ B ] [/ SKIPHIGH ] [/ H ] 


• スイッチ 

/F 指定したディスクを完全に最適化します。 

/U ファイルだけを最適化し、ファイル間の空き領域は残ります。 

/S 指定した順でファイルを並べ替えます。 

/B 最適化終了後コンピュータを再起動します。ただし、圧縮ドライブを最適化した場合には、再 

起動をしません。 

/SKIPHIGH 

DEFRAG が拡張メモリや上位メモリを使用しないようにします。 

/H 隠しファイルも移動します。 


解 説 

DEFRAG コマンドはディスタ上のファイルを再構成して、ディスクの処理速 
度を最適化します。 

/ F スイッチが指定されていると、ディスク間に分断されて記録されているファ 
イルをつなげて、ファイル間の空きもつめて最適化します。 / U スイッチが指定さ 
れていると分断されているファイルはつなげますが、フアイル間の空きはつめま 
せん。 


コマンドが実行されると、ドライブを指定していない場合はドライブ選択の画 
面が表示され、選択後、次のようなドライブめ使用状態の画面が表示されます。 
ドライブ夯指定していた場合には、すぐにこの画面が表示されます。 


MSIDOS 
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第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


最適化 


•1=~レフ。 





-状態- 


——^—記号-覧 —- - 

クラスタ2 0*4 


_ - 使用 •-苤使用& 



r - 読み取り中 W - 書き込み中 

時間：00:00:00 


B - ネ良 X - 移 S 力不可 

完全最適化 


卜、、ライ r ?:1フ'、ロック= 0 クラスタ 


メニ： L - をアクティ r にするには， GRPH か卜10本-を押してください. 


Microsoft Defrag 


その後、 / F か / S が指定されていない場合は次のような画面が表示され、最適 
化を開始するか、設定をしなおすか選択できます。 

/ F か / S が指定されている場合は最適化が開始されます。 


最適化 


卜1=へルァ 




アト、、 D 、、 イ又 ■ 


r ライ r a : の97%が断片化されていません. 
おす法は： 


最適化 


mmm 


クラ又夕2 






経過 B 頓：00:00:00 

ファイルだけ最適化 




•- 速用 .-未使用1 

r -読み取り中 W - -き込み中 
B - 木良 X - 移 S 力不可 

r ライフ、、 A : 1ア〇ック= 27クラスタ 


続けるには，ホ'、のを選択してリタ-ン本-を押してください. 


Microsoft Defrag 
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DEFRAG 


■〈並べ順〉を指定する場合 

ディレクトリ内でファイルを並べる順序を指定します。このスイッチを指定し 
ないと、現在の順序は変更されません。〈並べ順〉は複数の指定ができます。 

N ファイル 名を アルファべ ット順に並べ替えます。 

N- ファイル名を逆アルファべット順に並べ替えます。 

E 拡張子をアルファべット順に並べ替えます。 

E- 拡張子を逆アルファべット順に並べ替えます。 

D 日付と時刻の古いものから順に並べ替えます。 

D- 日付と時刻の新しいものから順に並べ替えます。 

S サイズの小さなものから順に並べ替えます。 

S- サイズの大きなものから順に並べ替えます。 

例：ドライブ A を完全最適化する。 

DEFRAG A: /F 


注意 

• Windows や DOS シェルを実行しているときには、 DEFRAG コマンドは 
実行しないでください。 

• DBLSPACE コマンドで圧縮されたドライブは DEFRAG コマンドを使用 
しても処理速度が向上することはありません。 


関連コマンド ► DBLSPACE 



第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


内部コマンド 


機目匕 


指定したファイルを削除します。 


- 

DEL {[<d ： > ] 〈パス名〉丨[く d : >] [〈パス名〉]〈ファイル名〉} [/ P ] 


* 別表記 

ERASE 

籲スイッチ 

/P 削除する前に確認を求めてきます。 



解 



DEL (または ERASE ) コマンドは、指定したファイルを削除するコマンドです。 
〈ファイル名〉の指定には、ワイルドカードが使えます。もし、誤って必要なファ 
イルを削除してしまったときも、直後であれば UNDELETE コマンドで復活す 
ることができます。 

パラメータにくパス名〉のみを指定すると、指定したディレクトリ下にある ファ 
イルすべてを削除するという意味になります。 

/ P スイッチを指定すると、指定されたファイルを実際に削除する前に、ュー 
ザーに確認を求めてきます。ここで0キーを押すと実際に削除され、@キー 
を押すと削除しません。 

例：カレントデイレクトリに存在する拡張子が、、. BAK 〃のファイルをすべて削除 
する 


DEL *.BAK 


例：カレントデイレクトリ内のすべてのファイルを削除する 


DEL 
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DEL(ERASE) 


このとき、注意を促す意味で次のメッセージが表示されます。 

ディレクトリ内のすべてのファイルは削除されます！ 

よろしいですかく Y/N>| 

ここで、0キーを押すと DEL コマンドが 実行されます。 ® キーを押すと実 
行されません。 


注意 

• DEL コマンドで％.*"を指定すると、すべてのファイルが削除対象になり 
ますので、十分注意してください。 


例：ディレクトリ 、' TEST 〃に含まれるすべてのファイルを削除する 


DEL TEST 


この場合も、前の例と同様に確認のメッセージを表示してきます。 


例：ドライブ A のルートディレクトリのファイルをすべて解除 


DEL A : ¥ 


関連コマンド ► UNDELETE、DELTREE 


MS 6 OS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


DELDRV 


外部コマンド 


- 

ADDDRV コマンドで登録したデバイスドライバを、システムから削除します。 



解 説 

DELDRV コマンドは、 ADDDRV コマンドで メモリに登録したデバイスドラ 
イバをメモリから削除します。使用するアプリケーションプログラムによって異 
なるデバイスドライバを利用したいときに 、 ADDDRV コマン ドとともに使用し 
てください。 

DELDRV コマンドの実際の使用例に ついては、 第2部第4章 4.4 「キャラクタ 
系デバイスドライバの活用」を参照してください。 


注意 

•キャラクタ系デバイスドライバが動作中（たとえば、日本語入カモードに 
なっているとき）は、使用することができません。 

•他のプログラムの子プロセスとして実行することはできません。 

• 削除できるデバイスドライバは 、 ADDDRV コマンド で追力 fl されたものだ 
けです。 CONFIG . SYS 内の DEVICE コマン ドで登録されたデバイス ド 
ライパは影響を受けません。 

• DELDRV コマンドの 実行中には、キー入力を行わないで〈ださい。入力 
しても無視されます。 


関連コマンド ► ADDDRV 
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DELTREE 


DELTREE 


外部コマンド 


指定したディレクトリとそこに含まれるすべてのファイルを削除します。 




DELTREE [/ Y ] {[<d ： > ] くパス名〉…} 


>スイッチ 

/Y ディレクトリを削除する前に確認を求めてきません。 


解 説 


DELTREE コマンドは、指定したディレクトリとそこに含まれるすべてのサブ 
ディレクトリとファイルを削除するコマンドです。削除するディレクトリは複数 
指定することができます。 

例：ディレクトリ 、 X TEST " とそこに含まれるすべてのサブディレクトリとファイ 
ルを削除する 

DELTREE TEST 


関連コマンド ► DEL 、 UNDELETE、RMDIR 


機能 


SS-DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


DICM 


外部コマンド 


— - 

日本語入カドライバ用の辞書ファイル （NECAI.SYS) に対して、ユーザー登録単語の登録/削除、辞 

書の一覧表示などの保守を行います。 


BE9 — 

1) DICM [く辞書ファイル名〉] 

2) DICM [く d : >] [くパス名〉]く辞書ファイル名〉 


解 説 

書式 1) において〈辞書ファイル名〉を省略したときは'' NECAI . SYS 〃を、〈辞書 
ファイル名〉を指定したときはそのファイルを辞書ファイルとして保守作業を行 
います。 

く辞書ファイル名〉がカレントディレクトリになく、パス名を指定する必要があ 
る場合は書式 2) のように〈辞書ファイル名〉を省略せずに記述してください。 

く辞書ファイル名〉は、必ず辞書のファイル（弊社提供の辞書ファイル、あるい 
はそれをコピー/リネームしたもの）でなくてはなりません。辞書ファイル以外 
のファイルを指定すると、ユーティリティが誤動作したり、指定したファイルを 
壊すことがあります。 

DICM コマンドについての詳細は、付録 B または『日本語入カガイド』を参照 
してください。 
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DIR 


DIR 


内部コマンド 




ディレクトリの内容を表示します。 




DlR [く d : > I くパス名 〉I くファィル名〉] [/ P ] [/ W ] [/ A [[ : ] 〈属性〉 ]] [/〇 [[ : ] ぐノー ト順〉]] [/ S ] 
[/ B ][/ L ] [/ C [ H ]] 

•スイッチ 

/P 1画面分を表示したところで表示を中断し、キー入力を待ちます。 

/W ファイル名だけを、1行に5個ずつ表示します。 

/A :〈属性〉 

指定した〈属性〉のファイルまたはディレクトリだけを表示します。〈属性〉を省略した場合は、 
隠しファイル属性やシステムファイル属性の付いたファイルも表示します。 

/〇 : くソート順〉 

指定したくソート順〉でディレクトリの内容を表示します。ぐノート順〉を省略すると、ファイル 
名より先にディレクトリ名を表示します（どちらもアルファベット順）。 

サブディレクトリの内容まで表示します。 

ファイル名だけを1行に1個ずつ表示します。 

ファイル名やディレクトリ名を小文字で表示します（既定値は大文字）。 


/S 
/B 
/L 
/ C [ H ] 


圧縮ドライブ内のファイルの圧縮率を表示します。 


解 説 

DIR コマンドは、 指定されたドライブ <d : >、 ディレクトリ〈パス名〉、くファ 
イル名〉に関するディレクトリ情報（ファイル名、ディレクトリ名、ファイルの大 
きさ、最後に更新された日付/時刻）、ファイル数、ディスクの使用量、空き容量 
を表示します。 


ハ。 ラ メータを すべて省略すると、カレントドライブのカレント デイ レクトリの 
ディ レクトリ情報を表示します。 

<d : >を指定すると、そのドライブのカレントデイレクトリについてのデイレ 
クトリ情報を表示します。 

〈パス名〉を指定すると、そのディレクトリについてのディレクトリ情報を表示 
します。 


MS DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


くファイル名〉を指定すると、そのファイルについてのディレクトリ情報を表示 
します。くファイル名〉には、ワイルドカードを使用することができます。 

例：カレントドライブのカレントディレクトリにある、拡張子が、、. DOC 〃の ファ 
イルに関するディレクトリ情報を表示する 


DIR *.DOC 


DIR コマンドでは、ファイル名本体と拡張子には％"を省略できます。したがつ 
て、次に示すコマンドは同じ意味になります。 

コマンド 等価な コマンド 


DIR 

DIR *.* 

DIR 

FILENAME DIR FILENAME .* 

DIR 

.EXT DIR *.EXT 

〈属性〉を指定する場合 


〈属性〉は複数の指定ができ、そのすベての条件に合致したものだけ表示します。 
属性は次のパラメータで指定できます。 

H 

隠しファイル 

-H 

隠しファイル以外のファイル 

S 

システムファイル 

-S 

システムファイル以外のファイル 

D 

デイレクトリ 

-D 

デイレクトリを除くファイル 

A 

アーカイブ属性の付いたファイル 

-A 

アーカイブ属性の付いていないファイル 

R 

書き込み禁止属性の付いたファイル 

-R 

書き込み禁止属性の付いていないファイル 


例：書き込み禁止属性の付いたファイルの中で隠しファイル属性の付いていない 
フアイルを表示する 


DIR /A : R-H 
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DIR 


■〈ソート順〉を指定する場合 

〈ソート順〉は複数の指定ができ、そのすベてのソート順で表示します。ソート 
の内容は次のパラメータで表示されます。 

N アルファべット順に表示 
-N アルファべットの逆順 （ Z から A ) に表示 
E 拡張子のアルファべット順に表示 

-E 拡張子のアルファべットの逆順に表示 

D 日付の古いものから表示 
-D 日付の新しいものから表示 
S サイズの小さいものから表示 

-S サイズの大きいものから表示 

G ファイル名より先にディレクトリ名を表示 

-G デイレクトリ名より先にファイル名を表示 
C 圧縮率の小さいものから表示 

~C 圧縮率の大きいものから表示 

例：拡張子のアルファべット順でソートし、さらにそれを日付の新しいものから 
表示する 

DIR /〇 : E - D 

■〈圧縮率〉を表示する場合 

/ C スイッチを指定すると、圧縮ディスク内のファイルの圧縮率を表示します。 
圧縮率は 8KB のクラスタサイズにもとづいた表示になります。 /CH と指定する 
とホストドライブのクラスタサイズにもとづいて、圧縮ファイルの圧縮率が表示 
されます。 

スイッチ /C[H] を指定した場合には、/ W と /B を指定することはできません。 
例：カレントディレクトリのフアイルの圧縮率を表示する 


DIR /C 


MS 6 OS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


■スイツチを登録しておく 

SET コマンドを使って、 DIRCMD という環境変数名に各スイッチを登録する 
ことができます。 

SET DIRCMD=/W/P 

このようにしておくと、以降は、 、DIR 〃とだけを入力すると実際は V DIR /W/P〃 
が実行されます。また、登録したスイッチを取り消したいときは、マイナス記号 
を付けます。 

DIR /-W 

このように DIR コマンドを実行すると、 VV DIR /P" だけが実行されます。 

関連コマンド _ATTRIB、SET 
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DISKCOPY 


DISKCOPY 


外部コマンド 


IIMM- 


フロッピィディスクの内容をそのまま他のフロッピィディスクにコピーしたり、フロッピィディス 
ク同士の内容を照合します。 


pMEiB - 

DISKCOPY [[ < dl :> ][< d 2 ： > ] [/ V ] [/ P ] [/ Q ]] 


•スイツチ 

/V フロッピィディ スクを コピーせ ず、指定されている 2 枚の ディ スクの内容を照合します。 
/P 処理中のキー入力要求を表示しません。 バッチ ファイル用です。 

/Q コピー 時の照合を行わず、高速に コピーし ます。 


解 説 

フロッピィ ディスクの内容をそのままコ ピーし ます。受け側のディスクが初期 
化（フォーマット）されていなければ、初期化の作業も行います。このコマンドは、 
コマンドラインからでも、メニュー画面を使用しても実行できます。 

受け側ディスクが初期化されていないときや不正があるとき、また送り側と受 
け側でフォー マッ ト形式が異なるときは、初期化を行いながらコピーできます。 
この場合は、メ ッ セージが表示されますのでメ ッ セージに従って操作をしてくだ 
さい。 

■コマンドラインからの指定 

なんらかのパラメータを使用した場合は、コマンドラインからの実行になりま 
す。このときスイッチを付けずに2つのドライブ名を指定すると、ディスクの揷 
入と確認のメッセージが表示されます。何かキーを押すと、コピーが始まります。 


送り側のフロッピィディスクにボリュームシリアル番号が付いている場合は、 
受け側のディスク用に新しいポリュームシリアル番号を作成します。 


MS-DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


例： ドライブ A のフロッピィディスクの 内容を、 ドライブ B のフロッピィアィス 
クにそのままコピーする 


DISKCOPY A : B : 

第1 パラメータ < dl : > と第2 パラメータ < d 2 :〉を同じドライブ名にすると、指 
定したドライブだけを使ってフロッピィディスクをコピーします。つまり、1つの 
ドライブに受け側のフロッピィディスクと送り側のフロッピィディスクを交互に 
揷入しながらコピーを行います。画面に表示され るメ ッセージに従って操作して 
ください。 

/ V スイッチを付けると、2枚のフロッピィディスタの内容を照合します（コピー 
はしません）。「トラック XX の内容が異なっています」と表示されたら、指摘の 
あった部分のディスクの内容が異なっています。このメッセージが表示されない 
まま「照合は終了しました」と表示されれば、ディスクの内容はまったく同じとい 
うことです。 

/ P スイッチを付けると、 DISKCOPY コマンドの実行中には（ディスクのコピー、 
照合とも）キー入力を要求しません。ただし、初期化処理は除きます。このスイッ 
チは、バッチファイル中などで用いると便利です。 

/ Q スイッチを付けると、コ ピーした ときその内容の確認をしませんので高速に 
コピーでき ます。 

■ メニューによる選択 

すべてのパラメータを 省略して、、 DISKCOPY " とだけ入力した場合は、 次の よ 
うなメニュー画面が表示されます。 


D I SKCQPY コマンド Uer . X.XX 


コピー 

D : 

D ： 


jr {〇 NEC Corporation 


接続状況—— 
d ： フロッピィ r ィ又ク m (内蔵) 


mm 

送り側ドライブ 
受け側ドライブ 
実行 
終了 


ンキ〜 を 押してください 

ass 照合 
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DISKCOPY 


CD CD 0 0 キーで反転部分が動きます。希望の選択肢に反転部分を重ね 
てリターンキーを押してください。あるいは、必要に応じて文字や数字をキーボー 
ドから入力してください。以後の操作は、表示されるメッセージに従ってくださ 
い。なお、メニュー画面では、 / Q スイッチによる高速コピーはできません。 


参考 

DISKCOPY コマンドは、フロッピィディスクの 内容を 別のフロッピィディ 
スクに 移す には もっとも速い方法です。 

しかし、 ファイルの 作成や削除を繰り返したディスクは、 ファイルが 断片 
化され全体がばらばらに配置されていることが多くなっています。このよう 
なディスクはアクセスが遅く、使用効率が悪くなっています。したがって、コ 
ピー時間は DISKCOPY コマン ドよりは遅くなりますが、 XCOPY コマンド 
や COPY コマン ドです ベてのフアイルをフアイル 単位で受け側 ディ ス クにコ 
ピーした方があとの操作に有利です。 

ただし、 XCOPY コマン ドや COPY コマン ドでシステムディスタを コピー 
する場合は、ファイルを移す前に SYS コマン ドでシステムを転送しておか 
なければなりません。 


注意 


►受け 側の ディスクに、 元々 入って いた内容はすべて消えてしまいます。 ド 
ライブ名の指定をまちがえないよう注意してください。 

， / Q スイッチは高速にコピーできますが、データの確認はしていませんので 
注意してください。 

， ASSIGN コマンドで変更したドライブ名は無視されます。また、 SUBST 
コマンドで指定した仮想ドライブに対しては実行しないでください。 


関連コマンド ^ASSIGN 、 FDNCOPY 、 COPY 、 BACKUP 、 SUBST 、 XCOPY 、 
HDUTL 、 FORMAT、SYS 


なお、このコマンドは 3.5 インチ光デイスタにも対応しています。 
ただし、同ードライブを使用してのコピーと照合はできません。 


MS 6 0S 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


DOSKEY 


外部コマンド 


- 

コマンドラインでのコマンド入力を便利にするためのユーティリテイです。 


-- - --------- -- ------- 

DOSKEYL/REINSTALL] [/BUFSIZE= くサイズ〉] [/MACROS (/M) ] [/HISTORY(/H)][/INSERT 
I/OVERSTRIKE] [〈マクロ名〉 = くテキスト〉] [/R] 


♦スイツチ 

/REINSTALL 

すでに DOSKEY が組み込まれているときに、さらに DOSKEY を組み込みます。 
/BUFSIZE= 〈サイズ〉 

〈サイズ〉には、コマンドやマクロを記憶するバッファのサイズをバイト単位で指定します。既 
定値は512です。バッファのサイズは最低256バイト、最大4096です。 

/MACROS (/M) 

定義されているマクロを表示します。 /M は省略形です。 

/HISTORY (/H) 

以前に入力したコマンドの履歴を表示します。 /H は省略形です。 

/INSERT 

コマンドの入力/編集時に既定値を揷入モードにします。 

/OVERSTR1KE 

コマンドの入力/編集時に既定値を上書きモードにします（既定値）。 

/R メモリに常駐した部分を切り離し、メモリを解放します。 


解 説 

DOSKEY コマンドは一度実行されると、コンベンショナルメモリ内に常駐し 
ます。一度常駐すると、それ以降は入力したコマンドを再実行したり、コマンドラ 
イン上でエディタのようにコマンドを編集することができます。なお、詳しい使 
い方については、第2部第1章「1.3 DOSKEY コマンド」を参照してください。 
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DOSSHELL 


DOSSHELL 

- 

DOS シェルを起動します。 


- 

1) DOSSHELL [/ T ] [/ B ] 

2) DOSSHELL [/ G ] [/ B ] 


♦スイツチ 

/T テキストモードで DOS シェルを起動します。 

/G ダラフィックモードで DOS シェルを起動します。既定値です。 

/B モノクロームで DOS シェルを起動します。既定値ではカラーで表示しますが、液晶やモノク 

ロームディスプレイを使用する場合は、このスイツチを付けると見やすくなります。 


解 説 

DOS シヱルはファイルの管理やプログラムの起動など、豊富な機能を持つビ 
ジュアルなシェルです。操作には基本的にマウスを使用し、 MS - DOS のコマンド 
に習熟していない方でも簡単に利用できます。 

既定値はグラフィックモードです。ただし、スイッチを指定しないで起動する 
と、前回のモードで起動されます。 

詳しくは、第3部第1章 「 DOS シェル」や基本機能セットのマニュアルを參照 
してください。 


注意 

• DOSSHELL コマンドは '' CHGEV . EXE " 、 '' DOSSWAP . EXE " を内部か 
ら呼び出し使用します。 、、 CHGEV . EXE " 、 " DOSSWAREXE ^ にコマ 
ンド検索パスが設定されていなければなりません。て: HGEV . EXE "、 
" DOSSWAP . EXE ^ は単独では起動しないでください。 


関連コマンド ►MOUSE 
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第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


DPMI 




DPMI サーバを起動します。 


DE9~ 


DPMI [/ R ] 


外部コマンド 


•スイツチ 


/R DPMI サーバを解除します。 


解 説 

DPMI コマンドは、 i 386 以上の CPU が持つ保護仮想アドレスモードを使い、 
複数のアプリケーシヨンが 1 M バイト以上のアドレスにあるメモリを利用できる 
ようにするためのコマンドです。 


DPMI コマンドを利用するには以下の条件があります。 


• CPU が i 386 以上であること 

• 実装メモリが 1.6 M バイト以上であること 

• XMS ドライバが組み込まれていて、 XMS の残りメモリがあること 

• VCPI または DPMI 対応のメモリドライバが存在しないこと 

• / DPMI スイッチをつけて EMM 386 ドライバを組み込んでいること 

• DPMI の起動時に、 256 K バイト以上の EMS の残りメモリがあること 
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DUMP 


DUMP 


外部コマンド 


ファイルの内容を数字 （16 進数表現）と文字で画面に表示します。 




DUMP [[く d : >] [〈パス名〉]〈ファイル名〉[く開始アドレス〉[く終了アドレス〉]]] [/ D ] 


，スイッチ 

/D 〈開始アドレス〉、〈終了アドレス〉を10進数表現で指定します。 


解 説 

DUMP コマンドは、指定したファイルの内容を、16進数表現の数字と、その 
数字に対応するアスキーコードの文字とで表示するコマンドです。このコマンド 
は、コマンドラインからと、メニュー画面を利用しての実行が可能です。 

く開始アドレス〉は、表示を開始するアドレスです。く終了アドレス〉は、表示を 
終了するアドレスです。〈終了アドレス〉を指定した場合は、く開始アドレス〉を省 
略することはできません。 

く開始アドレス〉、〈終了アドレス〉を省略すると、〈ファイル名〉で指定したファ 
イルの内容を始めから終わりまで表示し、終了します。 

〈開始ァドレス〉と〈終了ァドレス〉に次のような値を指定するとエラーになりそ 
の旨のメッセージが表示されますので正しい値を入力してください。 

• 〈開始アドレス〉〉ファイルの最終アドレス（ファイルサイズー 1) 

• く終了アドレス〉〉ファイルの最終アドレス 

• く開始アドレス〉〉〈終了アドレス〉 


/ D スイッチを付けた場合は10進数表現、付けなかった場合は16進数表現で開 
始アドレスと終了アドレスを指定してください。 


機能 


MS 6 OS 
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第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


■コマンドラインからの実行 

コマンドラインから DUMP コマンドを実行する場合は、少なくともファイル 
名を指定してください。ファイル内容は、く終了アドレス〉（またはファイルの最 
終ァドレス）まで止まらずに表示されます。途中で表示を止めたいときはま 
たは+ キーを押します。もう一度押すと表示が再開されます。また、 
[stop ! または丨 ctrlJ 4-回キーを押すと、 DUMP コマンドは終了します。 

例： 、、 TEST . BIN " というファイルの 001 FH 〜 AB 00 H までを表示する 

DUMP TEST.BIN IF ABOO 

■メニューによる選択 

/ D スイッチ以外のパラメータを省略して実行すると、次のようなメニュー画面 
が表示されます。 


DUMP コマンド Uer. X.XX 

- .................— … ........... - - — Popup ight UJ 卜 €i Cor ：>：■=!• at i'/n レ、 ”> ン ... 

開始アドレス 
終了アドしス 
実行 
終了 


(ES C キーをすと処理を中止します） 


U ] UJ キーで反転部分が動きます。希望の選択肢に反転部分を重ねてリター 
ンキーを押してください。あるいは、必要に応じて矢印キーや文字や数字をキ^一 
ボードから入力してください。以後の操作は、表示されるメッセージに従ってく 
ださい。 

/ D スイッチを付けた場合は10進数表現、付けなかった場合は16進数表現で開 
始アドレスと終了アドレスを指定してください。 

メニュー形式でファイルの内容を表示した場合の画面は、次のようになってい 
ます。 
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DUMP 


.弃 S. 己.卜… 8c.?] 
.U.8.9G.U.. A?.A . 
8t 鳥 . • [X.... tl...- 

’.. u 9 .こ.’.. PSQRU 


(4 ) 00000130 
00000140 
00000150 
00000160 


( 1 )- 


( 2 ) - 


ファイル名: test.bin 
- ROLL UP: 次画面 ROLL DOWN : 前画面 


開始:00000000 終了： 0000243 F 

T キー:又クロ-ルダヴフ i キー:又クロ-ルアッフ 。 E S C :終了 


本 本 本 

(5) (6) (7) 

⑴ファイル名表示：内容が表示されているくファイル名〉です。く d :> やくパス 
名〉を含めて30字 （1 バイト系文字）まで表示します。 

⑵開始アドレス：メニューで指定した表示開始アドレスです。指定を省略した 
場合はファイルの先頭 （0) になります。 

⑶終了アドレス：メニューで指定した表示終了アドレスです。指定を省略した 
場合はファイルの最終アドレス（ファイルサイズ ー1) になります。 

⑷使用できるキー：使用できるキーとその機能です。 

⑸アドレス表示：表示されている各行の先頭バイトのアドレスです。16進数表 
現で、00000000 〜 FFFFFFFF (約 4 G バイト）まで表示可能です。 

⑹ファイル内容の16進数表示：ファイルの内容が1行に16バイトずつ、16進 
数で表示されています。 

⑺ ファイル 内容の アスキー コードの文字表示： ファイルの 内容が漢字や アルファ 
ベットで表示されています。文字として表示できないコードはピリオド （•） に 
なっています。行の最終バイトが2バイト文字の1バイト目のときは、次行 
の先頭バイトと合わせて行末に表示し、次行の先頭バイトには空白が表示さ 
れます。 


注意 

• SUBST コマンドで指定した仮想ドライブ名に対しては、このコマンドを 
実行しないでください。 


5D023E56 

0^10 0052 

1 7 E 1 
$025 

6 7 13 
2 C 0 5 

I* Qw- 

0 2 2 5 

F 9 E F 
1 0 2 F 

E B F Ml 

1 E F 0 

4 OJ E 7 
C 0 OJ 2 
1111 
E 5 D 6 

2 7 9 0 

C 8 0258C 6 

3C475B2E 

6 9 7 9 
0 3 0 0> 

3 6 2 5 

5 OJ 0 7 

0 8 7 0 
5 0 4 0 

C 5 9 1 
9 7 8 0 

0 2 6 7 
0 0 2 2 


準 §s 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


EDLIN 


外部コマンド 


行単位でテキストファイルを編集するエディタです。 


IBQ - 

EDLIN [ <d ： > ] [ くパス名〉]くファイル名〉 [/ B ] 


♦スイツチ 

/B EOF コードを含むファイルを、ファイルの最後まで正しく読み込みます。 


解 説 

EDLIN は、テキストファイルを行単位で編集するラインエディタです。1行 
あたり253字まで編集できます。プログラムのソースファイル、 CONFIG . SYS 、 
AUTOEXEC . BAT などの作成/編集が手軽にできます。 

/ B スイツチは、くファイル名〉で指定したファイルの途中に EOF コード（ファ 
イルの終わりを示すコード =< CTRL - Z >) か、あるときに指定します。このスイツ 
チを指定すると EDLIN はファイルの最後まで読み込み、指定しないと EOF コー 
ドがあるところまでしか読み込みません。 

例：カレントドライブの ABC.BA 丁というファイルを編集する 


EDLIN ABC.BAT 

〈フアイル名〉で指定されたフアイルがなければ、次のようなメッセージを表示 
して、新しいファイルを作ります。 

新しいファイルです。 


指定されたファイルがあれば、そのファイルを読み込み、次のように表示します。 

ファイルを終わりまで読み込みました。 
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EDLIN 


アスタリスク、 ゞ "は EDLIN のコマンドプロンプトで、コマンドの入力待ちで 

あることを示します。 

ファイルを読み込む際、 EDLIN は自身が用意した編集用のメモリ領域の 3/4 
(75%) までファイ ルの内容を 読み込みます。 この 容量より 大き い サイ ズのファイ 
ルを指定した場合、 この メッセージは表示されません。 この場合は、 後述の a 
( Append ) コマンドでファイルの分割編集を行います。 

編集が終わつたら E ( End ) コマンドで、編集済みのファイルと元のファイルを 
ディスクに保存します。このとき、元のファイルの拡張子は、 、、.BAK 々と付け変 
えられます。この' BAK " という拡張子はバックアップ用として予約され ている 
ので、 EDLIN ではこの拡張子の付いたファイルは編集できません。編集したい 
ときは、 REN コマンドで拡張子を変更してください。 


■ EDLIN の基本操作 

EDLIN は、行（ライン）単位でテキストを編集します。 1 行には 253 文字まで 
入れることができます。また、編集時に画面に表示されるテキストは、各行に1 
で始まる行番号とコロン （ ： ） が付いていますが、これはファイルの内容には書き 
込まれていません。 

EDLIN のコマンドを入力するときの基本的な操作は、次のとおりです。 

行番号を付けて実行するコマンドがあります。指定した行について、そのコマ 
ンドが実行されます。コマンドの入力は大文字でも小文字でもかまいません。 

行番号は、ファイルの先頭行を第1行として、整数で付けられています。また、 
カレント行(行番号の右に*が付いている行）からの相対位置でも指定できます。力 
レント行より前の行はマイナス記号（一 ） 、後の行はプラス記号 （+) で表します。 
行番号とコマンドの間の空白は、あってもなくてもかまいません。 

例：カレント行の前後10行ずつ、計21行を表示する 

一 10, + 10L 


複数のコマンドを、セミコロン’ 

ます。 


'で区切って1行にまとめて書くことができ 


例：まず 15 行目を編集して、そのあとその前後 5 行ずつ、計 11 行を表示する 


15 I 一 5，+ 5L 


参照■►第 2 部第1章 1.1 データとして、コントロールキャラクタコードをテキスト中に入力することが 

「アンプ レート 機能」 できます。このためには、まず | ctrl 1 + fT ] キーを押して、次にそのコードに対 

応する英大文字を入力してください。コントロールキャラクタについての詳細は、 
付録 ErASCII 制御コード」を參照してください。 

MS-DOS のテンプレート機能も利用可能です。 


MS 6 OS 


89 






第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


EDLIN の終了は 、 E ( End ) または Q ( Quit ) コマンドで行います。 

E . 保存終了 

Q . 編集打ち切り（保存しないで終了） 

■コマンドのパラメータ 

EDLIN の コマンド のうちのいくつかは、パラメータとともに用います。以下、 
その書式について解説します。 

〈行番号〉 

そのコマンドが効果を及ぼす範囲を指定します。カンマ（，）またはスペース（空 
白）で、他のパラメータやコマンドから分離されていなければなりません。2つの 
行番号を分離するときは、スペースでなくカンマを使ってください。 

〈行番号〉の指定には、次の4つの方法があります。 

(1) 数字 

65533までの数字で、ファイルの先頭行を1とする行番号を直接指定します。 
ファイルの最終行に付けられた行番号より大きな数を入力すると、最終行の行 
番号+1になります。 

(2) +_付きの数字 

カレント行を基点とした相対的な行番号の指定です。+10はカレント行の行番 
号+10(カレント行より後）を、 一15 はカレント行の行番号一15(カレント行よ 
り前）を表します。 

(3) ピリォド （•） 

カレント行を指定したことになります0カレント行とは、直前のコマンドで編 
集された最後の行のことです。 EDLIN が起動したばかりのときは、第1行が 
カレント行です。カレント行は、画面に表示されるときには行番号とテキスト 
内容の先頭文字の間にアスタリスク （*) が付いています。 

(4) シャープ （#) 

ファイルの最終行+1の行番号を指定したことになります。 

この他、 コマンドに よっては、行番号を省略したときの既定値を持って いる も 
のもあります。 

疑問符⑺ 

S ( Search) 、 R ( Replace ) などの、文字列を検索するコマンドで使用します。 
これらのコマンドの末尾に疑問符を付けて実行すると、検索文字が見つかったと 
きに確認のメッセージを表示し、キー入力を待ちます。このときは0キーまた 
は〇丨 キーで こたえてください。 
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EDLIN 


く文字列〉 

S ( Search)、R ( Replace ) などの、文字列を検索する コマンドで 使用し、検索 
文字列や置換文字列を指定します。文字列の区切りには、 スペース や カンマで な 
く、 [ CTRL 〕 + [Z ) キーを使います。 スペース や カンマは、 検索文字や置換文字と 
して扱われます。 

< n > 

行数を表します 。 A ( Append ) , W ( Write ) コマンドで使用します。 


IEDLIN のコマンド 


EDLIN には次のようなコマンドが用意されています。 


コマンド 

機能名 

機肯巨 

〈行番号〉 

Edit 

編集する行の指定 


Help 

EDLIN の操作方法を表示 

A 

Append 

編集中のファイルから行単位でテキストを追加 

C 

Copy 

行単位での コピー 

D 

Delete 

行単位での削除 

E 

End 

編集の終了と編集結果の保存 

I 

Insert 

キーボードからの行単位の揷入 

L 

List 

テキストを行単位で表示 

M 

Move 

行単位の移動 

P 

Page 

テキストをページ単位で表示 

Q 

Quit 

編集を中止 

R 

Replace 

文字列の置き換え 

S 

Search 

文字列の検索 

T 

Transfer 

指定したファイルからのテキストの読み込み 

W 

Write 

テキストのファイルへの書き出し 


以降、それぞれのコマンドについて解説します。 

• 〈行番号 MEdit ) 編集する行の指定 

編集する行を指定します。 

[ 〈行番号〉] 


〈行番号〉だけを入力すると、その行の行番号と現在の内容を表示し、その下に 
同じ行番号とカーソルだけを表示します。これが''編集〃モードで、キーボードか 
ら新しい内容を入力することができます。上に表示されたテキストはテンプレート 
にもコピーされているので、テンプレート機能を使って入力することもできます。 

〈行番号〉を指定せずにリターンキーだけを押すと、カレント行の次の行が編集 
モードに入ります。 


機能 


MS60S 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


カレント行を編集したいときは、•（ピリオド）とリターンキーを押してください。 


• 7 ( Help ) 操作解説 



EDUN のコマンドの使い方を表示します。 



EDLIN のコマンドプロンプトが表示されている状態で'、?〃を入力すると 、 EDLIN 
で使用できる機能と、書式の一覧を表示します。 


• A ( Append ) 追加読み込み 



読みきれなかったファイル内容を、ディスクからメモリへく n> 行読み込んで追加 
します。 


[く n>]A 

メモリに入りきらないような大きなファイルを編集するとき 、 W ( Write ) コマ 
ンドとともに利用します。 

参照 — W ( rite ) コマン W ( Write ) コマンドでファイルの一部をデイスクに書き込み、その結果できた 

ド 空き領域にこのコマンドで残りの行を読み込みます （ Write コマンド参照）。読み 

込まれた行は、最後の行の後ろに追加されます。 

読み込んだ後も、カレント行の位置は変わりません。 


注意 

•、、 A " とだけ入力したときは、編集用メモリの3/4に達するまでファイルを 
読み込みます。すでにメモリの3/4が使用されているときは読み込むこと 
ができません。 

書指定した行数の途中で入カファイルの最後に達すると、、'ファイルをすべ 
て転送しました〃というメ ッセージが 表示されます。 


馨 C ( Copy ) 行コピー 



く 行番号1>、 く 行番号2> で指定した範囲の行を く 行番号3> の直前にコピーしま 
す。 く 回数〉でコピーする回数を指定することもできます。 


WS 1[ く行番号1> ] ， [ く行番号2> ] , く行番号3> [，く回数 〉] C 

く行番号1>、〈行番号2> を省略すると、カレント行を指定したことになります。 
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EDLIN 


このとき、仃番号の区切りにあたるカンマ（，）は省略できません。〈行番号3> が 
く行番号1> と〈行番号2> の間の値にあってはいけません。 

〈回数〉を省略するとコピー回数は1回になります。 

例：1行目から3行目までを8行目の直前に コピーする 

1,3,80 

( Delete ) 行削除 

〈行番号 i> から〈行番号 2> までの麵の行を ii 除します。 

[ く行番号1>] [, 〈行番号 2> ] D 

〈行番号1> を省略すると、カレント行を指定したことになります。 

〈行番号 2 > を省略すると、〈行番号 1 > で指定した行だけが削除されます。 

例： 5行目から8行目までを削除する 

5,8 D 

モ ( End ) 編集結果を保存して終了 

纏した内容をディスクに書き込んで、 EDLIN を終了します。 

BE3 E 

1 ( Insert ) 行揷入 

指定した〈行番号〉の直前に、テキストを行単位で挿入します。 

[ 〈行番号〉]| 

〈行番号〉を省略すると、カレント行の直前にテキストを揷入します。新しいファ 
イルを作成するときは、まずこの Insert コマンドでテキストを揷入していきます。 


Insert コマンドを実行すると挿入モードになります。挿入モードは 、 f ctrlI + 
® (または ICTRLl + fYl ) キーを入力すると終了します。 

指定した〈行番号〉が最後の行の行番号より大きかったり、#をく行番号〉として 
指定したときは、テキストはファイルの最後に付加されます。 

例： 6行目と7行目の間にテキストを揷入する 


能 


能 


MS-DOS 
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Hist ) 行表示 


機能 


〈行速:号1> からく行番号2> までの範囲の行の内容を、画面に表示します。 


[ く行番号 i >] [，く行番号2 > ]l 

く行番号 2 > は〈行番号 1 > と同じか、または大きくなければなりません。 

く行番号 1 > と〈行番号 2 > を省略して'、！/だけを入力したときは、カレント行の 
前後 11 行の計 23 行を表示します。 

く行番号 2 > を省略したときは、〈行番号 1 > 以降の 23 行（または最終行まで）を 
表示します。 

<行番号1> を省略したときは、カレント行の11行前（または先頭行）から〈行 
番号2> までを表示します（く行番号2> の前のカンマは省略できません）。 

例：第 10 行から第 15 行までの内容を画面に表示する 


10，15 L 


♦ M ( Move ) 行移動 



指定した範囲の行を別の位置に移動します。 


[ 〈行番号1> ] ， [ く行番号2> ] , く行番号3> M 

〈行番号 1 > から〈行番号 2 > までの範囲の行を〈行番号 3 > で指定した行の直前に 
移動します。く行番号 3 > が〈行番号 1 > と〈行番号 2 > の間になってはいけません。 

く行番号1>、〈行番号2> を省略すると、いずれもカレント行を指定したことに 
なります。 

例： 2 行目から 4 行目までを、第 10 行の直前に移動する 

2,4，10 M 


• P ( Page ) ページ単位表不 



テキストを23行単位のページに分けて画面に表示します。 


WE 1[ く行番号1> ][, く行番号2> ] P 

<行番号1> を省略すると、カレント行の次の行を指定したことになります。 
く行番号 2 > を省略すると、く行番号 1 > で始まる 23 行が表示されます。 
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例：第 1 行から最終行までの内容を23行単位で画面に表示する 


1,#P 


* Q ( Quit ) 編集の中止 

KISS 編集中のファイルを書き込まずに、 EDUN を終了します。 


Q 


Quit コマンドは編集中のファイルをセーブせずに（編集結果を保存せずに）終 
了するコマンドです。実行すると、確認のために次のメッセージを表示します。 

編集を中止しますかく Y / N >? 

0キーを押すと編集を中止して MS - DOS のコマンドプロンプトに戻り、バッ 
クアップファイル （. BAK ) も作られません。〇キーを押すと Quit コマンドを取 
りやめ、編集を続行することができます。 


注意 

• EDLIN を起動した時点では、すでに作られているバックアップファイル 
はディスクに残っています 。 Q ( Quit ) コマンドで編集を中止する場合も、 
Write コマンドでファイルの一部をデイスクに書き出す前であれば、バッ 
クアップファイルは EDLIN の起動前の状態で残っています。 


» R ( Replace ) 文字列の置き換え 

1111指定された範囲にある〈文字列1> を〈文字列2> に置き換えます。 

W 11[ く行番号1> ] [，〈行番号2> ] [?] R 〈文字列1> [[ CTRL - Z ][ 〈文字列2> ]] 

〈行番号1> から〈行番号2> までの範囲で〈文字列1> を探し、見つかったらく文字 
列2> に置き換えます。〈文字列1> と〈文字列2> の区切りは fCTRLl + ( X )キー（画 
面上では一 Z ) で指定します。〈文字列1> の大文字と小文字は区別されます。 

〈行番号1> を省略すると、カレント行の次の行を指定したことになります。く行 
番号2> を省略すると、最終行の次の行（: W を指定したことになります。どちらも 
省略すると、カレント行の次の行から最終行の次の行までが置き換えの対象にな 
ります。 

R の前に，〃を指定すると、く文字列1> を見つけるたびに次の確認のメッセー 
ジを表示します。 


機能 


能 


MS 6 0S 
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よろしいですかく Y / N >? 

[7] キーまたはリターンキーを押すと実際に文字列を置き換え、 U1I キーを押 
すと置き換えられないで、次の〈文字列1> を探します。 

〈文字列1>の後ろに (ctrl I + [ T | キーを指定して〈文字列2> を省略した場合は、 
指定された範囲内のすべての行から、〈文字列1> を削除します（く文字列1> は省 
略できません）。 

〈文字列1> の後の ( CTRL | + @キーも〈文字列2> も省略した場合は、指定され 
た範囲内の〈文字列 1> は、以前に実行された Replace コマンドで指定した〈文字 
列 2> に置き換えられます。このとき、 Replace コマンドを実行したのがはじめて 
なら、〈文字列1> は削除されます。 


注意 

•尺と〈文字列1> の間、く文字列1> と f CTRL ] + (T| キーの間、 f CTRL) + (T) 
キーと〈文字列2> の間には スペースを 入れないでください。 


例：1行目から50行目までの文字列 \ nd 〃を、確認しながら " or " に置き換える 


1，5 0 ?Randl Ctrl] + I z J or 


*S ( Search ) 文字列の検索 


Bgg 


指定した範囲で、指定したく文字列〉を探します。 

[ 〈行番号1>][,く行番号2> ] [?] S [ く文字列〉] 


〈行番号 i > を省略すると、カレント行の次の行を指定したことになります。〈行番 
号2> を省略すると、最終行の次の行（井）を指定したことになります。 

S の前に，〃を指定すると、〈文字列〉が見つかったときに確認のメッセージを 
表示します。じし)または®キーで応えてください。 

〈文字列〉を省略すると、以前に実行した Replace または Search コマンドで指 
定した検索文字列を探します。 Search コマンドを実行したのがはじめてだった場 
合は、^見つかりません"と表示して Search コマンドを終了します。 


注意 

參 S とく文字列〉の間にはスペースを入れないでください。 
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例：第 1 行目から最終行までで文字列 hnd 〃を確認しながら検索する 

l,#?Sand 


• T ( Transfer ) 指定したファイルを連結 


mm 

BE3 


指定したファイルの内容を、指定した〈行番号〉の直前に読み込んで連結します。 

[〈行番号〉] T 〈ファイル名〉 


<イ亍番号〉を省略したときは、カレント行の直前に読み込みます。分割して作成 
したファイルをまとめるときに利用します。 


• W ( Write ) ファイルに書き込む 



編集しているテキストを、先頭から < n > 行だけディスクに書き込みます。 



参照 - ► A (Append ) コ 

マンド 


[< n>]W 


Write コマンドは Append コマンドとともに、一度にメモリに入りきらないよ 
うな大きなファイルを編集するときに利用します。 

ディスクに残っている部分を編集用のメモリに読み込むためには、編集用のメ 
モリに空き領域を作らなければなりません。そこで、 Write コマンドで編集用メ 
モリ上のテキストの一部をディスク上のファイルに書き込み、メモリの空き領域 
を作ります。続いて Append コマンドで、ディスクに残っている部分を指定した 


行数だけ読み込みます。 


く n > を省略すると、編集用メモリの内容の3/4 (75%)がフアイルに書き込まれ 
ます。使用可能なメモリがすでに3/4を超えている場合は、 Write コマンドを実 
行してもファイルに書き込まれません。 
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EMM386 


外部コマンド 


•觀_ - 

EMM 386. EXE によって確保された EMS メモリを制御します。 


- 

EMM 386 [ON I OFF I AUTO ] 


•スイツチ 

ON デバイスドライバ EMM 386. EXE を有効にします。既定値です。 

OFF EMM 386. EXE を一時停止します。 

AUTO 

EMM 386. EXE を自動モードにします。自動モードでは、プログラムが EMS メモリを呼び出 
したときだけ利用を許可します。 



EMM 386 コマンドは、 EMM 386. EXE によって確保された EMS メモリの動 
作の制御やその情報を表示します。 

パラメータを省略して XV EMM 386" とだけ入力したときは、次のように EMS メ 
モリの現在の情報を表示します。 


A ：¥> emm 386 
EMM 386 ドライバ 

(〇 Copyright Microsoft Corp . / NEC Corporation 19 XX ,19 XX 
使用可能な EMS メモリ . rnx KB 

4.0 

XXX 
XXX 
XX 
XX 

C 000 H 

速用可態全 UIVIB メモリ . X KB 

使用可！:最大 UMB メモリブロック長 ... X KB 

UMB メモリスタートアドレス . D 000 H 

EMM 3 部は動作中です. 

A ：¥> 


m»m Mg— wkm i gy ioibi wmm mmm msssm mm 


EMS バージヨン 
金 EMS メモリページ .. 
f 用可能メモリページ数 

会ハンドル数 . 

S 用可能ハンドル数 . 

ページフレームセタメント • 
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EMM386 


注意 


► この コマンドは、 CPU が1386以上の機種だけで使用できます。 

I この コマン ドは、デバ、イスドライバ、 （ EMM 386. EXE ) としても使うことか、 
できます。また、このコマンドを使用する場合は、あらかじめデバイスド 
ライバとして登録しておかなければなりません。デノベ'イスドライバとして 
登録するときは、機能や書式が異なりますので、詳しくは本部第5章デバ 
イスドライバ 「 EMM 386. EXE 」を参照してください。 

> EMM 386. EXE をデバイスドライバとして登録するときに、 / UMB スイッ 
チを付けると、 OFF にはできません。また、 EMS を使用中の場合も OFF 
にはできません。 


関連コマンド _ EMM 386 .EXE (デバイスドライバ） 


MS 6 OS 
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EXE2BIN 


外部コマンド 


- 

EXE (実行可能）ファイルをバイナリ形式へ変換します。 


-- 

EXE 2 BIN [ <d ： > ] [くパス名〉]〈ファイル名1> [く d : >] [くパス名〉][くファイル名2> [ぐ拡 
張子〉]] 


解 説 

EXE ファイルをバイナリ形式に変換するコマンドです。詳細は、『プログラム 
開発 ツールマニュアル』 を参照してください。 

* このコマンドにはヘルプはありません。 
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EXIT 


EXIT 


内部コマンド 




子プロセスとして起動された C 0 MIV 1 AND . COM から親プロセスに戻ります。 


EXIT 


解 説 

バージョン 2.0 以降の MS - DOS は、子プロセス（チャイルドプロセス）を実行 
することができます。子プロセスを実行したプロセスを「親プロセス」と呼びます。 
親プロセス上で COMMAND . COM を起動したとき、子プロセス上で EXIT コ 
マンドを実行すると元の親プロセスに戻ることができます。 

EXIT コマンドは、アプリケーションプログラムに子プロセスを起動できる機 
能があり、その子プロセスとして COMMAND . COM を起動したときにだけ有効 
なコマンドです。 


注意 

♦子プロセスとして起動した COMMAND . COM に / P スイッチが指定され 
ていた場合は、 EXIT コマンドでも戻ることができません。 


関連コマンド ► COMMAND 


MS 6 OS 
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FASTHELP 


外部コマンド 


機能 


コマンドのヘルプ情報を表示します。 


- 

FASTHELP [〈コマンド〉] 


解 説 


MS - DOS の コマン ドについての簡単な説明を表示します。これは コマンド 名 
に/?をつけて表示されるものと同じです。 〈コマンド〉 を 指定 しないと、 コマン 
ドー覧と機能を表示します。 

関連コマンド _HELP 
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FASTOPEN 


FASTOPEN 


外部コマンド 




ファイルのオープンやアクセスにかかる時間を短くします。 


BO- 


FASTOPEN く d : > [= く n > ] C <d ' > [= < n > ] ] [•••] [/ E ] 


，スイツチ 

/E キャッシュのためのメモリ領域を EMS メモリ上に確保します。 


解 説 

FASTOPEN コマンドは、 よく使う ファイルの 起動までの時間を高速化したり、 
ファイルのランダム アクセスを高速化するメモリ常駐型の コマンド です。 

FASTOPEN コマンドを実行しておくと、ファイル^デイレクトリをオープン 
するたびに、その名前やディスク上の場所（ディレクトリエントリ）をキャッシュ 
メモリに記憶します。また、そのファイルがディスク内でどのように連続したス 
ペースを占めているかの情報もキャッシュメモリに記憶します。このため、その 
ファイル（またはディレクトリ〉を再度オープンするときは高速になり、ファイル 
へのランダムアクセスも速くなります。 

キャッシュメモリは通常、コンベンショナルメモリ上に確保されます。ただし、 
/ E スイッチを指定した場合は EMS メモリ上に確保されます。 

< d :> は、 FASTOPEN を設定しておくドライブ名です。フロッピィディスク 
ドライブは指定できません。最低1つは設定してください。 

< n > は、指定した全ドライブ上でいくつのファイルのデイレクトリエントリを 
記憶するかの総数です。10〜999が指定でき、既定値は48です。1つにつき、48 

バイトのメモリを必要とします。 


例：固定ディスクドライブ C にある100個までのディレクトリエントリと固定ディ 
スクドライブ D にある20個までのディレクトリエントリを記憶するように設定 
する 


MS60S 


FASTOPEN C :=100 D : =20 
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また CONFIG . SYS の INSTALL コマンドを使用して、前の例と同じことを 
マシンの起動時に設定することができます。この場合は、 CONFIG . SYS に次の 
行を書き加えてください。 

INSTALL = FASTOPEN.EXE C :=100 D : =20 


注意 

• FASTOPEN コマンドの対象は固定ディスクだけです。また、ネットワー 
ク上のドライブ、 ASSIGN / JOIN / SUBST コマンドで定義したドライブ 
も対象にできません。 

• FASTOPEN コマンドの対象となるドライブは、1度に24ドライブまで 
です。 

• FASTOPEN コマンドは、一度しか使用できません。 

• < n > の前の"二〃を省略する場合、く n > の直前にスペースが必要です。 

関連コマンド ► INSTALL ( CONFIG.SYS のコマンド） 
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FC 


FC 


外部コマンド 


--—— 

指定した2つのファイルの内容を比較します。 


1) FC [/ A ] [/ C ] [/ L ] [/ N ] [/ T ] [/ W ] [/ < n >] [/LB く n >] 

2) FC [/ B ] くファイル名1> くファイル名2> 


くファイル名1> 〈ファイル名2> 


•スイツチ 

/A アスキー 比較の結果を短縮形で出力します。違いのあるブロックの初めと終わりの行だけを表 

示します。行の中間（違いのある行）は省略記号（…）で表されます。 

/B バイナリ比較をするよう指定します。このスイッチを使用するときは、他のスイッチを使用し 
ないでください。 

/C アスキー比較のときにテキストファイル中の大文字、小文字を区別せずに比較します。 

/L アスキー 比較をするよう指定します。 

/N アスキー比較のときに、行番号を表示します。 

/T アスキー 比較のときにタブ文字を空白に展開しないで比較します。このスイッチを省略したと 

きは、8桁の位置までを空白として扱います。 

/W アスキー 比較のときに連続した複数のタブ文字や空白を1個の スペース （ブランク）と見なして 

比較します。ただし行の先頭と末尾に付いている スペースは 始めから無視します。 

/< n > 

アスキー比較のときに、最初の相違行が見つかってから < n > 行以内がすべて一致していると”一 
致している"とみなします。 n の既定値は2で、1〜9999の範囲の数字が指定できます。範囲外 
の値の場合は既定値を使用します。 

/ LB < n > 

アスキー 比較のときに、内部のラインバッファを < n > 行に設定します。相違のある行がこの値 
以上に連続して存在する場合は、2つのファイルはまったく違うものと判断し比較を中止しま 
す。既定値は100で、1〜9999の範囲の数字が指定できます。範囲外の値の場合は既定値を使 
用します。 


MS-DOS 
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〈ファイル名1> と〈ファイル名2> の内容を比較します。比較には、バイナリ比 
較、アスキー比較の2通りの方法があります。 

• バイナリ比較（バイト単位で比較） 

ファイルの各バイトごとに比較し、違いを出力します。拡張子が. EXE 、. COM 、 
• SYS 、. OBJ 、 丄 IB 、. BIN のファイルを比較するときには、自動的に/ B スイッ 
チが付けられたものとして実行します。これ以外の拡張子を持つファイルでバイ 
ナリ比較を行いたいときは、 / B スイッチを付ける必要があります。 

• アスキー比較（行単位で比較） 

1行を1つのデータのブロックとして比較し、違いを出力します。 . EXE 、. COM 、 

• SYS 、. OBJ 、 丄 IB 、. BIN 以外の拡張子を持つファイルは、自動的にアスキー 
比較になります。 

FC コマンドは、 空いているメモリすべてを、 ファイルを いったん読み込むた 
めの バッファスペース として使用します。 アスキー 比較の場合、 ソースファイル 
が 使用可能なメモ リ より大きいとき 、 FC コマン ドは バッファスペースに 読み込 
める範囲内だけを比較します。 バイナリ 比較ではこの制限はなく、 ファイルを 部 
分的に読み込んで両方の ファイルを 完全に比較照合します。 


■出力形式 


アスキー比較のときの出力形式は次のようになっています。 

. 〈ファイル名1> 

く _ 致している部分の最後の1行〉 

〈相違点〉（相違点のある行の表示をします。複数行の場合あり） 

〈一致している部分の最初の1行〉 

. くファイル名2> 

〈一致している部分の最後の1行〉 

〈相違点〉（相違点のある行の表示をします。複数行の場合あり） 

く一致している部分の最初の1行〉 

上記の表示は、2つのファイルに複数の相違点があった場合は、複数回表示さ 
れます。 

ここで、 /< n > の指定によって、最初に発見された相違点のある行から < n > 行以 
内に再度相違点があった場合は、途中の行で相違点がなくても（まったく同じで 
も）〈相違点〉の部分に表示されます。 

バイナリ比較のときの出力形式は次のようになっています。 
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FC 


- ADDRESS - FI - F 2 

XXXXXXXX YY ZZ 

ここで xxxxxxxx は、ファイルの先頭からの相対アドレスで、違いの生じ 
ているバイトのアドレスを示しています。アドレスは00000000から始まります。 
YY と ZZ は各ファイルで違いのあったアドレスの内容（バイト値）です。 

バイナリ比較の場合、2つのファイルの大きさが異なる場合は、その旨のメッ 
セージが表示されます。たとえば〈ファイル名2> の方が大きい場合は、次のよう 
に表示されます。 

FC : くファイル名2> はくファイル名1> よりサイズが大きいファイルです 

例： ファイル VV : ALPHA . DOC " と、、 B : BETA . DOC " をアスキー比較し、 この 
とき、各行中の連続したタブ文字、空白は1つのものとして比較する 

FC /W A : ALPHA.DOC B : BETA.DOC 

また〈ファイル名1>、くファイル名2> にはワイルドカードが、使用でき、2つの 
ファイルの比較を連続して行うことができます。 
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FDNCOPY 


外部コマンド 


- - - 

フロッピィディスクの内容をそのまま他の複数のフロッピィディスクにコピーしたり、フロッピィ 
ディスク同士の内容を照合します。 


^^51 - 

FDNCOPY [く dl :>] [< d 2 ： >] 


解 説 

拡張メモリ、またはディスク上に作成したテンポラリファイルを利用して、フ 
ロッピィディスクの内容をコピーします。受け側のディスタが初期化（フォーマッ 
卜）されていなければ、初期化の作業も行います。このコマンドは、コマンドライ 
ンからでも、メニュー画面を使用しても実行できます。 

受け側ディスクが初期化されていないときや不正があるとき、送り側と受け側 
のフォーマット形式が違うときは、初期化を行いながらコピーできます。この場 
合は、メッセージが表示されますのでメッセージに従って操作をしてください。 

■コマンドラインからの指定 

ドライブ名を指定した場合は、コマンドラインからの実行になります。このと 
き送り側ドライブと受け側ドライブが同じ場合は受け側ドライブの指定を省略す 
ることができます。ディスクの揷入と確認のメッセージが表示されたら、何かキー 
を押すと、コピーが始まります。 

送り側のフロッピィディスクにボリュームシリアル番号が付いている場合は、 
受け側のディスク用に新しいボリュームシリアル番号を作成します。 

例：ドライブ A のフロッピィディスクの内容を、ドライブ B のフロッピィディス 
クにそのままコピーする 


FDNCOPY A : B : 
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FDNCOPY 


■メニューによる選択 

すべての パラメータを 省略して、下 DNCOPY 〃とだけ入力した場合は、次のよ 
うなメニュー画面が表示されます。 



ClJ 11][rJ Q キーで反転部分が動きます。希望の選択肢に反転部分を重ね 
てリターンキーを押してください。あるいは、必要に応じて文字や数字をキーボー 
ドから入力してください。以後の操作は、表示されるメッセージに従って行って 
ください。 


参考 

FDNCOPY は DISKCOPY と同じく フロッピィディスクの コ ピーを 行い 
ますが、拡張メモリ、またはテンポラリ ファイルを 利用して コピーを 行う の 
で、特に送り側ドライブと受け側ドライブが同じ場合に ディスクの 入れ替え 
の手間を省くことができます。 


注意 

春受け側のディスクに、元々入っていた内容はすべて消えてしまいます。ド 
ライブ名の指定をまちがえないよう注意してください。 

• ASSIGN コマンドで変更したドライブ名は無視されます。また 、 SUBST 
コマンドで指定した仮想ドライブに対しては実 fi 1 しないでください。 

関連コマンド ► DISKCOPY 、 ASSIGN 、 COPY 、 BACKUP 、 SUBST、FORMAT 
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FILECONV 


外部コマンド 


- 

N 88 - 日本語 BASIC(86) と MS-DOS の間でファイルを変換します。 



FILECONV 


解 説 

N 88 -日本語 BASIC (86) と MS - DOS の間で、 BASIC プログラムやデータファ 
イルの変換を行います。変換できるディスクの種類は、次のとおりです。 


BASIC ファイル 
の媒体 

MS-DOS 
ファイルの媒体 

160KBFD 

320KBFD 

640KBFD 

1MBFD 

固定ディスク 

160KBFD 

X 

X 

(:) 

(*) 

X 

320KBFD 

X 

X 

(*) 

(:) 

X 

640KBFD 

(*) 

(*) 

< - > 

< - > 

X 

1 MBFD 

(*) 

(*) 

< -> 

< -> 

X 

固定ディスク 

(*) 

(*) 

< - > 

< - > 

X 


—: Nss - BASIC 形式から MS - DOS 形式に変換可能 
: MS - DOS 形式から Nss - BASIC 形式に変換可能 
— : MS - DOS 形式、 N 88 - BASIC 形式の双方向で変換可能 
x :変換不可能 

(*) : 160 K バイトタイプ （1 D ) フロッピィディスク、 320 K バイトタイプ (2 D ) 
フロッピィディスクは、 640 K バイトタイプ （2 DD ) フロッピィディス 
ク装置、あるいは 640 K バイト /1 M バイトタイプ （2 DD /2 HD 両用） 
フロッピィディスク装置にセットした場合に限り変換できます。 

■変換できるファイルの種類 

変換できるファイルは、次のとおりです。 
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FILECONV 



変換方向 

n 88 -basic—ms-dos 




FILE 変換 

VOLUME 変換 

MS-DOS づ N 88 -BASIC 

フアイルの種類 

AUTO 

MANUAL 


II 

アスキー形式ファイル 

〇(漢） 

〇 

〇(漢） 

〇(漢） 

バイナリ形式ファイル 

〇 

〇 

〇 

X 

T ? 

タノ t 

ンャノけし^ファイル 

〇(漢） 

〇 

〇(漠） 

〇(漢） 

ランダ厶データファイル 

〇(漢） 

X 

〇(漠） 

〇 


機械語ファイル 

〇 

〇 

〇 

〇 


(漢）…漢字コードの変換ができる 

プログラムファイル 

BASIC のプログラムは、アスキー形式でセーブされているときに、もっとも確 
実に変換できます。バイナリ形式では、 MS - DOS 形式から N 88 - BASIC 形式に 
は変換できません。また、逆に N 88 - BASIC 形式から MS - DOS 形式に変換する 
ときは、次の表に示す命令をあとで手動で変更する必要があります。これは、両 
者の中間コードが異なるためです。 


中間コード 

N 88 - 日本語 BASIC(86) の命令 

N 88 -日本語 BASIC(86) 
(MS-DOS 版）の命令 

0FFC1 

DSKI$ 

ENVIRONS 

097 

DSK0$ 

ENVIRON 

0B6 

MON 

CHILD 

0B4 

MOTOR 

SCROLL 

0FF83 

PEN 

MOUSE 

0DB 

TERM 

SYSTEM 

0FFA3 

FPOS 

SEGPTR 


データファイル 

テ'ータフ アイ ルについては、シーケンシャルデータフ アイ ルでもランダムデー 
タファイルでも変換できます。ただし、漢字コードの扱いが多少異なります（これ 
については、後述します）。 

機械語ファイル 

機械語ファイルは、まったくそのままの内容で変換します。たとえ、その中に 
漢字コードが入っていても無視します。なお、 Ngs - BASIC の BSAVE コマンド 
でセーブした機械語 ファ イルには、先頭に開始番地と終了番地が書き込まれ てい 
ます。 


機械語ファイル 


0A 

00 

01 

01 


開始番地 
&HOOOA 


終了番地 
&H0101 
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MS - DOS 版 BASIC には、このような情報がないので注意してください。 


■漢字コードの扱い 

N 88 - BASIC と MS - DOS では、日本語のコードが異なっています0 Ngg-BASIC 
では、 JIS コードを使っており、日本語のはじめに KI コード（漢字インコード。 
16進数で 1 B 4 BH ) 、終わりに K 0 コード（漢字アウトコード。16進数で 1 B 48 H ) 
が入っています。一方、 MS - DOS ではシフト JIS コードを使っており、 KI/KO 
コードがありません。 

たとえば、 、 x ABC 漢字123〃 という文字列は、それぞれのコードで次のように 
表現されています（コードはすべて16進数）。 


KI コード K0 コード 

i 1 

JIS コード -> 4142 43 IB 4 B 34 41 3 B 7 A 1 B 48 3132 33 
シフ ト JIS コード — 4142 43 8 A CO 8 E 9 A 3132 33 

このうち、、、3441"と、' 8 AC 0" が'、漢"、 、、3 B 7 A " と、、 8 E 9 A " が、、字〃を表すコード 
です。このため、日本語が入っている場合は、上記の例のように同じ文字列でもバ 
イト数が異なります （ JIS コード表現の方が長い）。そこで、 FILECONV は漢字 
コードの変換の際に、日本語文字本体のコードを変換すると同時に、 KI / KO コー 
ドを次のように処理しています。 

Ngg - BASIC 形式から MS - DOS 形式にファイルを変換するとき、 KI / KO コー 
ドを処理するには次の2通りの方法があります。 


(1)KI/KO コードを削除する方法 

KI / KO コードを削除し、日本語文字本体のコードを JIS コードからシフト 
JIS コードに置き換えます。ファイルのバイト数は少なくなりますが、デー 
タファイルなどでは、ずれによって悪影響が出ることがあるので要注意です。 

⑵ KI/KO コー ドを'、 FFFF(16 進数）〃に置き換える方法 

KI / KO コードはそれぞれ2バイトですので、同じ2バイトでシフト JIS コー 
ドとしては意味を持たない '' FFFF (16 進数）〃に置き換え、日本語文字本体 
のコードもシフト JIS コードに置き換えます。ファイルの長さは変わりませ 
ん。ランダムデータファイルの変換では、自動的にこの方法が選択されます。 

MS - DOS 形式から N 88 - BASIC 形式にファイルを変換する場合は、日本語文 
字の両端に KI / KO コードが g 動的に挿入されます。 

バイナリ形式でセーブされたプログラムファイルに含まれる漢字コードは変換 
しませんので、いったん BASIC でアスキー形式にセーブし直してから変換して 
ください。また、機械語ファイルに含まれる日本語文字は変換しません。 
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IFILECONV の使い方 

FILECONV とだけ入力すると、次のような画面になります。 


N88/MS —DOS ファイルコンバータ （ UER. X.X) 
Copyright (C)19XX by NEC Corporation 


変換： 


2/MS-DOS => 


N88-BASIC 


選択して下さい 


ここで、まずどの形式からどの形式に変換するのか選択します。反転表示は、 


スペース キー（または | BS 1 キー）で移りますので、希望する方を選択してリター 
ンキーを押してください。それぞれの選択肢の最初に付いている番号（ここでは1 
または 2) に対応した数字キーを押して指定することもできます。この方法ではリ 
ターンキーは押さなくてもよく、そのときの反転表示の位置にも関係ありません。 


INss - BASIC 形式のファイルを MS - DOS 形式に変換する 

N 88 - BASIC 形式から MS - DOS 形式の変換を選ぶと、画面の下に次のように 
表示されます。 


1/N88-BAS C => MS-D0 
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[ N88— BASIC => MS-DOS ] 


変換方法は nggffa 2/ U 0 LUME 

選択して下さい 


ここで、 1/ FILE " を選ぶとファイル変換に、 、、2/ V 0 LUME 〃 を選ぶとボリュー 

ム変換になります。ファイル変換では、1個ずつファイルを变換します。ボリュー 

ム変換はディスク単位で1度に変換できますが、ファイル変換のように細かな設 

定できません。 

參ファイル変換を選んだ場合 

ファイル変換を選んだときは、次の順に操作してください。 

⑴ N ss - BASIC 形式と MS - DOS 形式のディスクの入っているドライブ名を聞い 
てきますので、ドライブ名をコロン（：）を付けて指定してください（例 … A : ) 。 

⑵画面には、 N 88 - BASIC 形式のディスクに入っているファイル名の一覧（ディ 
レクトリ）が表示されます。カーソル移動キーを押すと、力ーソルが動き、メ 
ニューエリアにはカーソルが重なっているファイル名が表示されます。変換 
したいファイル名の上にカーソルを重ねて、リターンキーを押してください0 

(3) 変換後のファイル名を指定します。同じ名前でよいときはリターンキーだけ 
押します。変換するファイル名に拡張子がないときは、自動的に' BAS 〃と 
いう拡張子が付けられます。ファイル名については後述の「ファイル名に関す 
る注意」を参照してください。 


⑷変換するファイルがランダムデータファイルかどうか聞いてきますので、そ 
れにこたえてください。 

⑸変換するファイルに含まれている漢字コードを JIS コードからシフト JIS コー 
ドに変換するかどうか聞いてきますので、それにこたえてください。ただし、 
フアイルがバイナリ形式のプログラムフアイルや機械語ファイルのときは、 
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ここで'、 1/ YES " (変換する）を押しても変換はできません。 

この次の操作は、 （4) と （5) で選んだ内容によって次のように異なります。 


• ランダムデータファイルで JIS コード変換をする 

このときは、ファイルパ'ッファ内のフィールドを指定しなければなりません。つ 
まり、ファイルバッファ内を文字データ領域と数値データ領域に分け、文字デー 
夕領域の部分だけを漢字コード変換の対象とするのです。 

たとえば、ファイルバッファ内のフィールドを次のように割り当てるとします。 


256 バイト 


文字データ 

数値データ 

文字データ 

数値データ 

1 J 1 J ! _ 1 1 1 

80 バイト 

48 バイト 

80 バイト 

48 バイト 


画面には、 '' FIELD 〃と表示されているので、ここに文字データ領域は文字て:〃 
に続いてそのバイト数を、数値データ領域は文字' ' N 〃に続いてそのバイト数を、 
カンマで区切って入力します。前の図の例なら、次のように指定します。 

FIELD C80,N48 ， C80 ， N48 

これで、文字データの中の漢字コードの前後にある KI / KO コードは自動的に 
VV FFFF (16 進数）〃に置き換えられます。 

すべて指定すると、確認の画面になりますので、パラメータを確認して実行し 
てください。 

• ランダムデータファイルでなく、 JIS コード変換をする 

このときは、漢字コードの前後にある KI / KO コードの処理を指定します。 
KI / KO コードを削除するとき画面の、ヽ 1/ DELETE "を、 KI / KO コードと同バイ 
卜数である 、、 FFFF (16 進数）〃に置き換えるときは画面の、' 2/0 FFFFH 〃を選択し 
ます。 

データファイルで 、\1/ DELETE 〃 を選ぶと、データにずれが起きることがあり 
ます。そのため一般的には、データファイルのときは N \2/0 FFFFH " を、アスキー 
形式のプログラムファイルのときは 、'1/ DELETE " を選ぶとよいでしょう。 

すべて指定すると、確認の画面になりますので、パラメータを確認して実行し 
てください。 

• JIS コード変換をしない 

このときは、すぐに確認の画面になりますので、パラメータを確認して実行し 
てください。 
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最後に別のファイルも変換するかどうか聞いてきますので、それにこたえてく 
ださい。変換する場合は、これまでの操作を繰り返してください。 

籲ボリューム変換を選んだ場合 

ボリューム変換を選んだときは、次の順に操作してください。 

⑴ N 88 -BASIC 形式と MS-DOS 形式のディスクの入っているドライブ名を聞い 
てきますので、ドライブ名にコロン（：）を付けて指定してください（例 … A : ) 。 

⑵操作方法を聞いてくるので、、、: L / AUTO " と 、、2/ MANUAL 〃のいずれかを選 
んでください。 ''1/ AUT 0" は、ディスクのファイルをすべて変換します。た 
だし、変換後のファイル名の指定はできず、また漢字コードの変換も行いま 
せん。 

フ / MANUAL 〃では、ファイルを選択しながら変換します。ただし、変換後 
のファイル名は指定できません。•漢字 コー ドに ついては、 ファイル変換の場 
合と同様に変換方法を選択できます。 

(3) 変換するディスクのファイルの一覧が表示されます。これは、確認の意味だ 
けなので何かキーを押すと次に進みます。 

次からの操作は、操作方法で、~1/ AUTO 〃と '、2/ MANUAL 〃のどちらを選んだ 
かによって異なります。 

• 、、: L/AUTO 〃を選んだとき 

このときは、 ファイルの 一覧を表示し、パラメータを確認するように聞いてき 
ます。ここで、 、、1/ YES " とこたえると、変換を始めます （、、2/ N 0" とこたえると、 
最初の処理に戻ります）。 カーソルが 重なっている ファイルが 変換中であることを 
示します。 

すべてのファイルを変換すると、 MS - DOS 側のファイルー覧を表示します。こ 
こで、何かキーを押すと、 FILECONV が終了します。 

• "2/MANUAL" を選んだとき 

このときは、ファイルの一覧を表示し、カーソルの重なっているファイルを変 
換するかどうか聞いてきます。ここで、 、 X 2/ N 0" とこたえると、カーソルは次の 
ファイルに移動して再び変換するかどうか聞いてきます。 

ここで、 、 X 1/ YES " とこたえると、ランダムデータファイルかどうか、日本語 
JIS コードの変換をするかどうか、 KI / KO コードの処理をどうするか、などを聞 
いてきます。これについては、ファイル変換の⑷からの操作方法と同じなので、 
そちらを參照してください。変換が終わると、力ーソルは次のファイルに移動し 
て再び変換するかどうか聞いてきます。 

すべての ファイルに ついて、処理が終わると、 MS - DOS 側の ファイノ!^ 覧を表 
示します。ここで何かキーを押すと、 FILECONV が終了します。 
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■ MS - DOS 形式のファイルを .- BASIC 形式に変換する 

MS - DOS 形式から N 88 - BASIC 形式の変換を選んだときは、次の順に操作し 
てください。 

(1) MS - DOS 形式と N 88 - BASIC 形式のディスクの入っているドライブ名を聞い 
てきますので、ドライブ名にコロン（：）を付けて指定してください（例 … A :)。 

(2) 画面には、 MS - DOS 形式のディスクのカレントデイレクトリに入っている 
ファイル名の一覧（デイレクトリ）が表示されます。カーソル移動キーを押す 
と力ーソルが動き、メニューエリアにはカーソルが重なっているファイル名 
が表示されます。変換したいファイル名の上に力ーソルを重ねて、リターン 
キーを押してください。 

(3) 変換後のファイル名を指定します。同じ名前でよいときはリターンキーだけ 
を押します。ファイル名については後述の「ファイル名に関する注意」を参照 
してください。 

(4) 変換するファイルが機械語ファイルかどうか聞いてきます。ここで 1/ YES " 
を選ぶか a / NO " を選ぶかによって、次からの処理が異なります。 

• M/YES " を選んだとき 

機械語ファイルの場合は、内容に手を加えずに変換を行います。画面は、パラ 
メータを確認する画面になり、これでよければ、' 1/ YES 〃を選択します。これでファ 
イル変換が始まり、終了すると次のファイルを変換するかどうか聞いてきます。 

• "2/N0 〃を選んだとき 

変換するファイルがランダムデータファイルかどうか聞いてきますので、それ 
にこたえてください。ここで、 NV 1/ YES 〃とこたえると、パラメータを確認する 
画面になり、これでよければ' 1/ YES 〃を選択します。これでファイル変換が始ま 
り、終了すると次のファイルを変換するかどうか聞いてきます。 

"2/ N 0〃 と応えると、漢字コードをシフト JIS コードから JIS コードに変換す 
るかどうか聞いてきます。漢字コードの変換を行うときは、 ''1/ YES 〃を選んでく 
ださい。次にパラメータを確認する画面になり、これでよければ1/ YES 〃を選択 
します。これでファイル変換が始まり、終了すると次のファイルを変換するかど 
うか聞いてきます。 

フロッピィディスクドライブが1台の場合でも、すべての変換方法で変換でき 
ます。このときは、画面の指示に従って、フロッピィディスクを入れ換えてくだ 
さい0 
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注意 

•シーケンシャルデータファイルの場合、 N 88 - BASIC 形式から MS - DOS 形 
式、あるいはその逆の変換でも漢字コードを変換することができます。し 
かし、 BASIC 関数の MKI $、 MKS $、 MKD $ を使っているときは、通 
常のシーケンシャルデータファイルとは構造が少々異なります。特に漢字 
コードを変換するよう指定する場合は注意してください。 


■ファイル名に関する注意 

N 88 - BASIC 形式のファイル名の書式と MS - DOS 形式のファイル名の書式は微 
妙にちがっていて、それぞれにファイル名には使ってはいけない文字があります。 


ファイル名の形式 

ファイル名 

拡張子 

ファイル名に使用できる文字 

N 88 -BASIC 形式 

6文字 

3文字 
(拡張ファ 
イル名） 

:(コロン） 以外のすべての文字 

MS - DOS 形式 

8文字 

3文字 

A 〜 Z 0 〜9カナ漢字 $&#%’(） 


したがって、ファイルを変換するときにそのまま同じファイル名を付けられな 
い場合があります。 FILECONV は、次のようにファイル名を処理します。 

• Ngg-BASIC 形式のファイルを MS-DOS 形式に変換する場合 

(1) n 88 -basic 形式のファイル名に拡張ファイル名がない 

N 88 - BASIC 形式のファイルが機械語ファイルのときは ' COM "を、それ以外 
のファイルのときは 、'. BAS 〃を、 MS - DOS 形式のファイル名の拡張子にします。 

PROG (機械語ファイル） づ PROG.COM 
PROG (その他のファイル） -> PR0G.BAS 

(2) N 88 -BASIC 形式のファイル名に、 MS-DOS 形式では許されない文字が含ま 

れている 

ファイル変換のときは、無効なファイル名に対する自動処理をしません。入力 
されたファイル名に MS - DOS 形式では許されない文字が含まれていたら、再度 
ファイル名を聞いてきます。 

ボリューム変換のときは、 MS - DOS 形式では許されない文字を削除し、残り 
の文字を左に詰めて新しいファイル名を作成します。 MS - DOS 形式では許されな 
い文字だけでできているファイル名なら、このファイルは変換しません。 

PR0G*A.N88 — PR0GA.N88 
DEM[A] .BAK-> DEMA.BAK 

****** 〜（ファイルを変換しない） 
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(3) N 88 -BASIC 形式のファイル名に小文字が含まれている 

小文字を大文字に変えて、 MS - DOS 形式のファイル名にします。 


Backup. N88 


BACKUP.N88 


• MS-DOS 形式のファイルを Ngg-BASIC 形式に変換する場合 

(1)MS-DOS 形式のファイル名が計7文字以上ある 

MS - DOS 形式のファイル名の7文字目と8文字目を削除して、 N 88 - BASIC 形 
式のファイル名にします。 


MSPROGAM.BAS 


MSPROG.BAS 


MSIDOS 
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FIND 


外部コマンド 


1つまたは複数のファイルから指定した文字を検索します。 


- 

FIND [/ VI / CI / NI / I ] く文字列〉[く d : >] [くパス名〉]くファイル名〉！:…] 


•スイッチ 

/V く文字列〉を含まない行だけを表示します。 

/C く文字列〉の含まれる行数だけを表示します。 

/N く文字列〉の含まれる行の先頭に各行番号を表示します。 

/I 英字の大文字と小文字を区別しないで検索します。 


FIND コマンドは、指定したファイルから文字列を検索し、含まれる行を出力 
するフイルタコマンドです。パラメータとして、検索したぃく文字列〉い文字列〉 
は2重引用符で囲んで指定してくださぃ）と、検索対象の〈ファイル名〉（同 
じデイレクトリになくてもよぃ）を指定します。 

ファイルを指定しなぃと、標準入力（キーボード）から検索します。標準入力か 
らの検索を終了するには、 1 CTRL) + (Tl キーを押してくださぃ。 

例： B00K1.TXT と B00K2.TXT からこの順で v 'File" とぃう文字列を含む行 
を検索し、行番号を付加して表示する 


FIND /N ” File ” B 00 K 1 .TXT B 00 K 2 .TXT 

例：ドライブ B にあるファイルで、、 DAT" という文字列を含まないファイル名を 
表示する（パイプを使用） 


DIR B : IFIND /V ，’ DAT ” 
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FIND 


注意 

• 〈ファイル名〉にはワイルドカードは指定できません。 

• 〈文字列〉の中に文字「’’」を含むときは、「””」と2つ続けることによって1 
つの「”」を意味することができます。 


MS60S 
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FORMAT 


外部コマンド 


- 

指定されたドライブのディスクを、 MS - DOS で使用できるように初期化します。 


ME1 --- 

1) FORMAT [く d : >] [/ Sl / B ] [/ V ] [/M 1/6 1/9 1/4] [/ P ] [/ Q ] [/ U ] 

2) FORMAT / HI / EI/F 


•スイツチ 


/S 


/B 


/V 


/M 

/6 


/9 


/4 

/P 

/Q 

/U 


/F 

/H 

/E 


初期化終了後、ディスクにシステムファイル （ IO . SYS 、 MSDOS . SYS 、 COMMAND . COM 、 
DBLSPACE . BIN ) を書き込みます。以後、このディスクで MS - DOS を起動できるようになり 
ます。 

システムファイルをあとから追加できるように、約 124 K バイトの空き領域を用意して初期化 
します。 

初期化したディスクにボリユームラべル（そのディスクの名前）を設定します。1バイト文字で 
11文字 （2 バイト文字では5文字）までで入力してください。 

2 HD タイプのフロッピィディスクを初期化します。總容量は 1.25 M バイトになります。 

2 DD タイプのフロッピィディスクを初期化します。 2 DD タイプのフロッピィディスクに対して 
のみ有効です。総容量は 640 K バイトになります。 

2 DD タイプのフロッピィディスクを1トラックあたり9セクタで初期化します。 2 DD タイプの 
フロッピィディスクに対してのみ有効です。総、容量は 720 K バイトになります。 

2 HD タイプのフロッピィディスクを初期化します。給容量は 1.44 M バイトです。 

初期化処理中に、ディスクの揷入を確認するメッセージなどのキー入力を要求しないようにす 
ることができます。 

初期化済みのフロッピィディスクを通常よりも高速に初期化します。管理領域の初期化だけ行 
います（クイックフォーマット）。 

フロッピィディスクが初期化済みか否かにかかわらず、物理的に初期化します。このスイッチ 
を使用すると UNF 0 RMAT コマンドで復旧できなくなります。 

フロッピィディスクを初期化します。 

固定ディスクまたは光ディスクを初期化します。 

/ H よりも簡単な操作でディスク（固定デイスクまたは光ディスク）を初期化します。 
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FORMAT 


解 説 


フロッピィ デイスクと固定ディスクでは、指定できるスイ ッ チが下表のように 
異なります。 


装置 

指定できるスイツチ 

フロッピィデイスク 

< d :>、/ S 、 / V 、/6、/9、 / M 、 /4、 / P 、/ B 、/ Q 、/ U 、 

/F 

固定ディスク（*1) 

/ H、/E 


(*1)…ドライブ名を指定しても無効 


MS - DOS で使用するフロッピィディスクや固定ディスク、光ディスク、 3.5 イ 
ンチ光ディスクは、 MS - DOS が利用できるように FORMAT コマンドで初期化 
しなければなりません（フォーマットする、とも呼びます）。 

FORMAT コマン ドは、上記のディスクすべてをフォー マッ トすることができ、 
さらに固定ディスクと光ディスクのフォー マッ トにおいては、2種類のフォー マッ 
卜の方法が行えます。 

FORMAT コマンドはこのように多機能なため、以下のように説明を進めます。 
なお、 3.5 インチ光ディスクはフロッピィディスクと同様の方法で、光ディスクは 
固定ディスクと同じ方法で初期化できます。 

(1) フロッピィディスクを初期化する場合 

1-1 コマンドラインから実行する 

1- 2 メニュー画面を使用して実行する 

(2) 固定ディスクを初期化する場合 

2- 1 拡張フォーマットを選択した場合 
2-2 標準フォーマットを選択した場合 

⑶ / E スイッチで固定ディスクを初期化する場合 

(1) フロッピィディスクを初期化する場合 

フロッピィディスクに対して FORMAT コマンドを実行する場合は、コマンド 
ラインから行う•方法と、メニュー画面を使用する方法があります。コマンドライ 
ンから行う場合は、ドライブ名などのコマンドオプションを指定してください0 
コマンドオプションをなにも指定しない場合はメニュー画面が表示されますので、 
画面の指示に従って実 fi ■•してください。 

1-1 コマンドラインから実行する 

例：ドライブ B にあるフロッピィディスクを初期化し、システムファイル ( IO . SYS 、 
MSDOS . SYS 、 COMMAND . COM ) をそのディスクに書き込む 


MS60S 


FORMAT B : /S 
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1-2 メニュー 画面を使用して実行する 

パラメータを 省略して、 vpORMAT " とだけ入力すると、 メニュー 画面が表示さ 
れます。このとき固定ディスク、光ディスク、 3.5 インチ光ディスクが接続されて 
いるシステムの場合はまず次のようなメニュー画面が表示されます。 

この画面で「フロッピィディスク」もしくは「3.5インチ光ディスク」のうち、初 
期化したい装置を反転表示させてリターンキーを押してください。 



フロッピィディスクだけの場合は直接次のメニュー画面が表示されます。 



以降の操作はこのメニュー画面から指定します。カーソルキーを押すと反転部 
分が移動しますから、必要な選択肢を反転させ、リターンキーを押して実行して 
ください。 
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各選択肢の意味について解説します。 

• 「装置番号」 

装置番号に対応したフロッピィディスクドライブで初期化を行います。コマン 
ドラインの <d : >に相当します。 

• 「システム」 

初期化後、システムファイルをコピーするかどうかを選択します。コマンドラ 
インの / S スイッチに相当します。 


注意 

• r システム」を、、転送する"に設定した場合は、 FORMAT コマンドを実 
行するカレントドライブにシステムファイル （ IO . SYS 、 MSDOS . SYS 、 
COMMAND . COM ) がなくてはなりません。もし、システムファイルのな 
いドライブで FORMAT コマンドを実行し、「システム」を'、転送する"に 
設定して「実行」を選ぶと、 

DOS ディスクをドライブX :に挿入し、どれかのキーを押してください 

というメッセージを表示してコマンドの実行は中断されます （X :はカレン 
トドライブ名）。カレントドライブがフロッピィディスクの場合はデイス 
クを差し替えれば対応できますが、固定ディスクのときはそうはいきませ 
ん。 FORMAT コマンドは、なるべく起動するドライブで実行するよう注 
意してください。 

•「ボリユームラべ ル」 

初期化後、その フロッピィデイ スクに付けるボリュー ムラべ ル （デイ スクの名 
前）を設定します。1バイト文字で11文字 （2 バイト文字では5文字）まで入力で 
きます。コマンドラインの/ V スイッチに相当します。 

ボリュームラベルは、あとで LABEL コマンドによって変更することができ 
ます。 

• 「媒体種別」 

初期化したいフロッピィディスクのタイプを選択してください。コマンドライ 
ンの/6、 / M 、 /9、/4スイッチに相当します。 3.5 インチ光ディスクの場合は選択 
できません。 


■実行」 

フロッピィディスタの 初期化を始めます。 


MS 6 OS 


125 




第 2 章 MS-DOS のコマンド 


• 「終了」 

FORMAT コマンドを終了します。 

初期化が正常に終了すると、そのままメニュー画面が表示されています。 


注意 

•初期化済みのフロッピィディスクを再度初期化する場合は、フロッピィディ 
スクの種別を自動的に判別するので、 / M 、 /6、/9、/4などのスイッチを 
指定する必要はありません。 

• メニュー画面においては、 / B スイッチの機能は使用できません。 

• 初期化済みのディスクを / U スイッチ付きで初期化すると、そのディスクに記 
録されていたデータやプログラムはいっさい消えてなくなり UNFORMAT 
コマンドでのファイルの復旧はできません。 AJ スイッチを使用する場合 
は、よく確認してください。 

• / Q スイッチは高速に初期化できますが、スキップセクタは検出できません。 

(2 ) 固定ディスクを初期化する場合 

固定ディスタを初期化する場合はメニュー画面を使用して行います。コマンド 
ラインで / H スイッチを付けるか、一番最初のメニュー画面で「固定ディスク」を 
選択すると、各設定のための画面が表示されます。なお、コマンドラインで / E ス 
イッチを付けると、より簡単な方法で初期化できる画面が表示されます（これに 
ついては、 （3) を参照してください）。 

固定ディスクを初期化するときのディスク上の管理の方法には、「標準フォー 
マット」と「拡張フォーマット」の2種類があります。接続されているディスクの 
容量、画面のモード、機種、固定ディスクインタフェースの種類などによって、ど 
ちらの形式も可能な組み合わせ、どちらかの形式でしか初期化できない組み合わ 
せがあります。下表にその関係を示します。 


コンピュータ本体のタイプと可能なフォーマツト形式 


ハードウエアモード 

機種 

拡張フォーマット 

標準フォーマット 

ノーマルモード 

全機種 

可能 

可能 

ノヽイレゾリユーシヨ 
ンモード 

XL 2 、RL 

可能 

可能 


(*1)…内蔵タイプの固定ディスタは不可能 

なお SCSI インタフェースの固定ディスクは、拡張フォーマットのみ可能です。 

「標準フォーマット」は、 20 M バイトまでの固定ディスクしか管理できないフォー 
マット形式です。 MS - DOS では、バージョン 2.0 まではこのフォーマット形式し 
かありませんでした。 
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鱺讓 b 

20 MB 


?ftc 1 541 1 1 ) 

標準フォーマット 


どちらか一方の形式でしか初期化できない組み合わせなら、この画面は表示さ 
れないで、対応したメニュー画面が表示されます。 

以降は、選択したフォーマット形式のメニュー画面の説明に移ってください。 

注意 

• どちらのフォーマット形式も選べる状態では、なるべく拡張フォーマット 
を選択してください。ただし、いったんどちらかを選択して初期化した固 
定ディスクを他方のフォーマット形式にするには、再度初期化するしか方 
法がありません。 


拡張フォーマット」は、管理領域に制限がなく、固定ディスク内に複数個の 
MS - DOS 領域を確保できるフォーマット形式です。1台の固定ディスクを8ない 
し16領域まで分割することができ、 MS - DOS のドライブとして別々にアクセス 
することができます。ただし、同時にアクティブにできるのは4領域までです。1 
台の固定ディスクには、最大 2 G バイトまでの領域を確保することができます。 

FORMAT コマンドはまず、機種や接続され ている ドライブの種類、固定ディ 
スクイン タフ エースの種類、画面のモードなどを見て、どの フォーマット 形式で初 
期化できる組み合わせであるかを判断します。どの フォー マッ ト 形式でも初期化 
できる組み合わせなら、 フォーマット 形式を選ぶ画面が表示されますので、 フォー 
マット 形式を選択します。カーソル キーで 反転部分が動きますから、「拡張 フォー 
マツト」 か「標準 フオーマツト」 かを選択してリ ターンキーを 押してください。 


FORMAT コマンド Uer. X.XX 

... . .. 一 — Copuright (C) NEC. Corporation d 、：、 - 

装置番号 1 

フォーマット形式 標準フォーマット 


S 

〇 

DS 域 
-〇領 
S のき 
Mi 


MS 6 OS 
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2-1 拡張フォーマットを選択した場合 

固定ディスクを初めて拡張フォーマットで初期化する手順の概要は、次のよう 
になっています。 

1. 「初期化」で固定ディスク装置全体を初期化する。 

2. 「領域確保」で MS - DOS で使用する領域を確保する。 

次のようなメニュー画面が表示されますので、カーソルキーで項目を選択し、 
リターンキーで各項目の処理を行います。 


F 〇 RMAT コマンド 


Uer X \ド 

- r 0 p, ; ，r jghl; iO MEC Cor por+Mio". 19X ； M9>v- . 


1 

拡張フォーマツト 


装置番号 

BEBb 

マップ 
領域確保 
領域解放 
初期化 
状態変更 
終了 

て くだ？い 


— 接続状況 ■ 
1： SCS ] 固定デ、ィ又ク tt 5 


( ESC キーを} 


Oi 理を中止 i •ることができます） 


このメニュー画面での各選択肢の意味は、次のとおりです。 

• 「装置番号」 

初期化したい固定ディスクの番号を選択します。 


• 1 フォーマット形式」 

選択しているフォーマット形式が表示されています。 

參「マップ」 

固定デイスク装置が現在どのように使用されているかの状況を表示します。表 
示されている各項目の意味は次のとおりです。ここでは内容を表示するだけで、 
変更は「状態変更」で行います。 


システム名 

通常は、現在その領域を使用している OS 名を表示しています。 MS 〜 DOS の 
バージヨン 3.3 以上で「状態」 が、、 アクティブ"であれば、別のドライブとして 
認識されます。 
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状態 

各領域の状態を示します。''アクティブ〃はアクセスできる領域、''スリープ" 
はアクセスできない領域です。 

FROM 〜 TO 

各領域が占有する範囲の大きさを、シリンダ番号の範囲として示しています。 

サイズ 

各領域が占有する範囲の大きさを、 M バイト単位で示しています。 


参照 ❿セレクタ番号 
—第3部第3章「ディ 

スクドライブ」 


セレクタ 

システムセレクタ番号を示します （ノーマルモー ドでは表示されません）。 

BOOT 

その領域 ( MS - DOS 領域ならドライブ）から 0 S を起動できるかどうかを表 
示しています。 


参考 

シリンダとは、固定ディスクを分割して考えるときの1つの単位です。そ 
れに番号を付けたのがシリンダ番号です。 


• 「領域確保」 

その固定ディスクに、新たな MS - DOS 領域を確保します（論理フォーマットを 
します）。「初期化」で初期化（物理フォーマット）していない固定ディスクでは選 
択できません（物理フォーマットは別の 0 S で行われていてもかまいません）。「領 
域確保」を選択すると、次のメニュー画面が表示されます。 


FORMAT コマンド 


装置番号 

フォーマット开拭 

先頭シリンダ 
システム 

ボリュームラベル 
実行 


Uer . X.XX 

—— 一一 •_ COC ザ i • ル t ::〇 NEC Cvrporat ion 


1 


拡張フォーマッ 

xmx MB 
xxxxx 

転送する 


確(呆する容量は何メガバイトですか 
Si 呆可能な容量は 1 〜 00328 MB つ 
( ESC キーを押すと奶理を中止し、 
確保容量= 


で r キーを押すとマップを表示します 
前画面に戻ることができます） 


MS60S 
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参照癱セレクタ番号 
—第4部第3章「ディ 
スクドライブ」 


この画面で表示されている各項目の意味は次のとおりです。このメニュー画面 
でキーを 押すと、 「マップ」 と同じ画面が表示されます。残り容量や空きシ 
リンダなどを確認してください。ここで設定した内容は、システムの再起動後に 
有効になります。 

確保容量 

確保する領域のサイズです。 M バイト単位で指定します。確保可能な容量が 
画面に表示されていますから、その範囲で入力し、リターンキーを押してく 
ださい。 


先頭シリンダ 

領域をどのシリンダから確保するかをシリンダ番号で指定し、リターンキー 
を押してください。シリンダ番号を入力しないでリターンキーだけを押すと、 
固定ディスク装置の先頭（または最初の空き領域の先頭）から確保されます。 

システム 

確保した領域内にシステムファイル ( IO . SYS 、 MSDOS . SYS 、 COMMAND . 
COM ) を転送するかどうかを指定します。"転送する〃または転送しない〃を 
反転させて、リターンキーを押してください。 

セレクタ番号 

ハイ レゾリューシ ヨン モードのときだけ表示される項目です。システムを起 
動するときの領域選択に使用する番号です。 

ボリユー厶ラベル 

確保する MS - DOS 領域に付ける名前です。1バイト文字で11字、2バイト 
文字で5字まで入力できます。入力したらリターンキーを押してください。 


実行 

領域の確保を始めます。画面にグラフが表示され、100%に達したら終了で 
す。しばらく時間がかかります。正常に確保できたら、 MS - DOS を再起動さ 
せて〈ださい。 

アクティブな状態の領域は、同時に4個まで確保可能です。すでに4領域がア 
クティブなときに、新たに領域を確保すると、その領域は自動的にスリープな領 
域となります。スリープな領域をアクティブにするには「状態変更」で変更してく 
ださい。 

• 「領域解放」 

MS - DOS 用に確保している領域を解放し、未使用領域とします。メニュー画面 
が表示されるので、カーソルキーで反転表示を動かし、解放したい領域に重ねて 
リターンキーを押してください。選択された領域は未使用領域となり、この設定 
はシステムの再起動後有効になります。領域を解放すると、 MIRROR コマンド 
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でパーテイシヨンテーブルを保存している場合を除き、その領域内のデータはす 
ベて失われます。 

• 「初期化」 

固定デイスク装置全体を初期化（物理フォーマット）します。画面には、マップ 
が表示されるので、この固定デイスタを初期化（物理フォーマット）してしまって 
よいかどうか確認してください。 

次に、標準フォーマット、拡張フォーマットのどちらもできる装置の組み合わ 
せなら、フォーマット形式を選ぶよう指示されます（ここでは、拡張フォーマット 
による初期化の手順を解説しています）。 

カーソルキーとリターンキーでフォーマッ ト形式を選んでください。確認の画 
面が表示されます。 

ここで、「はい」を選ぶと初期化を開始します。しばらく時間がかかります。 


注意 

•物理フォーマットをすると、その固定ディスク内全領域(他の 0 S で使用し 
ている領域も含む）のデータがすべて消去されます。よく確認してから初 
期化してください。 


• 「状態変更」 

指定した領域の状態を変更します。 メニュー 画面が表示されるので、 カーソル 
キーで反転表示を変更したい項目に重ね、選択してください。 

表示されている各項目の意味は、「マップ」の項で解説したものと同じです。 


システム名 

現在その領域を使用している 0 S 名 （ MS - DOS 、 PC - UX 、 OS /2、 BASIC な 
ど）などを入力します。ここに反転表示を動かすと、1バイト文字で16字ま 
で入力できます。 


状態 

各領域の状態を示します。''アクティブ〃はアクセスできる領域、''スリープ〃 
はアクセスできない領域です。ここに反転表示を重ねてリターンキーを押す 
と、、'アクティブ〃と、'スリープ〃が切り換わります。アクティブにできる領域 
は、同時に4個までです。すでに4領域がアクティブなときに新たにアクティ 
ブな領域を作る場合は、いずれか1つをスリーブにしなければなりません。 

FROM 〜 TO 

各領域が占有する範囲の大きさを、シリンダ番号の範囲として示しています。 
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サイズ 

各領域が占有する範囲の大きさを、 M バイト単位で示しています。 

BOOT 

その領域 （ MS - DOS 領域ならドライブ）から 0 S を起動できるかどうかを表 
示しています。、、可"は起動できる領域、、、不可"は起動できない領域です。こ 
こに反転表示を重ねてリターンキーを押すと、”可〃と w 不可〃が切り換わり 
ます。 


セレクタ番号 

ハイレゾリューションモードのときだけ表示される項目です。システムを起 
動するときの領域選択に使用する番号です。 

• 「終了」 

FORMAT コマンドを終了します。 


注意 

籲 MS - DOS バージョン 3.3 以上では、拡張フォーマットで初期化できるディ 
スクの種類が （ MS - DOS バージョン 3.1 よりも）増えています。このような 
固定ディスタを MS - DOS バージョン3.3(またはそれ以上）の拡張フォー 
マットで初期化すると、以前のバージョン （2.0 や 3.1) 、他の OS (BASIC 
など）では使用できなくなります。 

參固定ディスクの領域は 2 G バイトまで確保できますが、 129 M バイト以上 
の領域は MS - DOS バージョン 5.0 以上でなくてはアクセスできません。 

春ノーマル モードで、拡張 フォーマッ トで初期化された固定ディスクから シ 
ステムを起動しようとすると、固定ディスクのどの領域の OS を起動する 
かを指定する メニュー 画面（固定ディスク起動 メニュー） が表示されます。 
その場合は メニュー 画面に表示される指示に従って、操作してください。 

2-2 標準フォーマットを選択した場合 

固定ディスクを初めて標準フォーマットで初期化する手順の概要は、次のよう 

になっています。 

1. 「初期化」で固定ディスタ装置全体を初期化する。 

2. 「領域確保」で MS - DOS で使用する領域を確保する。 

次のような メニュー 画面が表示されますので、 カーソルキーで 項目を選択し、 

リターンキーで各項目の処理を行います。 
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FORMAT コマンド 


装置番号 

iEB 

マップ 
領域確保 
領域解放 
I P し 
初期化 
終了 


Uer. X.XX 

- Copyright ( し ） NEC Corporat ion 至 9 二し i 试ンー 


1 

標準フォーマツ | 


——接続状況 

1：固定テ、、イスク m 


智益131鍵 f “辟这綽鋅 r 


メニュー画面での各選択肢の意味は、次のとおりです。 

«「装置番号」 

初期化したい固定ディスタの番号を選択します。 

• 「フォーマット形式」 

選択しているフォーマット形式が表示されています。 

•「マップ」 

固定ディスク装置がどのように使用されているかの状況を表示します。ここで、 
表示される各項目の意味は次のとおりです。 

MS-DOS 

MS - DOS に割り当てられている領域の大きさを、 M バイト単位で表示して 
います。 

他の 0 S 

他の 0 S に割り当てられている領域の大きさを、 M バイト単位で表示してい 
ます。 

空き領域 

空き領域の大きさを表示しています。 


• 「領域確保」 

その固定ディスクに、新たな MS - DOS 領域を確保します（論理フォーマットを 
します）。「初期化」で初期化（物理フォーマット）していない固定ディスクでは選 
択できません（物理フォーマットは別の 0 S で行われていてもかまいません）。「領 


MS60S 
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域確保」を選択すると、メニュー画面が表示されます。 


FORMAT コマンド 

Uer . X.XX 


- - Copyright (G) NBC い :) +rpo!.^t.K.n d d - 

装置番号 

1 

フォーマット形式 

標準フォーマット 

暇 

XX MB 

システム 

転送する 

I P し 

登錄する 

ボリュームラベル 


実行 


確保する容量は何メガバイトですか HELP キーを押すとマツブを表示します 

( E SC キーを押すと処理を中止し、前画面に戻ることができます） 

確保容量 = 





表示されている各項目の意味は次のとおりです。このメニュー画面で ( J ^ ELP 〕 
キーを押すと、「マップ」と同じ画面が表示されます。残り容量などを確認してく 
ださい。 

確保容量 

確保する領域のサイズです。 M バイト単位で指定します。確保可能な容量は 
キーで表示されるマップで確認し、その範囲で入力し、リターンキー 
を押してください。 

システム 

確保した領域内にシステムファイル ( IO . SYS 、 MSDOS . SYS 、 COMMAND . 
COM ) を転送するかどうかを指定します。 v 転送する〃または転送しない"を 
反転させて、リターンキーを押してください。 


IPL 


ノーマルモー ドのときだけ表示される項目です。システムを起動するときに 
使用されるプログラムである IPL を登録するかどうかを選択します。 IPL を 
登録すると、 MS-DOS がこの固定ディスタから起動できるようになります。 
vx 登録する〃または登録しない〃を反転させて、リターンキーを押してくだ 
さい0 

ボリユー厶ラベル 

確保する MS-DOS 領域に付ける名前です。1バイト文字で11字、2バイト 
文字で5字まで入力できます。入力したらリターンキーを押してください。 
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実行 

領域の確保を始めます。画面にグラフが表示され、100%に達したら終了で 
す。しばらく時間がかかります。正常に確保できたら、 MS - DOS を再起動さ 
せてください。 

• 領域解放」 

MS - DOS 用に確保している領域を解放し、空き領域とします。「マップ」で表 
示された画面と同じです。カーソルキーで、'はい"を反転させてリターンキーを押 
してください。指定した領域を MS - DOS の管理からはずし、空き領域とします。 
領域を解放すると、その領域内のデータはすべて失われます。 


注意 

春領域解放をすると、その領域のデータは使えなくなります。よく確認して 
から領域解放してください。 


•「IPLj 

IPL ( InitialProgramLoader ) を、この固定ディスク装置に登録するかどうか 
を選択します。 IPL は、 MS - DOS の起動の際にシステムファイルをディスクか 
ら読み込むためのブートプログラムです。、、登録〃を選択すると、この固定ディス 
クから MS - DOS を起動できるようになります。"削除〃を選択すると起動できな 
くなります。 

メニュー画面が表示されるので、カーソルキーで反転表示を動かし、 v '登録"ま 
たは''削除〃に重ねてリターンキーを押してください。 

• 「初期化」 

固定ディスク装置全体を初期化（物理フォーマット）します。標準フォーマット、 
披張フォーマットのどちらもできる装置の組み合わせなら、フォーマット形式を 
選ぶよう指示されます（ここでは、標準フォーマットによる初期化の手順を解説し 
ています）。 

カーソルキーと リ ターンキーでフォーマッ ト形式を選んでください。確認の画 
面が表示されます。 

ここで、はい〃を選ぶと初期化を開始します。グラフが100%に達すると終了 
です。しばらく時間がかかります。 


注意 


.物理フォーマットをすると、その固定ディスク内全領域（他の OS で使用し 
ている領域も含む）のデータがすべて消去されます。よく確認してから初 
期化してください。 


MS-DOS 
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•「終了」 

FORMAT コマンドを終了します。 


注意 

春ハイレゾリューションモードのとき、または「領域確保」でシスアムを転送 
していなかったときは、 「 IPL 」 の選択肢は表示されません。 

(3) / E スイッチで固定ディスクを初期化する場合 

/ E スイッチを指定すると、 / H スイッチを指定したときよりも簡単な操作で初 
期化できます。ただし、すでに標準フォーマットされているディスクを扱うこと 
はできません。 

/ E スイッチを付けて FORMAT コマンドを実行すると、次のような画面が表 
示されます。 カーソルキーで 項目を選択し、リターン キーで 処理を行います。 


FORMAT コマンド 


Uer. X.XX 

. .. ..■い . 


確保容量 

実行 

終了 


1 

XXXXX MB 


——接続状況 . 

1 ： SCSI 固定テ、、イスク B5 


窮锋 f 給级叙祉することができます） 


、 x 装置番号〃には、対象となる装置を指定します。 VV 確保容量"には、確保する 
MS - DOS の領域を M バイト単位で指定します。これらを指定したら、 * 実行"と 
いう項目を選択して実行してください。 

なお、ディスクが初期化（物理フォーマット）されていなかった場合は、確認の 
メッセージが表示されます。ここで、、'はい"を選択すると、初期化を開始します。 
終了後に前に示した領域の確保の画面になります。 
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注意 

• FORMAT コマンドは'' HDFORMAT . EXE " を内部から呼び出し使用しま 
す。固定ディスクのフォーマットをするには、 '' HDFORMAT . EXE " にコマ 
ンド検索パスが設定されていなければなりません。 " HDFORMAT . EXE " 
は単独では起動しないでください。 


関連コマンド _ LABEL 、 SYS 、 UNFORMAT 、 MIRROR 、 BACKUP、QBACKUP 


MS60S 
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HDUTL 


外部コマンド 


- 

固定ディスクの表面検査やスキップセクタ（不良な箇所）の代替処理を行います。また、ディスク（固 
定ディスクおよび光ディスク）間のコピーを行います。 


I HDUTL 


解 説 

HDUTL コマンドは、固定ディスクにかかわるさまざまな処理を行うユーティ 
リテイです。メニュー画面を使用して次の機能を実行します。 


籲固定ディスクの媒体の表面を検査してスキップセクタを見つけ、代替処理をす 
る機能 

固定ディスクの媒体全体を検査します。不良な箇所が見つかると、そこをスキッ 
プセクタとして登録し、代わりになるセクタを充てます（スキップセクタの代替 
処理）。 

♦発見されているスキップセクタの一覧を表示する機能 

指定した固定ディスク装置全体で、これまでに見つかって登録されているスキッ 
プセクタの一覧を表示します。 

參固定ディスクのボリユー厶コピーをする機能 

指定した2台の固定ディスク間で、ディスクの内容全体をコピーします（領域 
単位ではありません）。 


HDUTL コマンドを起動すると、メニュー画面が表示され、現在接続されてい 
る固定デイスクの情報が表示されます。 
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HDUTL 


HDUT しコマンド 


機能選択 


Uer . X.XX 

- - - Copyright ( 〇 ) NEC Corporation l^<X, 19 ： v^ 


_麵 

代替情報 

固定ディスクのコピー 
終了 


智鉈益益戮 .1 茲广 


カーソルキーを押すと反転表示が動きますので、指定したい機能の上に重ねて 
リターンキーを押してください。 

• 「代替処理」 

固定ディスクの表面検査と代替処理をします。指定したドライブの中の、 MS-DOS 
で使用している領域のうち、ファイルが使用していないスペースについて媒体の 
表面を検査します（表面検査）。検査の結果、スキップセクタが見つかるとそれを 
登録し 、 SCSI インタフェースの固定ディスタの場合は代替処理を行います（代替 
処理)。 

「代替処理」を選択すると、さらにメニュー画面が表示されます。カーソルキー 
を利用して必要な項目に反転部分を移動し、リターンキーを押してください。 
、'ドライブ"は、表面検査、代替処理を行う固定ディスクドライブ名です。 

• 「代替情報」 

代替セクタの表示をします。指定した固定ディスクドライブ装置全体に登録さ 
れている代替セクタを表示します。 

「代替情報」を選択すると、さらにメニュー画面が表示されます。カーソルキー 
を利用して必要な項目に反転部分を移動し、リターンキーを押してください。 

、、ユニット"は、代替情報を表示したい固定ディスクドライブの装置番号です。 

參「固定ディスクのコピ ー 」 

固定ディスクのボリュームコピーをします。指定した固定ディスク装置のすべ 
ての内容を、もう1つの装置にまるごとコピーします。 


一固定ディスタのコピー」を選択すると、さらにメニュー画面が表示されます。 


MS-DOS 
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カーソルキーを利用して必要な項目に反転部分を移動し、リターンキーを押して 
ください。 

、、ユニット" は、 コピー 元と コピー 先の、それぞれの固定ディスクドライブの装 
置番号です。 

• 「光ディスクのコピー」 

光ディスク装置が2台接続されていると、機能選択画面に「光ディスクのコピー」 
と表示されます。この項目を選択すると、2台の光ディスク間で媒体全体（片面） 
をコピーすることができます。このコピーには、約90分かかります。 


注意 

•スキップセクタの代替は、内蔵、外付けをとわず物理セクタ長512バイトで 
のみ初期化可能な SCSI インタフェースの固定ディスクではできません。従 
来インタフェース （ PC - 9801 -27) の固定ディスクおよび IDE インタフェー 
スの固定ディスクでは、スキップセクタを FAT に登録することはできま 
すが、代替セクタを充てることはできません。また、光ディスクでも代替 
処理はできません。 

従来インタフェースの固定ディスクでスキップセクタの代替処理をしようとす 
ると、 

代替機能がないディスクです 

とい う エラーが 表示されます。 


注意 

❿コピー元とコピー先は、同じ容量の固定ディスク装置、同じ物理セクタ長、 
同じインタフェースでなくてはなりません。 

•コピーは固定ディスク装置全体で行われます。確保されている領域単位で 
はありません。 

•コピーは、どちらかに代替されていないスキップセクタがあると、 コピー 
できません。 

• HDUTL コマンドでは、子 プロセス として RECOVER コマンドを起動し 
ます。したがって、 I - IDUTL コマンドを実行するときは、 RECOVER コ 
マンドにコマンド検索パスが設定されていなければなりません。そうでな 
い 場合は '' RECOVER コマンドが起動できません" とい うエラーが表示さ 
れます。 


関連コマンド ► RECOVER 、 DISKCOPY、FORMAT 
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HELP 


HELP 


外部コマンド 




MS-DOS Help を起動します。 




HELP [/ NOK ] [く項目〉] 


>スイッチ 

/NOK 

日本語入カシステムの制御をしないようにします。 


解 説 


MS - DOS に関する HELP を表示します。〈項目〉を指定しなかった場合は、目 
次が表示され、その中から必要な項目を選択できます。 


関連コマンド ► FASTHELP 


MS-DOS 
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INSTAP 


外部コマンド 


pifcJ - 

アプリケーションをインストールして DOS シェルに登録します。 


EE1 

INSTAP [/ M ] 


• スイツチ 


/M MAOIX にて登録済のアプリケーションの起動方法を変更します。 


解 説 

アプリケーシヨン独自のインストールコマンドを使い、アプリケーシヨンをイ 
ンストールして、その後 DOS シェルに登録します。アプリケーションは 、 DOS 
シェルで、、、プログラムリスト"の中の、、メイン"グループの中に登録されます。 

また、 / M スイッチにより MAOIX 方式でインストールしたアプリケーション 
を DOS シェルに登録しなおすことができます。 

INSTAP コマンドを起動すると、次のようなメニュー画面が表示され、アプリ 
ケーシヨンをインストールするドライブを指定できます。 


INSTAP コマンド Uer. X.XX 

- 一 一 - - - 0 i^ht, ¢ 1 ：} NEC Corporation 

j 7 ブリケーシヨンをインストールするドライブを選択してください 
E B C 


以後の操作は、表示されているメッセージに従ってください。 


注意 

•アプリケーシヨンのインストールプログラム中で再起動を行うものには、 
INSTAP コマンドを使用することはできません。 
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INSTWIN 


INSTWIN 


外部コマンド 


MS-DOS 6.2 添付の Windows 用ユーティリティのインストールを行います。 


INSTWIN 


解 説 

MS-DOS 6.2 に添付されている Windows 用ユーテイリテイ、 Mwundel 、 ウ 
イルスバスター98、 DoubleSpace 情報のインストールを行います。 

これらのプログラムは Windows の存在するデイレクトリにインストールされ 
ます、そしてプログラムマネージャに Microsoft ツールというグループが作られ、 
そこに登録されます。 

INSTWIN コマンドを起動すると、次のようなメニュー画面が表示され、 MS - 
DOS のシステムデイスクを入れるデイレクトリと Windows が存在するデイレク 
トリを指定できます。 Windows がインストールされていない場合は 、 Windows 
がインストールされていない旨のメーッセージが表示され終了します。 


INSTWIN コマンド 


Uer. X.XX 

- -Copyright \〇 NEC 0:>rporation I9 ； C ； 


Windows デイレクトリ 

実行 

終了 


D: 

A: 


鸚編紛 


リターンキーを押してください 


MS 6 OS 


以後の操作は、表示されているメッセージに従ってください。 
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JOIN 




外部コマンド 


- 

ディスクドライブを、ディレクトリに結合します。 


BE9 - 

1) JOIN [< dl :> [< d 2 : >] くパス名〉] 

2) JOIN < dl : >/D 


•スイッチ 

/D ドライブ名とデイレクトリ名の結合を解除します。 


解 説 

<dl : > で指定したディスクドライブ名を、 < d 2 : >〈パス名〉で指定したディレ 
クトリ名で參照できるように結合します。 

すべてのパラメータを省略して'、 JOIN 〃だけを入力すると、現在結合され てい 
るドライブ名とディレクトリ名を表示します。 

例：ドライブ B を'、 A : ¥ DRV " というパス名に結合する…書式 1) を利用 

JOIN B ： A ： ¥DRV 

例：ドライブ B とディレクトリ名との結合を解除する…書式 2) を利用 

JOIN B : /D 


注意 

•JOIN コマンド実行後、結合したドライブ名は使用できなくなります。 
•結合するサブディレクトリは、空でなければなりません。また、指定した 
ディレクトリが存在しないときは、それを作成します。 

•カレントドライブを結合することはできません。 
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KEY 


KEY 


外部コマンド 




ファンクションキーやカーソル移動キーに、さまざまな機能を割り当てたり解除したりします。こ 
れによって、コマンドをファンクションキーだけで入力することなどができます。また、害 u り当て 
の状況を表示することもできます。 




KEY [く d : >] [〈パス名〉][〈ファイル名〉] [/ SI / N ] 


I スイツチ 

/S ファンクションキーに割り当てられた機能を使用できるようにします。 MS - DOS の 

システムを再起動するまで有効です。 

/N [ pTRL ] + ファ ンクションキーに割り当てられた機能を、使用できないようにします。 


解 説 

〈ファイル名〉で指定されたファイルの内容、または画面での指定に従って、各 
種のキー（ファンクションキー、力ーソル移動 キー、 文字キーなど）に文字列を割 
り当てたり、システム内の キー テーブルに登録したり、 キー テーブルを表示した 
り、割り当て状況をファイル（キーファイル）に保存します。 

KEY コマンドには、コマンドラインから入力する方法と、メニュー画面で操 
作する方法とがあり、次のようなことができます。 

1. 〈ファイル名〉で指定した キー ファイル（既定値は ^ KEY . TBL ") を読み込ん 
で、システム内の キーテーブルにキーの 設定を登録します。 

2. キーファイルの設定内容を、画面上で更新/保存します。 

3. キーファイルの設定内容を、画面に表示します。 

4. システム内のキーテーブルの内容を、画面上で更新します。 

5. システム内のキーテーブルの内容を、画面に表示します。 

6. ファンクションキーとキーの 組み合わせに割り当てた機能を、使える 
ようにするかどうかを選択します。 


このうち2〜5までの操作は、コマンドラインからは操作できません。あとで説 
明するメニュー画面から操作してください。 


MS 6 OS 


機能を割り当てることができるキーは、次のようなキーです。 
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• ファンクションキー 

( f-T j 〜 ( f 「15] (一部の機種では ( トー1〇つ まで。 [ Vf.l 1 〜 [ yf -5 ) を使用できる 
キーボードでは、これらは 丨 Mf )~( f -15 | に相当します。以下同様） 

• [ SH 1 FTI + ファンクションキー 
(SHIFT] + Qf -1 l~ ISHIFT) + I f *15 I 


• [9 TRL 〕+ ファンクシヨンキー 
[CTRLI + I f.l I 〜 〔CTRL j + 丨 f .15 I 

• カーソル移動キー 

Qsmm 

cmdcm Cjne r^L 1 

1 H c°lr E 1 [ Help ] 「 home ] 

• データキー 

英数字文字キー 

英記号キー（文字コードの 20 H -7 FH ) 

カナ キー 

カナ記号キー（文字コードの A 1 H 〜 DFH ) 

キーファイルの標準的な名前は 、、 KEY . TBL " です。このファイルが MS-DOS 
を起動するディスクのルートディレクトリにあると、 MS-DOS は起動時に自動 
的にこれを読み込み、内容をシステムのキーテーブルに登録します。 


注意 

♦購入したばかりの MS - DOS のシステムデイスクには、キーファイル 
('、 KEY . TBL ") が入っていません。 KEY コマンドのメニュー画面で'、キー 
ファイルの更新〃を行うと作成されます。 


■コマンドラインから操作する方法 

例： キー ファイル lEY . TBL " を読み込んで、システム内の キーテーブルにキー 
の設定を登録する 

KEY KEY.TBL 

例：キーファイル、 ^ KEY . TBL 〃を読み込んで、その内容をシステム内のキーテー 
ブルに登録する。同時に、 [CTRL! 十ファンクシヨンキーに割り当てられた機能を 
使用できるようにする 
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KEY KEY.TBL /S 




















































KEY 


■ メニュー画面での操作方法 

パラメータを省略して、、 KEY " とだけ入力したときは、次のようなメニュー画 
面が表示されます。ここでは、前述の1〜6の操作方法を順を追って説明します。 


KEY コマンド 


機能選択 


Uer . X.XX 

- Cor ザ.(〇 NEC' Corporat Ion i9 ： v：. 


臓 

キーテーブルの 更新 
キーフアイルの登録 
キーフアイルの 表示 
キーテーブルの 表示 
オプション 
KEY コマンド終了 


(本-テ-フ、'ルはキ-の | p 当,壽報を_す■芦爽電源を切ると情報が失われます） 


1. キーファイル（既定値は" KEY.TB じ〇を読み込んで、システム内のキーテーブ 
ルにキーの設定を登録する 

⑴ KEY コマンドのメニュー画面で''キーファイルの登録"を選択してください。 
次のような画面が表示されます。 


KEY コマンド 


キーフアイルの登録 


入カファイル名 


Uer . A XX 

. . Copy?'a ； NEC Cor d ：；rat ion 




• TBL となります） 




MS60S 
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⑵ キー テーブルに 登録したいファイル、、入カファイル名"を指定してください。 
既定値は 、、¥ KEY . TBL " になっています。このままでよければリターンキー 
だけを押してください。 

、'入カファイル名"に指定したファイルが存在しないときはエラーになります。 

(3) 確認に対して0キーを押し、次にリターンキーを押すと、ファイルの内容 
をキーテーブルに登録して KEY コマンドのメニューに戻ります。 

2. キーファイルの設定内容を、画面上で更新/保存する 

⑴ KEY コマンドのメニュー画面で、、キーファイルの更新"を選択して〈ださい。 
次のような画面が表示されます。 



⑵設定内容を更新したいファイル、'入カファイル名〃を指定してください。既定 
値は、' ¥ KEY . TBL 〃ですので、よければリターンキーだけを押してください。 

\、入カファイル名〃に指定したファイルが存在しないときは、以後の操作はシ 
ステム内の キー テーブルを更新するだけになります。 

⑶設定内容を更新した結果を保存する。出カファイル名〃を指定してください。 
既定値は 7 KEY . TBL 〃になっています。このままでよければリターンキー 
だけを押してください。 

⑷確認に対して )3 キーを押し次にリターンキーを押すと、次のような画面が 
表示されます。 © キーを押し次にリターンキーを押すと、 （2) の状態に戻 
ります。 
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KEY 


KEY コマンド 


更新 


Uer . X.XX 

- 一 Copyright ! .〇 NEC Corporation !9：^>：, 


シフト十ファンクシヨンキー 
コント□ール+フアンクシ B ンキー 
カーソル移動キー 
データキー 
終了 


Te sc キーを ffl •と®理を 1 II し：機能選択画面に戻り ttf 


⑸機能を変更したいキーを選択してください。 

、、終了"を選択すると、 （3) で指定した、、出カファイル名"でファイルを作成し 
て KEY コマンドのメニュー画面に戻ります。このとき、システム内のキー 
テーブルは更新されません。 

( escJ キーを押すと、キーファイルの内容の更新を中止して 、 KEY コマン 
ドのメニュー画面に戻ります。 


注意 

• MS - DOS の通常の状態では、 '、 CTRL + フアンクションキー"に設定した機 
能を使用することはできません。これを使用できるようにするには 、 KEY 
コマンドのメニューの「オプション」で '' CTRL + F キーの使用"を"有効" 
にするか、コマンドラインから / S スイツチ付きで KEY コマンドを実行し 
なければなりません。 


(6) (5) で、'シフト+ファンクションキー"を選択すると、次のような画面が表示 
されます。 


シキニ 


MS60S 


149 









第 2 章 MS-DOS のコマンド 



カーソルキーで反転表示を動かし、機能を変更したいキー番号に重ねてリター 
ンキーを押してください。画面の下部に次のように力ーソルが表示され、そ 
のキーの機能の入力待ちになります。 


KEY コマンド 


更新（:シフト十フアンクシヨンキ--) 


Uer . X.XX 

Copy ： 


■M 


NEC C'：>r r?orat 19!<： :, I9；< : 


園 

SHIFT + f -1 

dir a ：< CR > 

F 02 

SHIFT + f -2 

dir b ：< CR > 

F 03 

SHIFT + f -3 

copy 

F 04 

SHIFT + f -4 

del 

F 05 

SHlFT + f -5 

ren 

F 06 

SHIFT + f -6 

chkdsk a : < CR > 

F 07 

SHIFT + f -7 

chkdsk b ：< CR > 

F 08 

SHIFT + f -8 

type 

F 09 

SHIFT + f -9 

date < CR > 

F 10 

SHIFT + f -10 

time < CR > 

F 11 

SHIFT + f-lt 


F 12 

SHIFT + f -12 


F 13 

SHIFT + M 3 


F 14 

SHIFT + f -14 


F 15 

終了 

SHIFT + f -15 



キーの準鮮を入力し.、リターンキーを押してください 
レ河も X 方せすに B S キーを押すと、.キーの選択に戻ります） 

( リタ-ン本-:)-卜、、は CTRL + a IV 、ックスぐ-又]-卜、、は CTRL +] で入力します） 
キーの番号：_ キーの機能： 


(7) ここでリターンキーだけを入力すると、その時点で設定されている機能が削 
除されます。 

r bs ~ i キーだけを押すと、キー番号の入力画面に戻ります。 

キーの 機能は、次のような キーで 入力してください。 

-キーボードから入力できる文字はそのまま入力できます。 

• キーボードに割り当てられていないコードは、次のように入力します。 
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KEY 


00H 

入力不可能 

01H 

(CTRL ) + (T) 

02H 

ICTRL)+ [BJ 

03 H 

l CTRL つ + [ 6 ] 

04H 

\ CTRL') + [Dj 

05H 

(CTRL ) + (T) 

06H 

(CTRL ) + 0 

07H 

^ CTRL') 4- (T| 

08H 

[CTRL ) + 旧 

09H 

(CTRL ) -f CD 

0AH 

(CTRL ) + Q] 

0BH 

l CTRL') + (T| 

0CH 

(CTRL ) + Q 

0DH 

(CTRL 1 + ( V | 


OEH 

(CTRL j + (¥) 

OFH 

l CTRL つ + ( 〇 ] 

10H 

1 CTRL j + [f] 

11H 

(CTRL 丨 + @ 

12H 

(CTRL つ + (r] 

13H 

(CTRL ) + [S] 

14H 

( CTRL ) + (T| 

15H 

(CTRL ) + 凹 

16H 

| CTRL) + [v] 

17H 

| CTRL] + [W) 

18H 

l CTRL j + [X] 

19H 

(CTRL] + Q 

20H 

(CTRL j + Q 


7FH 

[CTRLj + l f-5 j 

FEH 

[CTRL) 十 [f.5 j 


表中の、 7 FH は _T| + f ぃ5 1 の入力に続けて [T] [T ]、 FEH は f CTRL ) + 
f 卜 5_ 」の入力に続けて | T | [1] を入力します。 


注意 

•ヌルコード (00 H ) は入力できません。 

•リ ターンキーのコード （ ODH ) は fcTR じ1 + h = Q ( カタカナの 口)キー、 QbsJ 
キーのコード ( 08 H ) ( j ： ( ctrl i-f nn キーで 入力してください。 

• fm ] キーのコード (7 FH ) およびコード FEH は、 [CTRL] + f f-5 I キー 
でいったん16進数入カモードにしてから、16進数で入力してください。 
ただし、16進数で入力したコードは画面に表示されません。コード FEH 
に続く 5文字は、機能キーを押したときにシステムに渡されません。そこ 
で、このコードをキーの機能の中に混ぜておくと、割り当て状況を表示す 
るためのコメントに利用することができます。 


例： fsHiFTl + QT ] キーを "DIR C : に変更する 

DIR C : lCTRL]-f fgj 

、、終了"を選択してリターンキーを入力すると、更新した設定内容で前の画面に 
戻ります。 

各キーに設定できる機能（文字列）の長さには、次のような制限があります。 

•ファンクションキー 15文字まで 

• シフト+ファンクションキー 15文字まで 

• コントロ ー ル+ファンクションキー 15文字まで 

•力ーソル移動キ ー 5文字まで 

.デ ー タキ— 15文字まで 


MS-DOS 
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ただし、漢字やひらがななどの2バイト文字は、1文字で2文字分に数えてく 
ださい。 

(8) (5) の画面に戻ります。まだ変更したいキーがあればそれを、なければ、 v 終了〃 
を選択してください。、、終了"を選択すると、、、出カファイル名〃に設定内容を 
保存して、 KEY コマンドのメニュー画面に戻ります。 

3. キーファイルの設定内容を、画面に表示する 

(1) KEY コマンドのメニュー画面で、、キーフアイルの表示"を選択してください。 
次のような画面が表示されます。 



(2) 表示したいキーファイル、、入カファイル名"を指定してください。既定値は、$ 
KEY . TBL " になっています。このままでよければリターンキーだけを押して 
ください。 

'、入カファイル名"に指定したファイルが存在しないときはエラーになります。 

⑶確認に対して0キーを押し次にリターンキーを押すと、次のような画面が 
表示されます。 

キーを押し次にリターンキーを押すと、 （2) の状態に戻ります。 
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KEY 


KEY コマンド 


表示 


Uer . X.XX 

- ™— Copyright iC) MEC Cor!>:>!• at i ■: »n 19K く， : 1 激 ; 


シフト十フアンクシヨンキー 
コント □ー ノレ十フアンクシヨン キー 
カーソル 移動 キー 
データキー 
終了 


亨 E SC キーを押すと処理を中丨止し.、機能選択画面に 1(9 ま#) 


⑷設定内容を表示したいキーの種類を選択してください。設定されている内容 
を表示します。 


\'終了〃 を選択するか 1 esc | キーを押すと、 KEY コマンドのメニュー画面に 
戻ります。 


4. システム内のキーテープルの内容を、画面上で更新する 

⑴ KEY コマンドのメニュー画面で、、キーテーブルの更新"を選択してください。 
次のような画面が表示されます。 


KEY コマンド 


Uer . X.XX 

—..... - C'opyr I gi-it (C I NEC C*:<r pc-rat i on Iy；<; :, I9 ； -C ； 


シフト十ファ:>クシヨンキー 
コント□ーノレ十ファンクシヨンキー 
カーソル 移動 キー 
データキー 
終了 


• (: E Sc 4 —を押备と II を畢止し:：機能選択画面に戻ります） 


ンキ— 


フアンクソ 


MS 6 0S 
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⑵割り当てられている機能を表示したいキーの種類を選択してください。 

、、終了"を選択するか （ESC j キーを押すと、 KEY コマンドのメニュー画面に 
戻ります。 

(3) (2) で、、シフト+ファンクションキー"を選択したとすると、次のような画面 
が表示されます。 





KEY コマンド 

Uer. X.XX 



- Copyright a? NEC Corporal；on I9 ； v： - 

更^^ ( シフト十ファンクシヨンキー） 


圆 

: SHIFT+f-1 

dir a : <CR> 

F02 

: SHIFT+f. 2 

dir b:<CR> 

F03 

: SHIFT+f. 3 

copy 

F04 

: SHIFT+f*4 

del 

F05 

: SHIFT+f*5 

ren 

F06 

： SHIFT+f*6 

chkdsk a : <CR> 

F07 

: SHIFT+f-? 

chkdsk b ： <CR> 

F03 

: SHIFT+f*3 

type 

F09 

: SHIFT+f _9 

date く CR> 

F10 

: SHIFT+f. 10 

time く CR> 

F11 

: SHIFT+f. 11 


F12 

: SHIFT+f-12 


F13 

: SHIFT+f. 13 


F14 

: SHIFT+f-14 


F15 

: SHIFT+f-15 


終了 



矢印 キー （ T♦ 〇で更新するキーを環択し、リターンキーを押してください 

(E SC キーを押すと処理を中止し、箭の画面に戻ります） 

キーの 番号 ：困〇 

キーの機貪 g : 




.…… -J 


カーソル キーで反転表示を動かし、機能を変更したいキー番号に重ねてリター 
ンキーを押してください。画面の下部に次のように表示され、そのキーの機 
能の入力待ちになります。 


KEY コマンド 


Uer. 


更新 I シフト十ファンクシヨンキー） 

_ : SHIFT+f-1 

F02 
F03 
F04 
F05 
F06 
F07 
F08 
F09 
F10 
F11 
F12 
F 13 
F14 
F15 
終了 


X.XX 


Vi) NEC Cor ;>：t m い : n ほ . i 


: SHIFT+f*2 

: SHIFT+f-3 

: SHIFT+f*4 
: SHIFT+f-5 
: SHIFT+f-6 
: SHIFT+f-7 
: SHIFT+f-8 
: SHIFT+f-9 
: SHIFT+f-10 
: SHIFT+f-ll 
: SHIFT+f-12 
: SHIFT+f-13 
: SHIFT+f-14 
: SHIFT+f-15 


dir a : <CR> 

dir b ： <CR> 

copy 

del 

ren 

chkdsk a: く CR> 
chkdsk b ： <CR> 
type 
date<CR> 
time<CR> 


キーの•準釀を入力し、リタ.--ンキーを押してください 
( 何も又为せずに BS キーを押すと、キーの選択に戻ります） 
(リタ-ン丰-]-1，は CTRL + D , n v . ックフ、へ。-又コ-卜、、は CTRL +] で人力します） 
キーの番号：画〇 キーの機能： 
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KEY 


(4) ここでリターンキーだけを入力すると、その時点で設定されている機能が削 
除されます 。 f BS 1 キーだけを押すと、キー番号の入力画面に戻ります。 

キーの機能の指定で使えるキーと、各キーに設定できる機能（文字列）の長さ 
については、2.「キーファイルの認定内容を、画面上で更新/保存する」の項 
を参照、してください。 


例： [ shift "] + f f -3 1 キーを VV DIR c:0" に変更する 
DIR C : | CTRL | + [〇 | | <>/] 


''終了〃 を選択してリターンキーを押すと、更新した設定内容で前の画面に戻 
ります。 

(5) まだ変更したいキーがあればそれを、なければ”終了〃 を選択してください。 
、'終了"を選択すると、キーテーブルを更新して、 KEY コマンドの メニュー 
に戻ります。 

5. システム内のキーテーブルの内容を、画面に表示する 

(1) KEY コマン ドのメニュー画面で「キーテーブルの表示」を選択してください。 
次のような画面が表示されます。 


KEY コマンド 

衷示 


Uer. X.XX 

- —... Coi ： 'V= ' WEC Corporat >on 19 ； C ； 


シフト十フアンクシヨンキー 
コント□ール+ファンクシヨンキー 
カーソル 移勖 キー 
データキー 
終了 


( ESC キ押すと処理をし:機能選択画面に戻ります) 


(2) 設定内容を表示したいキーの種類を選択してください。設定されている内容 


を表示します。"終了"を選択するか 「 esc 1 キーを押すと、 KEY コマンドの 
メニュー画面に戻ります。 


ンキー 


フアンクシ 


MS-DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


6. ファンクションキーを 丨 ctrlI キーと 組み合わせた キー 操作に、機能を割り当 
てるかどうかを選択する 


⑴ KEY コマンドのメニュー画面で、、オプション"を選択してください。次のよ 
うな画面が表示されます。 


KEY コマンド 


オプション 


Uer. X.XX 

- Copyright (C? NEC Corporation - 


無効 


設定終了 


( 2 ) 0 (3 キーで画面下部の'〜有効〃またはゃ無効"を反転させて、リターンキー 
を押してください。 

有効〃を選択すると、以後| CTRL 1キー+ファンクションキーに 設定 さ れた機 
能を使用できるようになります。 

。無効"を選択すると、以後 ICTRLj キー+ファンクションキーに 設定され た 機 
能を使用できなくなります。 

(3) ''設定終了"を反転させて、リターンキーを押してください。 KEY コマンド 
のメニュー画面に戻ります。 


さ 
いだ 
さく 
だて 
<し 
て押 
しを 
定一> 
指キす 
をンま 
化一り 
効夕戻 
無リに 
\、面 
化し 画 
効択の 
有 I 刖 
のを、 
一目し 
キ J 
ンで中 
3> を 
シ T 理 
ク ♦処 
ントと 
ア •す 
フ i 押 
十♦を願 
ル i 


▼を^ 


me 

トキ S 効 
ン印 E 
□矢 C 有 
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LABEL 


LABEL 


外部コマンド 




ディスクのボリュームラベルを作成/変更/削除します。 




LABEL [<d ： > ] [〈ポリュー厶ラベル名〉] 


解 説 

ボリュームラベルで使える文字の長さは1バイト系の文字で11文字まで、漢字 
などの2バイト系の文字では5文字までで、これを超える分は切り捨てられます。 
ボリュームラベルに使用できない文字は、 


/ ¥ 


+ 


< > 


II 


と、タブ文字です。スペース（空白）は使用できます。 

ドライブ名 <d : >を省略すると、カレントドライブが対象となります。 

くボリュームラベル名〉を省略すると、メッセージが表示されます。作成/変更 
の場合、キーボードから文字を入力してリターンキーを押してください。 

現在のボリュームラべル名を削除する場合は、リターンキーだけを押してくだ 
さい。確認のメッセージが表示されます。キーでボリュームラベルを削除、 
® キーで削除しないで LABEL コマンドを終了します。 

例：ドライブ A に " WORK " という名前を付ける 

LABE し A : WORK 


注意 

• ASSIGN 、 JOIN 、 SUBST コマンドで置き換えたドライブに対しては、 

のコマンドは使えません0 


関連コマンド黔乂〇乙 


MS60S 
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LIB 


外部コマンド 


ライブラリファイルを作成/管理します。 


----- 

LIB [くライブラリ名 〉 [/PAGESIZE : く n >] くコマンド〉…[，〈リストファイル名〉，〈出カファイル名〉]] 


•スイッチ 

/PAGESIZE : く n > 

ライブラリのページサイズ （ n ) を指定します。既定値は 16 です。 


解 説 

リンカ （ LINK ) で使用されるライブラリファイルを作成、管理します。詳細は、 
『プログラム開発 ツールマニュアル』 を参照してください。 

関連コマンド ►LINK 

* この コマン ドにはヘルプはありません。 
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LINK 


LINK 


外部コマンド 



オブジェクトモジュールをリンクします。 


BSh -一 - 一 —--- - 一 -- ---- 

LINK [[くスイッチ〉…]くオブジェクトファイル名〉…,[く出カファイル名〉]，[〈マップファイル名〉]， 
[〈ライブラリファイル名〉…]] 


解 説 

8086コードで書かれたモジュールをリンクするためのリロケータブルリンカで 
す。詳細は、 『プログラム 開発 ツール マニュアル』を 参照して ください。 

* この コマン ドにはヘルプはありません。 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


LOADHIGH(LH) 


内部コマンド 


機能 


UMB にプログラムをロードします。 



LOADHIGH [く/ L: 〈領域〉[，く nnnn>]> …[く/ S>]] [<d ： > ] [くパス名〉]〈デバイスドライバのファ 
イル名〉[くオプション〉] 


•別表記 

し H 


籲パラメータ 

/し〈領域〉 

プログラムがをロー ドされるく領域〉を指定します。 

/S /L パラメータが指定されているとき、 UMB を指定された最小サイズに縮小します。 
[<d : >] [〈パス名〉]〈ファイル名〉 

ロー ドするブログラムのパスとファイル名 
[くオプション〉] 

ロードするプログラムに必要なパラメータ 
く nrmn> 

ロー ドするブログラムに必要なメモリ容量 （16 進数表現のバイト数） 


解 説 


参照籲 UMB - ►第 4 部 
第4章「メモリ」 


LOADHIGH (または LH) コマンドは、 UMB にプログラムをロー ドするため 
のコマンドです。 UMB にプログラムをロードすると、その分だけ他のプロダラ 
ムに使えるコンベンシヨナルメモリの容量が増えることになります。 

くファイル名〉には、ロードするプログラムのファイル名を指定します。くオプ 
シヨン〉には、そのプログラムに必要なパラメータを指定します。 

このコマンドは、メモリに常駐するタイプのコマンド （APPEND、DOSKEY 
など）に利用するとよいでしょう。 
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LOADHIGH(LH) 


例： UMB に、 A :¥ DOS にある DOSKEY コマンドを最小バッファサイズでロー 
ドする 


LH A : ¥DOS¥DOSKEY /BUFSIZE=256 


■領域の指定 


プログラムをロー ドできる領域は *MEM / F 〃で調べます。領域を指定しない 
場合、使用可能な UMB のうち最大のブロックに口ードされます。 

/ L を使ってプログラムをロー ドすると、指定したメモリ領域しか使えなくなり 
ます。プログラムの中には複数のメモリ領域を必要とするものがありますが、そ 
れらのプログラムをロードするときには、複数のメモリ領域を指定します。複数 
のメモリ領域を指定するときは，半角のセミコロン （;） でそれぞれ領域をを区切り 
ます.領域2と3を使うときは， VL :2;3〃 と指定します。 


例： A : ¥ PRG にある MYPRG . COM というデバイスドライバを領域2に組み 
込む 


LH /L:2 A : ¥DEV¥MYPRG.COM 

プログラムが必要とするメモリ容量を調べるには、そのプログラムをコンベン 
ショナルメモリにロードして MEM コマンドを実行し確認してください。 

プログラムではなく、デバイスドライバを UMB にロードするには 、 DEVICE 
HIGH を使います。 


注意 

♦このコマンドを実行する場合は、 CONFIG . SYS にあらかじめ "DOS 
二 UMB " と指定しておかなければなりません。 

• UMB に指定したプログラムをロー ドするための十分な領域がないときは、 
コ ンベンシヨ ナルメモリにロードします。どちらのメモリに口ードされた 
かは表示しないので、注意してください。 


関連コマンド ►DOS ( CONFIG.SYS のコマンド) 



第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


MAKE 


外部コマンド 


機能 


MASM や高級言語コンパイラによるプログラムの開発の工程を管理するユーテイリテイです。 


WEW ——- 

MAKE くメイクファイル名〉 


解 説 

ソースファイルなどの日付（タイムスタンプ）とオブジェクトファイル、実行ファ 
イルなどの日付を比較して、プロダラム開発に必要な処理を自動的に行うユーティ 
リティです。 

詳細は、『プログラム開発 ツールマニュアル』 を参照してください。 

* このコマン ドには ヘルプは ありません。 
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MAPSYM 


MAPSYM 


外部コマンド 




SYMDEB コマンドが使用するシンボルファイルを作成します。 




MAPSYM [-U/L] くシンボルマップフアイル名〉 


，スイツチ 

-L または /L 

定義されたグループ名、プログラムの開始、行番号の有無などの情報を表示します。どちらも 
同じ意味です。 


解 説 

指定したくシンボルマップファイル名〉 （ LINK の/ MAP スイッチで作成）の内 
容の書式を、 SYMDEB がロードできるように変換します。 

詳細は、『プログラム開発 ツールマニュアル』 を参照してください。 


関連コマンド ► LINK、SYMDEB 


(:このコマンドにはヘルプはありません。 


MS—DOS 
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MAXDRV 


外部コマンド 


MAXUNK - LITE で接続された2台のコンピュータの、ドライブの割り当て状況を表示します。自 
機のコマンドプロンプトから実行します。 


PDE9- 

MAXDRV [く自機ドライブ名〉] 


解 説 

ドライブ名を指定せずに MAXDRV コマンドを実行すると、自機のドライブと 
相手機のドライブの割り当て状況が一覧表示されます。 


A：¥>MAXDRU 

MAXDRV (2. 50 版） Copyr ight(C) 19XX-XX I1EGAS0FT Inc. 

利用可能最大セクタ長は 2 PC バイトです. 

ドライブ C :で.、相手先の A :が速用できます. （ com ) 
ドライブ D :で、パ目丰筅の B :が憧用できます. ( com ) 
ドライブ E :で、.パ目丰袈の c :が|用できます. ( com ) 
ドライブ F :で、相丰筅の D :が#用できます. （ com ) 

A：¥> 


WEM ■ 删 ■■ I 


fciiiHi^ _■ Hib 漏 iaas* I 


く自機ドライブ名〉だけを指定すると、相手機のどのドライブがそのドライブに 
割り当てられているかを表示します。 

関連コマンド ► MAXLINK 、 MAXLINK . DRV (デバイスドライバ） 
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MAXLINK 


MAXLINK 


外部コマンド 




2 台のコンピュータを RS -232 C ケーブルで接続し、相手側のコンピュータに接続されているドラ 
イブを自分のドライブであるかのように使う '' MAXUNK - LITE 〃のシステムを構成するコマンドの 
ひとつです。 

相手側のコンピュータのコマンドプロンプトから実行し、常駐させます。 


EE1 


MAXLINK [/11/2 1/3] [/SI I / S 9 I / S 4] 


>スイッチ 

/I 本体内蔵 RS -232 C インタフェースを利用して通信します（既定値）。 

/2 RS -232 C インタフェース拡張ポート1を利用して通信します。 

/3 RS -232 C インタフェース披張ポート2を利用して通信します。 

/ S 1転送速度を19200 bps に設定します。 

/ S 9 転送速度を9600 bps に設定します（既定値）。 

/ S 4 転送速度を4800 bps に設定します。 

/ S 1 スイッチは、コンピュータが19200 bps に対応している場合のみ指定できます。また、 RS -232 C 
インタフェース拡張ポート2、3を利用する場合は、別売の RS -232 C 拡張インタフェースボードが必 
要です。 


解 説 


MAXLINK - LITE は、2台のコンピュータをつないで一方のコンピュータに 
つながれているフロッピィディスクドライブや固定ディスクドライブを、もう一 
方のコンピュータのドライブであるかのように使うためのユーティリティです。 

2台のコンピュータの RS -232 C ポートを RS -232 C ケーブルで接続して、こち 
ら側のコンピュータ（自機）でデバイスドライバ （ MAXLINK . DRV ) を組み込み、 
向こう側のコンピュータ（相手機）で MAXLINK コマンド （ MAXLINK . EXE ) 
を実行すると、 MAXLINK - LITE が使える状態になります。 

MAXLINK - LITE で2台のコンピュータを接続すると、一方からもう一方に 
データやプログラムなどを移動したいときに、フロッピィディスクの容量やサイ 
ズを気にしなくてすみます。また、離れたところにあるコンピュータのディスク 
に入って いる プログラムやデータを、自分に近いコンピュータのものと同じよう 
に使用できるようになります。 


MS-DOS 
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■ MAXLINK - UTE を使うための手順 

MAXLINK - LITE を使う手順を簡単に説明します。同様な内容の解説が 
『 MS-DOS 6.2 基本機能セッ I 、』の 『 MS-DOS 6.2 ューザーズマニュアル』の「発 
展編 5.7 簡易ネットワーク機能 一 MAXLINK - LITE — 」にもありますから、 
そちらも参照してください。 

またここでは、こちら側のコンピュータを「自機」、向こう側の（ドライブを使 
用される側の）コンピュータを「相手機」と表記しています。 

(1) 2台のコンピュータを RS -232 C ケーブルで接続します。 

2台のコンピュータにある RS -232 C コネクタを、下記のようなケーブルで接 
続します。 


ケーブルの種類 

通信方式 

最大転送速度 

PC - CA 602 系ケーブル※ 

PC -9896 系ケーブル※ 

非同期シリアル通信 

非同期シリアル通信 

19200 bps 

19200 bps 


※ NEC 純正の RS -232 C リバースケーブルをご利用〈ださい。市販ケーブルの一部に 
は、 MAXLINK - LITE に対応していないものがあります。 


(2) 相手機で MS-DOS を起動し、コマンドプロンプトから MAXLINK コマンド 
を実行します。 

MAXLINK コマンドが正常に実行されると、次のようなメッセージが表 
示され、準備が完了したことを示します。 


A：¥>MAXLINK 

MAXL I NK-L I TE (1 ， 00 版） Copyright(C ) 觀 MEG'ASOFT Inc. 
通信ポート： com 
[ESC] で中止できます . 

S 力作状態：待機中... 


Kn MM ■■ Ml_ 11111 iil I81W _i 由 fcrM 


これで相手機の準備ができました。相手機の MAXLINK コマンドは 、 「esc ] 
キーを押すと終了します。 
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MAXLINK 


NEC PC-9800 シリ - ス ' が - ガルコンピュ-夕 

マイク □ リフト MS-DOS iT-iTsy 6.20 
Copyright (C)19XX,19XX Microsoft Corp. 


NEC Corporation 


HIMEN is testing extended memory...done. 

Microsoft (R) KKCFUNC Uersion 1.10 

Copyright (C) Microsoft Corp. 19XX,19XX. All rights reserved. 
KKCFUNC が組み込まれました . 


牆飄繫忿 $ys です 

MAXL I NK-L I TE (1.00 版） Copyright(C)19XX MEGASOFT Inc. 


「相手先の準備ができていません」というメッセージが表示された場合は、相 
手機で MAXLINK コマンドを実行してください。 

これで、相手機で利用可能なドライブがすべて自機のドライブとして利用でき 
るようになります。ファイルのコピーや読み出し、書き込みなども、自機のドラ 
イブと同様に可能です。 

注意 

• FORMAT コマンドや DISKCOPY コマンドは、相手機のドライブに対し 
て実行できません。 

• MAXLINK コマンドは Windows 上および DPMI 上では使用できません 0 


注意 

•相手機で実行した MAXLINK コマンドは、終了するまで（自機から使わ 
れていなくても）待機した状態のままになります。この間は相手機で他の 
プログラムを実行することはできません。 

(3) 自機の CONFIG.SYS に" MAXLINK.DRV 〃を組み込み、コンピュータを再起 
動します。 

すでに組み込んである場合は、 （4) へ進んでください。 


(4) MAXLINK.DRV が自機の MS-DOS に組み込まれ、相手機で MAXLINK コマ 
ンドが実行中であると、次のようなメッセージが表示され、相手機のドライ 
ブが利用可能であることが示されます。 


UI 


すすオ\す 
まままま 
きききき 
でででで 

闬用用用 

H 

.•i V V 
力力力力 

ABCD 

のののの 


•手手手手 

rmrmrmrm 

T (で、で V 


卜 CDEF ■ 
ニフブブブ _ 
ポィィ YY m 
信ララララ | 
通ドトトド¥ 


MS 丨 DOS 
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■ドライブ割り当て状況の表示と変更 

相手機のドライブが自機にどのように割り当てられているかの状況を確認する 
には、 MAXDRV コマンドを使います。 


関連コマンド ► MAXDRV 、 MAXLINK . DRV (デバイスドライバ) 
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MEM 


MEM 


外部コマンド 




コンベンショナルメモリ、拡張メモリの総容量、使用状況を表示します。 




MEM [/CLASSIFY | /DEBUG I /FREE I /MODULE くモジュール名〉] [/ PAGE ] 


，スイツチ 

/CLASSIFY (または/ C ) 

メモリ中にロー ドされているプログラムを一覧表示し、個々のプログラムがメモリをどれだけ 
使用しているかを示します。またすベてのメモリの使用量および使用可能容量を表示します。 
/DEBUG (または/ D ) 

メモリ中にロー ドされているすべてのプログラム、およびすベてのデバイスドライバに関する 
情報を表示します。またすべてのメモリの使用量および使用可能容量を表示します。 

ノ FREE (または/ F ) 

コンベンショナルメモリと上位メモリの空き領域を表示します。 

/PAGE (または/ P ) 

一画面ごとに表示を一時停止します。 

/MODULE (または/ M ) 

メモリ中にロー ドされている〈モジュール〉の名前、サイズなどを表示します。 


解 説 

参照—第4部第4章「メ コンピュータに内蔵されているコンベンショナルメモリと、披張メモリ （1 M バ 

モリ」 イト以上にあるメモリ空間）のすベての容量を表示するコマンドです。スイッチに 

応じて、メモリ中にロードされているプロダラムやデバイスドライバに関する情 
報も表示します。 

スイッチを省略して、、 MEM " とだけ入力すると、コンピュータ本体に内蔵され 
ているコンベンショナルメモリ、 UMB 、 拡張メモリ 、 EMS メモリの総容量およ 
び使用量、使用可能容量等を表示します。 


/ CLASSIFY スイ ッ チを指定すると、 コンベンショナル メモリおよび上位メモ 
リエ リア （コンベンショナル メモリより上のアドレスのメモリ）に 口ー ドされてい 
るプログラムを一覧表示し、個々のプログラムがメモリをどれだけ使用している 
かを表示します。またすベてのメモリの総容量および使用量、使用可能容量を表 


MS-DOS 
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示します。 

/DEBUG スイッチを指定すると、コンベンショナルメモリおよび上位メモリ 
エリア（コンべンショナルメモリより上のアドレスのメモリ）に口ードされている 
プログラム、およびすベてのデバイスドライバを一覧表示します。また個々のメ 
モリ使用量、セグメントアドレス、およびモジュールタイプを表示します。また 
すべてのメモリの総容量および使用量、使用可能容量を表示します。 

/FREE スイッチを指定するとコンベンショナルメモリおよび上位メモリの空 
き領域のセグメントアドレスとサイズ、および上位メモリ領域の個々の領域にあ 
る最大の空き上位メモリブロックを表示します。 

/MODULE スイッチを指定すると、プログラムモジュールが現在どのように 
メモリを使用しているかを表示します。 /MODULE スイッチに続けてプログラム 
名を指定する必要があります。指定したプログラムモジュールが割り当てられて 
いるメモリ領域を一覧表示し、それぞれのセグメントアドレスと割り当てサイズ 
を表示します。 UMB については、領域番号も表示します。またプログラムが特 
定のメモリ領域をどのように使用しているかが示されます。 

注意 

參拡張メモリの表示は、そうしたメモリ空間にメモリが実装されていなけれ 
ば表示されません。 


関連コマンド _ ADDDRV 、 DELDRV 、 LOADHIGH、DEVICE ( CONFIG.SYS 
のコマンド ）、 DEVICEHIGH ( CONFIG . SYS のコマンド） 
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MEMMAKER 


MEMMAKER 


外部コマンド 


デバイスドライバやメモリ常駐プログラムを UMB に移動してシステムのメモリを最適化します。 


BO- 


MEMMAKER [/ B ] [/ BATCH ] [/ BATCH 2] [/ SESSION ] [/ SWAP : < d :>] [/ UNDO ] [/ W : くサイ 
ズ 1>, くサイズ 2>] 


.スイッチ 

/B MemMaker をモノクロで表示します 0 

/BATCH 

MemMaker を自動モードで実行します。 

/ BATCH 2 

MemMaker を自動モードで実行し、終了します。 

/SESSION 

メモリ最適化を行っている間に MemMaker が使うスイッチです。 

/SWAP 

ディスク圧縮プログラムによって MS-DOS の起動ドライブが交換されていれば、本来の起動 
ドライブを指定します。 

/UNDO 

MemMaker が起動ファイルへ加えた最後の変更を無効にします。 

/ W : くサイズ1>,くサイズ2> 

Windows が MS-DOS アプリヶーションを実行するときに使う変換バッファのために予約する 
UMB のサイズを指定します。キロバイト単位で指定します。 


解 説 

MemMaker プログラムを起動します。 MemMaker は、デバイスドライバや 
メモリ常駐プログラムを UMB へ移動することにより、コンピュータのメモリを 
最適化します。 


/BATCH (もしくは/ BATCH2) スイッチを指定すると、 MemMaker のすベて 
の動作が規定値に従って実行されます。エラーが発生すると以前の CONFIG.SYS 
と AUTOEXEC.BAT が復元されます。また、必要な場合は Windows の SYS 
TEM.INI も復元されます。動作完了後、 MEMMAKER.STS ファイルにステー 
タ スメッセージが 記録されます。 


機能 


MS60S 
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/ SWAP スイッチはドライブ名が変更されるようなときに、本来の起動ドフイ 
ブを指定するスイッチです。このスイッチは、コンピュータが起動したあとで、起 
動ディスクのドライブ名が変更されるときだけ指定します（ディスク圧縮プロダラ 
ムなどで実行されるディスクのスワップにより、ドライブ名が変更されることが 
あります)。起動ディスクのドライブ名が変更されているのに、このスイッチを指 
定しないと、 MemMaker は最適化処理の対象となるシステムの起動ファイルを 
見つけ出せません。 

DoubleSpace を使っているときは、このスイッチを指定する必要はありません。 

/ UNDO スイッチを指定すると、 MemMaker によって最後に行われた変更が 
もとに戻ります。以前の CONFIG . SYS と AUTOEXEC . BAT が復元され、必要 
な場合は Windows の SYSTEM . INI も復元されます。 MemMaker によりメモ 
リの最適化を行ったあと、その設定をもとに戻したい場合にはパ JNDO スイッチ 
を使って、もとの状態に戻すことができます。 

/ W スイッチを指定すると、変換バッファのために予約する UMB の領域を指 
定することができます。キロバイト単位で指定します。 Windows は MS - DOS ア 
プリケーションを実行するために2つの領域を変換バッファとして必要とします。 
〈サイズ1> には第1の領域のサイズを指定し、〈サイズ2> には第2の領域のサイ 
ズを指定します。指定しない場合は、変換バッファのための上位メモリは確保さ 
れません。 

Windows がインストールされていないシステムでは、このスイツチは無視さ 
れます。 


/ BATCH (もしくは/ BATCH 2) スイッチを指定せずに MemMaker を起動す 
ると MemMaker の紹介画面が表示されるので、ここで続行を選ぶと次の画面が 
表示されます。 


nicrosort Ctential-ef 


HemMaker を実行するには， 2 つの方法があります： 

高速セットアップは，コンピュータのメモリを自動的に最適化します . 


カスタムセットアッブを選ぶと， MemMaker がシステムファイルへ加える 
をより細かく設定できます . MS-DOS に詳しい方は，カスタムセットアッ 
選んでください . 

高速，それともカスタムセツトアップ？高速セツトアップ 



')9-： *:娜を変更 I ないハ''，->継を変更 M 二' J : へ f .. ぶ:終了 
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MEMMAKER 


■繼麵 fey りキ〜を.押してくだ逆. 


奉けるには，リターンキーを押してください . 


竹-:?=何も实更しない又へフ:選択を変更卜い w f う=終了 


注意 


，このコマンドは、 Windows や DOS シェルを実行しているときには使用す 
ることができません。 

> MEMMAKER コマンドは '' SIZER . EXE " を内部から呼び出し使用します。 
、、 SIZER . EXE "にコマンド検索パスが設定されていなければなりません。 
、、 SIZER . EXE " は単独では起動しないでください。 

»て HKSTATE . SYS 〃は MEMMAKER 実行時に使用されるドライバで 
す。 '' CHKSTATE . SYS " は CONFIG . SYS や ADDDRV コマンドでは組 
み込まないでください。 


関連コマンド ►MEM 


咼速セットアップを選ぶと、規定値に従って MemMaker が実行されます。以 
後の操作は、表示されているメッセージに従ってください。 

カスタムセットアップを選ぶと、 EMS を使うアプリケーションを使用するか 
どうかを選んだのちに次のような画面が表示され詳細な設定をすることができま 
す。以後の操作は、表示されているメッセージに従ってください。 


tli-: r»:»sof t Hen 才 faker 


詳細設定 


えええ 
MV ?v t 




いいは 



R f 相 

Ts ス T を 

とに ws 定 

、\勺〇登 

ノ .B d--:d 

ィ極 lin リ 

ラ積 W モ 

ドををメ 

る域域6 

め 〆 —38 

含リリ MM 

に モモ E 

化 メメの 

最上上現 
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MENUCONV 


外部コマンド 


機能 


MENU コマンドに登録されているプログラムを DOS シェルに登録します。 


BE9 - 

MENUCONV [ <d ： > ] [ くパス名〉 ] <ファイル名1> [く d : > ][ 〈パス名〉 ] くファイル名2> 


解 説 

MENU コマンド用の定義ファイルを、 DOS シェル用の定義ファイル （ INI ファ 
イル）の形式に変換します。 

変換元のメニューファイル名を〈ファイル名1> に指定し、変換先の DOS シェ 
ル用 INI ファイル名を〈ファイル名2> に指定します。〈ファイル名2> を指定しな 
かった場合は DOSSHELL . INI に変換します。 
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MIRROR 


---- 

1) MIRROR [<d：> [•••]] [/T 〈ドライブ名〉[-〈サイズ〉] [•••]] [/I] 

2) MIRROR [/PARTN] 

3) MIRROR [/R] 


暴スイツチ 

/T くドライブ名〉卜くサイズ〉] 

ファイルの削除を監視するプログラムを常駐させます。 

〈ドライブ名〉には、削除した情報を保存するディスタのドライブ名 （ A など）を記述します。 
〈サイズ〉には、削除した情報を保存できるファイルの最大値を指定します （1 〜999)。 

/I ディスクの最新の情報だけ保存します。以前の情報のバックアップは作成しません。 

/PARTN 

固定ディスクの分割状態をフロッピィディスクに保存します。 

/R / T スイッチで常駐したプログラムを開放します。 


解 説 

ディスクの情報やファイルを削除したときの情報を、ファイルとして保存しま 
す。 UNDELETE コマンドや UNFORMAT コマンドは、この情報を利用して 
ファイルやディスクを復元しますので、平常から万一に備えて MIRROR コマン 
ドを実行しておくことをおすすめします。 

■初期化したフロッピィディスクの復元 

参照■►本章 「UNFORMAT 書式 1) にて <d : > を 指定すると、 MIRROR コマンドは そのディスクのシステム 
コマンド」 の情報（ファイルアロケーシヨ ン テーブルとルートデイレクトリ内のフアイルやサ 

ブディレクト リ）をく d •• > のルートディレクト リに 、、 MIRROR . FIL " という フ ァイ 
ル 名で保存します。 < d :> を省略すると、 カレント ドライブを その 対象とします。 
ただし、く d :> で指定できるドライブは フロッピィディスク ドライブだけです。 

なお、すでに 、、 MIRROR . FIL 〃 が存在するときは、 vv MIRROR . BAK " としてそ 


MIRROR 


外部コマンド 




誤ってファイルを削除したり、ディスクを初期化してしまったときに、それらを復元させるための 
情報をディスクに保存します。 
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のコピーをつくり、新たに、' MIRROR . FIL " を作成します。ただし、/ I スイッチ 
を指定した場合は、コピーを作成しません。 

フォーマットしてしまったディスクの復元には、 UNFORMAT コマンドを実行 
します。 UNFORMAT コマンドは、 、、 MIRROR . FIL " を利用してフロッピィディ 
スクの復元を行います。 HRROR.FIL 〃に 異常があるときは、' MIRROR . BAK " 
を利用します。 

例：ドライブ C とドライブ D のシステムの情報を、それぞれのルートディレクト 
リに保存する 


MIRROR C : D : 


■削除追跡ファイル 

参照- ►本章「 UNDELETE 書式 1) で / T スイッチを指定して MIRROR コマンドを実行すると、ファイル 
コマンド」 の削除状況追跡プログラムが常駐し、〈ドライブ名〉のルートディレクトリに削除 

追跡ファイルが保存されます。復元できるのは、指定したドライブ内のファイル 
に限られますので、複数のドライブを指定するときは、必要な数だけこのスイッ 
チとともに指定します。復元は UNDELETE コマンドで行います。 

くサイズ〉を省略したときの既定#:は、ディスクのサイズによって異なり、次の 
ようになっています。 


ディスクのサイズ 

〈サイズ〉 

削除追跡ファイル 
の大きさ 

640K バイト 

50 

9K バイト 

720K バィト 

50 

张バイト 

1.2M バィト 

75 

14K バイト 

2〜 20M バイト 

101 

18K バイト 

21〜 33M バイト 

202 

36K バイト 

34M バイト以上 

303 

55K バイト 


例：ドライブ A とドライブ B 内でファイルを削除したときの情報を保存する（ド 
ライブ B では保存可能なファイル数を150とする） 

MIRROR /TA /TB-150 


■固定ディスクの復元 

参照—本章 HJNFORMAT 固定ディスクを利用しているときは、書式 2) の/ PARTN スイッチを指定して 
コマンド」 MIRROR コマンドを実行すると固定ディスクの情報を保存することができます。 

この情報は、 vv PARTNSAV . FIL // というファイル名でフロッピイデイスタに保存 
されます。このスイッチを付けて実行すると、どのフロッピィに保存するかの確 
認が表示されますので、フロッピィをセットしてそのドライブ名を入力してくだ 
さい。固定ディスクの復元は、 UNFORMAT コマンドで行います。 
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MIRROR 


注意 

• MIRROR コマンドは、 SUBST や JOIN コマンドで指定した仮想ドライ 
ブには使わないでください。 

• MIRROR コマンドと ASSIGN コマン ドを両方使う場合は、 ASSIGN コ 
マン ドを先に実行しておいてください。 

• MIRROR コマンドは、 INSTALL コマンドで常駐させないでください。 

• MIRROR コマンドは、常駐可能な空き領域が UMB にある場合は、 UMB 
に常駐します。 


関連コマンド ►UNDELETE、UNFORMAT 
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MKDIR(MD) 


内部コマンド 


新しいディレクトリを作成します。 


mem~ 

MKDIR [ <d ： > ] くパス名〉 


* 別表記 

MD 


解 説 

指定した〈パス名〉で新たにサブディレクトリを作成します。ドライブ指定く d :> 
を省略した場合は、カレントデイレクトリの下にディレクトリが作成されます。 

例：カレントディレクトリにサブディレクトリ 、' TMP " を作成する 

MD TMP 


注意 

•パス名は63文字以内でなければなりません（区切り記号、、 ¥" を含む）。 


関連コマンド ► CHDIR 、 RMDIR、RENDIR 
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MORE 


MORE 


外部コマンド 




表示内容を、1画面分 （23 行）ずつ分けて表示します。 


MORE 


解 説 

標準入力からのデータを1画面分 （23 行）ずつ表示するフィルタコマンドです。 

データを1画面分表示すると、 MORE コマンドは画面の最下行に次のメッセー 
ジを表示し、キー入力を待ちます。 

続きがありますのでどれかキーを押してください. 


ここで何かキーを押す と、次の 1画面分を表示し ます。 データをすべて表示す 


るまで、これを続けます。中断したいときは、 1 CTRL | + | C ] キーまたは 「 STOP ] 
キーを押してください。 


参照—第2部第2章「リ 例：カレントドライブにある v 、 REPORT . DOC " というフアイルの内容を1画面す 

ダイレクトとパイプ」 つ分けて表示する 

TYPE REPORT.DOC I MORE 


または 


MORE < REPORT.DOC 


や、、く" は、パイプとリダイレクトを示します。） 


注意 


> MORE コマンドは、標準入力からの入力しか 受け付けません。 
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MOUSE 


外部コマンド 


■㈣ わ - 

メモリ常駐型のマウスドライバです。 


po— 

MOUSE [/S < nnn > ] [/H < nnn > ] [/V < nnn > ] [/N < nnn > ] [/P < n > ] [/I < n > ] [/M < n > ] [/ R ] 


• スイッチ 

/S 水平、垂直方向の感度 （< nnn > =0 〜10 0) 

/H 水平方向の感度 （< nnn > =0-100) 

/V 垂直方向の感度 （< nnn > =0-100) 

/N 緩慢動作の遅延値 （< nnn > = 0〜 255) 

/P 加速曲線番号の指定 （< n > =1〜 4) 

ノ1 割り込みベクタの指定 （< n > =3〜 6) 

/M カーソルマスク設定の許可（く n > =0 :許可、1:禁止) 

/R マウスドライバをメモリより解放 


解 説 

MOUSE コマンド （ファイル名 「 MOUSE.COM 」） は、メモリ常駐型のマウス 
ドライバ 、です。 DOS シェル、 DBLSPACE 、 DEFRAG 、 MSD 、 QBACKUP 、 
SCANDISK 等の コマン ドでマウスを使用する場合は、事前にこの コマン ドで マ 
ウス機能を組み込んでください。（デバイスドライバ型の MOUSE.SYS では、 
DOS シヱル等でマウスを使用することはでき ま せん）。 

アプリケーシヨンソフトでこのマウスドライバを使用するときは、バッチファ 
イルによって各アプリケーシヨンソフトの起動前にこのコマンドを実行してくだ 
さい 0 


注意 

•アプリケーシヨンソフトによっては、独自のマウスドライバを必要とする 
ものが、あります。 
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MOVE 


MOVE 


外部コマンド 


ファイルを移動します。またファイルやディレクトリの名前を変更することもできます。 


1) M 0 VE [/ YI /- Y ] [く d :〉] [くパス名〉]くファイル名〉[，[く d : >] [〈パス名〉]くファイル名〉…] 

[<d ： > ] { くパス名> I [ くパス名〉 ] 〈ファイル名〉}] 

2) M 0 VE [/ YI /- Y ] [<d ••>] {くパス名> I [くパス名〉]くファイル名〉}] [く d •• >] {くパス名> I [くパス 
名〉]〈ファイル名〉}] 


I スイツチ 

/Y ディレクトリを作成するか、受け側のファイルを上書きするか確認するためのプロンプトを表 
示しません。 

/-Y ディレクトリを作成するか、受け側のファイルを上書きするか確認するためのプロンプトを表 
示します。 


解 説 

MOVE コマンドは、1つまたは複数のファイルを指定した位置に移動します。 
また、ファイルやディレクトリの名前を変更します。 

環境変数'、 COPYCMD " に VY " を設定しておくと、ディレクトリを作成するか、 
受け側のファイルを上書きするかを確認するためのプロンプトを表示しません。 
この設定はコマンドラインでスイツチを設定すると無効になります。 


■書式1ファイルを移動する 


第1 パラメータで 指定したファイルを、第2 パラメータで 指定した ディ レクト 
リ もしくはファイルに コピーし ます。 

(1) 第 1 パラメータについて 

第1パラメータには 〈ファ イル名〉を指定できます。複数の フ ァイルを指定する 
ときにはカンマ（， ） で区切ります。 


(2) 第 2 パラメータについて 

第2パラメータには、くファイル名〉か〈パス名〉を指定できます。 


機能 


MSIDOS 
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• ドライブ名く d : >だけを指定したとき 

第1 パラメータで 指定した送り側ファイルが 、 <d : > で 指定したドライブの力 
レントディレクトリに個別に移動されます。 

例：カレントドライブのカレントデイレクトリにある \、 FIRST . DOC " と " SECOND . 
DOC 〃を、ドライブ B のカレントデイレクトリに個別に移動する 


MOVE FIRST.DOC,SECOND.DOC B : 


• くパス名〉 （ ドライブ名付きの場合も含む）を指定したとき 

第1 パラメータで 指定した送り側 ファイル すべてが、 〈パス 名〉 で 指定した デイ レ 
タトリに個別に移動されます。ディレクトリが存在しない場合には作成されます。 

例：カレントドライブのカレントデイレクトリにある、拡張子が' DOC 〃のファ 
イルすべてを、ドライブ B のディレクトリ " TEXT 〃下に個別に移動する 


MOVE *.DOC B : TEXT 


• くファイル名〉（ドライプ名、パス名付きの場合も含む）を指定したとき 

送り側 ファイルが、 第2 パラメータの〈ファイル 名〉に名前を変更されて移動さ 
れます。送り側 ファイルが 複数の場合は、移動できません。 

例：カレントドライブのカレントディレクトリにあるファイル、' REPORT . DOC " 
を 、 "B : TEXT " に移動し名前を 'ヽ ¥ REPl . DOC " にする 

MOVE REPORT.DOC B : TEXT¥REP1.D0C 

■書式2ファイルやデイレクトリの名前を変更する 

第1 パラメータで 指定された ディ レクトリや ファイルの 名前を、第2 パラメー 
夕で指定された名前に変更します。 

例：カレントドライブのカレントディレクトリの、ファイル '' RP 1. DOC " の名前 
を'' RP 2. DOC " に変更する 

MOVE RP1.DOC RP2.DOC 


注意 

•第2パラメータで指定した名前のデイレクトリが存在したナ昜合にはファイ 
ルはそのデイレクトリに移動します。 
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関連コマンド ► COPY、RENAME 


MSCDEX 


MSCDEX 


外部コマンド 


iOk 诛 
機目匕 


CD - ROM ドライブをデバイスとして認識させます〇 


- 

MSCDEX [/ E ] [/ K ] [/ S ] [/ V ] / D : くドライバ〉 [/ D : くドライバ〉…] [/ L ••く文字〉] [/ M : 〈バッ 

ファ〉] 


♦スイツチ 


/E EMS メモリが使用可能な場合、 CD-ROM ドライバが EMS メモリを使ってセクタバッファを 

格納できるように指定します。 

/K 漢字で書かれた CD-ROM ボリュームが MS-DOS に認識されるように指定します。このスイッ 

チを指定しない場合には、漢字の CD-ROM ボリュームは認識されません。 

/S MS-NETWORKS 上で CD-ROM ドライブを共有できるようにします。 

/V MSCDEX を起動したときに、メモリの使用状況が表示されるようにします。 

/ D : くドライバ〉 

CD-ROM デバイスドライバのドライバ名を指定します。〈ドライバ〉は CONFIG.SYS の対 
応する CD-ROM ドライブ用のデバイスドライバのスイッチ /D で指定されているのと同じ内 
容でなければなりません。 

MSCDEX は、少なくとも 1 つのスイッチ /D が含まれていなければなりません。複数の CD-ROM 
デバイスドライバを追加して組み込むときは、それぞれのデバイスドライバに対応するスイッ 
チ / D を追加して指定します。 

/ L : 〈文字〉 

先頭の CD-ROM ドライブに割り当てるドライブ名を指定します。複数の CD-ROM ドライブ 
が接続されているときは、先頭の CD-ROM ドライブに続〈適切なドライブ名が、それぞれの 
CD-ROM ドライブに自動的に割り当てられます。 

/ M : くバッファ〉 セクタバッファの数を指定します。 
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解 説 

MSCDEX は、 CD-ROM ドライブをデバイスとして認識させるコマンドです。 
CONFIG.SYS で CD-ROM デバイスドライバを組み込んで、このコマンドを 
使用すると、 CD-ROM ドライブにアクセスすることができます。 

例：ドライバ名、、 CD_10r の CD-ROM ドライブをドライブ G としてアクセス 
可能にする。 

MSCDEX /D:CD_ 101 /L:G 

注意 

•このコマンドを使用しただけでは CD 〜 ROM ドライブは使用できません。 
CONFIG.SYS で CD-ROM 用のデバイスドライバである NECCD.SYS 
を組み込んでください。 CD-ROM ドライブが接続されている場 
合、 INSTDOS コマンドもしくは CUSTOM コマンドを使用すると、 
NECCD.SYS は CONFIG.SYS に自動的に組み込まれます。 

• MSCDEX コマンドは Windows の起動後には使わないでください。 

• SMARTDrive を使うときには、 SMARTDRV コマンドの前に MSCDEX 
コマンドを使うようにしてください。このようにすることによって、 
SMARTDrive は CD-ROM ドライブのキャッシュを行-うようになります。 


関連コマンド ►NECCD.SYS (デバイスドライバ) 
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MSD 


MSD 


外部コマンド 


機能 


使用中のコンピュータに関する詳細な技術情報を表示します。 


PDO - 

MSD [/ I ] [/ F [ d :] [くパス名〉]くファイル名〉 l / P [ d :] [くパス名〉]くファイル名〉 l / S [ d :] [くパス 
名〉][くファイル名〉]] [/ B ] 


籲スイッチ 

/I MSD を起動時にハードウヱアのチェックを行わないようにします。 MSD を起動するときにエ 
ラーが発生する場合や、 MSD が正常に動作しない場合に指定してください。 

/F 名前、会社名、国名、住所、電話番号、コメントなどの入力を促すプロンプトを表示し、情報 
の入力が終了すると、指定したファイルに MSD レポートを書き込みます。 

/P 指定したファイルに MSD レポートを書き込みますが、情報を入力するプロンプトは表示しま 
せん。 

/S 指定したファイルに MSD レポートの概要を書き込みますが、情報を人力するプロンプトは表 
示しません。ファイルを指定するパラメータを省略すると、 MSD レポートが画面に表示され 
ます。 

/B MSD をモノクロ表示モードで実行します。 MSD の画面がカラーで正常に表示されないときに 
指定してください。 


解 説 

MSD の画面を見ながら操作することにより、コンピュータに関する詳細な技 
術情報を得ることができます。また/ F 、/ P 、/ S を指定することにより、 MSD で 
得ることができるすべての情報のレポートをファイルに書き込むことができます。 

MSD では以下のような情報を得ることができます。 

• コンピュータ 

CPU の種類とクロック、数値データプロセッサの有無、デイップスイッチとメ 
モリスイッチそして BIOS フラグの値。 

•メモリ 

上位メモリ領域の使用状態。 

• ディスプレイ 

ディスプレイモード、表示可能色、行数、桁数、アクセラレータボードの有無。 
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• ネットワーク 

使用中のネットワークの環境設定情報。 

• 0 S バージョン 

MS-DOS および Windows のバージョン、および環境変数。 

• マウス 

マウス ドライ バの 種類、および設定。 

• NESA ボード 

NESA ボードの接続状態。 

• ディスクドライブ 

すべてのディスクドライブのタイプ、および空き容量、総容量。 

• COM ポート 

RS -232 C ポートの状態。 

- IRQ の状態 

ハードウェア割り込み要求線 ( IRQ ) の構成 

• TSR の状態 

MSD を実行したときにメモリに読み込まれていた、各常駐プログラムの名前、 
メモリ内での位置、サイズ。 

• デバイスドライバ 

MSD を実行したときに組み込まれていた、すべてのデバイスドライバの名前。 

/ F 、/ P 、/ S のいずれのオプションも指定せずに起動した場合は以下のような 
画面が表示されます。 



各項目の前にある文字を入力すると内容が表示されます。また、 MOUSE コマ 
ンドでマウスを使用できるようにしておくと、マウスにより各項目を指定するこ 
ともできます。 
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MSD 


例：技術情報を REPORT.TXT というファイルに書き込む。 


MSD /P REPORT.TXT 


注意 


> Windows を実行中に MSD を起動した場合正確な情報を得ることができ 
ない可能性があります。 


関連コマンド ►MEM、MEMMAKER 


MS-DOS 
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NECAIKEY 


外部コマンド 


EMi^k - 

日本語入カキーの割り当て変更用のファイルを作成します。 


DEI —— 

NECAIKEY [く d : >] [くパス名〉][〈日本語入カキーファイル名〉] 


解 説 

日本語入カシステム使用時のファンクションキーの機能割り当てを変更するた 
めのファイルを作成/更新するコマンドです。 

詳細は、本書の付録 D または『日本語入カガイド』を参照して〈ださい。 
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PATH 


PATH 


内部コマンド 




外部コマンドを探すディレクトリを設定/表示します。 




1) PATH [ [ <d ： > ] 〈パス名> [ ; [<d ： > ] 〈パス名〉]…] 

2) PATH : 


解 説 

外部コマンド（バッチファイルも含む）がコマンドラインから入力されたときに、 
そのコマンドを探す道筋（コマンド検索パス）を設定するコマンドです。コマンド 
検索パスが設定されていないと、 COMMAND.COM は指定した外部コマンドを 
カレントディレクトリからしか探しません。 

設定されたコマンド検索パスは、環境変数 ''PATH" に保存されます。 

例： A •• ¥と A : ¥BIN と B : ¥UTL にコマンド検索パスを設定する 

PATH A ： ¥ ； A ： ¥BIN : B : ¥UTL 


参照•コマンド検索パ この例のようにコマンド検索パスを設定すると、コマンドが入力されたとき 

ス — 第2部第5章「5.2 C0MMAND.COM は、次のような手順でコマンドを検索し、最初に見つかった 

ディレクトリコマンド 
検索 パス j 


コマンドを実行します。 


1. 内部コマンドかどうか判断し、内部コマンドならばそれを実行する0 

2. 内部コマンドでなければ、カレントディレクトリから拡張子が' COM"、 
、、.EXE"、'BAT 〃のファイルをこの順に探し、見つかればそれを実行する。 

3. カレントディレクトリになければ、 A : ¥、 A : ¥BIN、B : ¥UTL のディレ 
クトリを順に検索し、見つかれば実行する。このときも拡張子が' COM"、 
、、.EXE〃、、'.BAT" のフアイルをこの1傾に探す。 


なお、コマンド名の拡張子に、、 .COM"、'EXE"、 
場合は、直接そのコマンドが実行されます。 


' BAT 〃が指定されている 


MS-DOS 


189 













第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


次のように設定することもできます。 

SET PATH = A ： ¥ ； A ： ¥BIN ； B : ¥UTL 

例：現在のコマンド検索パスを表示する 

PATH 

例：コマンド検索パスを解除する 

PATH ; 

注意 

• PATH コマンドで設定できるコマンド検索パスは、半角 （1 バイト）文字で 
122文字までです。 

関連コマンド ► APPEND、SET 
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PRINT 


PRINT 


外部コマンド 



nE9~ 


1) PRINT [/D : くデバイス名〉] [/B : <nl>][/U : <n2>] [/M : <n3>] [/S : <n4>] [/Q : <n5>] 
[[<d ： >] [パス 名]く ファイル名〉 [•••]] [/ C ] [/ P ] 

2) PRINT/T 

3) PRINT/R 


.スイッチ 

/D : くデバイス名〉 

印刷するデバイスを指定します。既定値は PRN です。 

/B : <nl> 

内部バッファのバイト数 （512 〜1638 4) を設定します。既定値は512バイトです。この値を増加 
させると、 PRINT コマンドの実行速度が上がります。 

/U : <n2> 

プリンタが ビジー （使用中）だったとき、 PRINT コマンドがどれだけ待つかの待ち時間をクロッ 
ク数で設定します （0 〜 255) 。既定値は1です。 

/M : <n3> 

バックグラウンドの仕事（タスク）の実行に割り当てる実行時間をクロック数で設定します 
(1 〜255)。既定値は2です。 

/S : <n4> 

フォアグラウンドの仕事（タスク）に割り当てる実行時間をクロック数で設定します （0 〜 255) 〇 
既定値は8です。 

/Q : <n5> 

プリント待ち行列に登録できるファイル数 （4 〜 32) を設定します。既定値は10です。 

/T プリント待ち行列にある（印刷を待っている）ファイルをすべて取り消します。 

/C このスイッチの直前のファイル名から コマン ドラインの終わりのファイル名 （コマン ドラインの 
途中に / P スイッチがあればそこまでのファイル名）を、プリント待ち行列から取り消します。 
/P この スイッチの直前のファイル名から コマン ドラインの終わりのファイル 名（コマン ドラインの 
途中に/ C スイッチがあればそこまでのファイル名）を、プリント待ち行列に登録します。 

/R PRINT コマンドをメモリから解放し、プリント待ち行列に入っているファイルをすべて取り 
消します。 


MSIDOS 
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解 説 

テキストファイルなどをバックグラウンドで印刷するコマンドです。通常、プ 
リンタが印刷中は、他のコマンドを実行することはできません。しかし PRINT 
コマンドを使うと、プリンタの印刷をバックグラウンドの仕事（タスク）として、 
他のコマンドの実行をフォアグラウン.ドの仕事（タスク）として並行させることが 
できます。 

すべてのパラメータを省略して'' PRINT" とだけ入力すると、現在のプリント 
待ち行列の内容を表示します。 

/M: で指定する値を大きくすると、 PRINT コマンドの実行は速くなりますが、 
フォアグラウンドのタスクの実行は遅くなります。一方、 /S: スイッチで指定す 
る値を大きくすると、 PRINT コマンドの実行は遅くなり、フォアグラウンドの 
タスクの実行が速くなります。 

例：プリント待ち行列のすべてのファイルを取り消す 


PRINT /T 

上の例の内容は、次のように CONFIG.SYS の INSTALL コマンドを使って 
も組み込めます。 

(NSTALL=PRINT /T 


注意 

• /U :、 /M :、 /S :の各スイッチで指定する時間の単位は、お使いのコン 
ピュータの内部クロック周波数によって異なります。 

•バックグラウンド印刷中のファイルが入って いるフロッピィディ スクは、 
印刷が終了するまでドライブから抜かないでください。 

♦プリント待ち行列に登録されているファイルは、印刷が終了するまで、変 
更したり削除したりしないでください。 

• PRINT コマンドの実行中は、同じ出力装置に対して他のコマンドで出力 
することはできません。 

• /D :、 /B :、 /U :、 /M :、 /S : 、 /Q :の各スイッチは、 MS-DOS の起 
動後に、最初に PRINT コマンドを実行するときにだけ有効です。実行し 
たときに指定した設定は、 /R スイッチで常駐部分を解除したあと、再実行 
しないと変更できません。 

• PRINT コマンドは一度実行されると、それ以後メモリ中に常駐（メモリ 
内に残っていること）します。そのため、使用可能なメモリ領域は約 5K バ 
イト減少します。常駐部分は、 PRINT コマンドに /R スイッチ付きで実行 
すれば解放されます。ただし、 INSTALL コマンドで組み込んだときには 
解放されません。 
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PROMPT 


PROMPT 


内部コマンド 


WM^k- 


MS - DOS のコマンドプロンプトを変更します。 


mgi- 


PROMPT [〈プ□ンプトテキスト>1 


解 説 


COMMAND.COM が表示するコマンドプロンプトを変更します。 


通常 MS-DOS のプロンプトは、カレントドライブのドライブ名と不等号の'' >" 
を,組み合わせて、 Vl / などのように表示されます。 PROMPT コマンドは、くプ 
ロンブトテキスト〉でさまざまな機能や文字を指定して、プロンプトを変更する 
ことができます。 

くプロンプトテキスト〉には、英数字や漢字などの文字のほかに、次に示す文字 
で特別なプロンプトを指定することができます（指定文字は小文字でも可）。 


指定文字 

表示内容 

$T 

現在の時刻 

$D 

現在の日付 

$P 

カレントドライブとカレントディレクトリ 

$V 

ノく ー ジヨン 番号 

$N 

カレントドライブ 

$G 

文字、" 

$L 

文字'^" 

$B 

文字' N〃 

$$ 

文字1〃 

$Q 

文字 

$_ 

改行 

$H 

ハヘン クス ペース 

$E 

エスケープコード (ASCII コードの 1BH) 


MS—D0S 
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PROMPT コマンドでプロンブトを設定すると、環境変数 " PROMPT " にその 
内容が登録されます。環境変数ですから、 SET コマンドで次のように記述して 
も、同じ結果が 1 辱られます。 


SET PROMPT 二[〈プロンプトテキスト〉] 


参照-►第2部第5章「5.3 

プロンプト表示」 


'' PROMPT ^ とだけ入力すると、表示されるプロンプトは既定値に戻ります。 
例：プロンプトにカレントドライブとカレントデイレクトリを表示させ、その前 


後を不等号で囲む 


PROMPT $ L $ P$G 
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〇巳 ACKUP 


QBACKUP - 

外部コマンド 


- 

バックアップ作成プログラム Arcada BACKUP を起動します。 


PBSI -- 

QBACKUP [〈セットアップファイル>丨@ くセットアップファイル〉] [/ R 〈カタログファイル〉〈ファ 
イル〉 [/ S ]] [/ BW ] [/ LCD ] 


•スイツチ 

くセットアップファイル〉 

指定したセットアップファイルファイルの設定で BACKUP が起動します。 

@〈セットアップファイル〉 

指定したセットアップファイルファイルの設定で BACKUP が起動し、マクロが自動起動し 
ます。 


/R くカタログファイル〉〈ファイル〉 

カタログファイルを読み込み、指定したファイルをリストアします。 
/S すべてのサブディレクトリの中にあるファイルをリストアします。 

/BW 

画面表示を白黒表示にします。 


/LCD 


画面表示を白黒階調表示にします。 


解 説 

QBACKUP コマンドは、対話型のインタフェースを持つファイルのバックアッ 
プコマンドです。 

QBACKUP コマンドではマウスを使用することができます。マウスを使用す 
る場合は MOUSE コマンドを使ってマウスドライバを常駐させてください。 


r f.n キーを 押すと 、 QBACKUP コマンドの ヘルプ画面が表示されます。操 
作方法がわからなくなったり、機能について詳しく知りたいときには参照してく 
ださい。 
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ヽ、 QBACKUP" と入力すると次のような画面が表示されます。ただし、一番最 
初の起動時には、自動的に環境設定が開始されます。 



■環境設定 


プログラムレベル、マウス、ディスプレイ、バックアップデバイス、機器構成 
等の設定を行うことができます。 

プログラムレベルでは、初級レベル、上級レベル、プリセットレべルの3つの 
レベルが選べます。初級レベルでは、デフォルトセットアップファイルを使用し、 
またファイル選択方法を簡素化して、ユーザの設定が必要となる部分を少なくし 
ます。上級レベルでは、 QBACKUP コマンドのすべての機能を利用できます。プ 
リセットレベルでは、設定済みのバックアップとリストアを行います。プリセッ 
トレベルの設定は上級レベルで、行います。 

バックアッフ。デバイスの設定では、接続されているフロッピィディスクドライ 
ブとテープドライブを自動的に検出します。なお、使用できるテープドライブと 
テープの種類は次の通りです。 


テープドライブ PC - BK 120、 PC - BK 120 D 
テープ PC - BK 120-01 

機器構成の設定では DMA テストと信頼性テストを行うことができます。 DMA 
テストでは DMA を高速か低速かのどちらかひとつを選びテストできます。 
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◦BACKUP 


| バックアップ 


IU ストア 


注意 

• DMA テストを実行しているときに コンピュータが 停止してしまった場合 
は、一度電源を切ってから電源を入れ直します。再び QBACKUP コマン 
ドを起動して”環境設定 " を選び、"機器構成の設定〃を選びます。このとき 
は DMA 速度の値を変更しないでください。 

信頼性テストは、一度バックアップを作成し元のデータと比較することによっ 
て信頼性を確認するものです。''''環境設定"で設定したバックアップデバイスがフ 
ロッピィディスクであれば初期化済みのフロッピィディスクを2枚、テープデバ 
イスであれば 1M バイト以上の空き容量のあるテープを用意してください。両方 
設定している場合にはそれぞれのデバイスが必要になります。 

ここで設定した項目は、以後 ''環境設定〃で設定し直すことができます。 


バックアップでは、環境設定で選んだレベルによってバックアップを行うこと 
ができます。 

初級レベルでは、バックアップ元、バックアップ先、バックアップタイプ、才 
ブションが選択できます。 

上級レベルでは、初級レベルに加えて、セットアップファイルよりの設定の読 
み込み、セットアップファイルへの設定の書き込みができます。 

プリセットレベルでは、上級レベルで DEFAULT.SET ファイルに設定したバッ 
クアップを行います。 


リストアでは環境設定で選んだ、レベルによって復元を行うことができます。 
また、バックアップ時に作成したカタログファイルにより、ファイルを指定し 
て復元することもできます。 


■作業の自動化 


QBACKUP コマンドでは、作業を自動化するためのキーボードマクロの記録 
ができます。このマクロをセットアップファイルに記録しておき、@〈セットアッ 
プファイル名〉でセットアップファイルを読み込むことにより、作業を自動化でき 
ます。 


MS 丨 DOS 
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注意 

♦ 2DD のフロッピィディスクから MS-DOS を起動した場合、 QBACKUP 
コマンドはフロッピイディスクインタフエースを認識できません。 MS-DOS 
は固定ディスクか、 2HD フロッピィディスタから起動してください。 

• QBACKUP コマン ドでバックアップしたファイルを RESTORE コマンド 
では復元できません。 


関連コマンド ►BACKUP 
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RECOVER 


RECOVER 




外部コマンド| 


機能 


障害（スキップセクタ）を含むファイルやディスクを修復します。 


RECOVER {く d : >丨[く d : >] [くパス名〉]〈ファイル名〉} 


解 説 

指定したディスク 〈d : >やくファイル名〉に含まれているスキップセクタ部分を 
切り捨てて、他の部分を使用可能にします。 

このコマンドを実行すると、スキップセクタの部分を単純に切り離して、以後 
そのセクタを使わないように記録します。したがって、スキップセクタを含むファ 
イルやディスクは、完全に元の状態に修復できるわけではなく、スキップセクタ 
上にあったデータはなくなってしまいます。それでも、残りの部分が修復できる 
ので被害が最小限にとどまります。 

ファイル名を指定した場合、指定されたファイルのうちスキップセクタ上にあ 
るデータを切り離して、他の部分を修復します。修復後もファイル名は変わりま 
せん。ただし、サイズはスキップセクタの分だけ小さくなっています。 

例： NAME.DAT というファイルを修復する 


RECOVER NAME.DAT 

ドライブ名だけを指定した場合、そのディスク中のすべてのファイルが修復の対 
象となります。そして、修復するディスクにあるファイルは（それがサブディレク 
トリにあったものでも）すべてルートディレクトリに集められ、 ''FILE0001.REC" 
、\FILE0002.REC" ……といった連続した名前になります。 
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注意 

• \、FILE0001.REC〃 などの名前になってしまったファイルの内容は、スキップ 
セクタ上にあったデータを除いては元のままです。しかしこれらのファイル 
から元のディレクトリ構造とファイルに復旧する作業は、高度な MS-DOS 
の知識が必要になります。 

したがって、ドライブ名 <d : >を指定した RECOVER コマンドの実行に 
は、十分注意してください。 

ルートディレクトリに十分な領域がない場合は、その旨のメッセージを表示し、 
ファイルアロケーシヨンテーブル (FAT) に修復できなかったファイルの情報を 
書き込み、 RECOVER コマンドを終了します。この場合は、まず修復が済んだ 
ファイルを COPY コマンドで他のデイスクにコピーし、次に DEL コマンドでそ 
のファイルを消してから、再度 RECOVER コマンドを実行してください。 


注意 

• <d :〉だけを指定してディスク全体に対して RECOVER コマンドを実行す 
ると、ディスタ中の全ファイルのファイル名とディレクトリ構造が変わっ 
てしまいます。 

• ASSIGN、JOIN、SUBST コマンドで置き換えたドライブに対しては、こ 
のコマンドは使えません。 
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RENAME(REN) 


RENAME(REN) 


内部コマンド 




ファイル名を変更します。 


RENAME [く d : >] [くパス名〉]くファイル名1> くファイル名2> 


_別表記 

REN 


解 説 

〈ファイル名1> で指定したファイル名を、くファイル名2> に変更します。ハ。ス 
名、ドライブ名がないときは、カレントドライブのカレントディレクトリにある 
ファイルが変更の対象になります。 

くファイル名1> と〈ファイル名2> のどちらにも、ワイルドカードを用いること 
ができます。〈ファイル名1> でワイルドカードを使うと、それに該当するファイ 
ルがすべて REN コマンドの対象になります。〈ファイル名2> でワイルドカード 
を使うと、〈ファイル名1> の中のそのワイルドカードに対応する位置の文字が変 
わりません。 

例：拡張子が' DOC 〃のファイルをすべて拡張子 、\TXT〃 に変更する 

REN *.DOC *.TXT 


注葸 

• 〈ファイル名2> で指定したファイル名と同じ名前のファイルが、〈ファイ 
ル名1> で指定したディレクトリ内にすでに存在するときは、変更すること 
ができません。 

• くファイル名1> の指定には、ドライブ名やパス名を指定することができま 
すが、くファイル名2> にそれらを用いるとエラーになります。 


関連コマンド _RENDIR 


書式 


MS-DOS 
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RENDIR 


外部コマンド 


- 

ディレクトリ名を変更します。 


■nsh 

RENDIR [く d :>] くパス名1> くパス名2> 



くパス名1> で指定したディレクトリ名を、〈パス名2> に変更します。くパス名 
1> の前にはドライブ名 <d : >を付けることができます 。 <d : >の指定がないとき 
は、カレントドライブの〈パス名1> が変更の対象になります。 

くパス名1> の最初に''¥"を付けると、ルートディレクトリから指定したディレ 
クトリが変更されます（絶対パス指定）。 、 N ¥ 〃を付けない場合は、カレントディレ 
クトリから指定したディレクトリが変更されます（相対パス指定）。 

〈パス名1> にファイル名を指定すると、 REN コマンドと同じ働きをします。 

例：ドライブ B のデイレクトリ 、'¥ DOC " の名前を 、 、、¥TX 丁"に変更する 


RENDIR B : ¥DOC ¥TXT 


注意 

• くパス名2> で指定したディレクトリ名と同じ名前のディレクトリが、同じ 
階層にすでに存在するときは、変更することができません。 

• くパス名1> にはドライブ名を指定することができますが、くパス名2> にド 
ライブ名を用いるとエラーとなります。 

❿ルートディレクトリの名前を変更することはできません。 

• ASSIGN コマンドで割り当てを変更されたドライブのディレクトリ名を変 
更することはできません。 


関連コマンド ► CHDIR 、 MKDIR 、 RMDIR、RENAME 
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REPLACE 


REPLACE 


外部コマンド 


- -- - 

すでに存在しているファイルを新しい日付のファイルに置き換えたり、新しいファイルを追加します。 


pQEI - 

1) REPLACE [< dl : >] [くパス名1>]くファイル名〉[く d 2 : >] [くパス名2>] [/ A ] [/ P ] [/ R ] 
[/ W ] 

2) REPLACE [< dl : >] [くパス名1>]くファイル名〉 [< d 2 : >] [くパス名2>] [/ P ] [/ R ] [/ S ] 
[/ W ] [/ U ] 


• スイッチ 

/A 置き換えではなく、〈ファイル名〉で指定したファイルのうち、くパス名2> で指定したディレク 
トリ内に存在しないファイルだけを追加します。このスイッチは / S または/ U スイッチと同時 
に指定できません。 

/P ファイルの置き換えや追加を行うときに、確認のメッセージを表示します。 

/R リードオンリーの属性が付いたファイルも置き換えます。 

/S 〈パス名2〉で指定されたディレクトリに〈ファイル名〉で指定したのと同名のファイルがなければ、 

そのサブディレクトリまで探して、見つかれば置き換えます。〈ファイル名〉の側のサブディレ 
クトリは探しません。このスイッチは/ A スイッチと同時に指定できません。なお 、 REPLACE 
コマンドはソースファイルか•収められているディレクトリ中のサブディレクトリは探しません。 

/U くパス名2> で指定したディレクトリ内に、くファイル名〉で指定したファイルと同名のファイル 

があれば、それらの日時（タイムスタンプ）を比較し、くファイル名〉の方が新しい場合のみ置き 
換えます。このスイッチは/ A スイッチと同時に指定できません。 

/W REPLACE コマンドを起動後に、確認のメッセージを表示します。何かキーを押すと処理を始 
めます。 


籲エラー レベル 

0 正常終了 

1 メッセー ジ データの口ー ド処理不可 

2 ファイルが見つからない 

3 パスが見つからない 
5 アクセス不可能 

8 メモリ不足 

11 コマンド行にエラーがある 

15 ドライブ名が不正 
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解 説 

REPLACE コマンドは、指定したファイル群くファイル名〉を、指定したディレ 
クトリ 〈パス 名2> に、さまざまな条件を考慮しながらコピーするコマンドです。 
固定ディスクに格納されているファイル群を、新しいバージョンのファイルに置 
き換えるときなどに有効です。<ファイル名〉にはワイルドカードが使用できます。 

〈ファイル名〉で指定したファイルと同名のファイルが〈パス名2> のディレクト 
リ内にあれば、そのファイルを〈ファイル名〉側のファイルで置き換えます。 

/ U スイッチが指定されていれば、ファイルの日付（タイムスタンプ）を考慮して、 
〈パス 名2> 側がいつも新しくなるようにコピーします。 

〈パス名2> を省略すると、カレントディレクトリに対して処理を行います。 

/ A スイッチは置き換えではなく、〈パス名2> で指定したディレクトリ内に同名 
のファイルがなければそれを追加するよう指定します。 

例：ドライブ A のカレントディレクトリにある、、 ABC.DOC" と同名のファイルを、 
ドライブ C のルートディレクトリから以下すベてのサブディレクトリにわたって 
探し、もしあればその日時を比較して、 A : ABC.DOC の方が新しければ置き換 
える 


REPLACE A : ABC.DOC C ： ¥ /U /S 

例：ドライブ A のカレントディレクトリ内のすべてのファイルから、へ C :¥ DOC " 
に存在しないファイルだけをコピーする 

REPLACE A : C : ¥DOC /A 


注意 

• REPLACE コマンドは、不可視属性やシステム属性の付いたファイルに対 
しては処理できません。 

関連コマンド ► ATTRIB、XCOPY 
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RESTORE 


RESTORE 


外部コマンド 


機能 


BACKUP コマンドでバックアップされたフアイルを固定ディスクに復元します。 


- 

RESTORE < dl :> I < d 2 : > [くパス名 >¥[ くファイル名〉]] [/ S ] [/ P ] [/B : く日付 〉] [/A : く日付〉 
] C/E :〈時刻 〉] [/L : く時刻〉] [/ M ] [/ N ] [/ D ] 


_スイッチ 


/S サブディレクトリも復元します。 

/P 復元しようとするバックアップファイルが不可視属性やリードオンリー属性の付いたファイル 

の場合、またはバックアップのあとに変更されたファイルならば、それを復元するかどうかを 
確認します。 


/B :〈日付〉 

複写先のディスク内で、〈日付〉以前に作成/変更されたファイルだけを復元します。 

/A : く日付〉 

複写先のディスク内で、く日付〉以降に作成/変更されたファイルだけを復元します。 

/E : く時刻〉 

複写先のディスク内で、く時刻〉以前に作成/変更されたファイルだけを復元します。 

/し：く時刻〉 

複写先のディスク内で、く時刻〉以降に作成/変更されたファイルだけを復元します。 

/M 復元先にあるファイルを見て、最後に BACKUP コマンドでバックアップしたあとに変更され 


たファイルだけを復元します。 

/N 指定した復元先のディスクのディレクトリに存在しないバックアップファイルだけを復元します。 
/D 復元は行わず、バックアップディスクのファイルのうち、くファイル名〉で指定されたファイル 
のリストを表示します。このスイッチを指定するときは必ず < d 2 : > を指定してください。 


く時刻〉とく日付〉の書式は、それぞれ TIME コマンド、 DATE コマンドと同じです。 


爆エラー レベル 

0 正常終了 

1 復元するバックアップファイルが見つからない 

3 ユーザー によって中止された 

4 エラー によって中止された 
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参照春アーカイブ属 
性— 「 ATTRIB コマン 
卜 , 」 


解 説 

RESTORE コマンドは、 BACKUP コマンドで作成されたバックアップファイ 
ルを、指定した固定ディスクドライブに復元するコマンドです。 

< dl :〉は、バックアップファイルが入ったフロッピィディスクドライブ名です。 
< d 2:> と〈パス名〉は、復元先の固定ディスクドライブ名およびパス名です。く d 2:> 
〈パス名〉が省略されると、カレントドライブのカレントディレクトリが既定 fit と 
なります。 

BACKUP コマンドで固定ディスクのファイルをバックアップすると、固定ディ 
スク上のそのファイルはアーカイブ属性がリセットされます。その後、更新された 
り新たに作成されたファイルにはアーカイブ属性がセットされます 。 RESTORE 
コマンドの / M スイッチは、復元先にあるファイルのアーカイブ属性を見て、セッ 
卜されているファイル（前回バックアップしたあとに更新されたファイル）に対して 
だけ復元します。したがって、バックアップした時点と同じ状態が復元されます。 

例：ドライブ B のバックアップディスクのバックアップファイルのうち、1993年 
10月3日以降のタイムスタンプを持つファイルだけを、ドライブ A のディレク 
トリ 、、¥ DOC 〃に復元する 


RESTORE B : A : ¥DOC¥ /A : 93-10-03 


注意 

• RESTORE コマンドは、 システムファイル （ IO.SYS 、 MSDOS.SYS 、 
COMMAND.COM など）も復元できます。ただし、 RESTORE コマン 
ドはディスク上にシステムファイルを書き込む位置に特別な注意を払って 
いないので、これらのシステムファイルを復元しても、そのディスクから 
MS-DOS を起動できないことがほとんどです。したがって、システムファ 
イルを含むバックアップディスクを復元するときは、 / P スイッチを併用し 
てシステムファイルを復元しないようにした方がよいでしょう。 

•パス名を指定した復元する場合は、パス名の最後に必ず''¥〃 を付けてくだ 
さい。 

• MS-DOS3.3D 以前の C0PY2 コマンド 機能は BACKUP コマンド および 
RESTORE コマン ドで代替可能です。 

• QBACKUP コマンドで作成されたバックアップファイルは 、 RESTORE 
コマンドでは復元できません。 


関連コマンド ► BACKUP 、 ATTRIB 、 DATE、TIME 
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RMDIR(RD) 


RMDIR(RD) 


--—- 

サブディレクトリを削除します。 


DE9 — 

RMDIR [ <d ： > ] くパス名〉 


參別表記 


解 説 

指定したサブディレクトリをディスクから削除します。 

例：カレントドライブのディレクトリ vv ¥ WORK ¥ TMP // を削除する 

RMDIR ¥WORK¥TMP 

注意 

• くパス名〉で指定したサブディレクトリが空でないとき（、ゾと '，以外のファ 
イルやディレクトリが存在するとき）は、削除できずにエラーになります。 
サブディレクトリを削除するときは、前もってそのディレクトリ内のファ 
イルやサブディレクトリを削除しておいてください。 

•カレントディレクトリは削除できません。それより上の階層のディレクト 
リから RMDIR コマンドを実行してください0 
籲ルートディレクトリは削除できません。 

関連コマンド ► MKDIR 、 CHDIR 、 RENDIR、DEL 
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SCANDISK 


外部コマンド 


ディスクの解析と修復を行います。 


--- - —— -- 

1) SCANDISK [[<d:>...] I/ALL] [/CHECKONLYI/AUTOFIX [/NOSAVE] I/CUSTOM] 
[/SURFACE] [/MONO] [/NOSUMMARY] 

2) SCANDISK くボリュー厶名〉 [/CHECKONLYl/AUTOFIX[/NOSAVE] I/CUSTOM] [/MONO] 
[/NOSUMMARY] 

3) SCANDISK /FRAGMENT[<d:>][ 〈パス〉 ] <フアイル名〉 

4) SCANDISK /UNDO [く d:> ] [/MONO] 


籲スイッチ 

/ALL 

すべての ローカル ドライブを対象にチヱ ック と修復を行います。 

/AUTOFIX 

メッセージを表示せずに、損傷の修復を行います。 /CHECKONLY や/ CUSTOM といっしょ 
に指定することはできません。 

/CHECKONLY 

エラーだけをチェックし、損傷の修復は行いません。 /AUTOFIX や/ CUSTOM といっしょに 
指定することはできません。 

/CUSTOM 

SCANDISK.INI の [Custom] セクションに記述されている設定を使って ScanDisk を実行し 
ます。 /AUTOFIX や/ CHECKONLY といっしよに指定することはできません。 

/MONO 

モノクロ ディス プレイ用に ScanDisk を 設定します。 

/NOSAVE 

検出された破損クラスタを削除するように指示します。必ず/ AUTOFIX と組み合わせて使い 
ます。 

/NOSUMMARY 

各ドライブのチヱックが終了したあと、チヱックの概要が画面に表示されないようにします。 

/SURFACE 

ドライブの他の領域をチェックしたあと、自動的にクラスタスキャンを実行します。 

/FRAGMENT 

フアイルの断片化をチェックします。 

/UNDO 

以前行った修復を元に戻します。 
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SCANDISK 


解説 

ScanDisk コマンドは指定したディスクの エラーを 調べ、その誤りを自動修復 
します。また、 DoubleSpace の CVF ファイルを 対象に エラ — を調べたり ファ 
イルの断片化を調べることもできます。 

また、 ScanDisk で行った修復を元に戻す こ ともできます。 このと きには ScanDisk 
で修復するときに UNDO ディスクを作成する必要があります。 UNDO ディスク 
には フォーマッ ト済みの フロッピィディ スクを 使い ま十 

ScanDisk では、次の領域がチヱックされ、問題のある箇所は修復されます. 

1) メディアディスクリプタ 

2) MS - DOS ファイルアロケーションテーブル （ fat ) 

3) ディレクトリツリーの構造 

4) ファイルシステムの構造（破損クラスタ、クロスリンクファイル） 

5) クラスタスキャン 

6) DoubleSpace で作成した CVF ファイルのボリュームへ ッ ダー 

7) DoubleSpace で作成した CVF ファイルの構造 

8) DoubleSpace で作成した CVF ファイルの圧縮構造 

9) DoubleSpace で作成した CVF ファイルのシグナチャ 
10) MS-DOS のブートセクタ 


ディスク全体のエラーを調べる場合には書式 1) を使用します。ドライブ名を省 
略すると現在のドライブをチェックします。 

ScanDisk を起動すると、ドライブが DoubleSpace で圧縮されていない場合に 
は上の1から4までがチェックされます。圧縮されていた場合にはホストドライ 
ブを先にチェックしたほうがよい旨のメッセージが表示されま十 

/NOSAVE を指定せずに/ AUTOF1X を指定して ScanDisk を起動し、ドラ 
イブ上に破損クラスタが検出されると、ドライブのルートディレクトリにファ 
イルとして自動的に保存されます。破損クラスタを保存せず削除したいときは、 
/NOSAVE を使います。 /AUTOFIX を指定し、 ScanDisk により エラーが 検出 
された 場合でも、 UNDO ディスク についてのメッセージは 表示されます、の 
メッセージを 表示しないようにするには、 /NOSUMMARY を使います。 

/SURFACE が指定されていると、ドライブの他の領域をチェックしたあと、 自 
動的に クラスタスキ ャンを実行します。圧縮され ていない ドライブの クラスタス 
キャンを行うと、 スキ ャンされるドライブのデータが確実に読み書きされるよう 
チェックされます。また、 DoubleSpace で 圧縮したドライブの クラスタスキャン 
を行うと、データの圧縮が確実に解除されるようチヱックされます。 

/SURFACE を指定しない場合には、ドライブのファイルシステムを対象と I 
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てチェックが終了すると、クラスタスキャンを行うかどうか確認するメッセージ 
が表示されます。 

/ SURFACE と/ CUSTOM の両方を指定すると、 SCANDISK . INI ファイルの 
[ Custom ] セクションに記述されている Surface の設定が無効になります 0 

取り付けられていない DoubleSpace の CVF ファイルを対象に エラーを チェッ 
クするときは書式 2) を使用します。〈ボリューム名〉にはホストドライブのドライ 
ブ名と CVF ファイルのファイル名を指定します。 

例：ホストドライフ•、が、ドライブ I の CVF ファイル DBLSPACE .000 をエラーチェッ 
クする 

SCANDISK l : DBLSPACE .000 

指定したファイルを対象に断片化をチヱックするときは、書式 3) を使用します。 

以前に行った修復を元の状態に戻すときは、書式 4) を使用します。ドライブ名 
には UNDO ディスクを入れたドライブを指定します。 

■ScanDisk を使用できるディスク 

ScanDisk では、次のドライブを対象に チェック が行われ、問題のある箇所は修 
復されます。 

• 固定ディスクドライブ 

• DoubleSpace で作成した圧縮ドライブ 
• フロッピィ ディスクドライブ 

• RAM ドラィブ 

• メモリカード 
• 光ディスク 

• 3.5 インチ光ディスク 

ScanDisk では、次のドライブを対象としたチェックや修復を行うことができま 
せん。 


• CD - ROM ドライブ 

• ネットワークドライブ 

• ASSIGN 、 SUBST、JOIN の各コマンドを使って作成した仮想ドライブ 

• MAXLINK-LITE を使って作成した仮想ドライブ 


■SCANDISK.INI 


SCANDISK.INI に書かれている内容によって ScanDisk の動作の規定値を設 
定することができます。また、 /CUSTOM を指定すると、 [ Custom ] セクション 
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SCANDISK 


に記述されている独自の設定を使って ScanDisk を実行します。バッチプロダラ 
ムから ScanDisk を実行するとき特に便利です。 

詳細は、 HELP コマンドで SCANDISK のヘルプを参照してください。 


注意 

• DOS シエル上および Windows の DOS プロンプトから ScanDisk を使用 
しないでください。 


関連コマンド ► CHKDSK、DBLSPACE 


MS—DOS 
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SEDIT 


外部コマンド 


- 

スクリーンエディタを起動します。 


- 

SEDIT [ <d ： > ] [ くパス名〉:][くフアイル名〉] 


♦スイッチ 

/ Hn ハードタブ幅を変更します （ n =2、 4、8 :初期値は8)。 

/Mn n 桁目の位置で折り返し表示をします （ n =16 〜128 :初期値は80)。 
/N 行番号を表示します。 

/C 桁ゲージを表示します。 


解 説 

MS - DOS に付属のスクリーンエディタを起動します。 

このエディタは、約 128 K バイトのファイルまで編集できます。 

詳しい使用方法は、第3部第2章「スクリーンエディタ SEDIT 」 および基本機 
能セツトの『ユーザーズ マニュアル』 を参照してください。 

を参照してください。 
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SELKKC 


SELKKC 


外部コマンド 


- 

使用する日本語入カシステムを選択します。 


- 

SELKKC [登録番号 I 登録名 I / S ] 


癱スイッチ 


/S 組み込まれている日本語入カシステムを、一覧表示します。 


解 説 

SELKKC コマンドは、 CONFIG.SYS または ADDDRV コマンドで組み込ま 
れた複数の日本語入カシステムから、 MS-DOS6.2 に対応した任意の日本語入力 
システムを選択するコマンドです。 

選択には、次の2つの方法があります。 

• 登録番号または登録名を直接指定する 

• パラメータを 指定しないで SELKKC コマンドを 起動し、表示された一覧より 
番号を入力する 


注意 

♦複数の日本語入カシステムを選択しながら使用するためには、使用する日本 
語入カシステムが MS-DOS6.2(KKCFUNC.SYS および SELKKC.EXE) 
に対応している必要があります。 

• AI かな漢字変換システムは、 MS-DOS6.2 に対応しています。 

• CONFIG.SYS で複数の日本語入カシステムを組み込んだ場合は、最後に 
組み込んだシステムが既定値になります。 


213 













第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


SET 


内部コマンド 


- 

環境変数を設定、表示または削除します。 


nsh- 

SET [ 〈環境変数名〉= [ く文字列〉]] 


解 説 

参照 • 環境変数崎第 環境変数とは、バッチファイルやアプリケーシヨンプログラムから参照できる 

^部 第5 章 5.4 「環境 変よう、 cOMMAND.COM が確保する特別なメモリ領域（環境エリア）に置く変数 
です。その内容（文字列）によってアプリケーションプログラムを制御したり、ア 
プリケーションプログラム間で情報をやり取りしたりできます。 

〈環境変数名〉と〈文字列〉を、、二〃でつないで SET コマンドを実行すると、〈環 
境変数名〉で指定した環境変数の値として〈文字列〉が設定されます。 

また、すべてのパラメータを省略して SET コマンドだけを実行すると、現在 
設定されている環境変数がすべて画面に表示されます。 

環境変数名のうち、 ''PATH" や 、、 PR0MPT" は COMMAND.COM が參照す 
る変数で、この内容によって外部コマンドの検索やプロンプトの表示を行ってい 
ます。 SET コマンドでこれらの内容を設定することができますが、 PATH コマ 
ンドや PROMPT コマンドで設定することもできます。 

また、 XXMSPEC "という変数は MS-DOS のシステムが参照する変数で、これ 
は COMMAND.COM を再口ードするときのパス名を示しています。 X0MSPEC" 
も SET コマンド で設定することができますが、 CONFIG.SYS の SHELL コマ 
ンドで設定することもできます。 

環境変数をバッチファイル内で利用するときは、変数名の両端を、、％〃 ではさん 
で指定します。たとえば、 

SET H 0 ME=A : ¥ W 0 RK 

というコマンドを実行しておき、 

CD % H 0 ME % 
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という内容のバッチファイルを実行すると、バッチファイル中の CD コマンドの 
パラメータ 1 H 0 ME %" は 、、、 A : ¥ W 0 RK " に置き換えられて実行されます。 












SET 


そのため、この場合は 


CD A : ¥WORK 


とバッチファイルに書いたのと同じことになります。 

子プロセスとして起動した COMMAND . COM には、親プロセスとしての COM 
MAND . COM の環境変数全部が渡されます。 

例：環境変数 edit にという文字列を設定する 

SET EDIT = WD 

例：上記の環境変数 EDIT を環境エリアから削除する 

SET EDIT= 


注意 

• VV SET PATH 二"で設定できるコマンド検索パスは、半角 （1 バイト）文 
字で118文字までです。 


関連コマンド ► PATH、PROMPT 


MS60S 
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SETUP 


外部コマンド 


機能 


アプリケーションプログラムを登録します。 


■ 0^1 

SETUP 


解 説 

アプリケーションの登録とは、 MS-DOS システムデイスタとアプリケーション 
プログラムの両方が入ったディスク（フロッピィディスクまたは固定ディスク）を 
作成することです。 

このディスクを使用すると、アプリケーションの起動が容易になります。 

操作方法については、『基本機能セット』『インストールガイド』を參照してくだ 
さい。 

* この コマン ドにはヘルプはありません。 


注意 

• SETUP コマンドは '' CHKFIL.EXE "、 ''SETUP2.EXE " を 内部から呼び 
出し使用します。 て : HKFIL.EXE" 、、 'SETUP2.EXE 〃 にコマンド 検索 パス 
が 設定されていなければなりません。 XHKFIL.EXE" 、 NN SETUP2.EXE ,/ 
は単独では起動しないでください。 
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SETVER 


SETVER 


外部コマンド 




MS-D0S6.2 以前のプログラムを実行できるように、バージョン番号を設定します。また、その設 
定を解除したり、登録されているバージョンテーブルの表示も行います。 


IMIfcJ- 


1) SETVER 

2) SETVER 

3) SETVER 


[<d ： >] [〈パス名〉] 
[<d ： >] [くパス名〉] 
[<d ： > ] [くパス名〉] 


くファイル名〉 
〈ファイル名〉 


n.nn 

/DELETE [/QUIET] 


.スイッチ 

[く d : >] [くパス名〉] 

SETYER . EXE ファイルのパス名です。 

/DELETE (または/ D) 

指定した実行ファイルをバージョンテーブルから削除します。 

/QUIET (または/ Q) 

バージョンテーブルからエントリを削除している間、通常表示されるメッセージを表示しない 
ようにします。 


>エラーレベル 

0 正常終了 

1 スイッチの指定が違う 

2 指定したファイルが見つからない 

3 メモリが足りない 

4 バージョン の指定が違う 

5 指定したファイルがバージョンテーブルに存在しない 

6 MS - DOS のシステムファイルが見つからない 

7 ドライブの指定が違う 

8 コマンドラインのパラメータが 長すぎる 

9 パラメータの 指定に誤りがある 

10 MS-DOS のシステムファイルが読み込めない 

11 バージョン テーブルが 正しく ない 

12 バージ ョ ン テーブルをサポートしていない 

13 バージ ョ ンテーブルに 空きがない 

14 MS - DOS のシステムファイルを書き込めない 


MS 6 OS 
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解 説 

プログラムの中には、実行時に MS-DOS のバージョンを調べ、それが合わな 
いときには実行できないものがあります。こうしたプログラムに対応するために、 
MS-DOS6.2 では''バージョンテーブル"というものを用意しました。これは、プ 
ログラム名とそれが実できる MS-DOS のバージョン番号を表形式で並べたも 
のです。これによって、異なるバージョンでしか動作しないプログラムも実行で 
きるようになります。 

すべての パラメータを 省略した場合は、現在設定されている バージョンテープ 
ルを表示します。 

バージョン テーブルを設定するときは、その〈ファイル名〉と 〈バージョン 番 
号〉を記述します。 くバージョン 番号〉は、 Vnn 〃の形式で記述します。通常は 
SETVER.EXE ファイルのパス名は指定しません。 

例： ''MYPLOG.EXE" をパ、ージョン 3.30 に設定し、それを SETVER.EXE ファ 
イルに書き込む 


SETVER MYPLOG.EXE 3.30 

例： v 'MYPLOG.EXE // をバージョンテーブルから削除する 

SETVER MYPLOG.EXE /D 


注意 

• SETVER コマンドを使用するには、 CONFIG.SYS で ''SETVER.EXE" 
をデバイスドライバとして指定しておかなければなりません。 

•変更したバージョンテーブルは、システムを再起動しないと有効になりま 
せん。 
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SHARE 


SHARE 


外部コマンド 




ネットワーク上で、ファイルを共有したりロックしたりします。 




1) SHARE [/F :〈ファイルスペース 〉] [/L : くロック数〉] 

2) SHARE [/ R ] 

_スイツチ 

/F : くファイルスペース〉 

ファイルの共有に関する情報を記録するためのファイルスペースをバイト数で割り当てます。 
くファイルスペース〉は、オープンされる1つのファイルにつき、絶対パス名の文字数+11バイ 
卜が最低必要です。既定値は2048です。 

/L : く ロック数〉 

ロックする領域の数を指定します。既定値は20です。 

/R メモリ中に常駐している SHARE コマンドの常駐部分を解除します。 


解 説 

SHARE コマンドは、ネットワーク上でファイルを共有したりファイルをロッ 
ク（占有）したりするためのさまざまな設定を行うコマンドです。このコマンドは、 
一度実行するとメモリに常駐して、ファイルのアクセスを管理します。 / R スイッ 
チを付けて実行すると常駐部分を解除します。 

このコマンドはコマンドラインからも実行できますが、 CONFIG . SYS の IN 
STALL コマンドを使って、次のように組み込むこともできます。 

INSTALL : [ く d : >] [くパス名〉] SHARE.EXE [/F : くファイルスペース〉] 
[/L : く ロック数〉] 

ただし INSTALL 二で常駐させた場合は、 / R スイッチで常駐部分を解除する 
ことはできません。 


関連コマンド ► INSTALL ( CONFIG.SYS のコマンド） 


MS-DOS 
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SMARTDRV 


外部コマンド 


- 

ディスクキャッシュプログラム SMARTDrive を設定し、ディスクの読み書きを高速化します。 


SMARTDRV [/ X ] [[く d >[+ 卜]]…] [/ U ] [/ Cl / R ] [/ F |/ N ] [/ L ] [/ VI / QI / S ] [〈初期キャッ 
シュサイズ〉 [< Win キャッシュサイズ〉]] [/ E : く基本サイズ〉] [/ B : くバッファサイズ〉] 


•スィッチ 

く d > + 

ドライブく d > で読み込みキャッシュ、書き込みキャッシュともに有効にします。 

< d >- 

ドライブ < d > で読み込みキャッシュ、書き込みキャッシュともに無効にします。 

/X すべてのドライブで書き込み時のキャッシュが働かないようにします。 

/(J CD-ROM が’接続されていても、 CD-ROM のキャッシュを行うモジュールを読み込まないよう 

にします。起動時にしか指定できません。 

/C すべてのキャッシュ情報をメモリからキャッシュされたディスクに書き込みます。 

/R すべてのキャッシュ情報をメモリから消去し、 SMARTDrive を再起動します。 

/F スイッチによるコマンドの実行が完了した時点で、キャッシュ情報を書き込みます。ほかに書 

き込みに関する指定がないときは、このスイッチが自動的に設定されます。 

/N システムが待機状態になっているときに、キャッシュ情報を書き込みます。 

/L UMB が使用可能な場合でもコンベンショナルメモリに SMARTDrive をロードします。起動 
時にしか指定できません。 

/V SMARTDrive が 起動するとき ステータスメッセージとエラー メ ッセージを 表示します。 /Q と 

同時に指定はできません。また、起動時にしか指定できません。 

/Q SMARTDrive が起動するときステータスメッセージを表示しません。/ V と同時に指定はでき 

ません。 

/S SMARTDrive の実行状態についての詳細な情報を表示します。 

/ E : く基本サイズ〉 

SMARTDrive が一度に転送する情報量を、く基本サイズ〉に1024、2048、4096、8192のいず 
れかで指定します。単位はバイトです。指定しない場合は8192となります。起動時にしか指定 
できません。 

/ B : 〈バッファサイズ〉 

先読みバッファのサイズを指定します。〈基本サイズ〉の倍数の値が指定できます。起動時にし 
か指定できません。 
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SMARTDRV 


参照 籲デイスクキヤッシ 
ュ ■♦第 4 部第 4 章「メモ 

リ j 


解 説 

SMARTDrive は、 XMS または EMS メモリを持つシステムのためのディス 
クキャッシュ用のデバイスドライバです。ディスクキャッシュを使用すると、ディ 
スク操作の処理速度がかなり向上します。 

ドライブ名を指定しないと、フロッピィディスクドライブ、 CD - ROM ドライ 
ブ、 MAXLINK - LITE を使って作成した仮想ドライブでは、読み込みキャッシュ 
は行われ、書き込みキャッシュは行われません。固定ディスクドライブでは、読 
み込みと書き込み両方のキャッシュがイ亍われます.また、ネットワークドライブで 
は、キャッシュが行われません。 

ドライブ名を指定することにより、各ドライブに対して個別の SMARTDrive 
の設定を行うことができます。ドライブ名のみを指定すると、読み込みキャッシュ 
のみが有効になり、書き込みキャッシュは無効になります。 


例：ドライブ A を書き込み読み込みキャッシュ、ドライブ B を読み込みキャッシュ、 
ドライブ C をキャッシュしない 

SMARTDRV A + B C - 

く初期キャッシュサイズ〉には、 Windows が起動されていないときのキャッシュ 
のサイズを K バイト単位で指定します。一般にキャッシュサイズを大きくするほ 
ど、ディスクから情報を読み込む頻度が低くなり、結果的にシステムの処理速度が 
向上します。 〈 Win キャッシュサイズ〉には Windows が起動しているときのキャッ 
シュのサイズを指定します。 

く初期キャッシュサイズ〉に指定した値がく Win キャッシュサイズ〉に指定した値 
よりも小さい場合、く初期キャッシュサイズ〉は 〈 Win キャッシュサイズ〉と同じサ 
イズに設定されます。 

〈初期キャッシュサイズ〉と 〈 Win キャッシュサイズ〉を指定しなかった場合、使 
用可能な拡張メモリの量によって以下の表のように設定されます。 


拡張メモリ 

初期キャッシュサイズ 

Win キヤ ツ シユサイズ 

1 M バイトまで 

拡張メモリ全部 

0 ( キヤツシュはオフ） 

2 M バイトまで 

0.5 M バイト 

256 K バイト 

4 M バイトまで 

1 M バイト 

512 K バイト 

6 M バイトまで 

2 M バイト 

1 M バイト 

6 M バイト以上 

2 M バイト 

2 M バイト 


SMARTDrive 起動後に SMARTDRV コマンドを使用すると現在の状態を表 
示します。 


MS-DOS 
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通常ディスクキャッシュの設定はコマンドとして行います。しかし SCSI インタ 
フェースの固定ディスクの中には、 SMARTDRV コマンドをコマンドラインから 
使用しただけでは正常に動作しないものがあります。 

このような場合には CONFIG . SYS の中でダブルバッファリング機能を指定す 
る必要があります。 

ダブルバッファリング機能については、本部第5章 「 SMARTDRV . EXE 」 を参 
照してください。 


注意 

• Windows を起動したあとで、 SMARTDRV を実行することはできません。 
♦コンピュータをリセットしたり、電源を切ったりするときには、 

SMARTDrive がすべてのキャッシュ情報をディスクに書き込んだかどう 
かを確認してください。確実に書き込むには "SMARTDRV / C 〃 を実行 
して〈ださい。 

• CD - ROM ドライブをキャッシュしたいときは、 SMARTDRV よりも前に 
MSCDEX をロードしてください。 


関連コマンド ► SMARTDRV.EXE (デバイスドライバ) 
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SORT 


SORT 


外部コマンド 


- 

標準入力やファイルからデータ（文字列）を読み込み、各行を文字コード順にソートして標準出力や 
ファイルに出力します。 


- 

SORT [/ R ] [/+ n ] 


籲スイッチ 

/R 逆順に（文字コードの大きい方を先頭に、小さい方を末尾にして）ソートします。 

/+n 入力されたデータの n 桁目以降をソートの対象にします。 

解 説 

SORT コマンドは、人力されたデータを行単位でソートするフィルタコマンド 
で、パイプ機能やリダイレクト機能とともに利用されます。 

例： DBC . TXT というファイルの内容をコード川頁にソートして、 ABC . TXT に 
書き込む 

SORT < DBC.TXT > ABC.TXT 

例： DIR コマンドの出力を14桁目（ファイルの大きさを示す桁）からソートして 
画面に表示する 


DIR I SORT /+14 


これによって、ファイル容量の小さい順に表示することができます。 

注意 

春ソートできるデータは最大65278バイトです。 

•ここでいうコード順とは、1バイト文字は ASCII コード順、2バイト文字 
はシフト JIS コード順です。ただし、1バイト文字の英小文字 （ a ~ z ) は英 
大文字 （ A 〜 Z ) とみなして処理されます。 


関連コマンド ► MORE、FIND 
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SPEED 


外部コマンド 


機能 


RS -232 C インタフェースに対するパラメータの設定とその起動を行います。 


SPEED [〈ポート番号〉[〈パラメータ〉]] 


解 説 

ぐポート番号〉で指定した RS -232 C インタフェースの〈パラメータ〉を設定し、 
初期化/起動します。〈ポート番号〉は、次のように指定します。 

RS 232 C -0 (または R 0) ……標準 RS -232 C インタフェース 
RS 232 C -1 (または R 1) …… RS -232 C インタフェース拡張ポート1 
RS 232 C -2 (または R 2) …… RS -232 C インタフェース拡張ポート2 

RS 232 C -1、 RS 232 C -2 は、第2、第3回線用の拡張インタフェースボードをコ 
ンピュータ本体に実装した場合のみ、パラメータを設定することができます。 

SPEED コマンドには、コマンドラインで指定する方法と、メニューで設定す 
る方法とがあります。すべてのパラメータを省略すると、メニューが表示されま 
す。次に、それぞれの操作方法を説明します。 

■コマンドラインによる操作 

〈ハ。 ラメータ > は、指定した く ポート番号 > の RS -232 C インタフヱースの動作条 
件を設定するもので、ボーレイト、キャラクタ長、パリティチェック、ストッフ。 
ビット 、X パラメータの各項目を指定します。各パラメータは1個以上の空白で 
区切って指定し、各項目の順序は任意です。 

〈パラメータ〉の各項目はいずれも省略できます。省略したパラメータの値は、 
メモリスイッチで設定されている値が既定値になります。メモリスイッチには、 
標準 RS -232 C インタフヱースに関する情報しか格納されていませんが 、 SPEED 
コマンド のくパラメータ〉を省略したときには、拡張ポート1、2の既定値もメモ 
リスイッチの値:になります。 

各パラメータの指定は次のとおりです。 
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SPEED 


•ポーレイト 

そのポートで使用するボーレイト（データ転送速度)を BPS 単位 (= BitPerSecond ) 
で設定します。次のうちから1つを選んでください。 

19200、9600、4800、2400、1200、600、300、150、75 


• キャラクタ長 

転送データのビット数を設定します。次のいずれかを指定してください。 

BITS -8( または B 8). データを8ビット長とする 

BITS -7 ( または B 7). データを 7 ビット長とする 

•パリティチェック 

転送データのパリティチェックの有無とその方法を設定します。次のうち1つ 
を指定してください。 

PARITY-NONE (または PN ). パリティチェックを行わない 

PARITY-EVEN (または PE ). 偶数パリティでチェックを行う 

PARITY-ODD (または P 0). 奇数パリティでチェックを行う 

• ストップビット数 

転送データの終了を表すビット数を設定します。次のいずれかを指定してくだ 
さい0 


ST 0 P -1 (または S 1). ストップビットを1ビット長とする 

ST 0 P -2 (または S 2). ストップビットを2ビット長とする 


• X パラメータ 

XON/XOFF 制御をするかどうかを設定します。次のいずれかを指定してくだ 
さい0 


X 0 N (または XN ) . XON/XOFF の制御を行う 

NONE (または NE ) . XON/XOFF の制御をわない 


例：標準 RS -232 C インタフェース（ポート RS - 2320 0) を、ボーレイト9600 bps 、 
キャラクタ長8ビット、パリティチェックなし、ストップビット数1、 X パラメー 
夕なしで初期設定し、インタフェースを起動する 

SPEED RS 232 C -0 9600 BITS -8 PARITY-NONE STOP -1 NONE 

または 


SPEED R 0 9600 B 8 PN SI NE 
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■メニューによる操作 

すべてのパラメータを省略して、 、、 SPEED " と入力すると、次のようなメニュー 
画面が表示されます。 



カーソル キーで反転表示が動きますので、選びたい選択肢の上に重ねてリター 
ンキーを押し、操作してください。ここで、設定するポート番号を選択すると、 
画面は次のようになります。 


SPEED コマンド 
RS 232 C -0 


Uer. X.XX 

- Copyr i.ght (C) NEC Corporat ion 


EaBBsvam 

9600 

キャラクタ長 

8ビ、ット 

パリティチェック 

がリティ無 

ストッブビット数 

1ヒ、卜 

X パラメータ 

有 

設定終了 



2 フレイト（データ転送の速度 (BPS)) 兔指定してください 
专印キー （T •土•卜ご —） で項目を選択し、リターンキーを押してください 
( ESC キーを押すと処理を中止し、、の両而に昆ります) 

~ ‘―…— -- ggy …一 


75150 300 600 1200 2400 4800 


19200 


ここで、必要なパラメータを設定してください。 

RS -232 C パラメータのうち 、 SPEED コマン ドのパラメータで指定されないも 
のは次のように扱われます。 
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SPEED 


• 8251 Mode Instruction 関連 

ポーレイト . X16 または X64 


• 8251 Command Instruction 関連 
RTS (Request To Send) … ON 

ER (Error Reset ) … ON 

RXE (Receiver Enable ) … ON 

TXEN (Transmitter Enable) … ON 

注意 

• SPEED コマンドで RS -232 C インタフェースを起動/利用するときは、 
MS - DOS システ厶に RS -232 C デバイスドライバ （ RSDRV . SYS ) が組み 
込まれていなければなりません。 

•デバイス名 AUX、COPYA コマンド などを利用するときは、まず この 
SPEED コマンドで RS -232 C インタフヱースを初期化/起動 しなければ 
なりません。 

• RS -232 C インタフェース拡張ポート（1、 2) のボーレイトは各ボード上のス 
イ ッ チで設定するので 、 SPEED コマン ドのパラメータとしてのボーレイ 
卜指定は意味がありません（エラーとなります）。また、拡張ポートのボー 
レイト設定時には、同期モードは必ず'' X 16" としてください。 

•ボーレイトを19200に設定するためにはコンピュータ本体で19200のボー 
レイトがサポートされている必要があります。 

関連コマンド ► SWITCH 
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SUBST 


外部コマンド 


- 

パス名を仮想ドライブ名に置き換えます0 


BO- 

1) SUBST [< dl :> [く d 2 : >] くパス名〉] 

2) SUBST く dl :> /D 


•スイッチ 

/D パス名の置き換えを解除します0 


解 説 

くパス名〉で指定したディレクトリを、 < dl : > で指定した仮想ドライブ名で参照 
できるようにします。 

SUBST コマンド実行後はデイレクトリを、ドライブ名で參照できるようにな 
ります。長いパス名を打ち込まないでも、ドライブ名でこのディレクトリを操作 
できるわけです。もちろん、これまでとおりパス名でも参照できます。 

パラメータを省略して 、' SUBST " とだけ入力すると、これまでに置き換えたパ 
ス名と仮想ドライブ名の関係を画面に表示します。 

例 J :: ¥ USR ¥ SATO ¥ DOC 〃 をドライフ '、 Z で参照で、きるようにする 

SUBST Z : B : ¥ USR ¥ SATO¥DOC 

例：上記の設定を解除する 

SUBST Z : /D 
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SUBST 


注意 

• 仮想ドライブ名に、実際に接続されているドライブ名を指定することもで 
きます。しかし、以降 / D スイッチで置き換えを解除するまで、そのドライ 
ブは本来の名前で参照できなくなります。 

•仮想ドライブとして実際に接続されてはいないドライブ名を利用するとき 
は、 CONFIG . SYS の LASTDRIVE コマンドで最大ドライブ数を定義し 
ておかなければなりません。このような場合に LASTDRIVE の指定がな 
いと、 SUBST コマンドはエラーになります。 

•仮想ドライブ名に対して、物理的にドライブにアクセスするようなコマン 
ド ( FORMAT コマンドや DISKCOPY コマンドなど）は利用できません。 

関連コマンド ► ASSIGN、JOIN 


MS 6 OS 
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SWITCH 



メモリスイッチの内容を変更/表示します。 


外部コマンド 



• ノーマル モー ドのとき 

SWITCH [[〈 RS 232 C -0 [く パラメータ 1 >]>] [〈PRINTER [く パラメータ 2 > ]>][〈MEMORY 
[〈パラメータ3>]>] [〈COLOR [〈パラメータ4>]>] [< NDP 1 [くパラメータ5>]>] [く BOOT [くパ 
ラメータ6>]>] [く NDP 2 [〈パラメータ7>]>]] 

• ハイレゾリ ユー シヨン モー ドのとき 

SWITCH [[〈 RS 232 C -0 [〈パラメータ1 >]>] [〈PRINTER [〈パラメータ2 > ]>][〈MEMORY 
[く パラメータ 3>]>] [く COLOR [く パラメータ 4>]>] [く NDP [く パラメータ 5>]>]] 

各〈パラメータ〉は [] でく くります。 


解 説 

SWITCH コマンドは、指定されたメモリスイッチの内容を変更するコマンド 
です。 

MS - DOS は、起動時にメモリスイッチの内容を参照し、その設定に応じてさ 
まざまなコマンドの既定#;を決めます。したがって、システムを拡張するような 
増設機器を購入したとき、メモリを増設したとき 、 NDP (数#:演算プロセッサ）を 
搭載したときなどは、必ずこの SWITCH コマンドでメモリスイッチの内容を変 
更してください。 

メモリスイッチとは、システムが内部に持っている、外部電源を必要としない 
特別なメモリ領域に置かれたスイッチです。本来これは MS - DOS とは無関係な、 
PC - 9800シリーズのコンピュータ本体に固有のものです。 PC -9800 シリーズ用 
MS - DOS ではこの SWITCH コマンドで、メモリスイッチの内容を參照したり 
変更したりします。 

いったん設定したメモリスイッチの内容は、ディップスイッチ SW 2-5 を OFF 
にすると出荷時の状態に戻ります。 

SWITCH コマンドには、コマンドラインから指定する方法と、メニュー画面 
で操作する方法とがあります。コマンドラインでパラメータを指定すると、メモ 
リスイッチを変更して終了します。すべてのパラメータを省略して SWITCH " 
とだけ入力するとメニュー画面が表示され、この画面上でハ。ラメータを変更でき 
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SWITCH 


ます。 

これ以降は、コマンドラインからの操作、メニュー画面からの操作に分けて解 
説します。 

■コマンドラインによる操作 

各〈パラメータ〉は、キーワードと設定する値の組み合わせから構成されていま 
す（下表）。キーワードには短縮形があり、どちらを用いてもかまいません。 


キーワード 

() 内は短縮形 

内容 

PC - 9800シリーズ 

PC - H 98 

98 N 0 TE 

H 

N 

H 

N 

N 

RS 232 C -0( R 0) 

標準の RS -232 C イ 
ンターフェイスの設 
定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PRINTER ( PR ) 

プリンタに関する設 
定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

MEMORY ( MY ) 

メインメモリのサイ 
ズ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

COLOR ( CR ) 

ディスプレイの表示 
文字属性の既定値 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

NDP ( NP ) 

数値データプロセツ 
サの接続の有無 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

NDP 1 (N 1) 

数 f 直データプロセツ 
サ1の接続の有無 

X 

X 

BOOT ( BT ) 

システムを起動する 
ディスクドライブ 

X 

〇 

X 

△ 

A 

NDP 2 ( N 2) 

数値データプロセツ 
サ 2 の接続の有無 

X 

〇 

X 

〇 

X 


〇…設定可能 X …設定不可 △•••?(> 9800 xx 、 PC -98 xx と設定内容が異なる 

H …ハイレゾリューシヨンモード N …ノ ーマルモード 


指定できるパラメータは、機種（画面モード）によって異なります。また、パラ 
メータは1個以上の空白で区切らなければなりません。以降では、各パラメータ 
に設定できる値について解説します。 

⑴ RS 232 C -0( RO ) 

RS 232 C -0 は標準 RS -232 C インタフェースに関する設定で、 SPEED コマンド 
と同様に次のようなパラメータがあります。 

ここで設定したメモリスイッチの内容は、 SPEED コマンドの各ポートの既定 
値になります。 SWITCH コマンドでは RS 232 C -0、 すなわち標準 RS -232 C イン 
タフェースの設定しかできませんが、 SPEED コマンドでは拡張ポートの初期値 
としてもこの値が使われます。 

•ポーレイト 

そのポートで使用するデータ転送速度を BPS 単位（二 Bit Per Second ) で設定 
します。次のうちから1つを選んでください。 


MS 6 OS 
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19200、9600、4800、2400、1200、600、300、150、75 


•キャラクタ長 

転送データのビット数を設定します。次のいずれかを指定してください。 

BITS -8( または B 8) . データを8ビット長とする 

BITS -7( または B 7) . データを7ビット長とする 

• パリティチェック 

転送データのパリティチヱックの有無とその方法を設定します。次のうちから 
1つを指定してください。 


PARITY-NONE (または PN ) . パリティチェックを行わない 

PARITY-EVEN (または PE ) . 偶数パリティでチェックを行う 

PARITY-ODD (または P 0) . 奇数パリティでチェックを行う 

•ストップビット数 

転送データの終了を表すビット数を設定します。次のいずれかを指定してくだ 
さい 。 

ST 0 P -1 (または S 1) . ストップビットを 1 ビットとする 

ST 0 P -2( または S 2) . ストップビットを2ビットとする 


• X パラメータ 

XON / XOFF 制御をするかどうかを設定します。次のいずれかを指定してくだ 
さい0 


X 0 N …… XON / XOFF の制御を行う 
NONE …… XON / XOFF の制御を行わない 


(2) PRINTER ( PR ) 

PRINTER のパラメータには次のようなものがあります。 


• プリンタタイプ 

使用するプリンタが24ドット系か16ドット系かを指定します。 

CEN 24 . 24ドット系プリンタを使用する 

CEN 16 . 16ドット系プリンタを使用する 

• ANK (1 バイト系文字）と漢字の印字サイズ比率 

印字サイズの比率を指定します。 
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D 0 TSP 0 N (または DN ) 


ANK 文字と漢字の比率を1:2とする 














SWITCH 


DOTSPOFF (または DF ) . ANK 文字と漢字の比率を 1:1.5 とする 

(3) MEMORY ( MY ) 

コンベンショナルメモリのサイズを指定します。ハ。ラメータには次のうちいず 
れかを指定します。 

128 K (または 128) 

256 K (または 256) 

384 K (または 384) 

512 K (または 512) 

640 K (または 640) 

768 K (または 768). ハイレゾリューションモードのみ 

⑷ COLOR ( CR ) 

ディスプレイの文字色の既定値を指定します。 

WHITE (または WE ). 文字を白で表示 

GREEN (または GN ). 文字を緑で表示 

(5) NDP 1/ NDP ( N 1/ NP ) 

NDP 1 (ノーマルモードの場合） / NDP (ハイレゾリューションモードの場合）は、 
数値データプロセッサ （ NDP 1 は V 30 対応のデータプロセッサ）の接続の有無と 
動作クロックを指定します。 

• 接続の有無 


YES (または Y ). 数値データプロセッザを接続する 

N 0 (または N ). 数値データプロセッサを接続しない 


•クロック周波数 （ NDP 1 のみ設定可） 

10 .10 MHz で使用 

8 . 8 MHz で使用 

5 . 5 MHz で使用 

⑹ BOOT ( BT ) 

システムを起動するディスクドライブを、次のうちから指定します。 ノーマル 
モードでしか指定できません。 


STD (または SD ). システムで定めた順にディスクドライブを検 

索し、システムディスクが揷入されているディ 
スクから起動します。システムの既定値です。 
1 MFD . 1 M バイトタイブフロッピィディスク （2 HD ) か 
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640 KBFD 


HD 1 (または H 1) (*1) ••• 
HD 2 (または H 2) (*1) ••• 
SCSIHD (または SHD ) … 

ODISK (または 0 D ). 


らのみシステムを起動します。 

640 K バイトタイプフロッピィディスク (2 DD ) 
からのみシステムを起動します。 

1台目の固定ディスクから起動します。 

2台目の固定ディスタから起動します。 

SCSI インタフェースの固定ディスクからのみ 
システムを起動します（*2)。 

光ディスクからのみシステムを起動します（*2)。 


(*1)... PC - H 98 での HD 1、 HD 2 の意味はそれぞれ次の表のとおりです。 


専用内蔵固定ディスク 

HD1 

HD2 

なし 

PC -9801-27 経由の固定デ 

イスク（ユニット 1) 

PC -9801-27 経由の固定デ 

イスク（ユニット 2) 

40 M バイトタイプ 

専用内蔵固定ディスク（増設 
固定ディスク含む） 

— 

PC -9801-27 経由の固定デ 
イスク 

専用内蔵固定ディスク（*3) 
(増設固定ディスク含む） 

100 M バイトタイプ 

PC -9801-27 経由の固定デ 
イスク 

専用固定ディスク 


(*2)… SCSI インタフェース固定ディスク、光ディスクは、1台目のみ指定可能 
です。2台目以降は、起動メニューで指定します。 

(*3)…マニュアルセットアップのオプションボード構成の変更において'、拡張" 
モードを設定した場合、専用内蔵固定ディスクは 、' HD 2〃 の指定となり 
ます。 


(7) NDP 2( N 2) 

ノーマルモードでの数値データプロセッサ2 (8086、80286、386 SX 、 486 SX 対 
応）の接続の有無を指定します。ノーマルモードでしか指定できません。 


YES (または Y ). 数値データプロセッサを接続する 

N 0 (または N ). 数イ直データプロセッサを接続しない 


例：標準 RS -232 C インタフェースに関するパラメータを 1 ボーレイト9600 bps 、 
データ長8ビット（そのほかは既定値）」に、コンベンショナルメモリ容量を 640 K 
バイトに、ディスプレイの文字色を白に、設定する 

SWITCH RS 232 C -0[9600 BITS -8] MEMORY [640 K ] 

COLOR [ WHITE ] 

または 
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SWITCH R 0[9600 B 8] MY [640] CR [ WE ] 














SWITCH 


■ メニュー画面による操作 

すべてのハ。ラメータを省略して、、 SWITCH " と入力すると、次のようなメニュー 
画面が表示されます。 


SWITCH コマンド 

Uer. K.XX 




• - 一 一 - I.'opyt' ! ght f X) NEC Corp^rat ion； 

(現在の設定値〕 

: 娜•觀 - 


9600 ホ、、- 8ビ、ットがリティ無 ストッフ。ビ、ット1 

败ラ㈣ 有 

ブリンタ 

24 ドット系 

ANK,/ 漢字 =1，2 


メモリサイズ (KB) 

640 



画面表示属性 

白 



数値データプロセッサ 

無 



BOOT 装置 

標準 



数値データプロ iz ッサ 2 

有 



終了 




リターンキーを押すとサブメニユ 

一を表示します 


(ESC キーを押すと処理を中止することができます） 


1 





カーソルキーで反転表示が動きますので、選びたい選択肢の上に重ねてリター 
ンキーを押し、操作してください0 

注意 

• メモリスイッチを変更したあとは、リセットしてシステムを再起動してく 
ださい。そうしないと、メモリスイッチの内容が有効になりません。ただ 
し、「プリンタ」に関する設定のうち、 ANK と漢字の印字比率はメモリス 
イッチに対する設定ではありません。そのため、これだけはリセットする 
と無効になるので、注意してください。 

參リセットする際は必ず本体のデイップスイッチ SW 2-5 を ON にしてくだ 
さい。 

• メモリスイ ツチの 中には、画面モード （ハイ レゾリュー シヨン モードと ノー 
マルモード）によっては指定できないものがあります。 

•ハイレゾリューシヨンモードとノーマルモードの両方を持つ機種では、そ 
れぞれのモードで別々にメモリスイッチを設定してください。 

籲ボーレ イトを19200に設定するためにはコンピュータ本体で19200のボー 
レイトがサポートされている必要があります。 

関連コマンド ► SPEED 


MS 6 OS 
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SYMDEB 


外部コマンド 


- 

シンボリックデバッガです。 


- 

SYMDEB [くシンボルフアイル名〉] [ くデバッグフアイル名〉[く引数リスト〉]] 



詳細は、 『プログラム 開発 ツール マニュアル』 を参照してください。 
* このコマン ドにはヘルプはありません。 
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SYS 


SYS 


外部コマンド 


Mmfm- 


システムファイル （IO.SYS と MSDOS.SYS) と COMMAND.COM そして圧縮ドライブへのアクセス 
を可能にする DBLSPACE.BIN を、指定したドライブにコピーします。 




SYS [<dl ： >] <62 : > [/〇] 


.スイッチ 

/〇 システムフアイルだけをコピーします （ COMMAND.COM はコピーしません）。 


解 


説 


く d 2:> で指定したドライブのディスクに、く dl :> で指定したドライブにあるシステ 
ムファイル ( IO.SYS と MSDOS . SYS ) と COMMAND . COM 、 DBLSPACE.BIN 
を、この順にコピーします。 〈dl : > を省略した場合は、カレントドライブのルー 
トディレクトリからコピーします。 

/〇スイッチを指定すると、 COMMAND . COM はコピーしません。 

圧縮ドライブ上では SYS コマンドは動作しません。ドライブ A が圧縮されてい 
て、このドライブを含む固定ディスクを起動可能な状態にしたいときは、 SYS コ 
マンドを使って、ドライブ A のホストドライブにファイルを転送する必要がありま 
す。どのドライブ5^、ドライブ A のホストドライブになっているかは 、 DBLSPACE 
コマンドに VINFCT スイッチを指定して調べます。 

例：ドライブ A にあるシステムファイルと COMMAND . COM 、 DBLSPACE.BIN 

をドライブ B にコピーする 


SYS A ： B : 


MS 丨 DOS 
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注意 

春受け側のディスク < d 2:> には、 FAT の先頭から連続で 66 K バイトの空き 
があるか、またはシステムファイルが存在しているかのどちらかでなけれ 
ばなりません。 

參受け側のディスク < d 2 : > のルートディレクトリは4個以上のファイルが書 
き込み可能になっている必要があります。 

• SYS コマンドは、 ASSIGN 、 JOIN または SUBST コマンドによって割 
り当てられたドライブでは機能しません。また SYS コマンドは、ネット 
ワークドライブまたは MAXLNK - LITE によって割り当てられたドライ 
ブでも機能しません。 


関連コマンド ►FORMAT 
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TIME 


TIME 


内部コマンド 




システムが管理する時刻を表示/設定します。 


TIME [く hh > [: < mm > [ : < ss > ]]] 


解 説 

コンピュータ本体が内蔵して いる システム時計の時刻を表示したり、設定します。 
システムが管理する時計の時刻は、ファイルを作成/更新したときに ディレク 
トリに記録されます。また、 BACKUP コマンドなど、システムの時計の時刻の 
情報を参照するコマンドもありますので正しい時刻を設定してください。 

X 'TIME "とだけ入力すると、 

現在の時刻は く hh > : < mm > : く ss >.〈 cc > です. 

時刻を入力してください： ■ 

のように、システム時計が現在保持している時刻が表示されます。 ここで、 時刻 
を変更する必要がなければそのままリターンキーを押してください。変更する必 
要があるときは、時、分、秒をこの順でコロン （ ： ） で 区切りながら、数字で入力 
します。各数字の範囲は次のとおりです。 

く hh > . 00-23 m 

く mm > . 00〜59 (分） 

く ss > . 00〜59 (秒） 

く cc > . 00(固定) 

TIME コマンドの パラメータ として、コマンドラインに <hh>、<mm>, <ss> 
をコロン （ ： ） で区切って指定する方法もあります。 

いずれの方法でも、く hh> だけ、あるいはく hh> : 〈mm> だけを入力することも 
できます。 


MS-DOS は起動時に、自動的に DATE コマンド、 TIME コマン ドを 続けて 
実行して、システム時計の日付と時刻を確認させます。ただし、 MS-DOS を起 
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動したディスクに AUTOEXEC . BAT がある場合は実行しません。したがって、 
MS - DOS の起動時に時刻を確認したい場合は、 AUTOEXEC . BAT にこのコマ 
ンドを指定しておくとよいでしょう。 

例：時刻を8時20分に変更する 

TIME 8 : 20 
関連コマンド _DATE 
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TREE 


TREE 


外部コマンド 




指定されたドライブにあるディレクトリの名前を表示します。スイッチの指定によっては、各ディ 
レクトリに含まれるファイル名も表示します。 




TREE [く d : >] [くパス名〉] [/ A ] [/ F ] 


_スイツチ 

/A グラフィック文字を使わず、キャラクタを組み合わせてツリー構造を図示します。表示が速く 

なります。 

/F デイレクトリ名だけでなく、各デイレクトリに含まれているファイル名も表示します。 


解 説 

<d : >で指定されたドライブのボリューム名、全ディレクトリのディレクトリ 
名と、そのサブディレクトリのパス名を表示します。〈パス名〉が指定された場合 
は、その〈パス名〉の下のサブディレクトリが表示されます。く d :> くパス名〉が省 
略されると、カレントドライブについて表示します。 

例：ドライブ B のすベてのボリューム名とディレクトリ名、あればそのサブディ 
レクトリ名、および各デイレクトリに含まれる全ファイル名を表示する 


TREE B : /F 


MS.DOS 
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TYPE 


内部コマンド 


ファイルの内容をディスプレイに表示します。 


- 

TYPE [ <d ： > ][ 〈パス名〉 ]< ファイル名〉 



くファイル名〉で指定したテキストファイルの内容を標準出力に出力します。通 
常、標準出力は画面ですから、くファイル名〉の内容は画面に表示されます。 

〈ファイル名〉の指定に、ワイルドカードを用いることはできません。 

画面に対する出力では、タブ文字は8桁ごとのタブとして表示します。 

〈ファイル名〉にデバイスファイル名を指定することもできます。たとえばデバ 
イス CON を指定すると、デバイス CON の入力装置（通常はキーボード）からの 
データを、標準出力に出力することになります。したがって、 

TYPE CON > TEST.DOC 

のように入力すれば、キーボードからの入力を 、' TEST . DOC " という名前のファ 
イルにすることができます。小さなファイルならエディタを起動せずに作成でき 
ます。 

同様なことは、 COPY コマンドでもできます。 COPY コマンドの項を参照して 
ください。 

例： TEST . DOC の内容を表示する 


TYPE TEST.DOC 

バイナリファイルを〈ファイル名〉に指定すると、バイナリファイルに含まれる 
非文字コードまで出力します。出力先が画面の場合は、非文字コードはコントロー 
ルコードとして作用するので、画面が乱れ正しく表示されません。バイナリファ 
イルを画面に表示するときは DUMP コマンドを使ってください。 

TYPE コマンドの出力を画面に表示すると、くファイル〉の終わりまで止まり 
ません。表示を一時停止するには、 + キーを押してください。続いて 
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TYPE 


何かキーを押せば表示が再開します。 MORE コマンドにパイプして1画面ずつ表 
示させることもできます。 

関連コマンド ► DUMP、MORE 
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UNDELETE 


外部コマンド 


- 

DEL コマンドで誤って削除したファイルを復元します。 


- 

1) UNDELETE [[〈ドライブ〉:][くパス〉]〈ファイル名〉] [/DSI/DTI/DOS] 

2) UNDELETE [/LIST I/ALL | /PURGE [く ドライブ〉] I /STATUS I /LOAD I /UNLOAD 
I/S [くドライブ〉] l/T くドライブ〉[く-エントリ数〉]] 


• スイツチ 

/DS 削除セントリに保護されているファイルだけを、ひとつずつ復元します。 

/DT 削除追跡ファイルに記録されているファイルだけを、ひとつずつ復元します。 

/DOS 

ディレクトリだけを調べて、ひとつずつファイルを復元します。 

/LIST 

復元できるファイルを表示します。 

/ALL 

プロンプトを表示せずに、現在の保護レベルに従って復元できるファイルをすべて_動的に復 
元します。 

/LOAD 

UNDELETE . INI ファイルに定義された情報を使って、 UNDELETE を常駐させます 。 UNDE 
LETE . INI ファイルが存在しない場合は、規定値が使われます。 

/UNLOAD 

メモリに常駐している部分をメモリから解除し、削除されたファイルを復元できないようにし 
ます。 

/STATUS 

現在の保護レベルおよび保護しているドライブを表示します。 

/PURGE 

" SENTRY 〃ディレクトリの内容を削除します。 

/S 、'削除 セントリ〃レベルでのファイルの 保護をします。 

/T 、'削除追跡〃レベルでのファイルの保護をします。 
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UNDELETE 


解 説 

UNDELETE コマンドは、 DEL コマンドで削除されたファイルを復元します。 
UNDELETE コマンドには、誤って削除してしまったファイルをイ參復するため、 
、、削除セントリ"、'、削除追跡'、'標準"という3つの保護レベルが用意されてい 
ます。 

ファイルを復活する場合には書式1を使います。保護レベルを指定しなか っ た 
場合は、''削除 セン トリ"レベルとなります。'、削除 セン トリ"レベルが選択できな 
いときは、'削除追跡〃レベルとなります。、'削除追跡 " レベルも選択できないときに 
は ''標準"レベルでの復活となります。 

ファイルを保護したり保護レベルを確認するなどの様々な操作をする場合には 
書式 2) を使います。 

フ ァイル名を指定しない場合はその ディ レクトリ で 削除されたす ベての ファイ 
ルを復元します。 

UNDELETE コマンドを実行するときには、 '' UNDELETE . INI " に定義してあ 
る設定値を使用します。 '' UNDELETE . INI " がない場合新しい、' UNDELETE.INr 
が自動的に作成されます。 WNDELETE . INI " についての詳細ま、 HELP コマ 
ンドで UNDELETE のヘルプを参照してください。 

Windows 用の UNDELETE コマンドについては、第1部第6章「 MWUNDEL 
コマンド」を参照、してください。 

■削除セントリ 

もっとも高レベルなファイルの保護を行います。 

削除したファイルは完全に復元できますが、 UNDELETE コマンドを組み込む 
ための若干のメモリと、保護するファイルを保存するためのディスクの空きが必 
要です。 

ファイルを保護するドライブのルートディレクトリに、、 SENTRY " という隠し 
ディレクトリを作成します。そのディレクトリの中にファイル削除の情報を記録 
した v 、CON 丁 ROL . FIL " というファイルと、実際に削除したファイルが名前を変 
えて保存されます。 

、、削除セントリクレベルでは、ファイルを復元できるのは7日間以内に設定され 
ています。また、複数のファイルやファイルを含むディレクトリを削除した結果、 
新たに削除したファイルを保存するのに十分な空き領域がなくなった場合、古い 
ファイルから順に 、、 SENTRY 々ディレクトリから消去されてしまい、ファイルが 
復元できなくなることがあります。 


MSIDOS 
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例： Y 、削除セントリ〃 レベルで ドライブ A を保護する 

UNDELETE /SA 

例： 、、削除セントリ〃レベルで保護したドライブ A の ¥ DOS ディレクトリのファ 
イルを復元する 

UNDELETE A:¥DOS /DS 


■削除追跡 

、、削除セントリクの次に高 レベルなファイルの 保護を行います。 

削除したファイルは完全に復元できるとは限りませんが、必要となるのは UN 
DELETE コマンドを組み込むための若干のメモリで、保護するファイルを保存 
するためのディスクの空きが必要ありません。 

ファイルを保護するドライブのルートディレクトリに '、 PCTRACKR . DEL " と 
いう隠しファイルを作成します。そのファイルの中にはファイル削除の情報が記 
録されます。 

TCTRACKR . DEL " に記録される、ファイル削除の情報は〈エントリ数〉で指 
定できます。〈エントリ数〉には1〜999までの範囲で、最大エントリ数を指定し 
ます。省略した場合にはディスクの容量によって設定されます。 

各ディスクの容量による、エントリ数の初期設定値、および対応するファイル 
サイズを示します。 


ディスクサイズ 

エントリ数 

ファイルサイズ 

640 K バイト 

25 

5 K バイト 

720 K バイト 

50 

9 K バイト 

1.2 M バイト 

75 

14 K バイト 

1.44 M バイト 

75 

14 K バイト 

2〜 20 M バイト 

101 

18 K バイト 

21〜 33 M バイト 

202 

36 K バイト 

34 M バイト以上 

303 

55 K バイト 


例：、、削除追跡〃レベルでドライブ A のファイルを100個保護する 

UNDELETE /TA-100 

例： 、、削除追跡〃 レベルで 保護したドライブ A のルー ト ディレクトリのフ アイ ルを 
復元する 


UNDELETE A:¥ /DT 
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UNDELETE 


標準 

もっとも低い レベルのファイル 保護を行います。 

UNDELETE コマンドを組み込まなかった場合、 このレベルの 保護となりま 
す。 このレベルで 保護できるのは ファイルを 消してから ディスクに 変更を加えな 
かった場合です が、 メモリと ディスクの 空き容量は必要ありません。 

ファイルの復元にはディスクの管理情報を使いますが、この管理情報が変更さ 
れてしまうと、ファイルを復元できなくなります。 

、、標準" レベルで 保護した ファイルを 復元する場合には、 ファイル 名の先頭の1 
文字を入力する必要があります。 

例：、、標準"レベルで保護したドライブ AO ¥ WORK デイレクトリのファイルを 
復元する 


UNDELETE A:¥WORK /DOS 


注意 

•ネッ ト ワークで UNDELETE コマンドを 使うときは、、、削除 セント リ々レ 
ベルを選んで、ネットワークのルート ディ レクトリでフアイルの読み書き、 
作成、削除ができるように設定してください。 

籲 JOIN 、 SUBST コマンドの仮想ドライブには、'、削除追跡〃レベルの保護 
を行わないでください。 

• ASSIGN コマンドの仮想ドライブに対して保護を行う場合は、先に AS 
SIGN コマンドを実行してから、 UNDELETE コマンドを、'削除追跡"レ 
ベルで実行してください。 

參、、削除セントリ〃もしくは、、削除追跡〃レベルで保護を行っている場合、 
DoubleSpace を実行すると、 DoubleSpace 実行前の削除ファイルは復活 
できません。 

• UNDELETE コマンドは削除されたディレクトリを復活することはできま 
せん。ディレクトリの復活には Windows 用ユーティリティの Mwundel 
コマンドを使用してください。 


関連コマンド ► DELETE 、 UNFORMAT 、 MIRROR、MWUNDEL (Windows 

ユーテイリテイ） 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


UNFORMAT 


^ETJ 外部コマンド 


機能 


フロッピィディスクの場合は、 FORMAT コマンドで誤ってディスクを初期化したときや RECOVER 
コマンドで再構成されたディスクを復元します。固定ディスクの場合は、分割した領域の情報を復 
元します。 


SOI --- 

1) UNFORMAT く d : > [/J] 

2) UNFORMAT く d : > [/L] [/P] [/TEST] [/U] 

3) UNFORMAT /PARTN [/L] 


籲スイッチ 

/J MIRROR コマンドで作成されたファイルと 〈d : >で指定したディスクのシステムの情報の比較 
だけを行います。 

/L /PARTN を指定しないときは、検索できたすベてのファイルとサブディレクトリを表示しま 
す（表示は 丨 CTRL 1+ [ T | キーで停止することができます） 〇 /PARTN とともに指定したときは、 
カレントドライブの分割情報を表示します。 

/P 動作結果をプリンタに出力します。 

/TEST 

MIRROR コマンドで作成されたファイルを使わずに復元できるかどうかを調べます。 

/U MIRROR コマンドで作成されたファイルを使わずに フロッピィ ディスクを復元します。 

/PARTN 

固定ディスクを領域開放したあとで、それを復元します。これには、 MIRROR コマンドで作 
成された TARTNSAV.FIL" が必要です。 


解 説 

UNFORMAT コマンドは、 FORMAT コマンドで誤ってディスクを初期化し 
てしまったときや RECOVER コマンドで再構成されたディスクの内容の復元を行 
います（ただし、 フロッピィ ディスクのみ）。こうした復元を行うときに、 MIRROR 
コマンドで作成されたファイルがあると、より信頼性の高い復元が可能です。こ 
れがなければ完全に復元できるかどうかは保証できません。 


UNFORMAT コマンドが MIRROR コマンドで 作成された ファイルを 使える 
ときは、この ファイルの 作成された日付と時間を表示し、これに従って再構築す 
るかどうか確認します。 
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UNFORMAT 


MIRROR コマンドで作成されたファイルが存在しないときやそれを使わない 
ときは、ルートデイレクトリとファイルアロケーションテーブルを調べて、復元し 
ます。ただし、これで完全に復元できる保証はないので、平常から万一に備えて 
MIRROR コマンドを実行しておくことをおすすめします 0 /TEST や /L スイッ 
チを指定すると、 UNFORMAT コマンドは MIRROR コマンドによって作成さ 
れたファイルを利用せずに復元をします。 

実行中に障害（スキップセクタ）を含むファイルを見つけたときは、これをできる 
かぎり復元するか、削除するか確認します。こうしたファイルは、一度 RECOVER 
コマンドで復元を試みてください。 

固定ディスクの場合、 FORMAT コマンドで領域開放を行った直後であれば、 
MIRROR コマンドに/ PARTN スイッチを付けて実行したときに作成される 
TARTNSAV . FIL " というファイルで領域開放前の状態に復元することができま 
す。 UNFORMAT コマンドに/ PARTN スイッチを付けて実行してください。し 
かし、領域確保まで行ってしまうと復元はできません。 

例：ドライブ C を復元する（可能ならば MIRROR コマンドによって作成された 
ファイルを利用する） 


UNFORMAT C : 


注意 

• FORMAT コマンドに /U スイッチを付けて実行した場合、そのディスク 
は<复.元できません。 

関連コマンド ► MIRROR 、 UNDELETE 、 FORMAT、RECOVER 
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第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


USKCGM 


外部コマンド 


- " 

ユーザー定義文字（外字）の文字パターンを作成したり、それを外字ファイルに保存します。また、 
作成した文字パターンや外字ファイルのパターンを、コンピュータ本体内のメモリに読み込んで登 
録したり、プリンタに送ったりすることもできます。 



[[く d : >] [くパス名〉]〈ファイル名〉] C / P ] [/ PS ] 


_スイッチ 

/P くファイル名〉で指定した外字ファイルの内容をプリンタに送ります。以後、そのプリンタはそ 

の文字ハ。ターンを印字できるようになります。 

/PS プリンタのサポートする外字が84文字までの場合に指定します。 


解 説 

USKCGM コマンドは、ユーザーが定義する文字パターン（ユーザー定義文字、 
または外字）を作成したり、ファイルに保存したり、ファイルから読み込んだり 
するユーテイリテイです。また文字ハ。ターンをメモリに読み込んだりプリンタに 
送ったりすることもできます。 

くファイル名〉を指定すると、指定されたファイルを外字ファイル（ユーザー定 
義文字パターンを格納したファイル）として読み込み、その内容をコンピュータ本 
体内のメモリに登録します。 

すべてのパラメータを省略して'、 USKCGM " とだけ入力すると、メニュー選択 
で操作ができます。 

USKCGM コマンドについての詳細は、付録 C または『日本語入カガイド』を参 
照してください。 
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V 巳 98 


VB98 


外部コマンド 




コンピュータ ウイ ルス 検出プログラム、、ウイ ルスバスター 98〃 を起動します。 


ng|- 


1) VB 98 [- V ] [- A ] [- L ] [- NM ] [- NB ] [- NS ] [- NC ] [- MTE ] [- R [くレポートファイル名〉] ] {く d : > 

I くパス名〉丨〈ファイル名1〉} 

2) VB 98 -SCHEDULE 


•スイッチ 

-V 全ドライブを検索します。 

-A 全ファイルを検索します。 

-L 指定ドライブでの検索を繰り返し実行します。 

-NM メモリを検索しません。 

- NB システム領域を検索しません。 

- NS サブディレクトリを検索しません。 

- NC ウイルスの発見時に確認をしません。 

-MTE 

ミューテー ション 型ウイルス について 詳しく調査します。 

-R レポートファイルを作成します。〈レポートファイル名〉を指定しない場合はカレントディレク 
トリに 、、 VB 98. RPT " というファイルが作^成されます。 

-SCHEDULE 

予約検索機能で指定した日ならば検索を行います。 


解 説 

ウイルスバスター98では、海外のウイルスを含めて3500種類以上のコンビニ 
タウイルスの検索ができます。 


•1〕キーを押すと、 VB 98 コマンドの ヘルプ画面が表示されます。操作方法 


がわからなくなったり、機能について詳しく知りたいときには参照してください 


” VB 98〃 とのみ入力すると、次のようなメニュー画面が表示されます。 


MSIDOS 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 



検索を選ぶと、ドライブ検索、ディレクトリ検索、全ドライブ検索の3通りの 
検索方法が指定できます。 

メニューを選ぶと、様々な設定を行うことができます。 

書式 1) でスイッチを指定することによってコマンドラインから直接検索を開始 
することができます。 

書式 2) では、メニュー画面上で、、メニュー"の 、 x 予約検索設定〃での設定に従っ 
て、予約検索が行われます。 

ウイルスバスター98ではウイルスパターンファイルを更新することにより、新 
しいウイルスに対応することができます。ウイルスパターンファイルの更新手続 
きに つい ては、パッケージに同封されている「パターンファイル/ウイルスバス 
夕 一 Ver .5 申込書」を參照してください。 

関連コマンド►ウイルスバスター 98( Windows ユーテイリテイ） 
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VER 


VER 


内部コマンド 


MS-DOS のバージョン番号を表示します。 


VER 


解 説 


現在利用している MS - DOS のバージョン番号を知りたいときに使います。 


機能 


MS-DOS 
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第 2 章 MS - D 〇 S のコマンド 


VERIFY 


内部コマンド 


- 

ディスクにデータを書き込みむときに、ベリファイ（照合）するかどうかを設定します。 


- 

VERIFY [ONI OFF ] 


• スイッチ 

ON ベリファイします。 
OFF ベリファイしません。 


解 説 

VERIFY コマンドは、 MS-DOS がディスクにデータを書き込む 動作の たびご 
とに、正しくデータが書き込まれているかどうかをチェックする、ヽベリファイ（照 
合）〃をするかどうかを設定したり、現在のベリファイの状態を表示させたりする 
コマンドです。 

VERIFY を ON にすると、ディスクにデータを書き込むごとに正しく書き込 
まれているか（書き込み誤りがないかどうか、スキップセクタがないかなど）を検 
査します。これは、 COPY コマンドの /V スイッチと同じです。 

既定値は VERIFY OFF (ベリファイをしない）です。ベリファイの状態は、 
VERIFY コマンドで変更するか、プログラム内で変更する（ファンクションリク 
エストの 2EH : Set/Reset Verify Flag を使う）まで変わりません。 

現在のベリファイの状態を知りたい場合は、単に 々 VERIFY " とだけ入力してく 
ださい。 


注意 

籲 VERIFY を ON にすると、デイスクにデータを書き込むたびごとにベリ 
ファイ（照合）しますので、多少処理時間がかかります。 
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VOL 


VOL 


内部コマンド 




ディスクのボリュー厶ラベルを 表示します。 


IMEgW- 


VOL [く d :> ] 


解 説 

< d ：> で指定したドライブのデイスクのボリュームラベルを表示します。ボリュー 
ムラべルは、 FORMAT コマンドの八^スイツチや LABEL コマンドで設定しま 
す ( VOL コマンドでは設定できません） 〇 

〈d :〉を省略すると、カレントドライブのボリュー ムラべ ルを表示します。 

例：ドライブ B のデイスクのボリュームラべルを表示する 

VOL B : 

関連コマンド ► FORMAT、LABEL 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


XCOPY 


外部コマンド 


ファイルとディレクトリを、サブディレクトリも含めてコピーします。 


- 

XCOPY {く dl : > 丨くパス名1> I 〈ファイル名1〉} [[く d 2 : >] 丨[〈パス名2>] I [くファイル名2)]] 
[/ Al / M ] [/D : く日付〉] [/ S [/ E ]] [/ P ] [/ V ] [/ W ] [/ YI /- Y ] 


籲スイッチ 

/A アーカイブ属 'I 生の付いたファイルだけをコピー元ファイルとしてコピーします。アーカイブ属 

性の設定方法は ATTRIB コマンドを参照してください。 

/D :〈日付〉 

指定した日付以降に作成/更新されたファイルだけをコピーします。〈日付〉の指定方法は、 
DATE コマンドと同じです。 

/E 空のサブディレクトリもコピーします。このスイッチは必ず / S スイッチとともに使用してくだ 

さい。 

/M / A スイッチと同様に、アーカイブ属性の付いたファイルのみコピーしますが、コピー終了後に 
コピー元ファイルのアーカイブ属性を解除します。 

/P 各ファイルの コピー 時に、確認のメッセージを表示し、許可のあったファイルだけをコピーし 

ます。 

/S 下位のサブディレクトリ（空でないディレクトリ）までコピーします。このスイッチを省略する 

と、1 つの ディレクトリ内のファイルだけコピーします。 

/V コピー終了後に、正しくコピーされているかべリファイ（照合）します。 

/W コピー開始時に確認のメッセージを表示します。何かキーを押せばコピーを開始します。 fCTRL ] + 
©キーを押すと XCOPY コマンドの実行を中止します。 

/Y 受け側のファイルを上書きするか確認するためのプロンプトを表示しません。 

/-Y 受け側のファイルを上書きするか確認するためのプロンプトを表示します。 


♦エラーレベル 

0 正常終了 

1 コピー元のファイルが見つからない 

2 「 CTRL ) + [〇]キーによって中断された 

4 初期化エラー（メモリ不足、書式の間違い、ファイルやパスが見つからない) 

5 システムコールの IN 丁 24H エラー（ディスクの読み書き） 
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XCOPY 


解 説 

XCOPY コマンドは、ディレクトリとファイルを、サブディレクトリも含めてコ 
ピーするコマンドです。 COPY コマンドと異なり、アーカイブ属性や日付でファ 
イルを選択してコピーしたり、サブディレクトリの内容までコピーできるので、 
より効率的にディスク内容をコピーできます。 

コピー元の < dl ：> I 〈パス名1> 丨くファイル名1>は、いずれか1つは必ず指定し 
なければなりません。ドライブ名だけを指定するとそのドライブのカレントディ 
レクトリに含まれるすべてのファイルが、パス名だけを指定するとそのディレク 
トリに含まれるすべてのファイルがコピーされる対象になります。 

指定したドライブおよびパス名以下のすべてのサブディレクトリとファイルを 
コピーしたい 場合は、 / S スイッチを使用してください。 

コピー先の [< d 2 :〉]丨[〈パス名2>]丨[〈ファイル名2>]は省略できます。省略 
するとカレントドライブのカレントディレクトリがコピー先になります。 

XCOPY コマンドは、コピー先の指定がファイル名であるともディレクトリ名 
であるともとれるときには、確認のメッセージを表示します。 

例：ドライブ A にあるアーカイブ属性の付いたすべてのファイルとディレクトリ 
をドライブ B に コピーし、コピー 終了後、 コピー 元になったファイルのアーカイ 
ブ属性を解除する 

XCOPY A : B : /S /M 

アーカイブ属性はファイルを作成/更新したときに自動的に付けられますから、 
これによって、前回に XCOPY コマンド （または BACKUP コマンド） で保存し 
てからのち、作成/更新したファイルだけを選んで保存できます。 

環境変数て OPYCMD 〃に VY 〃を設定しておくと、受け側のファイルを上書き 
するか確認するためのプロンプトを表示しません。この設定はコマンドラインで 
V - Y 〃 スイッチを設定すると無効になります。 

注意 

• XCOPY コマンドは、不可視ファイルとシステムファイルはコピーできま 
せん。 

関連コマンド ► COPY 、 ATTRIB 、 BACKUP 、 RESTORE 、 DISKCOPY 、 
REPLACE 


MS 6 OS 
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バッチファイルのコマンド 


本章では、バッチファイル内で使用できるコマンドを説明します。コマンドには内部コマンド、外部 
コマンドがありますがすべていっしょにアルファべット順に列挙されています。 

各コマンドの説明では、コマンド名の右側に「内部コマンド/外部コマンド」の区別が記されています。 
本文では、使用時の書式、コマンドオプションの機能、およびコマンド自身の役割などが説明してあり 
ます。 


また、各 コマンドは、 簡潔な機能説明や書式等が記されたヘルプ画面を持っています。このヘルプの 
内容は1画面に収まるように記されており、 コマン ドを使用するときに必要な情報をすぐに表示できま 
す。このヘルプを表示させるには、以下の書式で コマンド ラインから入力してください。 

くコマンド名〉/? 

また、 HELP コマンドにより詳細なオンラインヘルプを表示させることもできます0 
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第 3 章パッチファイルのコマンド 


BATKEY 


外部コマンド 


- " 

指定したメッセージを表示し、その後ユーザーからのキー入力を待ちます。入力されたキーに対応 
した数値を ERRORLEVEL (エラーレベル）として返します。 


wmm - 

BATKEY [01112] [〈メッセージ〉] 


•スイッチ 

0 0から9までの数字の入力を待ちます。 BATKEY コマンド実行後の ERRORLEVEL には、入 

力された数字 （0 〜 9) が返されます。 

1 [ LI キー、 ® キーの入力を待ちます 。 BATKEY コマンド 実行後の ERRORLEVEL には、文 
字'' Y " (または y ) のとき0、 、' N " (または n ) のとき255が返されます。 

2 BATKEY コマンド実行後の ERRORLEVEL には、入力されたキーの ASCII コードが10進数 
で返されます。たとえば、0が入力されたときは、65が返されます。 


解 説 

BATKEY コマンドは、バッチファイル内でキー入力を必要とする場合に使用 
します。 

指定した〈メッセージ〉を表示し、その後スイッチで指定した種類のキー入力 
を待ちます。どのキーが入力されたかは、 BATKEY コマンドを実行したあとの 
ERRORLEVEL で知ることができます。 

例：確認してファイルを削除するバッチファイル 

ECHO OFF 
: START 

IF ，’％1’’==’，，， GOTO END 
DIR %1 

BATKEY 1 このファイルを削除しますか？ 

IF ERRORLEVEL 255 GOTO NODELETE 
IF ERRORLEVEL 0 GOTO DELETE 
GOTO END 
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巳 ATKEY 


: DELETE 
DEL %1 
SHIFT 

GOTO START 

: NODELETE 
SHIFT 

GOTO START 

: END 

これは、指定したファイルを表示してから、そのファイルを0キーを押せば 
削除、 © キーを押せば削除しないバッチファイルです。 

注意 

参スイツチには3以上の値を指定しないでください。 


関連コマンド ► PAUSE 、 IF、CHOICE 





第 3 章バッチファイルのコマンド 


CALL 


内部コマンド 


機能 


あるバッチファイルの中から、そのバッチファイルを終了せずに他のバッチファイルを呼び出します。 


PDO— 

CALL [ <d ： > ] [くパス名〉]くバッチファイル名〉[くパラメータ〉] 


解 説 

CALL コマンドは、実行中のバッチファイルの中から、それを終えずにくバッ 
チファイル名〉で指定したバッチフアイルを呼び出すコマンドです。 


通常、あるバッチファイルの中で CALL コマンドを使わずに別のバッチファイ 
ルを実行すると、呼び出されたバッチファイルの実行が終わっても元のバッチファ 
イルの実行は再開せず、コマンド待ち状態に戻ってしまいます。しかし 、 CALL 
コマンドで呼び出した場合は〈バッチファイル名〉のバッチファイルの実行が終わ 
ると、元のバッチファイルの次のコマンドから実行を再開します。くパラメータ〉 
には、呼び出すバッチファイルに渡すパラメータを記述します。 

CALL コマンドで呼び出されるバッチファイル中に CALL コマンドを使って 
もかまいません。また、終了条件がしっかりしてさえいれば、自分自身 （CALL 
コマンドが記述してあるバッチファイル）を再帰的に呼び出すことも可能です。 

%0〜％9のパラメータおよび環境文字列は、 CALL コマンドで呼び出された 
バッチファイルにもそのまま渡されます。 

例 ： A : ¥ BAT にあるて HKSYS . BAT " を％1と / S スイッチ付きで実行する 

CALL A : ¥BAT¥CHKSYS %1 /S 


注意 

• CALL コマンドのコマンドラインでは、リダイレクト記号（>)、パイプ記 
号（丨）は使用できません。 
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CHOICE 


CHOICE 


外部コマンド 


--- 

指定したメッセージを表示し、その後ユーザーからのキー入力を待ちます。入力されたキーに対応 
した数値を ERRORLEVEL ( エラーレベル）として返します。 


----- 

CHOICE L/C[ ： ] 〈選択肢〉 ] [/N] [/S] [/T:<c>, く nn>] [ く文字列 〉] 


• スイツチ 

/C[ : ] く選択肢〉 

入力できる〈選択肢〉を指定します。指定した〈選択肢〉は'〃で区切られ、ヽヽ[〃 " T で囲まれ、末 
尾には'' 7" が表示されます。 / C を指定しないとヽヽ YN 〃を指定したのと同じになります。 

/N 入力できるキーの一覧を表示しないようにしますが、〈文字列〉は表示されます。 

/S 入力されたキーの大文字小文字を区別するようにします。 

/T: <c>,<nn> 

指定した時間内に正しいキーが押されなかった場合、 <c> が押されたことにします。かがには 
時間を 0 から 99 までの間で指定できます。 

/ 〈文字列〉 

表示するプロンプト文字列を指定します。 


解 



CHOICE コマンドは、バッチファイル内でキー入力を必要とする場合に使用し 


ます0 


指定した〈文字列〉を表示し、その後 / C で指定したキー入力を待ちます。どの 
キーが人力されたかは、 CHOICE コマンドを実行したあとの ERRORLEVEL で 
知ることができます。 

1 番目のキーを選択すると数値の 1 が、 2 番目のキーを選択すると 2 が、 3 番目 
のキーを選択すると 3 が ERRORLEVEL に返されます（以下同様)。あらかじめ 
指定されていないキーを押すと、警告音が鳴ります。 

エラーが検出されると、 ERRORLEVEL に 255 が返されます。 「 CTRL ] + 1 C ] 
キーまたは + キーを押すと、 ERRORLEVEL に 0 が返されます。 
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第 3 章パッチファイルのコマンド 


例：アプリケーションを数字で選んで起動するバッチファイル 

ECHO OFF 

ECHO 1 DOS シェル 
ECHO 2 ウイルスバスター 98 
ECHO 3バックアップ 
ECHO 0 END 

CHOICE /C:0123 /T: 0，10どのアプリケーションを使いますか 

IF ERRORLEVEL 3 GOTO BACKUP 

IF ERRORLEVEL 2 GOTO VB 

IF ERRORLEVEL 1 GOTO DOSSHELL 

GOTO END 

: BACKUP 
QBACKUP 
GOTO END 

: VB 
VB98 

GOTO END 

: DOSSHELL 
DOSSHELL 
GOTO END 

: END 

これは、アプリケーションを数字のキーで指定して起動するバッチファイルで 
す。このバッチファイルの場合、 / T スイッチが指定されているので、10秒以上 
正しい入力がない場合にはアプリケーションを起動せずに終了します。 


注意 

• く c> にはキーボード上にある半角文字しか指定しないでください。 

•エラーレベルによる分岐は必ず降順 （ …3 、 2 、 1) で記述してください。 

BATKEY コマンドも類似のコマンドですが、 CHOICE コマンドは入力時間の 
指定や誤った入力文字を受け付けないなどの拡張がされています。 

関連コマンド ^BATKEY、PAUSE、IF 
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ECHO 


ECHO 


内部コマンド 


- 

バッチファイルの実行中に、コマンド名を表示するかどうかを設定します。メッセージを表示する 
こともできます。 


DO - 

ECHO [ON IOFFI くメッセージ〉] 


•スイツチ 

ON ECHO の設定を ON にします。 
OFF ECHO の設定を OFF にします。 


解 説 

ECHO コマンドは、バッチファイルの実行時に、バッチファイル中に書かれた 
コマンド行を表示するかどうかを設定するコマンドです。 

''ECHO" とだけ入力すると、どちらの設定になっているかを表示します。また、 
引数に〈メッセージ〉を指定すると、そのメッセージを表示します。 

既定値は ECHO ON です。このため、バッチファイルの実行時には、 コマン 
ドの実行に先だって実行しようとする コマン ドが画面に表示されます。この表示 
をしないようにするには、バッチファイルの先頭に、 ECHO OFF と指定しま 
す。さらに、この ECHO OFF という コマンド も表示したくないときは、次の 
ように指定します。 

@ECHO OFF 

例：実行するコマンド名を表示しない 

ECHO OFF 

例：1行の空行を表示する 

ECHO. 
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第 3 章パッチファイルのコマンド 


注意 

♦ ECHO の ON、OFF の状態は、そのバッチファイルの中だけで有効です。 
籲 ECHO 力< OFF だ•と、 REM コマンドや PAUSE コマンドのメッセージ（くコ 
メント〉）も表示されません。 

•バッチファイル内で実行しているコマンド自身が表示するメッセージは、 
ECHO の状態にかかわらず表示されます。 

•リダイレクト記号やパイプ記号を〈メッセージ〉内で使用することはできま 
せん。 


266 



FOR 


FOR 


内部コマンド 


- 

指定された項目でコマンドを反復処理します。 


■na - 

1) F 0 R %%< C > IN (〈項目の並び 〉） DO くコマンド〉[くパラメータ〉] 

2) F 0 R %< C > 1 N (〈項目の並び 〉） DO くコマンド〉[くパラメータ〉] 

1) はバッチ処理用、 2) はコマンドラインからの実行用 


解 説 

FOR コマンドは、〈項目の並び〉で指定した複数のファイルに対して、〈コマン 
ド〉を反復実行するコマンドです。複数のファイルを一括して処理（たとえばアセ 
ンブル、ファイルのコピーなど）したいときに利用します。 

FOR コマンドはバッチ処理用コマンドですが、コマンドラインからでも使えま 
す。特に、ワイルドカードが使えない〈コマンド〉に使うと便利です。バッチファ 
イル中で使う場合は書式 1) を、コマンドラインから入力する場合は書式 2) を指 
定してください。 

〈〇は、 FOR コマンド内で使用する変数を指定します。任意の英字1文字を指 
定してください。 

〈項目の並び〉は、複数個の〈項目〉を、カンマ （,） またはスペース（空白）で区切つ 
て、実行したい順に並べたものです。 

(く項目〉，く項目〉，…） 

各く項目〉には、ワイルドカードを使用することができます。 

FOR コマンドは、〈〇で指定した変数に〈項目〉を1つずつ代入して、〈コマン 
ド〉で指定されたコマンドを実行します。 

変数 <C> には、実際は英字だけでなく数字も使えます。しかし数字を用いると、 
バッチ ファイルに渡されるパラメータの参照（％0—％ 9) とまちがえやすいので、 
なるべく使わないほうがよいでしよう。 
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第 3 章パツチファイルのコマンド 


バッチファイル中で FOR コマンドを使う場合に、変数〈〇の前に％記号を2つ 
付けなければいけない理由は、パラメータの％1〜％9と区別するためです。 

もしバッチファイル内で変数く C> の前に％記号を1つしか付けないと、 FOR コ 
マンドは誤ったパラメータであると解釈してこれを無視してしまいます。 

例：バッチファイルのパラメータで指定された拡張子のファイルを、すべて削除 
する 


ECHO OFF 

ECHO パラメータ （3 個まで）で指定した拡張子のファイルを削除します。 
FOR %%F IN (% l t %2,%3) DO DEL *.%%F 


注意 

• FOR コマンドの内部で、別の FOR コマンドを重複して使用することはで 
きません。つまり、 FOR コマンドの〈コマンド〉には FOR コマンドを指定 
することはできません。 
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GOTO 


GOTO 


内部コマンド 


機能 


バッチ処理の流れを〈ラベル〉で定義されている位置へ移します。 


BE3K 

GOTO くラベル〉 


解 説 

GOTO コマンドは、〈ラベル〉で示した行に無条件に制御を移すコマンドです0 
IF コマンドと組み合わせれば、ループ処理や条件ジャンプもできます。 

くラベル〉が定義されていないと、バッチファイルの実行を終了します。 


■ラベル 

くラベル〉は、バッチファイル中のコロン （ ： ） で始まる行で、最初の8文字まで 
がラベル名として識別されます。ラベルに指定する文字列には、ピリオド （•） は使 
えません。 

ラベル行は GOTO コマンドの〈ラベル〉として働くほかは無視されるので、バッ 
チファイル中のコメントとしても利用できます。コメントとして利用するときに 
はコ ロンの 後ろに スペース を入れておくとラベルとして誤動作することがない の 
でよいでし ょう。 

例：パラメータで指定したファイルを、 DEL コマンドで次々に削除し、パラメー 
夕が空になったら END へ、そうでなかったら処理を繰り返す 

: パラメータで指定されたファイルを削除 

ECHO OFF 
: START 

IF ’，％1” GOTO END 

DEL %1 

SHIFT 

GOTO START 
: END 


関連コマンド ► IF、SHIFT 
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第 3 章パッチファイルのコマンド 


内部コマンド 


指定した条件の真偽に応じてバッチ処理を行います。 


- 

IF [ NOT ] く条件〉〈コマンド〉 


•スイッチ 

NOT 〈条件〉が偽のときにコマンドを実行します。 



解 説 


IF コマンドは、〈条件〉が真のとき （NOT が指定されていれば〈条件〉が偽のと 
き）に、〈コマンド〉コマンドを実行します。 

〈条件〉には次のものがあります。 


■ ERRORLEVEL 〈数値〉 


参照— 「 BATKEY コ 
マンド j 「 CHOICE コ 

マンド」 


エラーレベル (ERRORLEVEL) は、直前に実行したコマンドが返す終了コード 
です。このコードがく数値〉と同じかそれより大きいとき、真となります。エラー 
レベルを返すコマンドのほとんどは、0のとき正常終了、1以上のときなんらかの 
エラーがあったことを示します。 BATKEY コマンド、 CHOICE コマンドは例 
外です。 


例： XCOPY コマンドがなんらかの理由で失敗したら ECHO コマンドを実行する 

XCOPY %1 B ： /S 

IF ERRORLEVEL 1 ECHO コピーできません 


例： NOT を用いて上の例と同様の働きをさせる 

XCOPY %1 B : /S 

IF NOT ERRORLEVEL 0 ECHO コピーできません 
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IF 


■〈文字列 == 〈文字列2〉 

く文字列 1> とく文字列2> が等しいときに真となります。く文字列〉には区切り記 
号 （カンマ、スペース、 タブ文字など）を含めることはできません。また、大文字 
と小文字は区別されます。 

〈文字列〉には、バッチファイルのパラメータ（％1~%9)、環境変数も指定でき 
ます。 


例：％1(そのバッチファイルの最初のパラメータ）が空の（存在しない）場合、 ECHO 
コマンドを実行する 

IF "%1" ECHO パラメータがありません 


■EXIST 〈ファイル名〉 

くファイル名〉で指定したファイルが存在するときに真となります。〈ファイル 
名〉にはワイルドカードも指定できます。また、ドライブ名やパス名を付けること 
もできます。 

例： バッチファ イ ルの 第1パラメータ (%D で 指定した ファ イ ルが 存在すれば、削 
除する 

IF EXIST % 1 DEL %1 
関連コマンド kBATKEY 、 CHOICE 、 GOTO、SHIFT 
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第 3 章パッチファイルのコマンド 


PAUSE 


内部コマンド 


MWtM - 

バッチ処理の実行を一時停止し、ユーザーのキー入力を待ちます。 


- 

PAUSE [くコメント〉] 


解 説 

PAUSE コマンドは、バッチ処理の実行を一時停止し、ユーザーのキー入力を 
待つコマンドです。バッチファイルの適当な場所に揷入しておくと、実行中にディ 
スタを交換したり、他のことを行う必要があるときにバッチ処理を一時停止する 
ことができます。 

バッチ処理中に PAUSE コマンドが実行されると、次のようなメッセージを表 
示してキー入力を待ちます。 


準備ができたらどれかキーを押してください... 

ここで [^TRL"l + f^l キー以外のキーを押すと、バッチ処理を続けます。 
+ @キーを押すと、次のようなメッセージを表示します。 


バッチ処理を中止しますかく Y/N> ? 


LU キーを押すとバッチ処理は中止され、通常のコマンドプロンプトに戻りま 
す0 ® キーを押すと、バッチ処理は継続します 〇 

PAUSE コマン ドのパラメータとしてく コメン ト〉を指定すると、確認の メッセ ー 
ジの前に 〈コメント〉 も画面に表示します。これによって操作の指示を与えること 
ができます。 


272 


















PAUSE 


例： PAUSE コマンドで実行を一時中止してメッセージを表示し、プリンタの準 
備をさせたあと、ファイル ''REPORT.DOC〃 の内容をプリンタに出力する 

ECHO ON 

PAUSE プリンタの準備をしてください 
TYPE REPORT.DOC > PRN 


注意 


〈コメント〉は、 ECHO OFF のときは表示されません。 

リダイレクト記号やパイブ記号を〈コメント〉に含めることはできません。 


BATCH 
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第 3 章バッチファイルのコマンド 


REM 


内部コマンド 


機能 


バッチファイル中の注釈行（コメント）を書くときに使用します。また、コメントを画面に表示する 
こともできます。 


- 

REM [ くコメント〉] 


解 説 

REM コマンドは、バッチファイル中に注釈行を書くためのコマンドです 0 ECHO 
が ON のときはくコメント〉が表示されるので、メッセージを表示するときなどに 
利用できます。 ECHO が OFF の状態では〈コメント〉は表示されないので、バッ 
チファイルを読みやすくするためのコメントとしても利用できます。 

例：メッセージを表示してキー入力を待ち、 ^TRLl + fcl キー以外のキーが入力 
されたら、ドライブ B のディスクを初期化してシステム転送する 

REM 

REM ディスクを初期化し、システムファイルをコピーします 
PAUSE ドライブ B に新しいディスクをセットして、 

FORMAT B : /S 


注意 

•リダイレクト記号やパイプ記号をくコメント〉に含めることはできません。 
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SHIFT 


SHIFT 


内部コマンド 




バッチファイルのパラメータ（％0〜％9)を1つずつずらします。 


SHIFT 


解 説 

SHIFT コマン ドは、バッチファイルの実行時に コマン ドラインで指定された 
(およびバッチファイルの コマンド 名自身が入った）パラメ ー タの内容を1つずつ 
ずらし、番号（％0〜％9)との対応をシフ トするコマン ドです。 

バッチファイル中で使えるパラメータは％0〜％9の10個までです。そして、 
バッチファイルの実行当初には、％0にそのバッチファイル名、％1〜％9にバッ 
チファイルの コマンド ラインで指定したパラメータが左から順に入っています。 

SHIFT コマンドは、この対応を1つずつずらして、％0に以前の％1の内容、 
%1に以前の％2の内容……とずらしていき、10番目のパラメータをパラメータ 
%9に格納します。直前まで％0に入っていた内容は捨てられます。 

これによって、 バッチ ファイルの コマン ドラインに10個以上のパラメータを利 
用することもできます。 

例：バッチファイル自身のコマンド名とパラメータを、次々に画面に表示する 


ECHO OFF 
: START 
ECHO %0 
SHIFT 

IF NOT，，％0，’ 
ECHO ON 


GOTO START 


BATCH 
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CONFIG . SYS のコマンド 


本章では、 MS-DOS の CONFIG.SYS 内で使用できるコマンドを説明します。コマンドはアルファ 
べット順に列挙されています。 

各 コマンドの 説明では、使用 時の 書式、 パラメータの 内容、および コマンド 自身の役割などが説明し 
てあります。 

なお、、、例 " に記されている例文は、パス名などに注意すれば CONFIG.SYS 内でそのまま使用できる 
ようになっています。 
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第 4 章 CONFIG.SYS のコマンド 


BREAK 


機能 


〔 CTRL ] + @キーが押されたかどうかをチェックするレベルを設定します。 


- 

BREAK =[ ON | OFF ] 


春パラメータ 

ON 常に [ CTRL ] + © キーを有効にします。 

OFF 1 CTRL ] +丨 C 丨キーを コンソール 出力とプリ ンタ 出力のときだけ有効にします。 


解 説 

参照-♦第1部第2章 「BR 通常 1 Ctrl ] +回キーは、実行中のプログラムを中止するときに使うキーです。 

EAK コマンド」 BREAK コマン ドは、どういうときに ( CTRL j -f [ c ] キーで中止できるかを 設定し 

ます。 

BREAK を OFF に設定すると、コンソール入出力（キーボード入力とディスプ 
レイへの表示）とプリンタ出力のときだけ [ CTRL ] + fc ] キーで中止することがで 
きます。この状態が既定値です。 

BREAK を ON に設定すると、ディスク入出力などを含めたすべての場合に 
1 CTRL ] +丨 C 1 キーで中止することができます（ただし、これによって処理速度は 
少し低下します）。 

また、 BREAK コマンドは、 CONFIG.SYS 内で設定しなくても、 MS-DOS の 
BREAK コマンドで状態を変更することができます。 

例： 常に fCTRL ) + f 51 キーを有効にする 

BREAK=ON 
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BUFFERS 


BUFFERS 



- 

ディスクバッファの数を設定します。 


■BOI- 

BUFFERS= <n> [,<m>] 


籲パラメータ 

n ディスクバッファの数 （2 〜 63) 
m ディスクキャッシュのバッファ数 （1 〜 8) 

解 説 

MS-DOS は、ディスクにデータを入出力するとき、一時的に本体メモリの中の 
''ディ スクバッファ領域"と呼ばれる領域にデータを格納します。この領域のサイ 
ズを、、ディスクバッファの数〃と呼び、 <n> で表します。 <n> を大きくすると（ディ 
スクバッファの数を増やすと）、特にディスク内の同じ場所を何度も読み出すよう 
な場合にはディスクへのアクセス回数を減らすことができ、全体のディスク入出 
力が速くなります。 

しかし、バッファの数を増やせば増やすだけ、コンベンショナルメモリのプロ 
グラムの使える領域が減ることにもなります（バッファ1つ当たりおよそ 1K 〜 2K 
バイト強を消費する）。 <n> の最適な値は、コンピュータのメモリ容量や使用する 
アプリケーションソフトにもよりますが、およそ10〜20程度です。 
SMARTDrive を組み込んでいる場合は、10程度にしておくとよいでしょう。 

<n> で設定できる数は2〜63です。既定値はコンピュータに実装されているメ 
モリ容量によって変わります（次表参照）。 

ディスクバッファ数 （n) の既定値 


メモリ容量 （ K バイト） 

n の既定値 

128 

2 

256 

2 

384 

5 

512 

10 

640 

20 

768 W 

20 


(*) # ••ハイレゾリューシヨンモードのみ 
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第 4 章 C 〇 NFIG.SYS のコマンド 


<m> では、二次的な内部バッファ（ディスクキャッシュ）のバッファ数を設定し 
ます。これを大きくすると、連続したセクタにデータが書かれているディスクへ 
の シーケンシャル アクセスが速くなります。指定できる範囲は1〜8で、既定値は 
0です。 

例：ディスクバッファ数を20に設定する 

BUFFERS = 20 
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DEVICE 


DEVICE 


1 


- 

デバイスドライバを組み込みます。 


- 

DEVICE : [ <d ： > ] [ くパス名〉 ] 〈ファイル名 > [ 〈オプション〉] 


♦パラメータ 

[<d ： > ] [くパス名〉]くファイル名〉 

デバイス ドライ バのパス とフ アイ ル名 
[くオプション〉] 

組み込むデバイスドライバに必要なパラメータ 


解 説 

デバイスドライバとは、デバイス（周辺機器）とコンピュータとの入出力をコン 
ト ロールす るためのソフトウエアのことです。 MS-DOS 本体に組み込まれていな 
い新たなデバイスを使いたい場合は、このコマンドを使って該当するデバイスド 
ライ バを コンピュータのメモリ内に設定します。ただし、デバイスドライバの種 
類によっては、 MS-DOS の外部コマンドで組み込んだりはずしたりできるもの 
もあります。詳しくは第2部第2章 2.5 「キャラクタ系デバ'イスドライバの変更」 
で解説します。 

システムデイスクに入っているデバイスドライバの組み込み方（書式）について 
は、本部第5章「デバイスドライバ」で詳しく解説します。 


例：プリンタを使用できるようにする 


DEVICE 二 PRINT.SYS 
関連コマンド _ ADDDRV、DELDRV 
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第 4 章 C 〇 NFIG . SYS のコマンド 


DEVICEHIGH 


UMB にデバイスドライバを組み込みます。 


wmm - 

1) DEVICEHIGH =[</ L : 〈領域〉[，く nnnn >]> .••[く/ S >]] [く d : >] [くパス名〉]くデバイスドライバ 
のファイル名〉[くオプション〉] 

2) DEVICEHIGH SIZE < nnnn > [<d ： >] [〈パス名〉]くデバイスドライバのファイル名〉[くオプション〉] 


♦パラメータ 

/し:〈領域〉 

デバイスドライバを組み込む〈領域〉を指定します。 

/S / L パラメータが指定されているとき、 UMB を指定された最小サイズに縮小します0 

[<d ： > ] [くパス名〉]〈ファイル名〉 

デバイスドライバのパスとフアイル名 
[くオプション〉] 

組み込むデバイスドライバに必要な パラメータ 

<nnnn> 

デバイスドライバの組み込みに必要なメモリ容量 （16 進のバイト数） 


解 説 

参照 • UMB ■►第4部 デバイスドライバを UMB に組み込みます。これによって、コンベンショナル 

胃 4 胃「メモ U 」 メモリの容量を減らさずに済みます。ただし、 UMB が不足していて、デバイス 

ドライバを組み込めないときは、 DEVICE コマンドと同様にコンベンショナルメ 
モリに組み込みます。 

注意 

•このコマンドを使うときは、 CONFIG . SYS に'、 DOS = UMB " を指定して 
おかなければなりません。 
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DEVICEHIGH 


■領域の指定 


■サイズの指定 


書式 1) でデバイスドライバを組み込める領域は '、 MEM / F 〃で調べます。領域 
を指定しない場合、使用可能な UMB のうち最大のブロックに組み込まれます。 

/ L を使ってデバイスドライバを組み込むと、指定したメモリ領域しか使えなく 
なります。デバイスドライバの中には複数のメモリ領域を必要とするものがあり 
ますが、それらのデバイスドライバを組み込むときには、複数のメモリ領域を指 
定します。複数のメモリ領域を指定するときは、半角のセミコロン （;） でそれぞれ 
領域を区切ります。領域2と3を使うときは、 VL :2;3" と指定します。 

例： A :¥ DEV にある MYDRV . SYS というデバイスドライバを領域2に組み込む 

DEVICEHIGH /L:2 A : ¥DEV¥MYDRV.SYS 

/ L 、/ S は MEMMAKER コマンドを使うことにより最適な値が設定されます。 
通常はユーザーが細かい設定をする必要はありません。 


DEVICEHIGH コマンドで指定したデバイスドライバが、 UMB を超えてアク 
セスしようとすると、システムがノヽングアップすることがあります。この場合に 
は、書式 2) を使ってデバイスドライバが必要とするサイズを指定します。 
パラメータのく nrmn > には、サイズを16進数のバイト数で指定します。 

例:サイズを 8000(10 進数で 32768) バイトとして、 A ：¥ DEV にある MYDRV.SYS 
というデバイスドライバを組み込む 

DEVICEHIGH SIZE=8000 A : ¥DEV¥MYDRV.SYS 

デバイスドライバが必要とするメモリ容量を調べるには、そのドライバをコン 
ベンショナルメモリに組み込んで MEM コマンドを実行し確認してください。 

テ、、パ'イスドライバ’ではなく、プログラムを UMB にロー ドするには 、 LOADHIGH 
( LH ) コマンドを使います。 


注意 


►サイズの指定は MS-DOS 5.0 との互換性のためのものです。 
MEMMAKER コマンドを使うことによりデハ M スドライバの組み込みは 
最適な状態に設定されるので、サイズの指定はなるべく使用しないように 
してください。 


CONF1PSYS 
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第 4 章 CONFIG.SYS のコマンド 


DOS 


MMkm - 

HMA メモリにシステムの一部をロードします。また UMB を有効にします。 


1) DOS= [HIGH I LOW,] {UMB I NOUMB} 

2) DOS= {HIGH I LOW} [,UMB| NOUMB] 


籲パラメータ 

[HIGH I LOW] 

MS-DOS の一部を HMA にロー ドするかどうかを指定します。 

[UMBINOUMB] 

UMB を有効にするかどうかを指定します。 



参照 • メモリ—第4部 v 、 DOS = HIGH" と指定した場合 、 HMA メモリにシステムの一部がロードされ、 

第 4 章「メモリ」 その分だけコンベンショナルメモリの容量が増えることになります。 ''DOS = LOW" 

とすると、コンベンショナルメモリにシステムを格納します。既定値は LOW です。 

、、DOS 二 UMB" とすると、 UMB が、有効になり、 CONFIG.SYS の DEVICE 
HIGH コマンド や LOADHIGH コマンド が利用できるようになります。 T)OS 
= NOUMB" とすると、これらのコマンドは利用できません。既定値は NOUMB 
です。 

例： MS-DOS システムの一部を HMA にロー ドし、 UMB を有効にする 

DOS = HIGH，UMB 


参照 •HIMEM.SYS、 
EMM386.EXE- ►第2部 
第4章厂 CONFIG.SYS 
の設定」 


注意 

• DOS-HIGH を指定するには、 HIMEM.SYS を組み込んでおく必要 
があります。また、 DOS=UMB を指定するには、 HIMEM.SYS と 
EMM386.EXE を組み込まなければなりません。このとき、 EMM386.EXE 
には、 /UMB または/ NOEMS を付けてください。 
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FCBS 


FCBS 


l 


ISS- 


同時にオープンできる FCB (ファイルコントロールブロック）の数を設定します。 




FCBS 二く n〉 


，パラメータ 

n 同時にオープンできる FCB の数 （1 〜255) 


解 説 

FCB (ファイルコントロールブロック）を使ってオープンできる最大の FCB 数 
を指定します。既定値は4です。 

例： MS - DOS が同時に8つまで FCB を使用できるようにする 

FCBS=8 


注意 


►設定した FCB 数 ( n ) 以上のファイルをオープンしようとすると、 MS-DOS 
はすでにオープンしているファイルを、最終アクセスが古い順にクローズ 
することがあります。 


CONF1PSYS 
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第 4 章 C 〇 NFIG . SYS のコマンド 


FILES 


- 

ファイルハンドルによる方法でオープンできるファイルの最大値を設定します。 


FILES= <n> 


籲パラメータ 

n オープンできるファイル数の最大値 (8-255) 


解 説 

ファイルハンドルを使用したファイルのオープンは、ファンクションリクエス 
卜の 2 FH -60 H で採用されています。 

く n > で設定できる値は8〜255で、既定値は8になっています。通常は20程度 
に設定します。 

例：ファイルハンドルを使用して同時にオープンできるファイル数を20に設定 
する 


FILES=20 


注葸 

• MS-DOS のファンクションリクエスト 67H を使用すると、プロセスあた 
りのファイルハンドルの数を随時20個以上に変えることができます。しか 
し、同時にオープンできるファイルの数はこの FILES コマンドで設定し 
た数を上回ることはできません。 
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INSTALL 


INSTALL 


1 


— 議 ■ - 

MS - DOS の起動時に常駐プログラムをメモリにロードします。 


mtm - 

INSTALL : [ <d ： > ] [ くパス名〉 ] くファイル名 > [ 〈オプション〉] 


修パラメータ 

[<d ： > ] [〈パス名〉]〈ファイル名〉 

実行したいメモリ常駐プログラムのパスとファイル名（拡張子含む) 
[〈オプション〉] 

くファイル名〉で指定するプログラムのパラメータ 


解 説 

MS - DOS の常駐コマンドである FASTOPEN 、 SHARE 等のコマンドを、 
CONFIG . SYS 内で実行し、メモリに常駐させます。 

FASTOPEN コマンドの ように、 ただ1度だけ実行すればよいコマン ドは、 
AUTOEXEC . BAT に書き込んでしまうと、 AUTOEXEC . BAT をコマンドライ 
ンから再実行したときに不都合が起きます。 CONFIG . SYS 内で INSTALL コマ 
ンドで実行して おけば、 起動時にただ1回だけ実行され るよう になり便利です。 

例： FASTOPEN コマンドを実行する 


INSTALL 二 FASTOPEN.EXE C :=100 


注意 

春プログラムによっては、 INSTALL コマンドで口ードすると正しく機能し 
ないものもあります。環境変数やショートカットキーを使うプログラムに 
は、 INSTALL コマンドを使わないでください。 
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第 4 章 C 〇 NRG . SYS のコマンド 


LASTDRIVE 


- 

アクセス可能な最大のドライブ数を設定します。 


- 

LASTDRIVE = < x > 


♦パラメータ 

x ドライブ名を表示する文字 （ A 〜 Z ) 


解 説 

SUBST コマンドやネットワーク環境中で使用する仮想ドライブの最大値を設 
定するときに使います。 

く x > には、 MS - DOS がアクセスする最後のドライブ名を指定します。ただし、 
実際に接続されているドライブ数より小さい値を設定することはできません。 

既定値は E です。つまり 、 LASTDRIVE コマンドの 設定がないと、 MS-DOS 
は5つのドライブ （ A 〜 E ) を認識します。ただし、実際に接続しているドライブ 
が6つ以上の場合、既定値はその実ドライブの最後の値となります。 

例： 7つのドライブ （ A 〜 G ) を認識させる 

LASTDRIVE 二 G 
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REM 


REM 


1 




CONFIG.SYS 内に注釈を付けます。 




REM く注釈〉 


•別表記 

;(セミコロン） 


解 説 

く注釈〉には、任意の文字列を書くことができます。 CONFIG . SYS 内でわかり 
やすくコメントを書いたり、ある設定を消さないで無効にする場合に使います。 

例：前の BUFFERS の設定をコメントにして新しく設定する 


REM BUFFERS = 25 
BUFFERS=12 


CONFIG cn YS 
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第 4 章 CONFIG.SYS のコマンド 


SET 


内部コマンド 


機能 


環境変数を設定します。 


- 

SET [ 〈環境変数名〉= [ く文字列〉]] 


解 説 


参照 * 環境変数"♦第 
2 部第 5 章 5.4 「環境変 
数」 


環境変数を CONFIG . SYS 内で設定します。 

環境変数とは、バッチファイルやアプリケーションプログラムから参照できる 
よう特別なメモリ領域（環境ヱリア）に置く変数です。その内容（文字列）によって 
アプリケーションプログラムを制御したり、アプリケーションプログラム間で情 
報をやり取りしたりできます。 
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SHELL 


SHELL 




コマンドプロセッサ（シヱル）のファイル名と場所を設定します。 




SHELL= [ <d ： > ] [ くパス名〉]くファイル名〉 [ 〈オプション> ] 


籲パラメータ 

[<d ： > ] [くパス名〉]くファイル名〉 

コマンドプロセッサの場所とファイル名 
[くオプション〉] 

指定した コマンドプロセッサのパラメータ 


解 説 

COMMAND . COM 以外の独自のコマンドプロセッサを使用したい場合や、口- 
ドする COMMAND . COM の場所を設定したい場合に指定します。 


参照 •COMMAND. 
COM— 第 1 部第 2 章 
「 COMMAND コマン 

ド ， j 


SHELL コマン ド自体はオフ。ショ ン パラメータを持っていませんが、指定した 
コマン ドプロセッサがパラメータを必要とする場合は〈オプション〉に指定してく 
ださい。 COMMAND . COM では、〈オプション〉に / P パラメータを指定してメ 
モリ中に常駐するようにします。 


SHELL コマンドで指定したドライブ名、パス名、コマンドプロセッサのファ 
イル名などは、環境変数の XOMSPEC " に記録されません。 

例： COMMAND . COM をドライブ A のルートデイレクトリからロードしてコマ 
ンドプロセッサ（シェル）として実行し、再ロー ドも同じデイレクトリから行い、 
環境エリアは320バイトに設定する 


SHELL = A:¥COMMAND.COM A:¥ /E:320 /P 


CONFIG.SYS 
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第 eJ 章 

デバイスドライバ 


本章では、 MS - DOS のシステムディスクに含まれるデバイスドライバについて説明しています。デバ 
イスドライバはアルファべット順に列挙されています。 

各 コマンドの 説明では、使用時の書式、スイッチの内容、および コマンド 自身の役割な どが 書い 
てあります。 UMB に組み込むことのできる場合、書式において、' DEVICE 〃と記載されている部分を 
'' DEVICEHIGH " と書き換えることにより、 UMB に組み込むことができます。 

なお、'、例"に記されている例文は、パス名などに注意すれば COFIG . SYS 内でそのまま使用できます。 
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第 5 章デバイスドライバ 


AVGDRV.SYS 


^ - 

拡張グラフィックス機能を使用可能にします。 


^ - 

DEVICE : [く d : > ] [ くパス名〉] AVGDRV.SYS [/ EI / CI / S ] 


• スイツチ 


/E ドライパの一部を EMS メモリに組み込みコンベンショナルメモリの消費を抑えます。 
/C 数値演算コプロセッサを使用します。 

/S 描画系の機能を切り離し、設定系の機能のみを組み込みます。 


解 説 

'' AVGDRV . SYS " は、拡張グラフィックス機能を利用するためのデバイスドラ 
イバです。 

コマンドの、、 AVGDRV " にも同じ機能があります。これについては、第1部第 
2章 「 MS - DOS コマンド」を参照してください。 


注意 

•コンピュータ本体で披張グラフィックス機能がサポートされている必要が 
あります0 
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AVSDRV.SYS 


AVSDRV.SYS 


l 


拡張サウンド機能を使用可能にします。 




DEVICE= [ く d : >] [ くパス名〉 ] AVSDRV.SYS [/EI/FI/P] 


，スイツチ 

/E ドライバの一部を EMS メモリに組み込みコンベンショナルメモリの消費を抑ええます0 
/F FM 音源機能のみを組み込みます。 

/P PCM 音源機能のみを組み込みます。 


解 説 


AVSDRV . SYS " は•拡張サウンド機能を利用するためのデバイスドライバです。 
コマンドの、' AVSDRV " にも同じ機能があります。これについては、第1部第2 
章 「 MS - DOS コマンド」を参照してください0 


注意 

•コンピュータ本体で拡張サウンド機能がサポートされている必要があり 
ます。 


機目 B 


DEVomDSER 
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第 5 章デパイスドライバ 


DBLSPACE.SYS 


- " 

DoubleSpace システムファイル （ DBLSPACE.BIN) を、メモリ内のどこに読み込むかを決定し 
ます。 


- 

DEVICE 二 [ く d:>] [ くパス名〉 1DBLSPACE.SYS /MOVE [/NOHMA] 


籲スイッチ 


/MOVE 

DBLSPACE . BIN のメモリ内での位置を、最終的な位置に変更します。 

DBLSPACE . BIN の最終的な位置は、 UMB が使用可能であれば一部もしくは全部が UMB 
( UMB に組み込まれなかった残りはコンベンショナルメモリの最下位）、 UMB が使用可能で 
なければコンベンショナルメモリの最下位となります。 

/NOHMA 

DBLSPACE . BIN を HMA に読み込まないようにします。 

指定しなかった場合、 HMA に空きがあれば DBLSPACE . BIN の一部を HMA に読み込みます。 



DBLSPACE.SYS は 、 DoubleSpace システムファイル （ DBLSPACE . BIN ) を 
読み込むメモリ内での位置を決定するためのデバイスドライバです 。 DBLSPACE 
コマンドの動作そのものには関与していません。 

DoubleSpace をセットアップすると、 DBLSPACE . BIN という名前のファイ 
ルが MS - DOS の起動ドライブのルートディレクトリにコピーされます。このファ 
イルは、システムファイル属性、隠しファイル属性、書き込み禁止の各属性がつ 
いている MS - DOS のシステムファイルで、 MS - DOS が圧縮ドライブをアクセス 
できるようにします。 

システムファイルとしての DBLSPACE . BIN は、 IO . SYS や MSDOS . SYS と 
同じように、 MS - DOS の起動時に CONFIG . SYS や AUTOEXEC . BAT などの 
設定ファイルより前に読み込まれ、メモリに常駐します。これにより、 MS-DOS 
の起動ドライブの実質部分が DoubleSpace による圧縮ドライブであっても、起 
動時に問題なくアクセスできます。 

DBLSPACE . BIN は、 CONFIG . SYS に書かれているすべてのデバイスドライ 
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DBLSPACE.SYS 


バよりも前にメモリ内に読み込まれるため、ひとまずコンベンショナルメモリの最 
上位に読み込まれます。約 50 K バイトのメモリを消費しますが、 HIMEM . SYS や 
EMM 386. EXE などのメモリドライバが実行されないうちに常駐するので 、 HMA 
や UMB は使用できません。 

DoubleSpace のセットアップが正常に終了すると、 CONFIG . SYS の最後の 
行に、 DBLSPACE . SYS のコマンドラインが/ MOVE スイッチつきで追加され 
ます。これにより、 CONFIG . SYS 内のコマンドの実行がすべて終わるときに、 
DBLSPACE . BIN は自動的にコンベンショナルメモリの下位に移動し、コンベン 
ショナルメモリの上位部分をアクセスする必要があるデバイスドライバと衝突し 
ないようにします。また同時に HMA に空きがあれば HMA も使用して、コンべ 
ンショナルメモリの消費を減らします。 

DBLSPACE . SYS が読み込まれたときに UMB が使用可能であれば DBL 
SPACE . BIN はその一部もしくは全部が UMB に移動し、さらにコンべンショ 
ナルメモリの消費を減らすことができます。 


注意 

籲あらかじめデバイスドライバを実行しておかなければ利用できないような 
ドライブを DoubleSpace で圧縮して使用している場合は、 CONFIG.SYS 
内でそのドライバを DBLSPACE . SYS よりも前に書いておいてください0 

•お使いのシステムによっては、 DoubleSpace のセットアップ時に 
DBLSPACE . SYS のコマンドラインが CONFIG . SYS 内に複数行付加さ 
れることがあります。 DBLSPACE . SYS は複数回の読み込みをしませんの 
で、動作には支障ありません。 

• DBLSPACE . SYS を DEVICEHIGH コマンドで読み込んでも、 UMB に 
十分な空きがなければ、コンベンショナルメモリの最下位に移動します。 

• HMA を使用するためには、 CONFIG . SYS に HIMEM . SYS と DOS 二 
HIGH が含まれていなければなりません。 

• UMB を使用するためには、 CONFIG . SYS に HIMEM . SYS と / UMB 
または/ NOEMS スイッチがついた EMM 386. EXE、DOS = UMB が含ま 
れていなければなりません。 

関連コマンド _DBLSPACE ( MS - DOS のコマンド）、 DoubleSpace 情報 （Win 
dows ユーテイリテイ） 
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EMM.SYS 


- 

拡張メモリまたは EMS 対応の増設メモリを、 EMS メモリとして使用可能にします。 


BsJb^ 

DEVICE^ [<d : >] [ くパス名〉 ] EMM.SYS [/P= くページ数〉 ] [/F= くページフレームアドレス 〉] 
[/H= くハンドル数 〉] 


♦スイッチ 


/P= くページ数〉 

拡張メモリに割り当てる論理ページ数を指定します。1ページあたり拡張メモリの 16 K バイト 
分を割り当てます。省略した場合、もしくは使用できる最大の論理ページ数以上の値を指定し 
た場合は、使用できる最大の論理ページ数となります。 

/F= くページフ レーム アドレス〉 

使用するページフレームのアドレスを指定します。 

/H= 〈ハンドル数〉 

使用するハンドル数を指定します。ハンドルとは、 EMM . SYS 自身が拡張メモリ空間を使って 
いるアプリケーションプログラムを識別するために、論理ページに割り振る番号です。 
ハンドル数は1〜255の範囲で指定することができ、省略された場合は64となります。ハンド 
ノレ数を減らすと、当然ながら EMM . SYS が管理するメモリ領域が減り、加えて EMM . SYS の 
コンベンショナルメモリにおける常駐部分も少なくなります。 


解 説 

EMM . SYS " を利用すると拡張メモリ、 EMS 対応の増設メモリを EMS メモ 
リとして使用できます。 

EMS の規格下では、アプリケーションプログラムは、通常の 640 K バイトのメ 
モリ （ハイ レゾリューションモード時は 768 K バイト）に加え 、 EMS メモリとし 
て最大 32 M バイトまで使用できるようになります。 


EMM . SYS のスイツチによって、 コンベンショナル メモリ内のどこに物理ペー 
ジを設定するかを決めることができます。設定する場合のアドレスを、、ページフ 
レーム アドレス"と呼^びます。 

/ F スイッチでページフレームアドレスを指定しますが、使用機種と / F スイッチ 
によって決定されるページフレームのアドレス、物理ページ数は次のとおりです。 
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使用機種 

/F スイッチ 
の指定 

ぺージフレー厶のアド 

レス 

物理ペー 
ジ数 

EMS 方式 

ノーマルモード 

機種 

/ F = B 000 

B 0000 H 〜 BFFFFH 

4 ページ 

ソフトウェア 

ユ-ミュレーシ 

ョ ン 方式 

省略または 
/ F 二 C 00 CT 1 

C 0000 H 〜 CFFFFH 

ハードウェア 

バンク 切り換 
え方式 

C 0000 H 〜 C 7 FFFH * 2 
C 800 0 H 〜 CFFFFH * 2 

2 ページ 

ハイレゾリユーシ 
ョ ンモー ド機種 

省略または 
/ F = B 000 

B 0000 H 〜 BFFFFH 

4 ページ 

ソフトウェア 

エミュレーシ 

ョ ン 方式 


参照 #EMS メモリ- ► 
第 4 部第 4 章「メモリ」 


*1…増設 RAM ボード （ PC - 9801 - 53 U /54 U 。 ただし、本体が 98 NOTE シリー 
ズの ときは PC -9801 N -01 〜 04) が必要です。これらのボードは EMS 対応 
のメモリボードです。 

*2 …ページ フレームの アドレスは、増設 RAM ボード （ PC -9801-53 U /54 U ) 上 
のディップスイッチで設定します。他の拡張ボード上の ROM アドレスに 
重ならないように設定してください。 


例：拡張メモリの 320 K バイト （20 ページ）分を EMS メモリとして使用する 


DEVICE 二 EMM.SYS /P=20 


注意 


， EMM . SYS と EMM 386. EXE を同時に使うことはできません。 

►特に理由の無い場合は、 i 386 以上の CPU が持つ仮想86モードを有効に活 
用できる、 EMM 386. EXE を使用したほうがよいでしよう。 


DEVICE D2VER 


299 















第 5 章デパイスドライバ 


EMM386.EXE 


拡張メモリを EMS メモリとして使用可能にします。また、 UMB を設定することもできます。 


- 

DEVICE = [< d ：>][ くパス名〉] EMM 386. EXE [/ M = くメモリサイズ〉 |/ P = くページ数〉] [/ EM 二くメ 
モリサイズ〉 l / PM = 〈ページ数 〉] [/X = 〈メモリサイズ〉] [/ F = 〈フレームスタート〉[一〈フレームエ 
ンド> I [/ D ] 丨 [/ U ]] [/ L [= 〈口ーエストフレームスタート〉]] [/ UMB ] [/ NOEMS ] [/ NOHI ] [/ A = 
〈高速代替マップレジスタ数〉] [/ H =< ハンドル数〉] [/ DPMI ] [/ HIGHSCAN ] [/ E = 〈拡張 ROM 開 
始アドレス〉一く拡張 ROM 終了アドレス〉] [/ EN = く開始アドレス〉一く終了アドレス〉] [/ EH 二く開 
始アドレス〉一く終了アドレス〉] [7 WIN = 〈開始アドレス〉一く終了アドレス〉] [/ T=[<d ： >] [くパ 
ス名〉] EXTDSWAP . SYS ] [/ VERBOSE ] 


•スイツチ 


/ M = 〈メモリサイズ〉 |/ P =< ページ数〉 

拡張メモリに割り当てる EMS メモリの総量を指定します。 / M または / P で指定し、同時に指 
定はできません。 

〈メモリサイズ〉は K バイト単位の指定が可能で、16〜32768までの16の倍数を指定します。 
ただし指定した値が16の倍数でない場合は端数は切り捨てられます。 

〈ページ数〉は論理ページ単位の指定が可能で、1〜2048の値を指定します。 

1ページあたり 16 K バイトの拡張メモリを割り当てており、省略した場合と使用できる最大の 
論理ページ数以上の値を指定した場合は、使用できる最大の論理ページ数となります。 

/ EM =< メモリサイズ〉 |/ PM =< ページ数〉 

拡張メモリに割り当てる EMS メモリの最小サイズを指定します。 / EM または/ PM で指定し、 
同時に指定はできません。 

く メモリサイズ〉は K バイト単位の指定が可能で、〇〜32768までの16の倍数を指定します。た 
だし指定した値が16の倍数でない場合は端数は切り捨てられます。 

〈ページ 数〉は論理 ページ 単位の指定が可能で、〇〜2048の値を指定します。 

1ページ あたり 16 K バイトの拡張メモリを割り当てており、省略した場合は、 256 K バイト （16 
ページ） となります。 

/ X = くメモリサイズ〉 

EMS メモリを割り当てないで、残す拡張メモリの最小サイズを指定します。 

通常は/ M 、/ P で指定したサイズのメモリを割り当てますが、残る拡張メモリが〈メモリサイ 
ズ〉より小さくなる場合は、 / M 、/ P で指定したサイズを調整し、くメモリサイズ〉で指定した 
拡張メモリを残します。〈メモリサイズ〉は K バイト単位の指定が可能で、〇〜4194304までの 
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値を指定します。省略した場合は、0となります。 

/ 「 == くフレー厶スタート〉 [― くフレー厶エンド 〉] 

物理 ページのページフレームの 範囲を指定します。 〈フレームスタート〉に 開始セグメントを指 
定し、 くフレーム エンド〉 に 終了セグメントを指定します。一 〈フレーム エンド〉を省略した場合 
は、 くフレームスタート〉 から 64 K バイ トの範囲に ページフレームが 設定されます。 

/尸には、次のどちらかの形で設定します。 


/F=B 000 [― BFFF]- 
/F=C 000 [-CFFF ]， 


ページフレームアドレスを B 0000 H 〜 BFFFFH にします。 
ページフレームアドレスを C 0000 H 〜 CFFFFH にします〇 


/ F = C 000 を指定した場合で、拡張 ROM が C 0000 H 〜 C 7 FFFH または C 800 0 H 〜 CFFFFH 
のアドレスに実装されていると、アドレスが重なって拡張メモリが EMS メモリとして使えな 
〈なります。 

その場合は、 / D または/ U スイッチを付加して、ページフレームを拡張 ROM が使用しないア 
ドレスに設定する必要があります。 / D または八]スイッチを指定した場合のページフレームア 
ドレスは次のとおりです。 


/F=C000 /D 
/F=C000 /U 


ページフレームアドレスを C 0000 H - C 7 FFFH にします。 
ページフレームアドレスを C 8000 H — CFFFFH にします。 


なお、 / D スイッチと / U スイッチは同時に指定できません。 

/L[= く ロー エストフレームスタート 〉] 

EMS のモー ドを ラージページ EMS モー ドに指定します。 〈ローエス トフ レームスタート〉 に 
は、開始セグメントを指定します0 

開始セグメントには、1000〜4000 (1000 H 〜4000 H ) が入力でき、既定値は4000です。 

なお、/ L 、/ D 、/ U は同時に指定できません。 

/UMB 

UMB を使用可能にします。 

/NOEMS 

EMS 機能を使用せず、 UMB のみを使用可能にします。 /NOEMS を指定した場合は、 /UMB 
を指定しなくても UMB が設定されます。なお、ページフレームが設定してあっても、 /NOEMS 
が指定された場合は/ NOEMS が優先されます。 


/NOHI 


EMM 386. EXE のコード部分を UMB に移動しません。この場合コンベンショナルメモリが使 
用されるので、使用できるコンベンショナルメモリが若干少なくなります。 


DEVICmDmvER 
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/A = く高速代替マップレジスタ数〉 

高速代替マップレジスタ数を指定します。〇〜254までの数値が設定でき、省略した場合は7と 
なります。1つにつき、200バイトのメモリを必要とします。 

/ H =< ハンドル数〉 

EMM 用のハンドル数を指定します。ハンドルとは、拡張メモリ空間の論理ページに割り振る 
番号です。 

ハンドル数は2〜254の範囲で指定することができ、省略された場合は64となります。 


/DPMI 

DPMI 機能を使用できるようにします。ただし/ NOEMS が指定されている場合には DPMI 機 
能は使用できません。 

/HIGHSCAN 

ROM-BASIC が使用する領域を自動的に UMB として確保します。 /UMB または/ NOEMS 
の指定がない場合や、ハイレゾリューションモードでは無効になります。 


/UMB 

UMB を使用可能にします。 

/ E = く拡張 ROM 開始アドレス〉一〈拡張 ROM 終了アドレス〉 

/ EN = 〈開始アドレス〉一〈終了アドレス〉 

/ EH 二く開始アドレス〉一く終了アドレス〉 

システム領域内で、拡張ボードの ROM としてあらかじめ使用されていて UMB として使用で 
きない領域を指定します。 

それぞれ、 / EN は ノーマル モードでコンピュータを起動したときに、 / EH はハイレゾリュー 
ションモードコンピュータを起動したときに、 / E はモードに依存することなく有効になります。 
どのスイッチも複数指定できます。 

/ WIN = 〈開始アドレス〉一〈終了アドレス〉 

Windows が MS - DOS アプリケーションを実行するときに使う変換バッファのために予約する 
UMB の領域を指定します。 

/ T=[<d : >] [ くパス名〉] EXTDSWAP.SYS 

拡張タスクスワップ機能用のファイル （ EXTDSWAP . SYS ) を組み込みます。なお 、 EXTD 
SWAP . SYS は 、 EMS メモリを1ページ分 （16 KB ) 必要とします。 

/VERBOSE 

EMM 386. EXE が組み込まれるときに、メッセージを表示します。省略した場合にはメッセー 
ジはなにも表示されません。 
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参照 •EMS メモリ- ► 
第 4 部第 4 章「メモリ」 


解 説 

拡張メモリを EMS メモリとして使用可能にするデバイスドライパで、 i 386 以 
上の CPU が持つ仮想8086モードを利用してメモリを管理します。 

仮想8086モードは、保護機能を生かしながら8086の命令を実行する i 386 以上 
の CPU に固有の動作モードです。 この モードでは、 CPU は保護モードと同じょ 
つに動作しますが、プログラムで指定されている論理番地を8086と同じょうに 
解釈することができます。 

使用 機種 、/ F 、/ D または/ U スイッチの指定によって、 ページフレームアドレ 
ス および物理 ページ 数は次のように決定されます。 


使用機種 

/ F 、/ D、/U スイ 
ツチの指定 

ページフレームのアド 
レス 

物理ペー 
ジ数 

ノーマル モー 

ド機種 

/F=B000 

B0000H 〜 BFFFFH 

4 ページ 

省略または 

/F=C000 

C0000H 〜 CFFFFH 

|/F=C000/D 

C0000H 〜 C7FFFH 

2 ページ 

/F=C000/U 

C 800 0H 〜 CFFFFH 

ノ、イレゾリユー 

シ ヨン モード 

機種 

•省略または 

/F=B000 

B0000H 〜 BFFFFH 

4 ページ 


また、八 JMB によって UMB を使用することもできます。 

UMB の利用にあたっては、第4部第4章「メモリ」を参照してください 

例：拡張メモリの 320 K バイト （20 ページ）を EMS メモリとして使用丨ページ 
フレームアドレスは C 0000 H 〜 C 7 FFFH に設定し、このアドレス以外のところを 
UMB として利用可能にする 

DEVICE = EMM 386 .EXE /P = 20 / F=COOO /D /UMB 
注意 

• EMM 386. EXE は、コマンドとしても使うことができます。ただし、 この 
ときは 機能 や書式が異なりますので、詳しくは 第 1 部第 2章「 EMM 386」 

を参照してください。 

春 EMM 386. EXE を使用する場合は、 CONFIG . SYS 内で DEVICE コマン 
ドを使用して XMS メモリドライバ （ HIMEM . SYS ) を先に記述しておく 
必要があります。 

• EMS メモリの使用に際し、 EMM 386. EXE と EMM . SYS を併用すること 
はできません。 

• EMM386.EXE を使用する場合は、 論理 ページが 17 ページ （272K バイト） 
以上のメモリが必要です。 
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• UMB を使用する場合は、 CONFIG . SYS コマンドの DOS コマンドによ 
る UMB の指定が必要です。 

• / E スイッチで指定するアドレスについては、各拡張ボードのマニュアルを 
参照してください。 


304 




FONT.SYS 


FONT.SYS 


l 




文字フォントを拡大/縮小したパターンデータを取得します。 


np- 


DEVICE = [ <d ： > ] [ くパス名〉] FONT.SYS [/M ( mmm , nnn ) ] [/ E ] 


，スイツチ 

/M ( mmm , nnn ; 

ROM から供給される文字フォントのボディフヱイスサイズの最大値を、 X 軸方向のドット数 
mmm 、 Y . 軸方向のドット数 nnn で指定します。指定できる範囲は、 mmm 、 nnn とも 8—400 
です。範囲外の数値を指定したり/ M スイッチを省略すると、最大のボディフェイスサイズは 
40 X 40 ドットとなります。 

マルチフォント ROM ボードが未実装で本体マルチフォントが実装されている場合、指定でき 
る範囲は、 mmm は8〜48、 nnn は 8—64 となります。 

また、マルチフォント ROM ボードおよび本体マルチフォントが実装されていない場合、指定 
できる範囲は、 mmm 、 nnn とも8^40となります。 

この関係をまとめると、次の図のようになります。 


. 最小ボディフヱイスサイズ 


8X8 ドット 


•最大ボディサイズ 

マルチフォント ROM ポードが実装されている場合 
400X400 ドット 


本体マルチフォントのみが実装されている場合 
48X64 ドット 


マルチフォント ROM ポードが実装されていない場合 
40X40 ドット 


DEVICE D2VER 
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/E ストローク CG フォント 使用時に常駐部の一部を EMS メモリに格納します。これによって、 ス 

トローク CG フォント 使用時に コンベンショナル メモリの常駐部分を減らすことができます。こ 
のとき は、 CONFIG.SYS 内の DEVICE コマンドでフォント ドライバよりも先に EMS ドライ 
バを登録していなければなりません。 ストローク CG フォントは、マルチフォント ROM ボー 
ドが実装され、かつ/ M スイッチにより X 軸方向に 49 ドット以上、 Y 軸方向に 65 ドット以上 
を指定した場合に使用されます。 

本スイッチの設定と、それによる FONT.SYS のコンベンショナルメモリにおける常駐サイズ 
の関係は次の表のようになります。 


ボディフヱイスサイズ 

/ E スイッチ使用 

/ E スイッチ未使用 

X 2 49ドット 

約 15 K バイト（*1) 

約 63 K バイト 

かつ 

約 52 K バイト（*2) 


Y 265 ドット 



X く 49ドット 

約 15 K バイト 

約 15 K バイト 

かつ 



Y く65ドット 




(*1)… EMS の物理ページが4ページの場合 
(*2)-- EMS の物理ページが2ページの場合 


解 説 

参照•ストローク CG 、、 FONT . SYS " は、別売り のマルチフォント ROM ボードや本体内にある ROM 
フォン/ —『フログ 7 または本体 マルチフォント ROM (内蔵されている機種のみ）に入った文字 フォン 

ニュァル1 〇 1.2』 トパターンを、編集（拡大/縮小など）し、アプリケーションプログラムに渡すデ 

バイスドライバ'です0 

供給されたパターンデータをグラフィック VRAM に出力するためには、ダラ 
フィックスドライバ ( GRAPH . SYS ) を組み込んでおく必要があります。 
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GRAPH.SYS 




- 

基本的なグラフィックの描画機能を使用可能にします。 


- 

1) DEVICE : [ <d ： > ] [ くパス名〉] GRAPH.SYS 

2) DEVICE = [く d : > ][ 〈パス名〉] GRAPH.SYS / F = GRP _ H 98 .LIB [/ E ] 


籲スイツチ 

/E EMS メモリに常駐部の一部を格納します。これによって、コンベンショナルメモリの常駐部分 
を減らすことができます。ただし、 EMS メモリは ページフレームが3ページ （48 K バイト）以 
上使えなければなりません。また、 CONFIG.SYS 内の DEVICE コマンドでグラフィックスド 
ライパよりも先に EMS ドライバを指定していなければなりません。 

このスイッチは、 H 98 シリーズを使用する場合のみ使用可能です。 

/ F = GRP _ H 98 .LIB 

H 98 シリーズを使用する場合は、 GRP _ H 98 丄 IB というファイルを指定の場所に入れ、このス 
イッチを書式どおり記述してください。 


解 説 

、、 GRAPH . SYS 〃は、プログラムからダラフィックス機能を利用するためのキャ 
ラクタ系デバイスドライバ'(グラフィックライブラリ）です。このライブラリは、 
円を描いたり、線を引いたりといった描画機能やビッドブリッド（領域転送）など 
の機能をサポートしています。 

PC - H 98 の場合、 PC - H 98 の 持つ 強化されたグラフィック用ハードウエアを活 
用するために、専用高解像度版グラフィックスドライバが提供されています。こ 
れを利用するときは、書式 2) で登録してください。 

このドライバはキャラクタ系デバイスドライバなので、 ADDDRV/DELDRV 
コマンドで登録/削除することができます。 
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第 5 章デパイスドライパ 


注意 

•書式 1) を用いるときは GRAPH 丄 IB というファイルが、書式 2) を用いる 
ときには GRP __ H 98. LIB というファイルがカレントドライブのカレント 
ディレクトリまたはルートディレクトリ、または GRAPH . SYS と同じド 
ライブの同じディレクトリになければなりません。 

• H 98 シリーズでアプリケーションプログラムにて256色/1600万色の力 
ラーモードを指定する場合は、256色オプションボード （ PC - H 98- E 02) を 
実装する必要があります。 
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HIMEM.SYS 


HIMEM.SYS 




- 

拡張メモリを XMS メモリ （ HMA 、 EMB) として使用可能にします。 


wmm - 

DEVICE=[<d:>] [ くパス名〉 ] HIMEM.SYS[/HMAMIN=mm][/NUMHANDLES=nnn][/VERBOSE] 
[/TESTMEM:{ONlOFF}] 


參スイッチ 

/HMAMIN = mm 

アプリケーションが必要とする HMA の最大量を指定します。 K バイト単位で、1〜63までが 
指定できます。省略時は0です。 

/NUMHANDLES=nnn 

EMB 上でのハンドル数の最大値を指定します。 1-128 までが指定できます。ハンドル数を1 
つ追加するごとに、 HIMEM . SYS のコンベンショナルメモリ常駐部分が10バイト必要になり 
ます。省略時は32です。 

/VERBOSE 

HIMEM . SYS の組み込み時に、 XMS バージョン、ドライババージョン等を表示します。この 
スイッチを指定しなかった場合、エラーメッセージ、メモリテストのメッセージ以外は表示し 
ません。 

/TESTMEM : {ON I OFF} 

組み込み時に拡張メモリの信頼性テストを行うかどうかを指定します。 ON で信頼性テストを 
行い、 OFF で行わないません。省略時は信頼性テストを行います。 


解 説 

参照 •XMS メモリ— 、' HIMEM . SYS " は拡張メモリをいくつかのアプリケーシヨンに割り当てて、ア 

第 4 部第 4 章「メモリ」 プリケーション同士でメモリを不正にアクセスしないように制御します 0 


注意 

春 SMARTDRV . EXE や EMM 386. EXE を使用する場合などは 、 XMS メモ 
リを設定してから、個々の設定をする必要があります。このような場合、 
HIMEM . SYS は CONFIG . SYS 内の DEVICE コマンドで一番最初に記 
述してください。 
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第 5 章デバイスドライバ 


NECAIK1.DRVJECAIK2.DRV 


— ■钃 - 

日本語入力を行うためのデバイスドライバです。変換方法には AI 機能、逐次/連文節変換などが利 
用できます。 



DEVICE =[ く d : >] [〈パス名〉] KKCFUNC.SYS 


DEVICE =[ く d : >] [くパス名〉] NECAIK 1. DRV [/ F 二く d : > くパス名〉く日本語入カキーファイル名〉 
][/ H ] [/ J ] [/ P = く読みがなの色〉〈変換文字の色〉 | M ] [/ W ] [/ K ] [/ C = く同音語ブロック表示〉 
][/ N = く入カモード〉] 

DEVICE=[<d : >] [くパス名〉] NECAIK 2. DRV [/ T ] [/ R ] [<d : >] [くバス名〉][く辞書ファイル名〉] 
この3行は必ずこの順に記述してください。 


鲁スイッチ 


/ C = く同音語ブロック表示〉 

一覧表示/直接表示、一覧表示を行うまでの回数を指定します。 

B . 一覧表示 

C . 直接表示 

1〜9……一覧表示を行うまでの変換回数 
/ F = く d : > くパス名〉く日本語入カキーファイル名〉 

日本語入カキーを変更したい ときに、 キーの割当てを記述した ファイル 名を指定し ます。 
/H 日本語入力機能を起動した ときに、 句読点変換をしないことを指定し ます。 

/J コード入力を連続で行えるようにします。 

/K 間接入カモードを指定します。 

/ N = く入カモード〉 

日本語入力機能の起動時の入カモードを指定します。 

0 R 全かな（ローマ字 ON 、 全角、ひらがな） 

1 . 全かな（ローマ字 OFF 、 全角、ひらがな） 

2 R 全カナ （ローマ字 ON 、 全角、カタカナ） 

3 . 全カナ （ローマ字 OFF 、 全角、カタカナ） 

4…… R 全英数（ローマ字 ON 、 全角、英数） 

5…… R 半カナ（ローマ字 ON 、 半角、カタカナ） 

6…… 半カナ（ローマ字 OFF 、 半角、カタカナ） 

7…… R 半英数（ローマ字 ON 、 半角、英数） 
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KKCFUNC. SYS, NECAIK1.DRV, NECAIK2.DRV 


/ P = く読みがなの色〉く変換文字の色〉 

それぞれの色は、次の数値で指定します。 


1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

赤 


緑 

シアン 

黄 

紫 

白 


なお 、 /P = M と指定すると、ノーマル、リバース、下線のみで表示されます。ディスプレイが 
モノクロのときに指定してください。 

/R 連文節変換モードに設定します。省略すると逐次変換モードになります。 

/T AI かな漢字変換を使用しないように設定します。 

/W 単語登録を連続して行えるようにします。 

以下は辞書ファイルのための書式スイッチです。 

く d : > 辞書ファイルがあるドライブ名を指定します（省略するとカレントドライブ）。 

〈パス名〉 

辞書ファイルのパス名を指定します（省略するとルートディレクトリ）。 

〈辞書ファイル名〉 

辞書フアイル名を指定します（省略すると NECAI . SYS ) 。 


解 説 

'、 NECAIK 1. DRV "、、、 NECAIK 2. DRV "、'' KKCFUNC . SYS " は、日本語入力 

を可能にするキャラクタ系デバイスドライパです。 

通常 AI かな漢字変換ドライバ （ NECAIK 1. DRV 、 NECAIK 2. DRV ) は、 128 K 
バイトのコンベンショナルメモリを使用しますが 、 EMS メモリがある場合は 、 AI 
かな漢字変換ドライパの一部分を EMS メモリ上に設定することができます。こ 
れによつて最大約 120 K バイト (EMS メモリの設定状況により変化します）のコ 
ンベンショナルメモリが解放され、その分アプリケーションプログラムが使用で 
きるメモリ量が増加します。 

このようにかな漢字変換ドライバを EMS メモリ上に設定するには、 CONFIG . 
SYS 内の DEVICE コマンドで EMS ドライバを指定したあとで、 AI かな漢字変 
換ドライバを指定してください。 

ただしこの場合は、 EMS ドライバが使用するページフレームが 64 K バイト確 
保できなければなりません。 

日本語を入力するときの操作についての詳細は、『日本語入カガイド』を参照し 
てください。 

このドライノくはキャラクタ系デバイスドライバなので、 ADDDRV/DELDRV 
コマンドで登録/削除することもできます。 
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KKCSAV.SYS 


MS-DOS 6.2 未対応の日本語入力機能を組み込むことができるようにします。 


TOW - 

DEVICE = [ <d ： > ] [ くパス名〉] KKCSAV.SYS 


解 説 

MS-DOS 6.2 未対応の日本語入力機能を使用できるようにする、キャラクタ系 
デバイスドライバです。 

このデバイスドライバは、日本語入力機能を組み込む前に組み込む必要があり 
ます。 


例：卞 EP 1. SYS 〃と " FEP 2. SYS " で組み込むことができる日本語入力機能を利 
用する 


DEVICE = KKCSAV.SYS 
DEVICE = FEP 1 .SYS 
DEVICE 二 FEP 2 .SYS 


このドライバは、キャラクタ系デバイスドライバなので ADDDRV / DELDRV コ 
マンドで登録/削除することができます。 ADDDRV コマンドは続けて実行するこ 
とはできないので、組み込むデバイストライバを書くファイルには、 KKCSAV.SYS 
のあとに日本語入力機能のためのデバイスドライバを続けて書き、一度に登録し 
なくてはなりません。 
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MAXLINK.DRV 


MAXLINK.DRV—. 


MAXLINK - LITE のシステムで、自機に組み込むブロック系デバイスドライバです。 


DO - 

DEVICE = MAXLINK.DRV [/11/2 1/3] [/ W ] 


•スイッチ 

/I 本体内蔵 RS -232 C インタフェースを利用して通信します（既定値）。 

/2 RS -232 C インタフヱース拡張ポート1を利用して通信します。 

/3 RS -232 C インタフェース拡張ポート2を利用して通信します。 

/W 相手機で MAXLINK コマンドが実行されるまで待機します。 

RS -232 C インタフェース拡張ポート2、3を利用する場合は、別売の RS -232 C 拡張インタフェース 
ボードが必要です。 


解 説 

MAXLINK - LITE は、2台のコンピュータをつないで一方のコンピュータに 
つながれているフロッピィディスクドライブや固定ディスクドライブを、もう一 
方のコンピュータのドライブであるかのように使うためのユーティリティです。 

MAXLINK . DRV を自機（実際に利用している側のコンピュータ）に組み込む 
ことにより、相手機のディスクを利用することが可能となります。 


注意 

• MAXLINK . DRV はブロック型デバイスドライバです。 ADDDRV コマン 
ドで/組み込むことはできません。 CONFIG . SYS で•み込み、コンピュー 
夕を再起動させてください。 

• MAXLINK - LITE をお使いになるにあたっては、 RS -232 C ドライバ 
( RSDRV . SYS ) は必要ありません。その他のアプリケーシヨンで RS -232 C 
ドライバが必要な場合は、 MAXLINK . DRV を組み込む行よりも前に RS 

DRV . SYS を記述してください。 


関連コマンド ►MAXLINK ( MS-DOS のコマンド）、 MAXDRV ( MS-DOS の 

コマンド） 
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MOUSE.SYS 


MMM - 

マウスを利用可能にします。 


- 

DEVICE=[<d : >] [〈パス名〉] MOUSE . SYS [/I : くべクタ番号〉] 


籲スイッチ 


/I : くべクタ番号〉 

割り込みベクタ番号として 11H、12H、14H、15H のいずれかが指定できます。省略されたと 
き、あるいは指定値が不正のときは 15H に設定されます。ただし、ハイレゾリューションモー 
ドではベクタ番号の指定は無効で、割り込みべクタ番号は 0EH に固定されています（割り込み 
ベクタ番号、11、12、14、 15H はそれぞれ INT3、 41、5、6に対応しています)。 


解 説 

''MOUSE.SYS 〃は、デバイスドライバ型のマウスドライバです。このドライ 
バは、 ADDDRV/DELDRV コマンドで登録/削除することができます。 

DOS シヱルで MOUSE.SYS を使用するァプリケーションを起動するときは、 
バッチファイルによつて各タスクごとにこのドライバを組み込んでください。 

例： "DEVICE = MOUSES YS" を定義したファイル vv MOUSE.DEV ,/ 使用した 

バッチファイル 

ADDDRV MOUSE.DEV 
アプリケーション名 
DELDRV 
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MOUSE.SYS 


注意 

•アプリケーシヨンが割り込みべクタ番号 15H を使用している場合は、別の 
空いているアドレスを指定してください。通常は省略してかまいません。 
•以下のコマンドでマウスを使用するときは、 （MOUSE.SYS ではなく） 
MOUSE コマンドを使用してください0 

DOS シェル 
DBLSPACE 
DEFRAG 
MSD 

QBACKUP 

SCANDISK 

•独自のマウスドライバを必要とするアプリケーシヨンもあります0 
• H98 シリーズでは 、、MOUSEH98.SYS" という名前のファイルを "MOUSE. 
SYS 〃に変更して使う必要があります。 INSTDOS コマンドを使用してイ 
ンストールした場合、この作業は自動的に行われます。 


関連コマンド ►MOUSE(MS-DOS のコマンド) 
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NECCD.SYS 

- 

インタフェースに CD - ROM ドライブを認識させます。 


DE9 --——-—— - 

DEVICE 二 [<d ： > ][ 〈パス名〉 ] NECCD.SYS /D : くデバイス名〉 


•スイッチ 

/D : くデバイス名〉 

デバイス名を指定します。 


解 説 

^NECCD.SYS 〃は、 CD-ROM ドライブをインタフェースに認識させるための 
デバイスドライバです。 


このドライバは CD-ROM ドライブのインタフェースによっては、異なるもの 
が使用される場合があります。 INSTDOS コマンドもしくは CUSTOM コマン 
ドを使用して組み込んでください。 

例： CD_ 101というデバイス名で CD-ROM ドライブを使えるようにする。 

DEVICE = A :¥ DOS ¥ NECCD.SYS / D:CD 101 


注意 

•このデバイスドライバを組み込んだだけでは CD-ROM ドライブは使用で 
きません。 MSCDEX コマンドも使用してください。 CD-ROM ドライブ 
が接続されている場合、 INSTDOS コマンドもしくは CUSTOM コマン 
ドを使用すると、 MSCDEX は AUTOEXEC.BAT に自動的に組み込まれ 
ます。 


関連コマンド ►MSCDEX(MS-DOS のコマンド) 
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PRINT.SYS 


PRINT.SYS 


] 




コンピュータ本体に接続可能なセントロニクス仕様のプリンタ出力をサボートします。 


DEVICE=[ く d : >] [くパス名〉] PRINT.SYS[/U] [/PI] [/F] 


•スイツチ 

/U 


PC-PR201 系のプリンタでユーザー定義文字（外字）を印字するときに指定します。印字でき 
る文字は、 JIS コードで 7621H 〜 7674H までの84文字です。ただしこの場合、 MS-DOS が起 
動できるディスクのルートディレクトリに VV USKCG24.SYS // というユーザー定義文字ファイ 
ルが必要で、さらに MS-DOS を起動する前にプリンタの電源を ON にしておいてください。 
''USKCG24.SYS" というユーザー定義文字ファイルは、 USKCGM コマンドで作成できます。 
USKCGM コマンドについては付録 C または『日本語入カガイド』を参照してください。 


/P1 このスイッチを指定すると、漢字文字幅の制御コードが出力されなくなり、ユーザープロダラ 
ムによって漢字文字幅の変更ができるようになります。 

プリンタの状態が既定値の場合、漢字 （2 バイトコード文字）を1バイトコード文字の 1.5 文字 
分の幅で印字するときに指定します。 

このスイッチを省略すると、1バイトコード文字の2文字分の幅で印字され、次のような制御 
コードが MS-DOS によって自動的に揷入されます。ユーザープログラムによる漢字文字幅の 
設定は無効になります。 

• 24x24 系プリンタでは、漢字幅の制御コード （FS B (1C42H) /FS A (1C41H)) が、漢 

字イン/漢字アウト （ESC K/ESC H) の前後に自動的に挿入されます。 



FS B 

ESCK 

漢字コード 

ESC H 

FS A 

16x16 系プリンタでは、ドットスペースの制御コード (ESC 02H/ESC 

の前後に自動的に揷入されます。 

04H) が、漢字 


ESCK 

ESC 02 

漢字コード 

ESC 04 

ESC H 


/F PC-H98 のみで指定可能なスイッチです。これを指定すると、 PC-H98 のノーマルモードでプ 

リンタをフルセントロニクス仕様で制御できます。 


書式 


DEVICE D2VER 
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第 5 章デバイスドライバ 


参照 •SWITCH コマ 
ンド-►第1部第2章 
「 SWITCH コマンド」 


解 説 

、、PRINT.SYS" は、プリンタを使用可能にするキャラクタ系デバイスドライバ 
です。加えてプリンタには16ドット系と24ドット系の2種類がありますので、 
プリンタに合わせて MS-DOS コマンドの SWITCH コマンドで設定する必要が 
あります。 

また、画面のハードコピーができます。通常のコピーの場合は r^ opy ) キー、表 
示属性付きでコピーしたい場合は (grphI + [coPYl キーを押します。コピーできる 
表示属性は、リバース、シークレット、アンダーライン、バーテイカルラインの 
4種類です。 

例：漢字を1バイトコード文字の 1.5 文字分の幅で印字するように設定する 


DEVICE = PRINT.SYS / P 1 


このドライバはキャラクタ系デバイスドライバなので、 ADDDRV/DELDRV 
コマンドで登録/削除することができます0 

籲プリンタインタフ x — スの種類 

プリ ン タのイ ン タフヱースには、次の2種類があります。 

簡易セントロニクス 

セントロニクス準拠とも呼び、本体とプリンタ間の信号（やりとりする情報）を 
簡素化しています。 


フルセントロニクス 

簡易セントロニクスに比べ、プリンタの状態をより詳細にチヱックすることが 
できます。 

フルセントロニクスインタフェースでは、 MS-DOS ファンクションリクエスト 
を使ったプリンタ出力において、プリンタになんらかの障害が発生した場合に警 
告メッセージを表示します（簡易セントロニクスにはこの機能はありません）。表 
示されるメッセージには、次のものがあります（メッセージの意味や対処方法につ 
いては付録 A A.2 「デバイ スェラーメ ッセージ」を參照してください）。 

用紙がありません.く書き込み中〉デバイス PRN 
ドライブの準備ができていません .く 書き込み中〉デバイス PRN 

次に、本体機種と対応するプリンタの仕様を示します。 
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PRINT.SYS 


ハードウエアモー 

ド、 

機種 

インターフェイス 

MS-DOS での既定 
値 

ノーマルモード 

PC - 9801 XX 全翻 
( PC -98 XL 、 XL 2 、 

RL のノーマルモー 

ド含む） 

.簡易セントロニク 

ス 

簡易セントロニク 

ス 

PC - H 98 

簡易セントロニク 
スまたは 

フルセントロニク 

ス 

簡易セントロニク 

ス氺 

ハイレゾリユーシ 

ヨンモード 

PC -98 xx 全機種 
および 

PC - H 98 

フルセントロニク 

ス 

フルセントロニク 

ス 


* PC - H 98 のノーマル モー ドで フルセン トロニ クスインタフ エースを 使用するには、 
PRINT.SYS の 登録時に / F スイッチの 指定が必要です。 

注意 

•半角鄴線 （8640H 〜 869FH ) および CTRL-Z (1AH) は印字できません。 
•グラフィック文字 （80H 〜 9FH、EOH 〜 FOH) を印字するときは、 ESC) 3 
の エスケープシーケンスをコンソールデバ'イス （CON) に出力して、グラ 
フィックモードに設定してください。漢字のモード（通常のモード）で出力 
すると望み通りに印字できません。 

• PC-H98 以外では/ F によるフルセントロニクスインタフエースでの使用 
はできません。 
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RAMDISK.SYS 


-- 

拡張メモリ領域またはコンベンショナルメモリの一部を、 RAMDISK として使用可能にします。 


- 

DEVICE=[ く d : >] [くパス名〉] RAMDISK.SYS[sssss] [bbbb] [dddd] [/Ml/E] 


♦スイッチ 

m RAMDISK をコンベンシヨナルメモリ内に確保するように指定します。 

/E RAMDISK を EMS メモリ内に確保するように指定します。 

SSSSS 

RAMDISK として確保する容量です。 128(K バイト）の整数倍の値を指定します。省略した場 
合は128 (K バイト）です。 

bbbb 

RAMDISK の論理セクタ長です (512 または 1024) 。省略した場合は1024 (バイト）です。 

dddd 

ディレクトリ数 （128 〜1024)。省略した場合は、確保した RAMDISK の容量により下表のよ 
うに決められます。 


RAMDISK のディレクトリ数の設定 


RAMDISK の容量 

ディレクトリ数 

128 K バイトー 1 M バイト未満 

128 

1 M バイト〜 2 M バイト未満 

192 

2 M バイト〜 3 M バイト未満 

256 

3 M バイト〜 4 M バイト未満 

320 

4 M バイト〜 5 M バイト未満 

384 

5 M バイト〜 6 M バイト未満 

448 

6 M バイト〜 7 M バイト未満 

512 

7 M バイト〜 8 M バイト未満 

576 

8 M バイト〜 9 M バイト未満 

640 

9 M バイト〜 10 M バイト未満 

704 

10 M バイト〜 11 M バイト未満 

768 

11 M バイト〜 12 M バイト未満 

832 

12 M バイト〜 13 M バイト未満 

896 

13 M バイト〜 14 M バイト未満 

960 

14 M バイト〜 14.5 M バイト未満 

1024 
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RAMDISK.SYS 


参照 •RAMDISK— 第 
3 部第 4 章「メモリ」 


解説 

RAMDISK . SYS " は、本体メモリの一咅 g やオ プションの拡張メモリ（厦バイ 
卜以上のアドレスに実装されているメモリ）を、 、、RAMDISK "として使うときの 
デバイスドライバです。 

メモリを RAMDISK として設定すると、 その RAMDISK にも フロッピィディ 
スクドライブなどと同じようにドライブ名が付けられますから、以降は その ドライ 
ブ名で入出力を行うことができます。ただし、 FORMAT コマン ドや DISKCOPY 
コマン ドなど物理的に ディ スタにアクセスする コマン ドはこの RAMDISK に対 
して使用できません。 

例： RAMDISK として拡張メモリ内に1024 K バイト （1 M バイト）の容量を確保 
し、論理セクタ長を1024バイト、ディレクトリ数を192個に設定する 

DEVICE = RAMDISK.SYS 10241024192 


注意 

• / E 、/ M スイツチを省略すると、拡張メモリ内に直接 RAMDISK を確保し 
ます。このとき、 RAMDISK として使える容量は、 128 K バイト〜14.5 M 
バイトまでです。 

• / E スイツチで EMS メモリ内に RAMDISK を確保するときは、 
CONFIG . SYS 内の DEVICE コマンドで EMS ドライバを RAMDISK ド 
ライパより先に指定する必要があります。 

• / M スイツチでコンベンショナルメモリ内に RAMDISK を確保することが 
できますが、これによつてアプリケーションが利用できるメモリが減り、ア 
プリケーションが実行できない場合があります。このときは 、 RAMDISK 
を登録しないでください。 

• RAMDISK として確保する容量を、実装している拡張メモリ容量より多 
く指定した場合は、実装量すべてが RAMDISK として確保されま十 
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第 5 章デバイスドライバ 


RSDRV.SYS 


機能 


RS-232C インタフェースを利用するためのデバイスドライパです。 


pa- 

DEVICE= [ <d ： > ] [ くパス名〉] RSDRV.SYS 


解 説 

MS - DOS は、コンピュータ本体に内蔵されている RS -232 C インタフェース（標 
準）と拡張ボードを使用するとさらに2チャンネルの RS -232 C インタフヱースを 
サポートします。 RSDRV . SYS は、 RS -232 C インタフェースを用いて通信など 
を行う場合に必要なキャラクタ系デバイスドライバです。 

RSDRV . SYS は内部に256文字分の入カバッファを持ち、割り込み処理によっ 
て RS -232 C (補助入出力装置）から受信できます。このため CPU が他の仕事を 
行っているときでも入力されたデータを取りこぼすことなく受信することができ 
ます。 


参照 .SPEED コマン この割り込み処理は、 MS - DOS を起動した時点ではまだ機能していません。 

部第 2 章 「 SPEED speed コマンドを実行して初めて、 RS -232 C の初期化と割り込み処理が開始さ 
れます。したがって、 RS -232 C を利用するときは、まず SPEED コマンドを実行 
してください。ただし入カバッファがオーバーフローした場合は、新しいデータ 
が失なわれていきます。 

RS -232 C インタフヱースのスイッチの既定値は、コンピュータ本体のディップ 
スイッチとメモリスイッチの値が採用されます。しかし、 MS - DOS の SPEED コ 
マンドで一時的に変更することもできます。 

漢字の送受信はシフト JIS コードで行われるものとみなしていますから、デー 
夕長は8ビットに設定しなければなりません。データ長を7ビットとして1バイ 
卜のカタカナ文字を送ると、自動的にシフトコードを揷入します。 

このドライバは、キャラクタ系デバイスドライバなので ADDDRV/DELDRV 
コマンドで登録/削除することができます。 
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RSDRV.SYS 


参照 •ファンクション 
リクェスト -f 『 プ ログ 
ラマーズリファレンス 
マニュァル Vol . l 』 

プログラム インタフェース 

プログラムからはファンクションリクエスト3、4で RS -232 C インタフェース 
にアクセスします。また、拡張システムコール（ソフトウェア割り込み 220) を使用 
すると、プログラムから RS -232 C ポートの初期設定などを行うことができます。 

参照— 第1部第2章 
「ASSIGN コマンド」 

MS - DOS の ASSIGN コマンドで、、プログラムやコマンドの出力先を RS -232 C 

インタフェース （ AUX デバイス）に変更することもできます。 


注意 

• RS -232 C 拡張インタフェースボードをノーマルモードで使用する際は、拡 

張ボード上の ROM を使用してください。ハイレゾリューションモードで 

は、拡張ボード上の ROM へのアクセスを禁止するように設定してくださ 
い。詳細は、 RS -232 C 拡張インタフェースボードに添付のマニュアルを參 

照してください。 
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第 5 章デパイスドライパ 


SETVER.EXE 


- 

アプリケーションプログラムから参照される MS - DOS のバージョン番号を、任意の値に設定する 
ことができます。 


- 

DEVICE=[<d ： >] [くパス名〉] SETVER.EXE 


解 説 

アプリケーションプログラムの中には、実行時に MS - DOS に対してバージョ 
ン番号を確認するものがあります。その際に、本機能を使用して任意のバージョ 
ン番号をアプリケーションプログラムに返すことができます。 

あるアプリケーションプログラムが、現在のというバージョン番号と相性 
がよくない場合は、本機能を使用してそのアプリケーションプログラムが必要と 
するバージョン番号を返すようにするとよいでしょう。 

アプリケーションプログラムとバージョン番号の登録は 、、 SETVER . EXE " を通 
常のコマンドラインから実行して行います。ただし、 CONFIG . SYS の DEVICE 
コマンドで上記のように設定しておかないと、 SETVER コマンドはコマンドラ 
インからの実行はできませんので注意してください。 

詳しい使用方法は、第1部第2章「 SETVER コマンド」を参照してください。 
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SMARTDRV.EXE 


SMARTDRV.EXE-. 


WXM - 

ディスクキャッシュでダブルバッフアリング機能を設定します。 


- 

DEVICE 二 [<d ： > ] [ くパス名〉] SMARTDRV.EXE /DOUBLE.BUFFER 


籲スイッチ 

/DOUBLE.BUFFER 

ダブルバッファリング機能を使用します。 


解 説 

参照 •ディスクキャッシ SMARTDRV . EXE " は、 XMS メモリを持つシステムのためのディスクキャッ 

ュ"►第4部第4章「メモシュ用のデバイスドライバです。 

通常ディスクキャッシュの設定はコマンドとして行います。しかし SCSI インタ 
フェースの固定デイスクの中には、 SMARTDRV コマンドをコマンドラインから 
使用しただけでは正常に動作しないものがあります。 

このような場合には CONFIG . SYS の中でダブルバッファリング機能を指定す 
る必要があります。 

ダブルバッファリング機能が必要かどうかを判断するには次のようにします。 

1. SMARTDRV.EXE に 、、 DOUBLE _ BUFFER " スイッチをつけて CONFIG . 
SYS に組み込み、再起動します。このとき、 EMM 386 を起動する行が CON 
FIG . SYS にある場合は、その前に SMARTDRV . EXE を組み込んでください。 

2. コマンドラインから SMARTDRV コマンドを利用し、、、バッファリング"の tfl 
を確認します。 

3. この欄がすべて、、しない"になっていればダブルバッファリング機能は必要あり 
ません。 CONFIG . SYS から、 SMARTDRV . EXE の行を削除してください。 
、'するかになっているドライブがありそのドライブに対してデイスクキャッシュ 
を使いたい場合は、ダブルバッファを設定する必要があるので、 CONFIG.SYS 
は DOUBLE - BUFFER スイッチを付けた SMARTDRV . EXE を組み込む設 
定のままにしておいてください。 
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第 5 章デパイスドライパ 


ディスクキャッシュの詳しい使用方法は、第1部第2章 「 SMARTDRV コマン 
ド」を参照してください。 
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Windows ユーテイ 1 J テイ 


本章では、 MS-DOS6.2 添付の Windows 用ユーティリティについて説明します。各コマンドの説明 
では、まずプログラム名の右側にコマンド名が、さらに本文ではコマンド自身の役割などが書かれてい 


ます。 


また各コマンドは、詳細な機能説明が記された ヘルプを 持っています。 このヘルプの 内容は Windows 
のヘルプ コマンドを利用して参照できるようになっています。 










第 6 章 Windows ユーティリティ 


ウイルス バスター 98 


機能 


コンピュータウイルス検出プログラム、、ウイルスパスター 98〃 を起動します。 


解 説 

ウイルスバスター98では、海外のウイルスを含めて3500種類以上のコンピュー 
タウイルスの検索ができます。 

プログラムマネージャの'' Microsoft ツール〃グループ内の 、' WVB 98〃 をクリッ 
クするとウイルスバスター98が起動します。 



検索を選ぶと、ドライブ検索、ディレクトリ検索、全ドライブ検索の3通りの 
検索方法が指定できます。 

検索の結果ウイルスが発見された場合には、その旨のメッセージが表示され、 
レポートが表示されます。削除、もしくはリネームを選んでください。駆除機能 
は使用できません。 

ヘルプ〃ボタンをクリックすると、 WVB 98 コマンドのヘルプ画面が表示され 
ます。操作方法がわからなくなったり、機能について詳しく知りたいときには参 
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ウイルスパスター 98 


照してください。 

ウイルスバスター98 では ウイルスパターンファイルを 更新することにより、新 
しい ウイルスに 対応することができます。 ウイルスパターンファイルの 更新手続 
きについて は、 パッケージに 同封され ている「パターンファイル/ウイルスバス 
ター Ver .5 申込書」 を 参照してください。 

関連コマンド ► VB 98( MS - DOS コマンド） 
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第 6 章 Windows ユーテイリテイ 


Mwundel 


MWUNDEL 


地 故 

機能 


DEL コマンドで誤って削除したファイルを復元します。 


解 説 

MWUNDEL コマンドは、 DEL コマンドで削除されたファイルを復元します。 
MWUNDEL コマンドには、誤って削除してしまったファイルを修復するため、 
、、削除セントリ"、''削除追跡〃、、、標準"という3つの保護レベルが用意されてい 
ます。 

削除セントリ"レベルでファイルを復元するには、 MS - DOS 上で UNDELETE 
コマンドが'、削除セントリ"レベルで常駐している必要があります。このレベルは 
ファイルが復元できる可能性がもっとも高い保護レベルです。 

'、削除追跡〃レベルでファイルを復元するには、 MS - DOS 上で UNDELETE コ 
マンドが、'削除追跡〃レベルで常駐しているか、 MIRROR コマンドが常駐してい 
る必要があります。 

、、標準〃レベルでファイルを復活するには、 UNDELETE コマンドが常駐して 
いる必要はありませんが、ファイルの復元の可能性はもっとも低くなります。 

プログラムマネージャの、' Microsoft ツール〃グループ内の、' Mwunde ドをクリッ 
ク すると MWUNDEL が 起動します。 
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Mwundel 


I f - i ) キーを押すと、 MWUNDEL コマンドのヘルプ画面が表示されます。操 
作方法がわからなくなったり、機能について詳しく知りたいときには参照してく 
ださい。 

MWUNDEL では MS - DOS の コマンド UNDELETE ではサボートしていな 
い、ディレクトリの復元も可能となっています。 


関連コマンド ► UNDELETE ( MS-DOS のコマンド) 






第 6 章 Windows ユーテイリテイ 


Double Space 情報， 


機能 


圧縮ドライブについての情報を表示します。 



DoubleSpace 情報は、 DoubleSpace で圧縮しているドライブについての、使 
用領域、空き領域、全領域等の情報を得ることができます。 

ファイルマネージャで圧縮ドライブを選択してから、、、ツール"メニューの 
''DoubleSpace 情報〃コマンドを選ぶと以下の画面が表示されます。 


H _ Doubl eSpace 情幸 g 

ドライア J : は非圧縮 K ライア' A :のフバル 
抑 BLSPACE .001 I こ保存されています 

-圧縮ドライア ' J : - 

_使用領域： 0.00 MB 

圧縮率： 1.0 対 I 

_空き領域： 231.84 MB 

見積り圧縮率： 2.0 対1 


全領域： 231.84 MB 



[閉じる ( C ) 1 

[ 喘ア _ (且) 3 


[ 詳細表示 (D)] 


、'詳細表示"ボタンを押すと、ファイルマネージャで選択した、ファイルの名前、 
サイズ、圧縮率が表示されます。この圧縮率は、選択された圧縮ファイルのサイ 
ズと、同じファイルが圧縮されていない場合のサイズの比率となります。 

f ~ T - i ] キーを押すと、 DoubleSpace 情報のヘルプ画面が表示されます。操作 
方法がわからなくなったり、機能について詳しく知りたいときには參照してくだ 
さい0 
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関連コマンド _DBLSPACE (MS-DOS のコマンド）、 DBLSPACE.SYS (デバイ 

スドライバ) 
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MS - DOS の基本テクニック 


■■■■■■■■■■■■■ 





コンピュータを使用するときの環境(本体の性能、外部機器の有無）は人によっ 
て個々に違ろのが普通ですし、使用目的も千差万別です。 

このように個々に違う環境において、それらをうまく融合させたり、必要な外 
部機器を使用可能にしたり、いまあるメモリや固定ディスクを有効活用するとい 
う、''本来バラバラである環境を、システムとしてまとめあげる作業（システムの 
構築）〃がコンピュータを上手に使う上では必要です。 

また、よく行う作業を簡略化したり、個々の機能を融合させてより多機能にし 
たい、という要求もあります。 

このような場合に、 MS - DOS は本来個々に存在する外部機能をうまく融合さ 
せたり、 MS - DOS 自身が持っている機能をさらに有効活用できるような機能が 
そなわっています。 




























コマンドプロンプトの入力 


本章では、キーボードでコマンドを入力するときの便利なテクニックを紹介します。ここで紹介する 
テンプレート機能、コントロールキャラクタ、 DOSKEY コマンドを利用すると、コマンド入力の手間 
を軽減することができます。特に DOSKEY コマンドの高度な機能を利用すれば、コマンド入力の効率 
が上がります。 


1.1 テンプレート機能 

MS - DOS では、リターンキーを押してコマンドを入力すると、コマンドを実 
行するとともにコマンドラインの内容をメモリの一部分の、'テンプレート"と呼ば 
れる部分に保持しています。このテンプレートの内容は、ワンタッチで1文字ず 
つコマンドラインにコピーしたり、指定した文字までコピーすることができます。 

これが、、テンプレート機能〃と呼ばれるもので、同じようなコマンドやファイル 
名などを入力するときにキータイプの量を減らすことができます。 

テンプレート機能を使用するには、ファンクションキーの 「”1丨 〜 「卜1〇) キー 
を利用します。各キーには、機能に応じて次のような機能コードが付いています。 
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第 1 章コマンドプロンプトの入力 


テンプレー ト機能 一覧 


機能 

キー 

機能コード 

解説 

1文字をコピー 

C±iJ 

C 1 

テンプレートから1文字コ 
ピーします （Copy One char 
acter ) 〇 

指定文字までコピー 

( f .2 ) 

CU 

テンプレートから、指定され 
た文字の直前までコピーしま 
す （Copy Up to character ) 。 

すベてをコピー 

1 卜3 ) 

CA 

テンプレート中に残っている 
すべての文字をコピーします 
(Copy All character ) 0 

1文字をスキップ 

1 M ) 

S 1 

テンプレート内の1文字をス 
キップします (Skip One char 
acter ) 〇 

指定文字までスキップ 

い. 5 ) 

SU 

テンプレートから、指定した 
文字の直前までスキップしま 
す (Skip Up to character ) 。 

入力の取り消し 

CUD 

VOID 

現在の入力を取り消します。テ 
ンプレートの内容は変化しま 
せん ( VOID ) 〇 

テンプレートへの書き 
込み 

い. 7 ) 

NWL 

コマンドラインの内容をテンプ 
レートに書き込みます (NeW 
Line ) 〇コマンドは実行されま 
せん。 

揷入モード 

い .8 ) 

INS 

揷入モードに入る/出る 
(INSert mode ) 〇 

置き換えモード 

い .9 ) 

REP 

揷入モードから出ます 
(REPlace mode ) 〇 

1 ctrT) + LU の挿入 

( f .10 ) 

-z 

[CTRL) + をテンプレート 

に揷入します (put a ( CTRL 1 + 

CD )。 


機能コードは、通常の MS - DOS の画面の下側に表示されています。 



ファンクションキーへの機能の設定は、 KEY コマンドで変更することも可能 
です。また、 KEY コマンドで現在の設定を確認することもできます。 
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1.1 テンプレート機能 


注意 

• DOSKEY コマンドを組み込んだ場合は、テンプレート機能より DOSKEY 
コマンドによる機能のほうが優先されます。 


■テンプレート機能の使用例 

実際にテンプレート機能を使った例を示します。キーボードから 

DIR PROG.COM 

と入力すると、最後のリターンキーを押した時点でコマンドラインの内容 （DIR 
PROG . COM ) がテンプレートに記録され、コマンドが実行されます。 

ここで、各テンプレート機能を使ってみると、次のようになります。 

• ( M ) C 1 の場合 

A : ¥>■ 


A : ¥> D | 

I fTTl 

A : ¥> DI | 


A ： ¥> DIR | 

rrr ~] キーを押すとともに、テンプレートの内容を1文字ずつコピーします。 

• 1 f.2 ) cu の場合 

A : ¥>■ 

10^3回 

A : ¥>DIR PRO ! 

テンプレートの先頭から 「 Gj の直前までの文字をコピーします。 

• ( f-3 ) CA の場合 
A : ¥>■ 

1 rrn 

A : ¥>DIR PROG.COMI 
テンプレートの内容をすべてコピーします。 
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第 1 章コマンドブロンプトの入力 


• 「M ] S 1 の場合 
A : ¥>■ 

|い .4 J (テンプレートの最初の1文字をスキップ） 

A : ¥>■ 

1 1卜3 j 

A : ¥>IR PROG . COM ! 

テンプレートの最初の 「 D 」 をスキップし、テンプレートの残りをコピーします。 

• CEIDsu の場合 

A : ¥>■ 

i fTs "! 0(テンプレートの先頭から 「 P 」 の直前までをスキップ） 

A : ¥>■ 

i [HD 

A : ¥> PR 0 G . C 0 M | 

テンプレートの 「 P 」 の直前までスキップし、テンプレートの残りをコピーします。 

• [ T 63 VOID の場合 

A : ¥>TYPE PROGI . 'TYPE PROG " と入力 

(リターンキーは押しません） 

I 

A : ¥> TYPE PROG ¥ . 、 x ¥" が表示されます 

I 

丄 I ^3 ) 

A : ¥>TYPE PROG ¥ 

DIR PROG.COMI . テンプレートの内容は変わってぃません 

• f ~ T 811 NS の場合 

A : ¥>■ 

i 「 f . s 1 mi 2 i 丨 3 l 
A : ¥>1231 
i ( f .3 ) 

A : ¥>123 DIR PROG.COMI 

テンプレートに「123」を挿入し、テンプレートの内容をコピーします。 


参考 

KEY コマンドを使用して既定値以外の機能をファンクションキーに設定 
する場合は、 「 CTRL ] キーや 「 SHIFT ] キーとの組み合わせにするほうがよいで 
しよう。 
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1.2 コントロールキャラクタ 


コントロールキャラクタ 


MS - DOS には10個のコントロールキャラクタがあり、コマンド入力の編集や 
周辺機器への出力の制御に使用します。コントロールキャラクタには、次のよう 
な機能があります。 


コントロールキャラクター覧 


コントロールキャラクタ 

解説 

1 CTRL ] + 回 

実行中のコマンドを中止します。 

(CTRL ) + U^J 

最後に入力した文字を削除します （[BS j 、[ DEL )、0 
キーと同じ）。 

l CTRL ) -)- [Jj 

入力を次の行に続けます。 

(CTRL ) + [_Pj 

画面に出力されるものを同時にプリンタにも出力しま 
す。もう一度押すと出力を中止します。 

「CTRL j + fTH 

同上。 

(CTRL ] + ( S ] 

画面への出力を一時停止します。任意のキーを押すと 
再開します。 TYPE コマンドでテキストファイルの内 
容を見るときに有効です。 

(CTRL J + [Xj 

テンプレートの内容を蛮えずに現在の入力を取り消し 
ます（テンプレート機能の VOID と同じ）〇 

(CTRL ) + ( TT ) 

コマンドラインに入力した文字列をすべて削除し、カー 
ソルをプロンプトの直後に移動します。 

(CTRLj + [Wj 

カーソルの左1ワードを削除しますい¥〃や'〃などの 
記号はワードの区切りになります）。 

(CTRL ] + (Zj 

キーボード入力を終了します。 


コントロールキャラクタは、 f ^ TRL 丨 キーを押しながら必要なキーを押して入力 
します。 

これらの機會旨はコマンドを入力するときだけでなく、ラインエディタ EDLIN 
などを実行中にも利用できます。 


注意 

• DOSKEY コマンドが組み込まれた場合、コントロールキャラクタの機能よ 
り DosKEY コマンドの機能が優先されます （ r ^ n + nn 、®、 ©、 
rn が動作しません）。 
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第 1 章コマンドプロンプトの入力 


■コントロールキャラクタの使用例 

実際にコントロールキャラクタを使った例を示します。 

• fCTRLl + [ TTI 最後に入力した文字を削除 

A : ¥> TYPE | 

i I Ctrl ] + 〔h I 
A : ¥> 丁 YP _ 

• (幵礼一] + fU ] コマンドラインの文字列をすべて削除 

A : ¥> TYPE | 

i ICTRlJ - f - I U ] 

A : ¥>■ 

• |CTRLj + |¥l カーソルの左 1 ワードを削除 

A : ¥>TYPE B ： ¥ DOC ¥ REPORT . DOC | 

l [CTRLJ + [W I 

A : ¥> 丁 YPE B : ¥ DOC¥REPORTJ 


1.3 DOSKEY コマンド 


テンプレート 機能は直前に入力した コマン ドだけしか呼び出せませんが 、 DOSKEY 
コマン ドをメモリに組み込んでおくと、さらに前に入力した コマン ドを呼び出す 
ことができます。 DOSKEY には コマン ドを呼び出す以外にもさまざまな機能が 
あり、キー入力の手間を省くことができます。 

DOSKEY コマンドの主な機能は次の通りです。 

• 以前に入力したコマンドの再入力 
• コマンドラインでの編集 
•複数のコマンドを一度に実行 
•マクロの定義 

では、これらの機能について解説します。 

■以前に入力したコマンドの再入力 

DOSKEY は入力したコマンドをメモリ内に記憶しているため、以前に入力し 
たコマンドを呼び出して簡単に再実行することができます。この機能を利用する 
には、次のようなキーを使います。 
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1.3 DOSKEY コマンド 


コマンド再入カキーの一覧 


キー 

機能 

( 卜7 J 

過去に入力したコマンドのリストを表示します。 

(GRPH ] + ( f -7 1 

コマンドのリストをすベて削除します。 

0 

コマンドラインに表示しているコマンドの、 1 つ前に入力 
したコマンドを表示します 0 


コマンドラインに表示しているコマンドの、 1 つ後に入力 
したコマンドを表示します。 

№1 

もっとも古く入力したコマンドを表示します0 

(DOWN 1 

もっとも新しく入力したコマンドを表示します。 

い .8 ) 

コマンドの先頭にあたるいくつかの文字を押してから 
( f -8 ) を押すと、文字が一致するもっとも新しく入力し 
たコマンドを表示します。〖卜 8 ) を押すたびに、一致す 
るコマンドを順に古いほうへ表示していきます。 


実際にコマンドを再入力するときのキーの使用例を解説します。いま、例として 


CD ¥DOC 

SEDIT ¥ DOC ¥ REPORT.DOC 
TYPE ¥ DOC ¥ REPORT.DOC 


という 3 個のコマンドを入力したものとします。 


0 QJ 1 つ前または後のコマンドを表示 

QD キーを押すと、次のように1つ前に入力したコマンドを表示します。 


A : ¥>■ 

i Q 

A：¥>TYPE ¥ DOC ¥ REPORT . DOC | 

i CD 

A : ¥> SEDIT ¥ DOC ¥ REPORT . DOC | 
A : ¥>TYPE ¥ DOC ¥ REPORT . DOC | 


• 「 f •フ ) コマンドリストを表示 

キーを押すと、画面には次のように表示されます。 


1 : CD ¥DOC 

2 : SEDIT ¥ DOC ¥ REPORT.DOC 

3 : >TYPE ¥ DOC ¥ REPORT.DOC 


は現在指しているコマンドを示します（カレントコマンドと呼びます）。 
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第 1 章コマンドプロンプトの入力 


参照 •/BUFSIZE— 第 
1部第2章 「DOSKEY 

コマンド」 


• [ Hi 丨 R Sb l l 最初または最後のコマンドを表示 

コマンドリストの最後のコマンドを表示するには® y キーを、最初のコマン 
ドを表示するにはキーを押します。 

A : ¥>| 

I [WJ 

A : ¥>CD ¥DOC| 


• コマンドを検索して表示 

コマンドの先頭のいくつかの文字を入力して(_卜8」キーを押します。 


A ： ¥>TY| 

11 T-8 ] 

A ： ¥>TYPE ¥DOC¥REPORT.DOC| 


• 「 f .9 ] コマンドを番号で選ぶ 

キーを押すと、コマンドラインには 

A : ¥>行番号： ■ 

と表示されるので、ここで 厂卜7~] キーで表示されるコマンドリストの左に付いて 
いる番号を入力すると、そのコマンドが表示されます。 

• IGRPHJ + 「卜7~] リストの 削除 

記憶しているリストをすベて削除したいときは、 ( grph ) + fT7~l キーを押し 
ます。また、 DOSKEY コマンドを再びメモリに組み込んでもリストは削除され 
ます。 


•リストの表示•保存 

リストの表示には 厂トフ1 キーを使いますが、この他にも 

DOSKEY /HISTORY (/H) 

と入力しても表示できます。ただし、 厂 rri キーを使った場合と異なり、リスト 
に行番号は表示されません。この表示を次のようにファイルにリダイレクトすれ 
ば、コマンドの並んだファイル、つまりバッチファイルが作成できます。 

DOSKEY /HISTORY > LIST.BAT 

コマンドのリストは、 DOSKEY コマンドをメモリに組み込むときに指定す 
る/ BUFSIZE の大きさだけ記憶します。コマンドを入力して/ BUFSIZE を超え 
た場合、古いコマンドから順に削除されていきます。 
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1.3 D 〇 SKE 丫コマンド 


■コマンドラインでの編集機能 

コマンドを入力しているときや、リスト中のコマンドを表示させているときに、 
コマンドラインに表示されている文字列を通常の エディ タのように編集すること 
ができます。編集キーには次のようなものがあります。 


編集キーー覧 


キー 

機能 

1 shift ) + 1-1 

コマンドラインの先頭に力ーソルを移動します。 

( shift ] 4-0 

コマンドラインの最後に力ーソルを移動します。 

0 

カーソルを1文字分左へ移動します。 

Q 

カーソルを1文字分右へ移動します。 

( CTRL ) + g 

カーソルを1ワード分左へ移動します（ワードとはスペー 
スで区切られた文字列です）。 

fCTRLl + Q 

力ーソルを1ワード分右へ移動します。 

[BS ) 

カーソルの左の1文字を削除します。 

[DEL ) 

カーソル位置の1文字を削除します。 

( GRPH )+ Q 

カーソル位置から右の文字をすべて削除します。 

1 grph ] + FI 

カーソル位置から左の文字をすべて削除します。 

f INS 1 

挿入モードと上書きモードを切り換えます。 

(ESC ) 

コマンドラインに表示されている文字をすべて消去しま 
す。 

( f . l ) 

テンプレートから1文字コピーします。 

い. 2 ) 

テンプレートから、 t 卜 2 ) キーを押し、続けて押した文 
字の手前までの内容をコマンドラインにコピーします。 

い. 3 ) 

く挿入モード〉テンプレートの内容をコピーします0 

く上書きモード〉コマンドラインのカーソル位置に対応 
するテンプレートの内容をコピーします0 

( f .4 ) 

テンプレートの先頭から指定した文字の手前までの内容 
を削除します。 （ f * 4 ) キーを押し、続けてキーを押して 
文字を指定します。 

い .5 ) 

コマンドラインの内容をテンプレートにコピーし、コマ 
ンドラインを削除します0 


| INS ] キーに よる挿入モードと上書き モー ドの切り換えは コマン ド入力中の 
一時的なものなので、 コマン ドを実行すると DOSKEY コマン ドの組み込み時の 
モードに戻ります。 

組み込み時にモード指定するには、次のようなスイッチを指定して DOSKEY 
コマンドをメモリに組み込みます。 


スイッチ 

内容 

/INSERT 

/OVERSTRIKE 

揷入モードで組み込みます。 

上書きモードで組み込みます。 


343 

























































第 1 章コマンドプロンプトの入力 


何も指定しない場合は、 /OVERSTRIKE を指定したことになります。 

なお、 ( jns ! キーを押してモードを一時的に切り替えているときは、カーソル 
は点滅しません。 

■複数のコマンドの実行 

通常、コマンドラインからは1度に1個のコマンドしか実行できませんが、 
DOSKEY コマンドを組み込むと複数のコマンドを 1 度の入力で実行できるよう 
になります。入力時にコマンドを区切るには、 「 CTRL ~1 + 1 T j キーを押します（画 
面には区切りのマークとして ★&〃 が表示されます）。 

たとえば、 ¥DOC というディレクトリに移動して、その中の拡張子が' DOC" 
のファイルを表示したいときは、次のように入力します。 

A : ¥>CD ¥DOC I 

i 「 CTRL ] + 1 T j 

A : ¥>CD ¥DOC &■ 

I 

A : ¥>CD ¥DOC & DIR *.DOC| 


コマンドはいくつでも入力できますが、1行の長さは127文字までに制限され 
ます。また、途中のコマンドでエラーが発生しても、その次のコマンドが順に実 
行されます。 


■マクロの定義 

マクロの定義とは、単数、もしくは複数のコマンドを別の1つの名前で定義す 
る機能です。スイッチやオプションの多いコマンドはなかなか憶えにくいもので 
すが、こういったコマンドを短い名前で定義しておけばいちいちマニュアルを見 
なくても簡単に実行できるようになります。たとえば、 

DOSKEY SYSINI 丁 =SWITCH R 0[1200 B 8 PN SI XON ] 

と入力して SYSINIT というマクロを定義すると、以降は 

SYSINIT 

と入力するだけで、先ほど定義した 

SWITCH R 0 C 1200 B 8 PN SI XON ] 

という コマンドを 実行することができます。また、 マクロ 用のパラメータを利用 
すれば、バッチ処理と同じようなことを行うことができます。 
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1.3 DOSKEY コマンド 


• マクロの書式 

マクロは、次のような書式で定義します。 

DOSKEY マクロ名二[コマンド列] 

たとえば、 

DOSKEY LS=DIR /W /〇 : N 

と入力すると、これ以降'' LS 〃と入力すれば V 、DIR /W /0: N " というコマンド 
を実行することができます。 

• 特殊文字によるマクロの作成 

マクロ中に特殊文字を指定することで、マクロでも複数コマンドの実行、リダ 
イレクト、ハ。イプなどが利用できます。特殊文字には次のようなものがあります。 


特殊文字一覧 


記号 

意味 

$L 

リダイレクト記号の、、く〃 を表します。 

$G 

リダイレクト記号の、、> 〃を表します。 

$ G$G 

リダイレクト記号の、'>> 〃を表します。 

$B 

パイブ記号の、、ドを表します。 

$T 

コマンドの連結を行います。 

$$ 

ドル記号を表します。 


(アルファべッ トは 小文字も可) 


たとえば、 

DOSKEY /HISTORY > A : ¥ ETCMHIST.BAT 

とコマンドラインから入力するのと同じ内容を SVHIS というマクロに定義す 
ると、次のようになります。 

DOSKEY SVHIS = DOSKEY /HISTORY $G A : ¥ ETC ¥ HIST.BAT 

また、複数のコマンドを1つのマクロで定義する場合は次のように 、 T 〃 で区 
切ります。 

DOSKEY DOC=A : $T CD ¥DOC $T DIR /〇 : D 
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• マクロでパラメータを使う 

マクロ定義の中でもバッチファイルと同様にパラメータを使うことができます。 
パラメータには $* と$1〜$9があります。 

$1〜$9はバッチファイルと同じように使用します。 

たとえば、 

DOSKEY LS = DIR $1 /W /〇 : N 

とマクロを定義すれば、コマンドプロンプトから 

LS *.TXT 

と入力すると、11〃は ゞ . TXT 〃に置き換わり、 

DIR *.TXT /W /〇: N 

というコマンドが、実行されます。 

ただし、バッチファイルと異なり、 SHIFT コマンドを使ってパラメータをシ 
フトすることはできません。 

1* 〃は他のパラメータとは少々異なり、 コマン ドラインで マクロ 名の後に入力 
した内容のすべてがパラメータとして引き渡されます。 

たとえば、 

DOSKEY FORMAT 2 = FORMAT /S $* 

と マクロを 定義します。 

F 0 RMAT 2 /V /P /M 

と入力すると、 


FORMAT /S /V /P /M 

という コマンドが 実行されます。通常の パラメータで すと、受け渡せる内容は1 
つです が、、、$*〃パラメータは このように マクロ名 以外の入力され た すべてを受け 
渡します。 
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• 実行可能な他のコマンドとマクロ名が同じ場合 

マクロ名に、 MS - DOS のコマンドやその他の実行ファイルの名前と同じ名前 
を付けた場合は、マクロのほうが優先されます。 


1.3 DOSKEY コマンド 


たとえば、 

DOSKEY CD=CD ¥DOC 

とマクロを定義すると、て ： D " と入力したときには、 MS-DOS のコマンドではな 
くこのマクロが実行されます。 

マクロで はなく MS - DOS のコマンドの ほうを実行す る 場合には、次のように 
コマンドプロンブトとコマンドの間にスペースを入れます。 

A ： ¥> CD 

これで、通常の CD コマンドが実行できます。 

• マクロの表示 

定義したマクロを表示したい場合は、 DOSKEY コマンドを/ MACROS (また 
は / M ) スイッチを付けて実行します。すると現在登録されているマクロが表示さ 
れます。このとき、リダイレクトやパイプは通常の文字で表示され、コマンドの 
区切りも〃で表示されます。 


• マクロ定義の削除 

マクロ 定義を取り消すときは、消したい マクロ 名と〃だけを入力します。 
たとえば、次のように入力すると TKX 7 という マクロ 定義を削除します。 

DOSKEY DOC= 

また、 [ grph ] + キーを押すと、現在登録されているすべての マクロ 定 

義を削除することができます。 


•マクロの保存 

マクロはメモリに記憶されますので、リセットや電源をオフすると内容が消え 
てしまいます。したがって、よく使うマクロはバッチファイルに残しておき、次 
からコンピュータを起動するときにマクロを一度に定義できるようにしておくと 
便利です。 

たとえば、定義したマクロを次のように/ MACROS スイッチとリダイレクトを 
使ってファイルに保存します。 

DOSKEY /MACROS > C : ¥MAC.TXT 

ただし、これで保存されるのは、 、、マクロ 名ニコ マンド 列"の分だけです。た 
とえば、 

DOSKEY LS = DIR $ 1 /W /〇 : N 
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と定義してあるマクロを上記の方法でファイルにすると、ファイル中では 

LS=DIR $1 /W /〇 : N 

となってしまいます。そこで、ファイルの各行の先頭に' ' DOSKEY 〃という文字 
を揷入すれば、マクロを定義するバッチファイルができあがります。 

マクロは、バッチ処理とよく似ていますが、次の点が異なりますので注意して 
ください。 

(1) バッチファイルには長さの制限はありませんが、 マクロ 化できる コマンドは 
126文字に制限されています。 

⑵バッチファイルでは途中で実行を止めたい場合は ( CTRL ] + © キーを押しま 
すが、 マクロで 1 CTRL ] + 1 C 丨キーを押しても、そのとき実行して いたコマン 
ドが中止されるだけで、すぐに次の コマン ドが実行されます。 

(3) マクロの中からマクロを実行することはできません。 

⑷マクロではバッチファイルのラベルが使えないので、 GOTO コマンドが使用 
できません。 


注意 

♦ / REINSTALL スイツチ{寸きでさらに DOSKEY コマンドを組み込むと、 
いままでのマクロやヒストリは使用できなくなります。以前のマクロやヒス 
トリを再び使用するには 、 、、DOSKEY / R " と入力して 、/ REINSTALL 
スイツチ付きで組み込んだ DOSKEY コマンドをメモリから解放してくだ 
さい0 
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IJ ダイレクトとパイブ 


コンピュータに接続されている各種の周辺機器は、それぞれ入力や出力、あるいは両方の機能を持つ 
ています。 MS - DOS ではキーボードから入力を受け付け、処理結果をディスプレイの画面に出力（表示) 
するのを標準としています。このため、キーボードを''標準入力〃、画面を''標準出力〃と呼んでいます。 

MS - DOS では、この標準入力と標準出力を他の周辺装置に切り換えることができます。この切り換え 
機能のことを''リダイレクト〃と呼びます。 

また、 MS - DOS では、あるコマンドの出力をそのまま他のコマンドの入力にすることができます。こ 
の機能を '、パイプ〃と呼び、コマンドの用途範囲をさらに広げることができます。 


2.1 リダィレクト 

通常、 MS - DOS は標準入力としてキーボード、標準出力としてディスプレイを 
割り当てており、これらをまとめて、 x 標準入出力〃と呼びます。標準入出力には、 
、、 CON " というデバイスファイル名が付いています。 

、、リダイレクト"というのは、この標準入出力を一時的に他の周辺装置やファイ 
ルに切り換えることをいいます。たとえば、出力先を画面からファイルに切り換 
えれば、出力の内容をファイルに保存することができますし、プリンタに切り換 
えればプリンタで印刷することができます。 

ただし、すべての周辺装置を標準入出力の切り換え対象にできるわけではあり 
ません。たとえば、プリンタは出力専用の装置なので、標準入力にしてプリンタか 
ら入力することはできません。また、キーボードを出力にすることもできません。 

このように、リダイレクトで入力を切り換える場合、対象となる周辺装置が入 
力の機能を備えていなければなりません。それぞれのデバイスファイル名と、切 
り換え可能な入出力の機能は次のようになります。 
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デバイスファイル名一覧 


装置名 

デバイスファイル 名 

入力 

出力 

キーボード 

CON 

〇（標準） 

X 

デイスブレイ 

CON 

X 

〇(標準） 

プリンタ 

PRN 

X 

〇 

補助入力装置 
( RS -232 C ) 

AUX 、 AUX 1、 

AUX 2 

〇 

〇 

ダミー 

NUL 

O 

〇 

システムクロック 

CLOCK 

X 

X 


■出力のリダイレクト 


標準出力を ディ スプレイから 他の 周辺装置やファイルなどに切り換えるには、 
">ッを使います。たとえば、 DIR コマンドは ディ レクトリリストを画面に表示し 
ますが、この出力をファイルに切り換える場合には、次のように入力します。 

DIR > MYFILES 

このように出力をリダイレクトすると、 DIR コマンドの出力が 、、 MYFILES "とい 
うファイルに切り換わり、結果をファイルに保存することができます。 

また、デノ<イスファイル名を使って、 

DIR > PRN 

とすると、プリンタで DIR コマンドの結果を印刷することができます。 

、、 NUL " というデバイスファイル名は入出力のダミーとして使われ、実際には 
何も入出力を行いません。たとえば、コマンド実行時に画面になにも表示させな 
い場合などのリダイレクト先として使います。 


注意 

•リダイレクトで出力をファイルに切り換えた場合、同名のファイルがあれ 
ば内容を上書きしてしまいますので、注意してください。 
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■リダイレクトでテキストを追加する 

〃を使用してリダイレクト先にすでに存在するファイル名を指定すると、新 
しい内容をファイルに上書きしてしまい、以前の内容を消してしまいます。 

ファイルを消さずにリダイレクトの出力内容を追加する場合は、を使い 
ます。たとえば、 

DIR A : > MYFILES 

DIR B : >> MYFILES 

と入力すると、まず1行目でドライブ A のディレクトリリストを、' MYFILES " と 
いうファイルに出力し、2行目でドライブ B のデイレクトリリストを、、 MYFILES " 
に追加します。 

また、次のような内容の'' TEL . DAT " というファイルがあるとします。 


名前 

電話番号 

警察 

110 

消防署 

119 

番号案内 

104 

時報 

117 


MS - DOS のコマンドラインでは、キーボードから文字を入力すると、その結果 
を画面に表示するようになっています。この出力先を次のようにファイルに切り 
換えて、先ほどの 、 TEL . DAT " にデータを追加してみます。 

A : ¥>TYPE CON >> TE し DAT^J … CON はキーボード 

天気予報177 . キーボードから入力 

- z(^j . 入力終了 （ r ^ n + fTi キー 

を押します） 


TYPE コマンドで 、' TEL . DAT 〃 の内容を見ると、 


名前 

電話番号 

警察 

110 

消防署 

119 

番号案内 

104 

時報 

117 

天気予報 

177 


というように、先ほど入力した内容がリダイレクトによってファイルの最後に追 
加されます。 
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また、 、' TEL 1. DAT " というファイルに 、' TEL 2. DAT " というファイルの内容を 
追加して1つのファイルにまとめるには、次のように入力します。 

TYPE TEL2.DAT >> TEL1.DAT 

このとき、ディスク上に、 \ TEL 1. DAT " というファイルがなければ、 " TELLDAT " 
というファイルが新しく作成されます。この場合、 v 、丁 EL 2. DAT " と、 TEL 1. DA 丁" 
は同じ内容になります。 

■入力のリダイレクト 

標準入力をリダイレクトして、入力をキーボードから他の装置やファイルに切 
り換えるには、'、く"を使います。たとえば、 SORT コマンドは標準入力の内容を 
文字コード順に並べ換えるコマンドですが、単に 

SORT 

と入力すると、キーボードからの入力を並べ換えて画面に出力します。したがっ 
て、あるファイルの内容をアルファベット順に並べ換えたいときは、次のように 
リダイレクトして入力をキーボードからファイルに切り換えます。 

SORT < TE し DAT 

これで、 '' TEL . DAT " というファイルの内容を並べ換え、結果を画面に表示しま 
す。さらにこの出力を画面からファイルに出力するには、次のように入力します。 

SORT < TEL.DAT > TEL.LST 

'' TEL . DAT " というファイルの内容を SORT コマンドで並べ替え、その結果を 
、、 TEL 丄 ST " というフアイルに出力します。 


また、リダイレクトで入力を切り換えられる対象はファイルやデバイスファイ 
ル名に限られますので、次のようなリダイレクトはできません。 


SORT < DIR 

この場合、 DIR というフアイルがなければ エラー となります。 
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フイルタ 


vs フィルタ〃 とは、標準出力の データを 受け取って、それになんらかの加工を施 
して標準出力に出力するような コマンドの ことを いいます。つまり、データを一 
種の ”ふるい" にかけ るコマンドです。 一般的に、 フィルタは リダイレクトや後述 
するパイプと組み合わせて使います。 

MS-DOS では、次の 3 種類のコマンドをフイルタとして 利用す ることができ 
ます。 


MS-DOS のフィルタコマンドー覧 


コマンド名 

フィルタの機能 

FIND 

標準入力から入ってくるデータから、指定されたデータを検索し 
て標準出力に出力します。 

MORE 

標準入力から入ってくるデータを、1画面分ずつ区切って標準出力 
に出力します。 

SORT 

標準入力から入ってくるデータを、アルファベット順、またはそ 
の逆順に並べ換えて標準出力に出力します。 


なお、各コマンドの詳しい使い方は、第1部第2章 「 MS - DOS のコマンド」を 
参照してください。 


パイプ 


あるコマンドの出力結果をさらに別のコマンドで処理する場合、コマンドの出 
力結果をいったんファイルとして保存しておき、それを次のコマンドの入力とし 
て利用する方法が一般的です。たとえば、 DIR コマンドの出力を漢字コード順に 
並び換える場合には、次のように入力します。 

DIR > MYFILES 
SORT < MYFILES 

この場合、 DIR コマンドの出力を'' MYFILES 〃というファイルに保存して SORT 
コマンドの入力として利用するわけですが、このように一時的なファイルを作成 
すると、このあと必要のない '' MYFILES ^ というファイルを削除するためのコマ 
ンドを入力しなければなりません。 

このような場合に”パイプ〃を利用すれば、一時的なファイルを作らなくても同 
じ結果を得ることができます。 

パイプを利用するには、次のように”"を使います。 

DIR | SORT 
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パイプでつないだコマンドは左側から順に実行されますので、この例ではまず DIR 
コマンドを実行し、その出力結果をそのまま SORT コマンドの入力にします0 
このようにパイプを使えば、先ほどのように '' MYFILES 〃というファイルを作 
らなくても同じ結果を得ることができます。 

ただし、パイプで利用できるコマンドは、フィルタのように入力として標準入 
力を使うことのできるものに限ります。 


注意 

•々 I " は、 PC -9800 シリーズのキー•ボードでは 03 (( shift ) + [T]) です。 

パイプを使うと、先ほどの、、 MYFILES "のよう な一 時的なファイルを作らなく 
てもよいのですが、実は MS - DOS の内部では、、|〃 の左側にある コマン ドの出力 
の結果を&中間ファイル"と呼ばれる一時的なファイルに保存し、それを”"の右 
側の コマンドに 読み込ませています。このとき、中間ファイルは コマンド ライン 
の実行後に自動的に削除されますので、表面上は中間ファイルを作ったことがわ 
からないようになっています。 


注意 

籲中間ファイルは通常、カレントディレクトリに作られます。しかし、 

•カレントディレクトリが 書き込み禁止 
•カレントドライブのディスク 容量不足 

•オープンしてるファイル数が制限いっぱい (FILES コマンド参照） 

などのときは、 

「パイプ処理用の中間ファイルを作成できませんでした」 

というエラーメッセージが表示され、処理を中断します。このような場合 
は不要なファイルを削除したり、 CONFIG . SYS の '' FILES " の値を増やし 

てください。 

なお、環境変数' TEMP " が設定されている場合、中間ファイルは 、、 TEMP " 
に設定されているデイレクトリに作られます。 
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2.4 リダイレクトとパイプの応用例 


リダイレクトとパイプを使った例をいくつか見ていきましょう。 

XN MYFILES 〃というファイルの内容を漢字コード j 瞑に並べ換え、結果をプリン 
夕で印刷 


SORT < MYFILES > PRN 

• ''SCHEDULE.DAT 〃というファイルの、、予定〃という文字のある行を、 1 画面分 
ずつ区切って表示 

FIND ”予定” < SCHEDULE.DAT I MORE 

• テキストファイルの内容を1画面分ずつ表示 

テキストファイルの内容を画面に表示するとき、通常は TYPE コマンドを使い 
ます。しかし、テキストファイルの内容が一画面に収まらない場合、 「 CTRL 1 + | T | 
キーを押して表示を止めない限り、ファイルの内容が画面外に出てしまいます。 
このようなときは、フイルタコマンドである MORE コマンドを使って、 

TYPE REPORT.DOC I MORE 

または、 

MORE < REPORT.DOC 

と入力します。このように MORE コマンドを利用すると、テキストファイルの 
内容を1画面分ずつ表示することができます。1番目の方法ではパイプを使って 
いますので中間ファイルを作りますが、2番目の方法だとパイプを使わないので 
中間ファイルが作られず、より速く実行することができます。 
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バッチファイル 


MS - DOS では、あらかじめ複数のコマンドをファイルに記述しておき、連続してコマンドを実行して 
処理することができます。これを'、バッチ処理"と呼び、バッチ処理する内容を記述するファイルのこと 
を ''バッチファイル〃と呼びます。 

パッチ処理の目的は、第一に入力の手間を軽減することです。複数のコマンドを組み合わせて何回も 
同じことを繰り返し実行するような場合、処理内容を書いたバッチファイルを作っておけば、次からは 
そのバッチファイル名を入力するだけで済みます。 

第二には、状況に応じて処理の方法を変更するような場合です。たとえば、ファイルの種類によって 
処理するコマンドを変更するような場合、バッチファイルでファイルの種類を判別して、処理方法を変 
更することができます。 

本章ではバッチファイル用の コマン ドを含めて、いくつかの基本的な コマン ドを使って例を示してい 
きます。個々の コマンドに ついての詳しい解説は、第1部第3章「バッチファイルの コマンド」 を参照し 
てください。 


3.1 バッチファイルの基礎 

まず最初に、バッチファイルの基本的な事項についてまとめておきましよう。 


■八ツチファイル名 

バッチファイル名は、拡張子として' BAT 〃を使用します。コマンドラインか 
ら実行するときには、この拡張子を省略して入力することができます。 


MS - DOS から何かコマンドを入力すると、ファイルは次の順で検索され、実 
行されます。 

① 内部コマンド 

② 抗張子が ' COM " のファイル 

③ 拡張子が 、、. EXE 〃 のファイル 

④ 拡張子が ' BAT " のファイル 
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たとえば、ゃ TEST . BAT " と " TEST . COM " というファイルがあるような場合、 
コマンドラインから 、、TEST 〃だけ入力した場合には、 WTEST . COM " のほうが実 
行されます。 

このようにバッチファイルは検索の優先順位が低いため、通常は他のファイル 
と同じ名前を付けないようにします。しかし、拡張子を含めて” TEST . BAT " と 
入力すれば、バッチファイルを実行することができます。 

■バッチファイルの内容 

ハヘンチファイルには、 

• MS-DOS のコマンド 

• アプリケーションのプログラムファイル名 
• バッチファイル用のコマンド 
• バッチフアイル名 

など、実行可能なコマンドを1行に1個ずつ記述します0 

バッチファイルを実行すると、 MS-DOS はバッチファイルの内容を先頭から1 
行ずつ読み込み、順に処理していきます。 

なお、バッチファイルの処理中に実行を中止するときは (ctrl I + © キーを押 
します。すると、次のようなメッセージが表示されます。 

バッチ処理を終了しますか ( Y / N ) ? 

ここで0キーを押すと、バッチ処理を中止します。 © キーを押すと、その 
とき実行中のコマンドだけを中止し、その次のコマンドから処理を再開します0 
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3.2 条件判断と処理の分岐 


■八ツチファイルのコマンド 

バッチファイルでは、コマンドプロンプトから使用できるコマンドの他にも、 
次のコマンドを使用することができます。 


バッチファイルのコマンドー覧 


コマンド 

機能 

@〈コマンド〉 

行の先頭に u @〃 を付けると、その行を表示せずに実行します。 

:〈ラベル〉 

GOTO コマンドによる処理の移し先です。 

BATKEY 

キー入力を受け付けます。 

CALL 

バッチフアイルから他のバッチフアイルを実行します。 

CHOICE 

キー入力を受け付けます。 BATKEY より高度な処理ができます。 

GOTO 

バッチフアイルの別の行へ処理を移します。 

ECHO 

メッセージの表示と制御を行います。 

FOR 

繰り返し処理を実行します。 

IF 

条件に応じて処理を実行します。 

PAUSE 

バッチフアイルを一時停止します。 

REM 

コメントを記述します。 

SHIFT 

バッチフアイルのパラメータをずらします。 


また、バッチファイル中では次のようなものを参照して、処理の内容を変更す 
ることができます。 



内容 

%〇〜％9 

コマンドラインからパッチフアイルに渡されるパラメー 


夕が入ります。 4 

%環境変数％ 

環境変数を参照します。 

エラー レベル（数値） 

コマンドの実行結果を数値で返します。 


3.2 条件判断と処理の分岐 


■ IF 、 GQT 〇コマンド 

バッチファイルで条件判断や処理を分岐させるには、次のようなコマンドを使 
用します。 


コマンド 

内容 

IF 

GOTO 

:ラベル 

条件判断を行います。 

指定されたラベルへ処理を移します。 

GOTO コマンドで処理を移す先のラベルです。ラベルは最初の8文 
字が識別されます。 
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このコマンドを利用したバッチファイルは、次のようになります。 

REM ドライブ A の辞書ファイルをドライブ C の RAMDISK にコピー 

IF EXIST C : ¥NECAI.SYS GOTO END 
COPY A : ¥NECAI.SYS C : 

: END 

1 行目 注釈行です。バッチファイルの先頭には、このように REM コマンドを 

使ってバッチファイルの目的などを書いておくとよいでしょう。 

2行目 ドライブ C のルートディレクトリに vv NECAI . SYS /, という名前の辞書ファ 

イルがあるかどうかを調べます。もしあれば、 '' END 〃というラベルのあ 
る4行目に分岐します。なお 、 IF EXIST 〃というのは、ファイルが存 
在するかどうかを判断するコマンドです。 

3行目 辞書ファイルをコピーします。2行目で 、' END 〃 に分岐した場合には処理 
されません。 

4行目 ラベル行です。ラベル名はコロン （ ： ） で始まります。 


■ CHOICE 、 BATKEY コマンド 

MS - DOS のコマンドの中には、実行後の結果をエラーレベルという数値で返 
すものがあります。このエラーレベルによって、バッチファイル中で処理を分岐 
させることができます。エラーレベルは、次のように IF コマンドで判別します。 


IF ERRORLEVEL エラーレベル（数値) 


これを利用して、バッチファイルの実行中にキー入力によって処理を変更する 
ことができます。 CHOICE コマンドや BATKEY コマンドは、押されたキーに 
応じて エラー レベルを返します。 

次の例は、キー入力に応じてアプリケーションを起動するバッチファイルです。 

@ECHO OFF 

REM 入カキーに応じてアプリケーションを起動 
ECHO 日本語ワープロ…1 
ECHO 表計算 …2 

ECHO データベース…3 

CHOICE /C :123 起動するアプリケーションを選んでください 
IF ERRORLEVEL 3 GOTO DATABASE 

IF ERRORLEVEL 2 GOTO SHEET 

IF ERRORLEVEL 1 GOTO WP 

GOTO END 
: WP 

…（ワープロのコマンド名） 

GOTO END 
: SHEET 

…（表計算のコマンド名） 
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GOTO END 
: DATABASE 

…（データベースのコマンド名） 

: END 


この例では、 CHOICE コマンドでキー入力を待ち、入力されたキーが 1 であれ 
ば日本語ワープロ、2であれば表計算、3であればデータベースを起動します。 


3.3 パラメータの利用 


バッチフ ァイ ルでパラメータを 利用すると、 バッチファ イ ルの 処理対象となる 
フ ァイ ル 名などをコマンドラインから変更することができ、より汎用性のある処 
理を行うことができます。 


■仮パラメータ 


バッチファイルの中で、処理の対象とするファイル名などを実行のたびにコマ 
ンドラインから指定して変更するような場合、実際のファイル名をバッチファイ 
ルの中に書くわけにはいきません。そこで、ファイル名の代わりに、'仮 パラメ ー 
夕"と呼ばれる目印を書いておきます。 

仮パラメータは、1つのバッチファイル中に％〇から％9までの10種類を使用 
することができます。バッチファイルを実行すると、これらの仮パラメータが順 
番にコマンドラインの内容に置き換わります。 


A : ¥> BATCH 

PARAM.1 

PARAM.2 

PARAM.3 


1 


1 

%0 

%1 

%2 

%3 


この例では％0〜％3までしか使用していませんが、％4〜％9も同様にコマン 
ドライン上の位置に対応します。 

仮パラメータが コマン ドラインの内容に置き換わっているのを確かめるために、 
次のような '' BATCH . BAT " というバッチファイルを実行してみます。 


@ECHO OFF 

REM 仮パラメータの例 (BATCH.BAT) 

ECHO %0 

ECHO %1 

ECHO %2 

ECHO %3 

ECHO %4 


ここでコマンドラインから 
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BATCH 12 ABC XYZ 

と入力すると、画面には次のように表示されます。 


A：¥>BATCH 12 ABC XVZ 
BATCH 
1 
2 

ABC 

XYZ 

A：¥>| 


このよ うに仮パラメータが 、バッチファイルのファイル名やコマンドライン上 
の実パラメータと対応していることがわかります。 

■10 個以上のパラメータを扱う 

仮パラメータは％〇〜％9までの10種類しかありませんので、実パラメータが 
10個以上あるような場合には、バッチコマンドの SHIFT コマンドを使います。 
SHIFT コマンドを実行するたびに、仮パラメータとコマンドライン上の実パラ 
メータとの対応が次のように1つずつずれていきます。 


仮パラメータ 

%0 

%1 

%2 

%3 

SHIFT 実行前 

バッチファ 
ィル名 

実パラメー 
夕1 

実パラメー 
夕2 

実パラメー 

夕3 

SHIFT 実行後 

実パラメー 
夕1 

実ハ。ラメー 
夕2 

実パラメー 

夕3 

実パラメー 
夕4 


SHIFT コマンドを利用してさきほどの' ' BATCH . BAT * を書き換えると、次 
のようになります。 

◎ ECHO OFF 

REM SHIFT を利用した仮パラメータの例 （ BATCH.BAT) 

: START 

IF ” ％ 0，’ == ”，， GOTO END 

ECHO %0 

SHIFT 

GOTO START 
: END 

さきほどの、、 BATCH . BAT " はコマンドライン上の実パラメータが％ 1 から％ 4 
までの4つまでしか対応できませんでしたが、新しい '' BATCH . BAT " は実パラ 
メータが10個以上でも対応できます。 

なお、4行目の 、 X IF ”％0” == ”” GOTO END " という行は、仮パラメー 
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3.3 パラメータの利用 


夕の％0に対応する実パラメータがなければ、 、、 END " というラベルに分岐せよ、 
という意味です。 

次にもっと実用的な例を紹介しましょう。 

◎ ECHO OFF 

REM ファイルを拡張子別にコピー ( EXTCP . BAT ) 


ECHO ドライブ C の準備はできていますか？ ( a ) 

PAUSE ( b ) 

: START 

IF == ，”’ GOTO END ( c ) 

MKDIR C : %1 DIR ( d ) 

COPY *.%1 C : %1 DIR ( e ) 

SHIFT ( f ) 

GOTO START ( g ) 

: END 


このバッチファイルを 、、 EXTCP . BAT " という名前にして、次のように入力し 
ます。 


EXTCP DOC EXE COM 

すると、このバッチファイルは次のような順で実行されます。 

① （ a ) と （ b ) でドライブ C の準備ができているかどうかを確認します。 

② （ c ) で仮パラメータ％1の内容が空であるか判断し、空ならバッチファイルを 
終了します。 

③ 最初は％1の内容が 、、 DOC " なので、 （ d ) でドライブ C に 、 x DOCDIR " という名 
前のディレクトリを作ります。 

④ （ e ) でカレントデイレクトリの、、. DOC " という拡張子のファイルをドライブ C 
の 、' DOCDIR " というデイレクトリにコピーします。 

⑤ （ f ) でパラメータの対応を1つずらし、 （ g ) でラベル、、 START " へ処理の流れ 
を移します。 

⑥ 以下同様に、拡張子が' EXE 〃、' COM 〃のファイルを、それぞれドライブ C 
の 、、 EXEDIR " 、 、、 COMDIR " ディレクトリにコピーします。 


■パラメータの使い方のまとめ 

ここで仮パラメータの使い方や注意事項などをまとめておきましょう。 

• 仮パラメータの％0はバッチファイル名に対応します。 

• 仮パラメータの％1〜％9は、順番にコマンドライン上の実パラメータに対応し 
ます。 
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第 3 章バッチファイル 


仮パラメータの数よりも実パラメータの数が多い場合、その多い分は無視され 
ます。逆に実パラメータの数が少ない場合、余った仮パラメータはなにも文字 
が入らない空として処理されます。 

仮パラメータは％0〜％9の10個まで使用できます。10個以上の実ノ、。ラメータ 
を扱う場合は、 SHIFT コマンドを用います。 

バッチファイル中に、'%"を文字として使用する場合は、、、％%〃のように2個並 
ベて記述します。 


3.4 バッチファイル内で他のバッチファイルを実行する 


パ'ッチファイルから別のバッチファイルを実行することもできます。しかし、次 
のように単純にバッチファイルの名前を記述するだけではうまく実行することか 
できません。 

@ECHO OFF 

REM 他のバッチファイルを実行する ( BATCH 1. BAT ) 

BATCH 2 

TYPE TMP.DOC 

3行目で " BATCH 2 // というバッチファイルを実行しますが、呼び出されたバッ 
チファイルは自分が何から呼び出されたかを覚えていないので、実行が終わるとそ 
のまま終了してしまい、4行目の TYPE コマンドが実行されません。バッチファ 
イルを実行するためには、 CALL コマンドを使って、、 BATCHl . BAT 〃 を次のよ 
うに書き直します。 

@ ECH 0 OFF 

REM 他のバッチファイルを実行する （ BATCH 1. BAT ) 

CALL BATCH 2 

TYPE TMP.DOC 


注意 

❿ CALL コマンドのコマンドラインでは、リダイレクト記号、パイプを使う 
ことはできません。 

• CALL コマンドで呼び出されるバッチファイル中に CALL コマンドを使っ 
てもかまいません。また、終了条件がしっかりしてさえいれば、自分自身 
( CALL コマンドが記述してあるバッチファイル）を再帰的に呼び出すこと 
も可能です。 
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CONFIG.SYS の設定 


MS - DOS では、利用する用途に応じて必要な機能だけをシステムに組み込むことができます。たとえ 
ば、たくさんのメモリを搭載しているコンピュータでは多くの機能を組み込んで利用できますし、逆にメ 
モリが少なければコンピュータの運用に必要な最低限の機能だけを組み込んで利用することができます。 

このように、ご使用になる環境に応じてシステムを柔軟に変更できるのも、 MS - DOS の特長のひと 
つです。 

この章では、 MS - DOS システム構築の設計書のひとつ、 CONFIG . SYS について解説します。 


4.1 MS - DOS システムの構築 

お使いのコンピュータの電源を ON にすると、 MS - DOS は次のような順番で 
ディスクの中からファイルを読み込み、システムを構築していきます。 

① IO . SYS 、 MSDOS.SYS 

② DBLSPACE.BIN (DoubleSpace 利用時のみ） 

③ CONFIG.SYS 

④ COMMAND.COM 

⑤ AUTOEXEC.BAT 


それぞれのファイルには、次のような機能があります。 

I0.SYS 、 MSDOS.SYS 

MS - DOS の本体に相当します。コンピュータの電源を ON にすると、まずコ 
ンピュータはディスク上の特定の領域に保存されているこれらのファイルをシス 
テムに組み込みます。 


DBLSPACE.BIN (DoubleSpace 利用時のみ） 

DoubleSpace の本体です。このファイルをシステムに組み込むことで 、 Double 
Space の機能が利用できるようになります 0 
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第 4 章 C 〇 NFIG . SYS の設定 


CONFIG.SYS 

構築するシステムの設計書に相当します。 MS - DOS はルートディレクトリに 
あるこのファイルを1行ずつ読み込み、その内容にしたがってシステムを構築し 
ていきます。 CONFIG . SYS は単なるテキストファイルですので、ユーザーが自 
由に編集することができます。 

COMMAND.COM 

コマンドプロンプトに入力された内容を実行する機能を持っています。 

起動ドライブのルートディレクトリにこのファイルがない場合には、次のよう 
な順番で COMMAND . COM を検索します。 

(1) CONFIG . SYS の SHELL コマンドで指定した場所 

(2) 起動ドライブ O ¥ MSD 0 S ディレクトリ 

(3) 起動ドライブの ¥ D 0 S ディレクトリ 


このように検索しても COMMAND . COM が見つからない場合には 、 COM 
MAND . COM の場所をたずねてきますので、たとえば 、' A : ¥ MYD 0 S ¥ C 0 M 
MAND . COM " のようにキーボードから入力してください。 


AUTOEXEC.BAT 

MS - DOS の起動時に自動的に実行するバッチファイルです。 MS - DOS はルー 
トディレクトリにあるこのファイルを1行ずつ読み込み、実行していきます。 
AUTOEXEC . BAT は単なるテキストファイルですので、ユーザーが自由に編集 
することができます。 


参照 • CONFIG.SYS 、 
AUTOEXEC.BAT の 
編集 *4 第1部第2章 
「 CUSTOM コマンド」 


このように、 MS - DOS のシステムは CONFIG . SYS と AUTOEXEC . BAT の 
内容を編集して自由に構築することができます。 MS - DOS には、 CONFIG.SYS 


と AUTOEXEC . BAT 編集用の CUSTOM コマンドがありますので、ぜひご利 
用ください。 


■インタラクティブブート、クリーンブート機能 

MS - DOS を運用していると、ふだん利用している機能を組み込まないシステ 
ムの構築が必要になる場合があります。このような場合には、ンタラクティブ 
ブート"や"クリーンブート"を使用します。 


鲁インタラクティブブート 

インタラクティブブートは、 CONFIG . SYS や AUTOEXEC . BAT の内容を1 
行ずつ実行するかどうか選択しながらシステムを構築する機能です。 

コンピュータの電源を入れると、コンピュータはディスクから MS - DOS のシ 
ステムを読み込み、次のような MS - DOS の起動メッセージを表示します。 
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4.1MS-DOS システムの構築 


マイク□リフト MS-DOS rr- シ'•、ヨン 6.20 

Copyright ¢0) 19XX,19XX Microsoft Corp. / NEC Corporation 


この画面を表示しているときに 「卜8 1キーを押していると、次の画面のように 
CONFIG . SYS の内容を1行ずつ、実行するかどうかたずねてきます。 


W0 リフト MS-DOS ヨン 6.20 

Copyright (C)19XX.19XX Microsoft Corp. / NEC Corporation 

CONFIG.SYS の名 • コマンドの実行を確認するプロンプトを表示します . 
D0S=HIGH,UMB [Y,N]?Y 
FILE$=30 [Y,N]? 


ここでは、次のキーを押して処理の方法を選択してください。 


[7] . 該当する行のコマンドを処理します。 

[ n ] . 該当する行のコマンドを処理しません。 

(_ESC 1 . この行を含め、以降の全ての行を処理します。 

[ T 5~1. この行を含め、以降の全ての行を処理しません。 


CONFIG . SYS の処理が終了すると、次に AUTOEXEC . BAT を処理するかど 
うかたずねてきます。 CONFIG . SYS と同様に AUTOEXEC . BAT を1行ずつ実 
行する場合は0キーを押します。 AUTOEXEC . BAT をまったく処理せずにシ 
ステムを構築する場合は®キーを押してください。 

なお、ふだん DoubleSpace を利用している場合に DoubleSpace の機能を利用 
しないでシステムを構築する場合は、 MS - DOS の起動時に [ CTRL ] + 「 f .8 | キー 
を押してください。 
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第 4 章 CONFIG . SYS の設定 


鲁クリーンブート 

クリーンブートは、 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT をまったく処理しな 
いでシステムを構築する機能です。 

MS-DOS の起動メッセージを表示しているときに R 7 " 5 1 キーを押していると、 
CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT をまったく処理せずに MS-DOS のシステ 
ムを構築します。 

なお、ふだん DoubleSpace を利用している場合に DoubleSpace の機能を利用 
しないでシステムを構築する場合は、 MS-DOS の起動時に [ ctrl ~) +1 トロ キー 
を押してください。 
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4.1MS-DOS システムの構築 


■通常の MS - DOS 起動時のシステム構築 
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第 4 章 C 0 NF 1 G . S 丫 S の設定 


■インタラクティブブート時のシステム構築 

(mn キーまたは [cm] + fTsI キーを押している場合) 

電源 ON 


メモリとハードウェアのチェック 


システムディスクを探す 


_X- 

IO . SYS 、 MSDOS.SYS を組み込む 



DBLSPACE . BIN を組み込む 



既定値でシステムを構築 1行ずつ実行するか選択 

しながらシステムを構築* 



COMMAND . COM の組み込み 



AUTOEXEC . BAT の内容を 
1行ずつ実行するか選択 
しながら実行* 


プロンプトを表示 


* CUD キーを押すと、以降の処理は通常起動時と同じになります。 

キーを押すと、以降の処理はクリーンブート時と同じになります。 


370 
























































4.1MS-DOS システムの構築 

■クリーンブート時のシステム構築 
( h .5 1キーまたは| CTRL ] + f f >5 1キーを押している場合） 
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第 4 章 CONFIG.SYS の設定 


4.2 CONFIG . SYS の設定 


MS - DOS は、システムの設計書ともいうべき CONFIG . SYS の内容にしたがつ 
てシステムを構築します。 CONFIG . SYS の内容は、利用するアプリケーション 
や用途にあわせて設定する必要があります。 

■CONFIG.SYS の内容 

参照 ^CONFIG-SYS CONFIG . SYS はコマンド、形式で内容を記述するようになっており、1行に1 

のコマンド— 第1部第 つの コマンドを記述します。 CONFIG . SYS には次のようなコマンドを記述でき 
4章 「 CONFIG.SYS の 

コマンド」 よ9 〇 


CONFIG.SYS のコマンドー覧 


コマンド名 

内容 

BREAK 

| CTRL j + [ c ] キーが押されたかどうかをチェックするレベル 
を設定します。 

BUFFERS 

ディスクバッファの数を設定します。 

DEVICE 

デバイスドライバを組み込みます。 

DEVICEHIGH 

組み込む場所を指定してデバイスドライバを組み込みます。 

DOS 

UMB を使用可能にしたり、システムを HMA に組み込みま 
す。 

FCBS 

FCB を使って同時にオープンするファイルの数を設定します。 

FILES 

ファイルハンドルでオーブンできるファイルの数を設定しま 

す。 

INSTALL 

特定の常駐コマンドを CONFIG.SYS 内で実行します。 

LASTDRIVE 

アクセス可能な最後のドライブ数を設定します。 

REM 

注釈行です。 

SET 

環境変数を設定します。 

SHELL 

指定したファイルをコマンドプロセッサ（シヱル）として実行 
します。 


CONFIG . SYS には、、 コマン ド名=パラメータ"のように、 コマン ド名とパラ 
メータを=〃でつなげて記述します。 

また、、、コマンド？=パラメータ"のようにコマンド名とパラメータを、、？="で 
つなげて記述すると、 CONFIG . SYS の読み込み時に、そのコマンドについて実 
行するかどうか、インタラクテイブブートのようにたずねてきます。 

例： BREAK=ON 
BUFFERS ? =20 


372 







4.2 CONFIG.SYS の設定 


■CONFIG.SYS の記述例 

ここでは、次のような実際の CONFIG . SYS を例に解説します。 

BUFFERS =20 

FILES =30 

LASTDRIVE=Q 

DEVICE=A : ¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 
DEVICE = A : ¥ D 0 S ¥ EMM 386 .EXE /UMB 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ PRINT.SYS 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ NECCD.SYS /D : CD _ 101 
SHELL=A : ¥ C 0 MMAND . C 0 M A ： ¥ /P /E : 512 
DOS = HIGH，UMB 


• BUFFERS = 20 

ディスクバッファ領域の大きさを 20 に設定します。 


• FILES =30 

同時にオープンできるファイルの数を30個に設定します。 

• LASTDRIVE=Q 

LASTDRIVE をドライブ Q に設定します。 LASTDRIVE を設定する必要が 
あるのは、 SUBST コマンド、ネットワーク、 CD - ROM ドライブを使うときで 
す。また、接続してあるドライブ数によって変更する場合もあります。 


• DEVICE=A : ¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 

デバイスドライバとして XMS メモリドライバを組み込みます。拡張メモリを 
搭載しているコンピュータでこのデバイスドライバを組み込むと 、 XMS メモリ 
が使用できるようになります。 


• DEVICE=A : ¥ D 0 S ¥ EMM 386 .EXE /UMB 

デバイスドライバとして仮想8086モード用拡張メモリマネージャを組み込み 
ます。 / UMB スイッチは、 UMB を使用可能にします。 DEVICEHIGH コマンド 
を使用してデバイスドライバを UMB に組み込む場合には、 DEVICEHIGH コマ 
ンドの前に EMM 386. EXE を組み込み、 DOS コマンドで UMB を指定してくだ 
さい0 


• DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ PRINT.SYS 

デバイスドライバとしてプリンタドライバを UMB に組み込みます。 

• DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ NECCD.SYS /D : CD .101 

デバイスドライバとして CD - ROM ドライバを UMB に組み込みます。 / D ス 
イッチで CD - ROM のデバイス名を XV CD _101 ,/ に設定します。 
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• SHELL 二 A : ¥ COMMAND.COM A : ¥ /P /E : 512 

コマンドプロセッサとして、ドライブ A のルートデイレクトリにある COM 
MAND.COM を使用します。 A •• ¥はコマンドプロセッサを再ロー ドするときの 
パス名です。 /P スイッチは、この COMMAND.COM 以上の高いレベルへの抜 
け出しを禁止します。また、 /E スイッチで環境エリアを512バイトに設定します。 

• DOS = HIGH,UMB 

HIGH は MS-DOS の一部を HMA に組み込むパラメータ、 UMB は UMB を 
利用可能にするパラメータです。これらのパラメータを指定するには、あらかじ 
め次の準備が必要です。 


参照 .CUSTOM コマ HIGH . HIMEM.SYS を組み込む。 

ンド—第1部第2旱 UMB . HIMEM.SYS を組み込み、さらに EMM 386 .EXE を /UMB 

「 CUSTOM コマンド」 

または/ N 0 EMS スイッチを指定して組み込む。 


参考 

CONFIG.SYS は、エディタ、あるいはワープロソフトを使って編集する 
こともできますが、 CUSTOM コマンドを使用すると、より手軽に編集する 
ことができます。 


4.3 デバイスドライ八 

デバイスドライバとは、 MS-DOS から周辺機器（デバイス）をコントロールし 
たり、 MS-DOS の機能を拡張するためのソフトウエアです。 

MS-DOS の初期状態は、運用に必要な最低限の機能しか利用できないように設 
定されています。ですから、新しい周辺機器をコンピュータに追加する場合は、そ 
の周辺機器をコントロールするためのデバイスドライバを CONFIG.SYS に記述 
して MS-DOS のシステムに組み込む必要があります。キーボードやディスプレ 
イ、ディスクドライブなども広い意味での周辺機器に属しますが、これら最低限必 
要なものはあらかじめ MS-DOS に組み込まれていますので、特に CONFIG.SYS 
に設定しなくても使用することができます。 

また、デバイスドライバには外部に接続する周辺機器以外にも、メモリやダラ 
フィックス、日本語入力などの機能を拡張する役割もあります。 

MS-DOS には、次のようなデバイスドライバを用意しています。 
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4.3 デバイスドライバ 


デバイスドライノマー覧 


ファイル名 

デバイスドライバ名 

AVGDRV.SYS 

拡張グラフィックドライバ 

AVSDRV.SYS 

拡張サウンドドライバ 

DBLSPACE.SYS 

DoubleSpace 用ドライバ 

EMM.SYS 

披張メモリマネージャ 

EMM 386 .EXE 

仮想8086モード用拡張メモリマネージャ 

FONT.SYS 

フォントドライノく 

GRAPH.SYS 

グラフィックスドライノ< 

HIMEM.SYS 

XMS メモリドライハ* 

KKCFUNC.SYS 

かな漢字フロントエンドプロセッサ 

KKCSAV.SYS 

日本語入力救済ドライバ 

MAXLINK.DRV 

簡易ネットワークドライバ 

MOUSE.SYS 

マウスドライハ* 

NECAIK 1 .DRV 

日本語入力用フロントエンドプロセッサ （1) 

NECAIK 2 .DRV 

日本語入力用フロントエンドプロセッサ （2) 

NECCD.SYS 

CD - ROM ドライバ、 

PRINT.SYS 

プリンタドライノく 

RAMDISK.SYS 

RAM ディスクドライノべ 

RSDRV.SYS 

RS -232 C ドライバ 

SETVER.EXE 

パージョンテーブル設定用ドライバ 

SMARTDRV.EXE 

ディスクキャッシュ用ドライバ， 


デバイスドライバは、利用する目的やアプリケーションソフトにあわせて、な 
にを登録するか考えなければなりません。デバイスドライバを登録するときに、 
一般的に留意しなければならない点をあげておきます。 


システムの構成を考える 

まず、 自分自身のシステムの構成を考えなければ なりません。 たとえば、プリ 
ンタを使用しないのにプリンタドライバを登録しても意味が ありません。 

利用するアプリケーションを考える 

利用するアプリケーションソフトによって、必要となるデバイスドライバが 
変わってきます。このうち、後で変更する可能性があるデバイスドライバは、 
CONFIG . SYS 内で登録しないで、後述する ADDDRV コマンドで登録するよう 
にします。 

特に日本語入力用フロントエンドプロセッサやマウスドライバなどは、アプリ 
ケーション独自のデバイスドライバで対応しなければならないことがあるので、 
CONFIG . SYS 内で登録しない方がよいでしょう。 
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MemMaker を活用する 

参照 •MemMaker— MemMaker を使用すると、効率的にデパ'イスドライバをメモリに組み込む 

第1部第 2 章 HMEMM ことができますので、プログラムで使用できる空きメモリが増えます。ぜひ、 

AKER コマンド」 ^ ^ , 

MemMaker を使用することをおすすめします。 

■デバイスドライバを組み込むときの注意 

デバイスドライバをシステムに組み込むときには、次の点に注意してください。 

• 使用するアプリケーションソフトにあわせる 

ある種のアプリケーションソフトには、独自のデバイスドライバでなければ動 
作しないものがあります。使用するアプリケーションソフトのマニュアルを参照 
し、適切なデバイスドライバをシステムに組み込んでください。 


• 同じ種類のデバイスドライバを組み込まない 

同じ種類のデバイスドライバを重複して組み込むことはできません。したがっ 
て、複数のマウスドライバを同時に組み込むようなことはできません。 

ただし、 MS-DOS 6.2 に対応している日本語入力のデバイスドライバは、複数 
組み込んでおいてから SELKKC コマンドで切り替えることができます。 

•不必要なデバイスドライバは登録しない 

デバイスドライバはメモリに組み込まれますので、たくさんのデバイスドライ 
バを組み込むとそれだけプログラムの使用できるメモリが減ってしまいます。場 
合によってはメモリ不足でアプリケーションが動作しなくなりますので、必要な 
デバイスドライバのみ組み込むようにしてください。 

• デバイスドライバを組み込む順番に注意 

デバイスドライパは、 CONFIG.SYS に記述された DEVICE コマンドの順番 
に組み込まれます。アプリケーションソフトによっては、デバイスドライバ組み 
込みの順番によって正常に動作しなくなるものがあります。このような場合は、 
アプリケーシヨンのマニュアルを參照して CONFIG.SYS を修正してください。 


• デバイスドライバを変更したら MemMaker を使用する 

MemMaker で最適化した CONFIG.SYS にデバイスドライバを追加する場合 
には、必ず MemMaker でもう一度最適化し直してください。 MemMaker で最 
適化した CONFIG.SYS に新たにデバイスドライバを組み込むと、 MS-DOS が 
起動しなくなる場合があります。そのような場合には、クリーンブートやインタ 
ラクティブブート機能を使用してください。 
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4.4 キヤラクタ系デパイスドライパの活用 


4.4 キャラクタ系デ八イスドライ八の活用 

通常は CONFIG.SYS の DEVICE コマンドでデバイスドライバをシステムに 
組み込みますが、コンピュータの使用中に、組み込み中のデバイスドライバを変 
更したり消去することはできません。したがって、組み込み中のデバイスドライ 
バを変更する場合には、 CONFIG.SYS の内容を変更してコンピュータをリセッ 
卜し、 MS-DOS を再起動する必要があります。 

しかし、、、キャラクタ系デバイスドライバ〃と呼ばれる種類のデバイスドライバ 
は、 MS-DOS を再起動しなくてもシステムにデバイスドライバを追加したり、削 
除することが可能です。 

キャラクタ系デノ《イスドライバには、次のようなものがあります。 


キャラクタ系デバイスドライバー覧 


ファイル名 

デバイスドライバ名 

AVGDRV.SYS 

拡張グラフィックドライバ 

AVSDRV.SYS 

拡張サウンドドライバ 

FONT.SYS 

フォントドライノ< 

GRAPH.SYS 

グラフィックスドライノく 

KKCFUNC.SYS 

かな漢字フロントエンドブロセッサ 

KKCSAV.SYS 

日本語入力救済ドライバ 

MOUSE.SYS 

マウスドライノべ 

NECAIK 1 .DRV 

日本語入力用フロントエンドプロセッサ （1) 

NECAIK 2 .DRV 

日本語入力用フロントエンドプロセッサ （2) 

NECCD.SYS 

CD - ROM ドライノ、， 

PRINT.SYS 

プリンタドライノぐ 

RSDRV.SYS 

RS -232 C ドライバ 


参照 *ADDDRV コマ キャラクタ系デバイスドライバの追加と削除には、 ADDDRV コマンドと DEL 

ンド，乐1部第2章 DRV コマンドを使用します。また、追加するデバイスドライバの内容を記述した 
「 ADDDRV コマンド」 

DELDRV コマン*^ 定義ファイルをあらかじめ用意しておく必要があります。 

第1部第2寶 DELDRV 

コマンド」 定義ファイルは、 CONFIG.SYS の DEVICE コマンドと同じように記述しま 

す。たとえば、 RSDRV.SYS と PRINT.SYS をシステムに追加する場合には、次 
のような内容の定義ファイルを作成しておきます。 


DEVICE = RSDRV.SYS 

DEVICE = PRINT.SYS 


この定義ファイルのファイル名を VRP . DEV " とします。 

デバイスドライバをシステムに追加するには、コマンドプロンプトから次のよ 
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第 4 章 CONFIG . SYS の設定 


うに入力します。 

ADDDRV RP.DEV 

これで、 RSDRV.SYS と PRINT.SYS がシステムに組み込まれます。 

逆に、 ADDDRV コマンドで組み込んだデバイスドライバを消去するときには、 
コマンドプロンプトから次のように入力します。 

DELDRV 

RSDRV.SYS と PRINT.SYS が消去され、組み込み前の状態に戻ります。 

参照•定義ファイル なお、キャラクタ系デバイスドライバを,組み込むための定義ファイルも、 CUSTOM 

の作成"►第1部第 2 章 コマン ドで作成することができます。 

「 CUSTOM コマンド」 

■キャラクタ系デバイスドライバを使用するときの注意 

キャラクタ系デバイスドライバを活用すると MS-DOS を再起動せずにシステム 
を変更することが可能ですが、次のような制限がありますので注意してください。 

• CONFIG . SYS で組み込んだデバイスドライバは消去できません 
DELDRV コマンドで消去できるのは、 ADDDRV コマンドで追加したデバイ 

スドライバに限ります。ですから、 CONFIG.SYS で組み込んだデバイスドライ 
バは DELDRV コマンドで消去することはできません。 

あとで変更する予定のあるデバイスドライバは CONFIG.SYS で組み込まず、 
ADDDRV コマンドで組み込むようにしたほうが、柔軟なシステムを構築するこ 
とができます。 

• CONFIG . SYS と同じデバイスドライバを組み込んではいけません 

CONFIG.SYS で MS-DOS の起動時に組み込んだデバイスドライバを、 ADDD 
RV コマンドで二重に組み込まないでください。 

• ADDDRV コマンドを続けてイ吏うことはできません 

ADDDRV コマンドでキャラクタ系デバイスドライバを追加した後、 DELDEV 
で消去せずに新たなキャラクタ系デバイスドライバを追加することはできませ 
ん。デバイスドライバを変更する場合は、必ず DELDRV コマンドで消去してか 
ら ADDDRV コマンドで組み込み直してください。 

DOS シェル上でタスク切り替えを使用している場合には、各タスクごとに 
ADDDRV と DELDRV を対で使用したバッチファイルを作成してください。 
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AUTOEXEC.BAT の設定 


MS-DOS のシステムは、 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の内容を編集して柔軟に変更すること 
ができます。 CONFIG.SYS がシステムに機能を組み込むための設計書だとすれば、 AUTOEXEC.BAT 
は MS-DOS をより使いやすくするための設計書です。 


5.1 AUTOEXEC.BAT の内容 


参照春 バッチファイル 

■►第2部第3章「バッ 

チファイル」 


AUTOEXEC.BA 丁は、 MS-DOS の起動時に自動的に実行されるバッチファ 
イルです。起動時に每回必ず実行されるという点を除けば、他のバッチファイル 
となんら変わるところはありません。逆に言えば、起動時に毎回必ず実行したい 
バッチフアイルの名前を、'、 AUTOEXEC . BAT " というファイル名にしていると 
考えればよいでしょう。 


この AUTOEXEC.BAT には、後述する「コマンド検索パス」や「環境変数」、あ 
るいは毎回かならず実行したいコマンドを記述しておきます。 


注意 

• MS-DOS を起動するデイスタに AUTOEXEC.BAT がないと、 MS-DOS 
の 起動時に内部 コマンドの DATE コマンド、 TIME コマンドが 自動的に 
実行されます。 


5.2 ディレクトリとコマンド検索パス 

MS-DOS を活用していくうえでは、ファイルの管理をうまく行うことが重要 
になります。たとえば、ワープロで作成した文書ファイルを種類別に別々のディ 
レクトリに保存したり、アプリケーションソフトごとにディレクトリを作成する 
などの方法があります。 

しかし、 MS-DOS ではコマンド名を入力してアプリケーションソフトなどを 
起動する場合、そのプログラムファイルがカレントディレクトリになければ、該 
当するデイレクトリにカレントデイレクトリを変更するか、コマンドプロンプト 
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から'、 A : ¥ APPLI ¥ CALC " などのようにディレクトリ名も含めて入力する必要 
があります。 

このような場合、 MS - DOS のコマンド検索パスをあらかじめ設定しておけば、 
手間のかかる入力をしなくても、コマンド名だけ入力してコマンドを実行するこ 
とができます。 

■コマンド検索パスの設定 

参照 《PATH コマン MS - DOS は、設定されたコマンド検索 パスの 順番に ディスクから コマンドを検索 

ド■"第 1 部第 2 章 します。コマンド検索パスは PATH コマンドを使用して設定しますが、 MS-DOS 

「PATH コマンド」 , 

を起動するたびに PATH コマンドをコマンドプロンプトから入力するのはたい 

へん手間がかかりますので、通常は AUTOEXEC . BAT に記述しておきます。 

PATH コマンドでは、コマンド検索の対象としたいディレクトリ名を、';"で区 

切って記述します。たとえば、 AUTOEXEC . BAT に次のように記述しておいた 

とします。 


PATH A ： ¥ ； A ： ¥BIN ; A : ¥ APPLI¥WP ； B ： ¥ 

この場合、コマンドプロンプトから何かコマンドを実行する場合、そのコマン 
ドが内部コマンドでなければ、次のような順番でコマンドを検索します。 

①カレントディレクトリ 


② A :¥ . ドライブ A のルートディレクトリ 

③ A:¥BIN . ドライブ A 0¥ BIN ディレクトリ 

④ A : ¥ APPLI¥WP . ドライブ A の¥ APPLI ¥ WP ディレクトリ 

⑤ B :¥ . ドライブ B のルートディレクトリ 


このため、頻繁に利用するコマンドが収められているディレクトリは、なるベ 
くコマンド検索パスの先頭に指定したほうが早く実行することができます。 


5.3 プロンプト表示 


MS - DOS では、特に設定しなければ次のようなプロンプトが表示されます。 
A ： ¥> 


プロンブトの先頭からカレントドライブ名、:、カレントディレクトリ名、 
、、:>"の表示です。たとえば、カレントドライブをドライブ B 、 カレントディレク 
トリを 、、¥ WORK ¥ TMP 〃 に変更すると、プロンプトの表示が次のように変わり 
ます。 
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5.3 プロンプト表示 


参照 參 PROMPT の設 
定—第1部第2章 
「 PROMPT コマンド」 


B : ¥ WORK ¥ TMP > 


このプロンプトは自由に変更することができますので、この他にも MS-DOS 
を操作するうえで重要な情報を表示することもできます。 


プロンプトを設定するには PROMPT コマンドを使用します。 PROMPT コマ 
ンドも、 AUTOEXEC . BAT に記述しておけば MS - DOS の起動時に自動的に実 
行されますので、入力の手間を省くことができます。 

プロンプトを変更するには、たとえば AUTOEXEC . BAT に次のように記述し 
ます。 


PROMPT INPUT % 

すると、次回の MS - DOS 起動時からプロンプトの表示が W :¥> 〃から、、 INPUT %" 
に変わります。 

この例では、単純にプロンプトの文字だけを変更していますが、この他にも次 
のような特殊な文字を利用して、プロンプトを表示することができます。 


特殊文字一覧 


指定文字 

内容 

$Q 

\\ _ " 

$$ 

''$〃 

$ 丁 

現在の時刻 

$D 

現在の日付 

$P 

カレントドライブ名とカレントディレクトリ名 

$V 

MS-DOS バージ ョ ン 番号 

$N 

カレントドライブ 

$G 


$L 


$B 

W | // 

$H 

バックスペース 文字 

$E 

エスケープコード (ASCII コードの 1BH) 

$_ 

改行 


なお、 PROMPT を特に設定していない場合の既定値は 、'$ P $ G 〃です。 
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注意 

•プロンプトにカレントディレクトリ名を表示するように設定すると、コマ 
ンドプロンプトを表示するたびに、ディレクトリ名を確認するためディス 
クドライブにアクセスするようになります。したがって、カレントドライ 
ブをフロッピィディスクドライブにしてディスクを抜いてしまうと、読み 
込みができないという内容のエラーが表示されることがあります。そのよ 
うな場合は、再びフロッピィディスクを挿入して®キーを押せば、プロ 
ンブトが表示されます。 


5.4 環境変数 

環境変数とは、 MS - DOS のコマンドやプログラムが参照するための変数です。 
ある種のコマンドやプログラムはこの環境変数を参照して動作方法を変更したり、 
あるいは使用するデータファイルの場所を知ろうとします。 

環境変数の内容は単なる文字列なので、 SET コマンドを用いてユーザーが自由 
に設定することができます。日常よく使う環境変数は AUTOEXEC . BAT に記述 
しておくとよいでしょう。 

参照•環境変数の設定 これまでの解説では、コマンド検索パスやプロンプトの設定に PATH コマン 

—第1部第2章 「SET ドや PROMPT コマンドを使用しました。実は、これらのコマンドはそれぞれ 

TATH 〃や TROMPT 〃 という環境変数を設定するためのコマンドです。ですか 
ら、コマンド検索パスは SET コマンドを使用して設定することもできますし、 
PATH コマンドを使用して設定することもできるわけです。 

コマンドプロンプトから $ ET 〃 と入力すると、次の画面のように現在設定され 
ている環境変数を表示することができます。 


A : 半 〉 SET 
PR0MPT=$P$G 

C0f1SPEC=A ： ¥C0f1dAND. COM 
PP)TH=A:¥D0S;A:¥ 
TEMP=A ： ¥D0S 
D0SDIR=A:¥D0S 

A：¥> 


'、二 , ， の左側が環境変数名で、右側がその環境変数の内容である環境文字列です。 
SET コマンドで環境変数を設定するには、たとえば次のように入力します。 
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SET WORKDIR = A : ¥WORK 






5.4 環境変数 


これで” WORKDIR " という環境変数が設定されました。 " WORKDIIT の内容 
は VV : ¥ WORK r / という環境文字列です。 

環境変数を削除する場合には、環境変数名と〃だけ入力します。先ほどの 
、、 WORKDIR 〃という環境変数を削除する場合には、コマンドプロンプトから次の 
ように入力します。 

SET WORKDIR = 

これで環境変数 vx WORKDIR 〃が削除されました。 

参照•環境ヱリアの設 環境変数は自由に設定することができますが、実際にはメモリ上の環境エリア 

定 — 第1部第 2 早に保存されますので、長いコマンド検索パスを設定したりすると環境エリアが足り 
「 COMMAND コマン 

ド」 なくなってしまうことがあります。そのような場合は、 CONFIG . SYS の SHELL 

コマンドで環境エリアの大きさを増やしてみてください。 

■よく使われる環境変数 

MS - DOS や DOS シエルが参照する環境変数には、次のようなものがあります。 


MS-DOS が参照する環境変数 


環境変数名 

内容 

COMSPEC 

COMMAND . COM をメモリに再口ードするときのパス名と 
ファイル名です。 CONFIG . SYS の SHELL コマンドを実行 
すると g 動的に設定されます。 

DOSDIR 

DOS シェルの実行に必要なファイルのあるデイレクトリ名で 
す。なお、 DOS シェルの作業用ファイルが、'丁 EMP 〃に作成で 
きない場合には、このディレクトリに作業用ファイルが作ら 
れます。 

PATH 

外部コマンドのコマンド検索パスです。 

PROMPT 

プロンプト表示の文字列です。 

TEMP、TMP 

MS - DOS がパイプ処理用の中間ファイルを作成したり 、 DOS 
シェルのタスク切り替え時に作業用ファイルを作成するディ 
レクトリ名です。 


また、次の環境変数を設定すると、 MS - DOS のコマンドに付けるスイッチを 
入力する手間を省くことができます。 

MS-DOS のコマンドが参照する環境変数 


環境変数名 

コマンド名 

内容 

C 0 PYCMD 

COPY 、 MOVE 、 

' VY 〃を指定すると、コマンドの実行時 


XCOPY 

に / Y スイツチの付いた動作をします。 

DIRCMD 

DIR 

DIR コマンドのスイツチを指定します0 
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■バッチファイル中で環境変数を使ラ 

環境変数はバッチファイルから参照することもできます。バッチファイルから 
環境変数を参照するには、バッチファイル中で、、％環境変数名％〃 のように環境変 
数名を"冗〃で囲んで記述します。 

たとえば、コマンド検索バスにディレクトリを追加するバッチファイルは次の 
ようになります。 

@ECHO OFF 

REM コマンド検索パスの追加 
PATH %PATH% : %1 

このバッチファイルを実行すると、まず文字列'、％ PATH %" が環境変数 TATH 〃 
の内容に置き替わります。次にバッチファイル実行時のコマンドラインのパラメー 
夕 X 、％1〃 がコマンド検索パスに追加され、新しいコマンド検索パスとなります。 

この他にも、よく使用したり変更する可能性のあるディレクトリ名を環境変数 
として設定しておけば、そのディレクトリを他のディレクトリに変更した場合に 
伴うバッチファイルの修正が少なくて済みます。 

たとえば、作業用ディレクトリとして A :¥ WORK を使用しているときに、他 
の作業が発生して別のディレクトリで作業をしなければならなくなったとします。 
このような場合、ふだん使用して いる バッチ ファイルの 中から 、、 A : ¥ WORK 〃と 
いう文字列を探し出し、別のディレクトリに修正しなければなりません。 

しかし、次のバッチファイルのように作業用ディレクトリを， WORK " などの 
環境変数に設定しておけば、バッチファイルを修正しなくても環境変数の設定を 
変更するだけで、まったく同じバッチファイルを利用することができます。 

@ECHO OFF 

REM 作業ディレクトリの内容をフロッピィディスクに予備として保存 
COPY %WORK%¥* .氺 B : 

この他にもいろいろな応用ができますので、ぜひ環境変数を活用してください。 

■環境変数の衝突を避ける 

アプリケーションソフトの中には、特定の環境変数を参照するものがあります。 
よくあるのは、そのアプリケーションソフトの解説を収めたヘルプファイルを、 
環境変数'' HELP " を参照して読み込むような場合です。 

環境変数'' HELP 〃を参照するアプリケーションソフトがひとつならば問題はな 
いのですが、複数のアプリケーションが同じ \ X HELP " という環境変数を参照する 
ような場合に問題が生じます。 

具体的に次のような状況を考えてみましょう。 
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5.4 環境変数 


(1) A : ¥ WP というデイレクトリの中に、次の2つのファイルがあります 0 

WP.EXE 

WP.HLP . ヘルプファイル 

(2) A : ¥ CALC というデイレクトリの中に、次の2つのファイルがあります。 

CALC.EXE 

CALC.HLP . ヘルプファイル 

(3) どちらのディレクトリの実 fi 1 ファイルも、ヘルプファイルのデイレクト 
リとして環境変数 " HELP " を参照します。 

この問題の解決法のひとつは、よく使用するほうを環境変数'' HELP " に設定し 
てしまうことです。たとえば、 WP . EXE をよく使う場合には次のように設定し 
ます。 


SET HELP 二 A : ¥WP 

こうしておけば、 WP . EXE を使うときには特に問題なく使用することができま 
す。 CALC . EXE を使う場合にはあらかじめ次のようなバッチファイルを作成し 
ておき、このバッチファイルを実行します。 

@ECHO OFF 

REM CALC を実行 

SET HELPTMP = %HELP% 

SET HELP = A : ¥CALC 
CALC 

SET HELP = %HELPTMP% 

このバッチファイルでは、環境変数、、 HELP " の内容を一時的に環境変数、、 HELPTMP " 
に待避しておき、 CALC の実行が終わった時点で元に戻しています。 

あるいは、次のようにアプリケーションごとに起動用のバッチファイルを作成 
するいう解決法もあります。 

WP.EXE 用 

@ECHO OFF 
REM WP を実行 
SET HELP=A : ¥WP 
WP 
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CALC.EXE 用 

@ECHO OFF 
REM CALC を実行 
SET HELP = A : ¥CALC 
CALC 
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DOS シェル 


DOS シェルは、 MS - DOS のコマンドをコマンドプロンプトから入力するかわりに、マウスやキーボー 
ドを使って、より簡単に操作できるビジュアルシェルです。 MS - DOS を使い始めてまだコマンドライン 
からの入力に慣れていない方でも、 MS - DOS を手軽に利用することができます。 

DOS シヱルの持つ機能は、大きく分けると次のようになります。 

ファイルの管理 

ファイルをコピーしたり、ファイルの内容を表示するなど、 MS - DOS のファイルに関する操作を行う 
ことができます。 

プログラムの実行 

コマンドを DOS シェルから実4于したり、あるいは DOS シェルにプログラムを登録しておけば、次か 
らは簡単にプログラムを実行することができます。 


プログラムの切り替え 

複数のプログラムを切り替えて、同時に使用することができます。 

また、 DOS シェルにはいつでも操作方法を参照できる'、オンラインヘルプ機能〃が用意されています0 
操作がわからなくなったときには、ぜひご利用ください。 


1.1 DOS シェルの基本操作 


■ DOS シェルの起動 

DOS シェルはマウスで操作することもできます。マウスで操作する場合には、 
DOS シェルを起動する前に、あらかじめコマンドプロンプトから ’ MOUSE "と 
入力し、マウスを使える状態にしておいてください。 DOS シェルではおもにマウ 
スの左ボタンを使用し、右ボタンは開いているプルダウンメニューを閉じるとき 


に使用します。 


DOS シェルを起動するには、コマンドプロンプトから次のように入力します。 
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DOSSHELL 


参照參起動時のスイッ 
チ—第1部第2章 
「 DOSSHELL 」 


なお、起動時にスイッチを指定することもできます。 

DOS シヱルが'起動すると、次のような画面が表示されます。 


MS-DOS Shell 


iHHf) 裘示 (u) ツ y-a) a^7° (H? 

A i ¥ 

Bg 回 B 



" shift 不知! itrrro > ア—卜 ーマー：，「.ニア ~mm 


■オンラインヘルプ機能 

DOS シヱルには、操作方法や説明をその場で表示させることのできるオンライ 
ンヘルプ機能があります。オンラインヘルプを表示するには、次の2つの方法が 
あります。 

LLU キー 

現在選択されているコマンド、画面についての説明を表示します。 


ヘルプメニュー 

DOS シェルの全体的なヘルプを表示します。「索引」や「キーボード」など用途別 
にコマンドが’用意されていますので、この中から調べたいコマンドを選択します。 


「EBIMM 


目次(丄> 

: m (k) 

1^11峰_ _薄孩|| 

操作手 lie 

へ} I .アの倭い方 ( u ) 

a ' m 广ョン隋報⑼ 


この中の 「 Shell の基本操作」には DOS シェルの基本的な操作方法ついて書か 
れていますので、最初に読むとよいでしょう。 
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1.1DOS シェルの基本操作 


■画面のスクロール 

ヘルプ画面やファイル表示 ウイン ドウには、画面上に説明が入りきらない場合 
があります。そのような場合には次のような画面が表示され、画面を スクロール 
して説明を読むことができます。 




MS-DOS Shell の: 


ここ （? は， MS-DOS She 〗 1を便つための基: 

1一芳力 $ 涊&茲イル やデイレクト 


iI?u T 111 


ふのヘルプ情報ではしフアゴ;ル，テイレクトリ，パスなど， MS - DOS の基本 
f 念について巷る程度の知識があることを前提として説明します. MS-DOS 
をはじめてお使いになる方は，ますマニュアルを読んでください. 

項目を見るには： 

-見たい項目をダブルクリックします. 


( 齡る::)(辕る | (^BD ( 頁次つ) きへ綴.:: _3 


画面のスクロールは次の方法で行います。 


マウス： スクロールアローをクリック すると、 1行ずつスクロールし 

ます。 押し 続けると、 スクロールが 続きます。また、 スクロー 
ルボックスを 上下にドラッグすると大きく スクロール する こ 
とができます。 


キーボード： 次の キーを 使用して スクロール します。 


0、 CD 

[ r Sp I ^ f d6wn! 
[ CTRL ] + 1 h c° l M r e j 
I CTRL I + I HELP ] 


上または下に 1 行ず つスクロール します。 
1画面 分 上または下に スクロール します。 
最初の行に移動します。 

最後の行に移動します。 


■コマンドプロンプトの起動 

DOS シェルを実行中、一時的にコマンドプロンプトを利用する場合には、 [ shift ) 
+ n *9 ] キーを押すとコマンドプロンプトを起動することができます。 


コマンドプロンプトから DOS シェルに戻るには、コマンドプロンプトから次 
のように入力します。 


EXIT 


これでコマンドプロンプトを終了し、再び DOS シェルを利用することができます。 
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第 1 章 DOS シェル 


xx-xx-xx 

XX-XX-XX 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 


comAND .con 

CONFIG .SYS 
NECAI .SYS 
README .DOC 
README 2 .DOC 
SETUP .DEF 


ファイル表示ウィンドウ i 


テ'•イ1外リツ 1 j - 


DOS 


テ V レクトリ•ツリーウインドウ 


j イン 


圖アフ°リケ-ション 
圖ファィル择；(乍 
圖テ、、ィスク捧作 
圖システム設定 
固アプリケ-ションの登錄 
B DOS コマント、、 

圖製品紹介 メインウィンドウ 




使用可能なタスクー覧 


f •獅 




KK ; 你 


これらのウィンドウから任意のウインドウを選ぶには、次のように操作してく 
ださい。 


■ DOS シェルの終了 

次のいずれかの方法を実行すると、 DOS シェルを終了してコマンドプロンプト 
に戻ることができます。 

• ファイルメニューの中から「終了」を選択。 

• I f> 3 ) キーを 押す。 

• | GRPH ) + [ f »4 ) キーを押す。 

実行中の DOS シヱルの画面によっては、これらのキーを受け付けない場合があ 
ります。そのような場合には、キーを押してから再び実行してください。 


1.2 DOS シェルのウィンドウ 

DOS シェルの画面は、表示形式によっていろいろなウィンドウに分割されてい 
ます。ウィンドウには、ドライブ選択ウインドウ、デイレクトリ•ツリーウインド 
ウ、ファイル表示ウィンドウ、メインウィンドウ、使用可能なタスクー覧があり 
ます。 




_ E 回 B ドライブ選択ウィンドウ 


AUTOEXEC.BAT X，XXX XX-XX-X>< 


:mgggg 


圏 ！ DSilililil 
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1.2 DOS シェルのウインドウ 


マウス： 

希望のウインドウをマウスでクリックします。 

キーボード： 

fTAB 1 キーを押すたびに、反転表示が時計回りに各ウィン 
ドウを移動します。 lSHIFTj + 1 TAB 1 キーで逆回りに移動し 
ます。 

■ドライブ選択ウインドウ 



ドライブ選択 ウィン ドウは、 コンピュータに 接続されているドライブの一覧を 
表示します。ドライブを選択するには、次のように操作してください。 


マウス： 

希望するドライブの上でクリックします。 

キーボード： 

0 0 キーでカーソルを移動してリターンキーを押すか、 

(CTRL j キーを押しながらドライブ名に対応する文字キーを押 
します。 

■ デイレクト 1 J • ツ U —ウインドウ 



ディレクトリ •ツ リー ウイン ドウでは、カレント ウイン ドウを選択します。 


マウス： 

希望するディレクトリアイコンの上でクリックします0 

キーボード•- 

CD QD キーでカーソルを移動します。4+〃 マークの 表示さ 
れているディレクトリアイコンの上で GtJ キーを押すと、サ 
ブディレクトリを表示することができます。 


■ファイル表示ウインドウ 

フアイル表示 ウイン ドウは、 カレントディレクトリ のフアイルを表示します。 
ファイルを選択するには、次のように操作してください。 


マウス： 

希望のファイルの上でクリックします。複数のファイルを選 
ぶときは、まずはじめにファイルを1つクリックして選択し、 

(CTRL j キーを押しながら残りのファイルをクリックしてくだ 
さい。また、 [SHIFT) キーを押してクリックすると、はじめに 
選んだファイルからクリックした位置にあるファイルまでを 

選択できます。 

キーボード： 

次のキーを使用してファイルを選択します。 

0、0 
( h c ° l m r e ) 

[HELP ] 

上または下に1行づつスクロールします。 

先頭行に移動します。 

最終行に移動します。 

ファイル名先頭の文字と一致するファイルに移動します。 
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複数のファイルを選ぶときは、まずはじめにファイルを1つ選択し、次に 1 SHIFT ] 
キーを押しながら厂门 Q ] キーを押して順々にファイルを選択します。 


このような方法は、1つのデイレクトリ内で連続して並んでいるファイルの選 
択には有効ですが、連続して並んでいないファイルを複数指定する場合には、次 
のようなキーを使用します。 

[ SHIFT ] + f ファイル追加モードに入ります。 

スペース ファイルを追加/解除します。 

( SHIFT ] + ( f .8 1 キーを押すと、次のように追加"という文字が画面の右下に 
表示されます。 



ファイル名の上でスペースキーを押すと、ファイルを選択することができます。 
また、選択したファイルの上でスペースキーを押すと、選択を解除することがで 
きます。 

ファイル追加モードから抜けるには、再度 lSHIFT ) + l 卜8 ) キーを押し 、 CD Q ] 
キーを押してください。 

■メインウィンドゥ 

実行可能なプログラムのタイトルが表示されます。 

マウス： 希望するタイトル上でクリックします。 

キーボード： © H ] キーで希望するタイトル上に移動し、リターンキー 
を押します。 

プログラムやいくつかのファイルは、そのままで実行できるものがあります。 
DOS シェルではこのような実行可能なものは、そのままプログラムー覧やファイ 
ル表示ウインドウから実ネ亍することができます。 
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1.3 乂ニュー J 又一 


1.3 メニューバー 

■メニューを選ぶ' 


DOS シェルには、画面の上部に * メニューバー " と呼ばれるメニューの並んだ 
細長い領域があります。 



MS-DOS Shell 

ファ 4(F) オアシヨ >(0> 莲云 



A * ¥ 

ME 回 B 


このメニューバーから希望のメニューを選択するには、次のように操作します。 

マウス： 希望のメニューをマウスでクリックします。メニュー表示を取 

り消すには、マウスの右ボタンをクリックするか、メニュー 
以外の領域をクリックします。 

キーボード： 「GRPH] キー または 丨卜 10] キーを 押すと カーソルがメニュー 
バーに 移動します。 ヒ J 0 キーで 希望の メニューに 移動し 
てリターン キー もしくは (XIEI キーを 押す か、メニューの 
右側に表示されているアルファベットの文字を入力してくだ 
さい。 メニュー 表示を取り消すには、 rise 1 キー、 | grph ] 
キー または h_io 1 キーを 押します。 

■メニューのコマンドを選ぶ 

メニューを開いた後は、実行したいコマンドをコマンドー覧の中から選択して 
〈ださい。なお、使用できないコマンドは白い文字になっていたり、あるいはまっ 
たく表示されません。 


MS-DOS Shel 


JR (U) TJ-u) ヘルア （ H 〉 


mjQ ) 

® i ( p ) ** 

模索版*、 

フ W ル内容の表示似 f 4 


麵 (a> … 卜？ 

□e-(£)... f.a 

1 陸 ❿… del 

Jiglli ：：：— 」 

...、：： .:：： ：.： ... 


き■■細 


終了:種 


GRPH+f-4 
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注意 

•使用できないコマンドの表示状態は、画面をどのような表示モードにして 
いるかによって変わります。一番色数の少ないテキストモードのモノクロ 
2色の場合は、各コマンドのショートカットの文字が反転表示しているか 
いないかで判断してください。 

マウス： メニューを表示させた後、希望のコマンドをクリックします。 

また、メニューのコマンドー覧の上をドラッグし、希望のコ 
マンド上でマウスボタンを離しても選択できます。 

キーボード：メニューを表示させた後、 rn [ Ti キーで希望のコマンドに 
移動し、リターンキーを押します。また、コマンドの横に表 
示されているキーを押して選択することもできます。 

メニューに表示されるコマンドの意味は、次のようになっています。 

• 「コピー （〇… 卜8」 の 場合 


表示 

内容 

コピー 

コマンド名です。 

( C ) 

コマンドのショートカットキーです。コマンドー覧を表示させた後、こ 
のキー（この場合は®)を押してコマンドを選択することができます。 

… 

コマンド名の後にこの 「...」 がある場合は、このコマンドを選択すると 
w ダイアログ ボックス" と呼ばれるウィンドウが表示されます。 

f -8 

コマンドのショートカットキーです。このショートカットキー（この場 

合は1卜8 1) を使うと、コマンドー覧を表示させなくてもコマンドを 
実行することができます。 


■ダイアログボックス 

メニューからコマンドを選択した場合、さらに次のようなダイアログボックス 
が表示されることがあります。ダイアログボックスが表示された場合は、その表 
示に従って入力をしてください。 
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1.4 ファイルメニュー （ F ) 



■麵誌^!! id 

ファイル 

名煎 : AUTOEXEC.BAT 

• ... 3 

サイス、、 ： v VW 

" 臓綱 

現在のテ、、ィレ外リは A:¥ 

持幸するファイル OH 1 

[レ]全疒ィスクを検索する 

テ''ィレ外リ ' 

名前： ¥ 

サイ; r : x,xxx 

ファイル： X 

テ'、ィ又ク 

名前：なし 

サイ又'': x，xxx 

可能： X.XXX 

ファイル： XX 

DIR 数： X 

t , ok i i 从フ' _ 



1 閉じる 齣 t ) 


ダイアログボックスには、各種の選択枝の他に次のようなボタンがあります。 


ポタン 

機能 

OK 

キャンセル 

閉じる 

ヘルプ 

ダイアログボックスの表示にしたがってコマンドを実行します。 

コマンドを実行せずに取り消します。 

ダイアログボックスを閉じます。 

ヘルプを表示します。 


1 TAB 1キーを押すたびに、ダイアログボックスの中の項目を順に移動すること 
ができます。 

ダイア ロダボ ッ クスの 中に'' レ" マーク が表示されている場合は、その項目を選 
択していることを表します。、'レ〃 マークの 上で スペースキーを 押すと、 マークを 
選択したり、解除することができます。 

ダイアログボックスの表示を消す場合には、 Lesc |キーを押してください。 


1.4 ファイルメニュー (F) 


■開く (0) 

ファイル表示ウィンドウで選択したファイルを実行します。選択したファイル 
が何らかのファイルと「関連づけ」されたものであるときは、関連づけられたアプ 
リケーシヨンを実行します。 

■実行 (R)... 


通常のコマンドラインと同じようにコマンドを実行します。このコマンドを選 
ぶと、次のようなダイアログボックスが表示されます。 
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コマント 、、 H 


f 议:ペ ) ) 


ここで、実行したいコマンドを入力します。なお、コマンドプロンプトと同様 
に パラメータや スイッチも入力す る ことができます。 

■ _ J ( P ) 

選択したファイルを印刷します。 

■関連付け ( A )... 

ファイルの拡張子とアプリケーションを関連づけます。関連つ、けを行うと、拡 
張子を持つファイルを実行するだけでアプリケーションが自動的に起動されます。 
関連づけには、次の2つの方法があります。 

籲アプリケー シヨンに 拡張子を関連付ける場合 
たとえば、 " SEDIT . EXE 〃に叮 XT 〃という拡張子を関連づけるときは、次の 
ように操作します。 

① ファイル表示ウインドウで " SEDIT . EXE " を選択します。 

② ファイルメニューから「関連付け」を選択すると、次のようなダイアログボッ 
クスが表示されます。 



③ u 拡張子"の欄に " TXT 〃と入力します。また、複数の拡張子を関連付ける 
ときは、拡張子を スペースで 区切って入力してください。 
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1.4 ファイルメニュー （F) 


ファイル^ 1 ... 

拡張子.. 


ファイルの関3 




SEDIT.EXE 

LTXT 


1の 


1 


f ok ) ftiou i ) mmrm 


これで、 SEDIT . EXE 〃に V TXT 〃 という拡張子が関連づけられました。今後、 
\ TEST . DOC 〃のようにヽ TXT " という拡張子のファイルを実行すると、 " SEDIT . 
EXE 〃が起動して、、 TEST . TXT " を読み込みます。これはつまり、コマンドライ 
ンから "SEDIT TEST . TXT " と入力したのと同じことになります。 

翁拡張子にアプリケーションを関連付ける場合 

たとえば、、ヽ TXT " という拡張子を持つ、、 TESTTXT "というファイルに'' SEDIT . 
EXE 〃を関連づけるには、次のように操作します。 

① ファイル表示ウインドウで VV TEST . TXT ,/ を選択します。 

② ファイルメニューから「関連づけ」を選択すると、次のようなダイアログボッ 
クスが表示されます。 



③入力欄に 、' SEDIT 〃 と入力します。 

これで、 ” TXT 〃 という拡張子に SEDIT . EXE " が関連づけられました。 
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■検索 (H)... 


ディスクからファイルを検索して表示します。このコマンドを選択すると、次 
のようなダイアログボックスが表示されます。 


ファイルの検索 


現在のテ、、ィレ外リは A:¥ 

検索するファィル I*. SYS I 

[ レ]全テ 、' ィスクを検索する 

齡 ok :. 趣) CSIO ( 、ル r ) 


ここで、検索したいファイル名を入力します（ワイルドカードも使用可）。また、 
「全ディスクを検索する」の欄を、、レ"マークにすると、カレントドライブの全ての 
ディレクトリを検索の対象とします。 

検索が終了すると、検索結果が次のように表示されます。 


A:¥CONFIG.SYS 


MS-DOS Shell 

検索結果： 


邑 A:¥NECAI.SVS 
^ A ： ¥DOS¥AUGDRU.SYS 
^ A ： ¥DOS¥AUSDRU.SVS 
题 A:¥DO$¥CHKSTATE.SYS 
邑 A ： ¥DOS¥DBLSPACE.SYS 
輕 A:¥DOS¥Em.SYS 

既 
邑 
邑 


A ： ¥DOS¥EXTDSWAP.SVS 

A ： ¥D0S¥F0NT.SYS 

A ： ¥DOS¥GRAPH.SYS 

A ： ¥DOS¥HIMEn.SVS 

A:¥DOS¥KKCFUNC.SYS 


函 A ： ¥DOS¥KKCSAU.SYS 
Eh A ： ¥DOS¥nOUSE.SVS 
邑 A ： ¥DOS¥NECCD.SVS 
A ： ¥DOS¥NECCDA.SYS 
趣 A ： ¥DOS¥NECCDB.SYS 
邑 A ： ¥DOS¥NECCDC.SYS 
恐 A ： ¥DOS¥NECCDD.SVS 
函 A ： ¥DOS¥PRINT.SYS 
邑 A:¥DOS¥RAMDISK.SVS 


卜10=メこ: i- ESC ^' jH 


r ~ Esci キーを押すと、元の画面に戻ります。 

■ファイル内容の表示( V ). • • f -9 

選択したファイルの内容を表示します。ファイルの内容は、次のように表示さ 
れます。 
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1.4 ファイルメニュー （ F ) 


MS-DOS Shell - READNE.DOC 


ファイル円容を表示するには ， ROLL UP , ROLL 


个，小を便用してくだ^い. 


/贺迎り|野謝ヒ DOS Ver 6. 2 』をお買い上げいただき 


まして誠に有り難うごさいます。 


日本語 MS — DOS Ver 6* 2をこ、使用の前に、この README . 

DOC ファイル、および README 2. DOC ファイルをお読みください。 

README 2. DOC ファイルをお読みになるには、メニューの中から「ご 
使用上の注意点」を選んでください。 




ここではテキストファイルを表示しましたが、拡張子が、 X EXE 〃や、 \COM 〃のバ 
イナリファイルの場合は16進表示になります。 

この画面では次のキーを使用することができます。 

[ r up * l ) 1 画面上にスクロールします。 

[DOWN ) 1 画面下にスクロールします。 

0 1行上にスクロールします。 

[D 1 行下にスクロールします。 

I ESC | 元の画面に戻ります。 

"•9 | アスキー表示と16進表示を切り替えます。 

マウスで 画面を スクロール するときには、画面の上こ表示されているキー表 
示を クリック してください。 

また、ファイル内容の表示中はメニュー バーの 表示がかわり、「画面表示」「表 
示」というメニューを使用できます。 

參画面表示 （ D) 

• アスキー表示 （ A) 

ファイルの内容を文字のみで表示します。 

• 16 進表示 （ B) 

16進数と文字で表示します。 
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♦ 表示（ V) 

• 画面の再描画 （ E) SHIFT-ff-5 

画面を描き直します。操作中に何らかの影響で画面の表示が乱れたときに、こ 
のコマンドを使用してください。 

• 表示終了 （ R) ESC 

現在の表示を終了し、元の画面に戻ります。 


■移動 ( M )... f -7 

選択したファイルを他のディレクトリやドライブに移動します。また、一度に 
複数のファイルを選択して移動することができます。 コピーと 異なり、元のファ 
イルは残りません。 

このコマンドを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 

送り側： IREADME.DOC I 

受け側： 越 1 


し％^ 


•送り側 

選択したファイル名が表示されます。複数のファイルを選択した場合は一度に 
すべてのファイル名が表示されないことがありますが、 ( tab 1キーで送り側の欄 
にアンダーバーを表示させ、し:: j 0キーで横にスクロールさせると、残りのファ 
イル名を表示することができます。 

• 受け側 

移動先のパス名を指定します。 

なお、マウスで操作する場合は、この「移動」コマンドを選択しなくても、ファ 
イル（複数可）を移動先のディレクトリやドライブにマウスでドラッグして移動す 
ることができます。 


■コピー ( C ) … f -8 

選択したファイルを他のデイレクトリやドライブにコピーします。また、一度 
に複数のファイルを選択してコピーすることができます。 

このコマンドを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 
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1.4 ファイルメニュー （ F ) 


送り側： [REPlDt1E.DOC 
受け側 ： 醒 


0K ) ( 奸 》 ) 


•送り側 

選択したファイル名が表示されます。複数のファイルを選択した場合は、一度 
にすベてのファイル名が表示されないことがありますが、| TAB 1キーで送り側の 
欄にアンダーバーを表示させ、0 0キーで横にスクロールさせると、残りの 
ファイル名を表示することができます。 

• 受け側 

移動先のパス名を指定します。 

なお、マウスで操作する場合は、この「コピー」コマンドを選択しなくても、 
「 CTRL 1 キーを押しながらファイル(複数可)を移動先のディレクトリやドライブに 
マウスでドラッグしてコピーすることができます。 

削除 ( D )... DEL 

選択したファイルやディレクトリを削除します。また、一度に複数のファイル 
を削除することができます。 

このコマンドを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 

A ： ^README. DOC を削除しますか？ 

G3ElD CME2D ( ) 


•削除 

削除するファイル名が表示されます。複数のファイルを選択した場合は、一度 
にす ベてのフ ァイ ル 名が表示され ない ことがありますが、 [ TAB 1 キーで 削除のネ闌 
に アンダーバーを 表示 させ、 ヒ ニ! キーで 横に スクロールさせると、 残りの ファ 
イル名を表示すること がで きます。 


ディレクトリを削除する場合は、削除したいディレクトリをディレクトリウィ 
ンドウから選択してください。ただし、ディレクトリの中にファイルがある場合 
は、デイレクトリの削除はできません。 
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■名前の変更 ( N )... 

選択したファイノ吟ディレクトリの名前を変更します。また、一度に複数のファ 
イルの名前を変更することができます。 

このコマンドを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 


— 



現在の名前： 

新しい名前 

READHE.DOC 

1 ! 

l の l 

( OK f 

mwm i 

(:::: ，で _ 


•新しい名前 

新しいファイル名を入力して、 「0 K 」 を選択してください。複数のファイルを 
選択した場合は、この操作を繰り返します。 

■属性の変更 ( G )... 

ファイルの属性を変更します。また、一度に複数のファイルの属性を変更する 
ことができます。 

ファイルの属性には、次の4種類があります。 


属性 

内容 

隠し 

コマンドプロンプトの DIR コマンドでファイル名を表示しな 
いようにします。 

システム 

MS - DOS のシステムファイルとして認識されます。 

アーカイブ 

新しくファイルを作成したり、更新すると設定される属性で 
す。この属性は BACKUP コマンド、 QBACKUP コマンド、 
XC 0 PY コマンドなどでファイルをバックアップしたときに 
解除されます。 

書き込み禁止 

この属性のファイルは削除や変更ができませんので、誤操作 
によるファイルの紛失を防ぐことができます。削除や変更を 
する場合には、この属性を解除してから行います。 


複数のファイルを選択してからこのコマンドを実行すると、次のようなダイア 
ログボックスが表示されます。 


2 . 選現されている查ファイルを一度了こ效す 




( 私 :4! ル J 


し ) 


選択したファイルを別々の属性に変更する場合は「1.選択されているファイル 
を1っずっ変更する」を選択し、一度に同じ属性に変更する場合は「2.選択され 
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1.5 ファイルメニュー （F) 


ている全フアイルを一度に変更する」を選択します。 

どちらかを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。なお、 
「2.選択されている全ファイルを一度に変更する」を選択したときには、ファイ 
ル名の表示は省略されます0 


■威^ 

ファイル： README.DOC 2の 1 

変更する属性を選択し，そこで:スキ-を 
押してから，リタ-ン本-を押してください. 

隠し 

シ又テ厶 
》ア-カイフ、、 

書き込み禁止 

CSZ3 (ticm ) ( 娜 - ) 


属性の左側には、現在の属性がマークして表示されます。キーボードで設定す 
る場合は0 0キーで属性を選び、 スペース キーを押します。 スペース キーは 
押すたびに設定と解除が切り替わります。マウスの場合は、設定あるいは解除し 
たい属性をクリックしてください。 

「0 K 」 を選択すると、マークに従って属性を変更します。 

■デイレクトリの作成 ( E )... 

現在選択しているデイレクトリの下にサブデイレクトリを作成します。このコ 
マンドを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 

親テ、、ィレ外リ名： A : ¥ 

新しい テ、、ィレ外リ 名…. [ I 


C (杯ン妙 ) 「 ) 


「新しいディレクトリ名」の欄に、作成するディレクトリ名を入力してください。 

■全ファイルの選択 ( S ) 

現在選択しているファイル表示 ウイン ドウの、すべてのファイルを選択します。 

■全ファイル選択の解除 ( L ) 

現在選択しているファイル表示ウインドウの、選択中のファイルの選択を解除 
します。 
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■終了 ( X ) GRPH + f -4 

DOS シェルを終了して、コマンドプロンプトに戻ります0 


1.5 ファイルメニュー ( F ) — メインウインドウ選択時一 


メインウィンドウや使用可能なタスクー覧を選択したときには、ファイルメ 
ニューの内容が変化します。 


■新規登録 ( N )... 

実行可能なプログラムを登録したり、それらをまとめてグループにします。こ 
のコマンドを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 

M ■レ JifeMfaMIBr 遍猫 — 

^ルフ。を登錄 d$ZD 

@フ。□ヂ ラムを登錄 


ここでは、プログラムの登録とグループの登録を行うことができます。 

♦プログラムを登録する場合 

「プログラムを登録す る」 を選択すると、次のようなダイアログボックスが表示 
されます。 



フ。ログ、ラム名 


]乃卜、' . |_ I 

起動 テ、、 ィレ外リ .[ _ ] 

ァフ。リヶ-为ンショ-卜办ジト本- |_ ] 

[レ]終了後に_時停止する がスワ-卜、、...1 I 

( ok J CSS3 ( へ 〆 ) ( 棚瓣 … ) 


• プログラム名 

プログラムー覧に表示するタイトルを入力します。タイトルは、空白も含めて 
半角23文字（全角11文字）以内です。プログラムの本当のフアイル名を書く必要 
はなく、わかりやすいタイトルを入力すればよいでしよう。 


• コマンド 

実際に実行するコマンドを書式に従って入力します。ここには空白も含めて半 
角255文字（全角127文字）以内で入力します。 
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1.5 ファイルメニュー （F) — メインウインドウ選択時 一 


また、複数のコマンドを実行するときは、セミコロン （；） でコマンドを区切っ 
て入力してください。なお、このときセミコロンの前後には半角の空白を入れて 
ください。 

例：カレントディレクトリを ¥ WP に移動し、 、\ JW " というコマンドを実行す 
る場合 

CD ¥WP ; JW 

コマンドでは、 バッチファイルを起動す る こともできます。この場合、バッチ 
ファイルの起動以外にも連続して処理を行うには 、 CALL コマン ドを使います。 

例： '" BATCH.BAT "というバッチファイルを起動する場合 

CALL BATCH 

コマン ドを実行するときに、 ハヘンチファイル のように％1~%9の パラメータを 
指定することもできます。たとえば、 DIR コマンドの実行時にドライブ名やディ 
レクトリ名などを指定する場合には、次のように入力します。 

DIR %1 

すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 


私! ■ド jf 孤明 柳!一 

^ 1フ。ロシフ。トダ、ィァ □デの情報を入力してください. 

夕、、イアログ、タイトル .... 

. 1 1 

フ。□デラム情報 .... 

• 1_1 

フ 0 山フ。トメッ t - シ、、 • •. 

. 1 1 

既定の がラメ-夕.. 

.. 1_1 

1 0 K ：) 

(:腳她 _ わへ ル r 1 


ここでは、「ダイアログタイトル」、「プログラム情報」、「プロンプト メッセ ー 
ジ」、「既定のパラメータ」の4つの襴が表示されます。 

これらの欄に入力した内容は、コマンド実行時に次のようなダイアログボック 
スが表示されます。 


(フ。ログ、ラム情報) 


(フ。 CD フ。トメッ t -シ、》 

C ~~~ 0K ~ ) 


(既定のがラメ-: 
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ここで、パラメータを指定しないでそのまま実行すると、「既定のパラメータ」 
が使われます。 

なお、パラメータを複数指定している場合には、それぞれのパラメータごとに 
設定用のダイアログボックスが表示されます。 

• 起動ディレクトリ 

コマンド実行時のディレクトリ名を入力します。ここで指定したディレクトリ 
が、コマンドを実行しているときのカレントディレクトリになります。入力を省 
略すると、カレントディレクトリを変更しません。 

たとえば、ドライブ A の ¥DOC でコマンドを実行する場合は'、 A : ¥DOC" と 
入力します。 


• アプリケーションショートカツトキー 

プログラムの切り替えに使用するショートカットキーを入力します。各プログ 
ラム実行中にこのショートカットキーを使用すると、キーに対応したプログラム 
に切り替えることができます。なお、ショートカットキーでプログラムそのもの 
を起動することはできません。 

ショートカットキーは、 [SHIFT] 、 [CTRLj, |GR>HJ と文字キーを組み合わせます。 


注意 

籲アプリケーションショートカットキーには、以下の組み合わせは使用でき 
ません。 

(CTRL I + 1 C] 

[CTRL 丨 + 丨 M] 
fCTRL] + | I 1 
[CTRLJ + I H] 

[ ctrl ] + (T1 

(CTRL 1 + (T) (テンキー） 

(shift i + | Ctrl ] + [ m ] 

[SHIFT」+ I CTRL I + [T] 

[shift i -f I Ctrl ] + [ h ] 

[shift I + I CTRL] + (T) 

[shift] + 〔CTRL I + (T] (テンキー） 

•使用するアプリケーションソフトによっては、ショートカットキーが無効 
になるものもあります。事前に、使用するアプリケーションソフトの説明 
書を確認してください。 
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1.5 ファイルメニュー （ F ) —メインウインドウ選択時一 


• パスワード 

パスワードを設定すると、プログラムの起動時にハ。スワードの入力が必要にな 
ります。パスワードを設定する場合は、空白を含めて半角20文字（全角10文字) 
以内で入力してください。 

鲁プログラム登録の詳細設定 

「プログラムの 追加」 ダイアログボックスから、[詳細設定]を選択すると、さら 
に次のようなダイアログボックスが表示されます。 


最小 ( KB ) 匚 


コ 


ヘルフ。テ本スト [ 

コンへ、、ンショナルメモリ 

XNS メモリ最小 (KB) 

〇 mb 予你 3 -卜祕 ：t- [ ] grph+tab 

^ク、、ラフィックス []GRPH+ESC 

[] フ。ログ、ラムの切り替えをしない []CTRL+ESC 


匚 


コ最大 ( KB )[ 


( OK J 


( 私意' ) 


C 似つ 


• ヘルプテキスト 

対応するプロダラムのヘルプ情報を入力します。ここで入力されたテキストは、 
プログラムを選択したときに ( f » l 1キーを押すと表示されます。必要がなければ 
入力しなくてもかまいません。 

テキストは空白を含めて半角 255 文字（全角 127 文字）以内で入力してくださ 
い。また、テキスト入力中にリターンキーを押しても改行にはなりません。テキ 
ストを改行するには、 （3 キーに続けて®キーを入力します。 

• コンベンショナルメモリ最小 （KB) 

タスクの切り替えが可能なとき、プログラムの実行に必要な最小のメモリ容量 
を K バイト単位で入力します。既定値は 128 です。 

•XMS メモリ最小 （ KB ) 

タスクの切り替えが可能なときに、プログラムの実行に必要な最小の XMS メ 
モリ容量を K バイト単位で入力します。既定値は0です。 

•XMS メモリ最大 （ KB ) 

プログラムが使用可能な XMS メモリの最大のメモリ容量を K バイト単位で 
入力します。既定値は、 384K バイト以上の XMS メモリがある場合は 384 です。 
384K バイト以下の場合には、その全容量が既定値になります。 

注意 

籲 XMS メモリを使用できるプログラムは、 XMS 対応のプログラムに限り 
ます。 


409 



























第 1 章 DOS シェル 


• ビデオモード 

実行するプログラムがグラフィックス画面 （ VRAM ) を使用する場合は、「ダラ 
フィックス」を設定します。 


• プログラムの切り替えをしない 

プログラムを実行しているとき、タスクの切り替えをできないようにします。 
具体的には、 [ ctrl ] + Lesc 1キーを押しても DOS シェルに戻れなくなります。 
その場合、 DOS シェルに戻るにはそのプログラムを終了してください。 

• 予約 ショートカットキー 

DOS シェルに予約されているショートカットキーを使用不可にします。 


ショートカツトキー 

使用不可になる機能 

(GRPH ] + ( TAB ) 

f GRPH 1 + 丨 ESC 1 

(CTRL ) + f ESC ) 

2 つのプログラム間での切り替え 

次のプログラムの表示 

プロダラムから DOS シエルへの切り替え 


籲グループを登録する場合 

「新規登録」から「グループを登録する」を選択すると、次のような画面が表示さ 
れます。 





必ず指定 

名前... 

. [ 

コ 

オフ ° シ 3 ン 

ヘルァテキスト. 

. 1_ 

コ 

が又ヮ -r .. 

. c 

1 

_ OK ， 

( tion ) i 

f ヘルフ。， 


• 名前 

グループのタイトルを入力します。ここで入力した内容がメインウインドウに 
表示されます。タイトルは空白を含む半角23文字(全角11文字）以内で入力して 

ください。 


• ヘルプテキスト 

対応するプログラムのヘルプ情報を入力します。ここで入力されたテキストは、 
プログラムを選択したときに [ f . i ] キーを押すと表示されます。必要がなければ 
入力しなくてもかまいません。 

テキストは空白を含めて半角255文字（全角127文字）以内で入力してくださ 
い。また、テキスト入力中にリターンキーを押しても改行にはなりません。テキ 
ストを改行するには、 C 3 キーに続けて®キーを入力してください。 
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1.5 ファイルメニュー （ F ) —メインウインドウ選択時一 


• パスワード 

パスワードを設定すると、そのグループの内容を表示する際にパスワードの入 
力が必要になります。正しいパスワードを入力しないとグループの内容を表示で 
きないので、グループを使用できる ユーザーを 制限することができます。 

パスワードは、空白を含めて半角20文字（全角10文字）以内で入力してくださ 
い。必要がなければ入力しなくてもかまいません。 

■開く (〇）リターンキー 

グループやプログラムを選択してからこの コマン ドを選択すると、グループの場 
合はグループの内容を表示し、プログラムの場合はそのプロダラムを実行します。 

■コピー ( C ) 

登録しているプログラムを他のグループにコピーします。プロダラムー覧から 
プログラムを選択してから実行してください。 

このコマンドを選択した後、コピーしたいグループを開きます。ここで fT^n 
キーを押すと、プログラムー覧の最後にコピーされます。 

■削除 ( D) … DEL 

登録したプログラムやグループを削除します。プログラムー覧で削除したいプ 
ログラムやグループを選択してから実行します。 

実行すると、確認のために次のようなダイアログボックスが表示されます。 



本当に削除してよいか、よく確認してから選択してください。なお、グループ 
を削除するときは、グループの内容が空になっていなければ削除はできません。 


■登録情報 ( P )... 


登録したプログラムやグループの内容を変更します。ダイアログボックスに、 
登録されている内容が表示されますので、「新規登録」と同様の操作をして登録内 
容を変更してください。 


■再配置 ( E ) 


メインウィンドウに表示されているプログラムー覧の順番を入れ替えます。入 
れ替えたいタイトルを選択してからこのコマンドを実行し、入れ替えたいもうひ 
とつのタイトルにカーソルを合せてリターンキーを押せば、タイトルの位置が入 
れ替わります。マウスの場合は、リターンキーを押す代わりに入れ替えたいもう 
ひとつのタイトルをクリックしてください。 
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[] 隠し/システム 属性 ファイルを表示する 
[] 降順 


1.6 オプションメニュー(〇） 

オプションメニューでは、表示モードの変更や、ファイル名の並べ替えなどの 
指定を行います。 

■確認 ( C )." 

DOS シェルでファイルの削除、置き替え、移動などを行うとき、確認のための 
ダイアログボックスを表示するかどうかを設定します。 

このコマンドを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 

= mmm ■… 

[レ] 

[レ] 

[レ] 

CZSZD (tion ) 


'' レ〃マークの付いている 項目に ついて、 実行時に確認を行います。 

0 0キーでカーソルを移動させ、スペースキーを押して項目を選択したり 
解除してください。マウスの場合は、それぞれの項目をクリックしてください。 
ダイアログボックスのそれぞれの項目は、次のような意味になります。 


項目 

内容 

削除の確認を 
する 

ファイルを削除するときに確認を行います。 

置き替えの 

ファイルのコピー、移動のときに同じファイルがある場合に確認 

確認をする 

を行います。 

マウス操作の 

上の2つの項目について、マウスで操作した場合にも確認を行う 

確認をする 

かを設定します。 


■ファイル表示オプション ( F ). •. 

ファイル表示ウィンドウに表示するファイルを指定したり、ファイルの並び順 
を指定します。 

このコマンドを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 

— 成 一 

名前 ： BB ~1 

並べ替え： 


ff 綱 I !する 

マウ又作の確認をする 


c 識^^ 


C 杯娜】 ( Ml >7-；) 


isl 

前涛5 

⑯〇〇〇〇 
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1.6 オプションメニュー（〇) 


•名前 

表示したいファイル名の拡張子を入力します。ファイル名にはワイルドカード 
を使用することもできます。 

• 並べ替え 

ファイルの並び順を指定します。それぞれの項目は、次のような意味になります。 


コマンド名 

内容 

名前順 

披張子順 

日侦頓 

サイズ順 

ディスク順 

ファイル名をアルファべット順に表示します。 

ファイル名の拡張子をアルファべット順に表示します。 

ファイルの日付の新しい方から表示します。 

ファイルサイズの大きい方から表示します。 

ディスクに格納されている順に表示します。 


隠し/システム属性ファイルを表示する 

隠し属性や、システム属性の付いたファイルを表示するか指定します。 


•降順 

「並べ替え」で選択した項目の逆順に並べ替えるときに指定します。 

■複数デイレクトリで選択 ( A ) 

DOS シェルでファイルを選択後、デイレクトリやドライブを変更してもファイ 
ルの選択を解除しないようにします。このコマンドを選択すると、選択したこと 
を意味する、、*〃 マークがコマンド名の左側に付きます。 


注意 

•「複数ディレクトリで選択」を指定中に選択したファイルは、「複数ディレ 
クトリで選択」のマークを解除しても選択が解除されません。選択の解除 
は、表示メニューの「画面更新」を実行してください。 


■情報表示 ( S )... 

ファイルの詳細な情報を表示します。複数のファイルを選択している場合は、 
一番最後に選択したファイルの情報を表示します。 

このコマンドを選択すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。 
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ファイル 

名薩： AUTOEXEC.BAT 


サイ r : 

: X.XXX 

テ、、ィレ外リ 


名前 

¥ 

サイス、、 

x，xxx 

ファイル 

X 

テ、、ィスク 


名前 

なし 

サイ又、、 

x，xxx 

可能 

x，xxx 

フバル 

XX 

DIR 数 

X 

( 閉じる） mmr . 


■タスクの切り替え ( E ) 

タスクの切り替えを可能にします。タスクの切り替えとは、あるプログラムを 
使用中に、そのプログラムを終了せず別のプログラムに切り替える機能です。こ 
れによって複数のプロダラムを切り替えて同時に使用することができます。この 
切り替え中のプログラムのことを * タスク〃と呼びます。 

タスクの切り替えが可能な状態では、メニューコマンドの左側に、、*〃マークが 
表示されます。また、使用可能なタスクー覧のウインドウが画面に表示され、切 
り替え可能なタスクがそこに表示されるようになります。 



タスクの切り替えが可能になると、システム環境が許す限り複数のプログラム 
を同時に切り替えて実行することができます。 
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1.6 オプションメニュー（〇) 


参考 

環境变数 XX TEMP 〃に RAM デイスクなどの高速なドライブを設定すると、 
高速にタスクを切り替えられます。 


実際にタスクを切り替えるには、まずメインウィンドウの切り替えたいタイト 
ルの上に カーソルを 重ねて、 [ shift 1キーを 押しながらリ ターンキーを 押します。 
マウスの場合は、 f ^ HIFT ] キーを 押しながらタイトルをダブルクリックしてくださ 
い。画面の使用可能なタスクー覧にタイトルが表示され、以後、そのタイトルを 
選択すれば タ スタを切り替えることができます。 

切り替えたタスクから DOS シヱルに切り替えるには、 [CTRL ) -f し ESC 1 キーを 
押してください。また、タスクを複数切り替えて使用している場合は、切り替え 
のたびに DOS シェルに戻らなくても、以下のキーでタスクを切り替えることが 
できます。 


切り替え キー 

機能 

(GRPH ] + ( TAB ) 

[TAB ) キーを押すたびにタスクが切り替わるので、目的の夕 
スクで { GRPH 丨キーを離します。 [ SHIFT ) キーを併用すると、逆 
方向に切り替わります。 

(GRPH ] + [ ESC ] 

次のタスクに切り替わります。 （ SHFT ) キーを併用すると、逆 
方向に切り替わります。なお、 DOS シェルの画面では使用で 
きません。 


注意 

•使用可能なタスクー覧リストに内容を残したまま DOS シェルを終了しな 
いでください。 


表示モード ( D )... 


画面の表示モードを設定します。このコマンドを選択すると、次のようなダイ 
アログボックスが表示されます。 



ここで表示されるのは、お使いのコンピュータで使用可能な表示モードです。 
表示モードは、 DOS シヱル起動時のスイッチで指定することもできます。 
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xx-xx-xx 

XX-XX-XX 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 


m 

Eb 

m 

邑 

1=^1 


COMMAND .con 
CONFIG .SYS 
NECAI .SYS 
README .DOC 
README2 .DOC 
SETUP .DEF 


- 




尊 


ティトリツリー 


xx-xx-xx 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 

xx-xx-xx 


AUTOEXEC.BAT X，XXX XX-XX-XX 


AUTOEXEC.BAT X.XXX XX-XX-X> 


[Mg SB 


テ ''.•( レ外リ奶 - 

A* ¥D0S¥^ • liiii-m-u-ri 


a A：¥ 

し £=1 醒 


i^i 

B APPEND .EXE X，XXX XX-XX-XX 

Q ASSIGN .EXE X，XXX XX-XX-XX 

B ATTRIB .EXE X.XXX XX-XX-XX 

B AUGDRU .EXE X,XXX XX-XX-XX 

Eb AUGDRU .SYS X,XXX XX-XX-XX 

B AUSDRU .EXE X.XXX XX-XX-XX1 

I 

、む .~~~ miFTH^B€Ryrra> 

M— Hi 國你你 



: $ HiR + f *§* ror 7° D>?"K 


冷;:胡 


■2 ファイルー覧 ( D ) 

選択したドライブについて2つまでドライブ選択ウィンドウ、ディレクトリ•ッ 
リーウィンドウ、ファイル表示ウインドウを表示します0 



MS-DOS Shell ― 1 


MtH (U) ッリ了） ' ルフ ， h) 




: DOS 
回 B 


1.7表示( V ) 

表示メニューは、画面に表示する内容を設定するメニューです。 

■1 ファイルー覧 ( S ) 

カレントドライブについてのみ、ドライブ選択ウインドウ、デイレクトリ•ツ 
リーウィンドウ、ファイル表示ウィンドウを表示します。 



MS-DOS Shel1 



^v(U) ツリ -( 了）从プ（卜 1) 

1 


pi : 羊 

fg 回 B 


mi 恕 

XXXXXX 


g : mp ， p , 

XXXXXX 


OMYSVS 88 EF 
c s s D D D 

^ G EE 
A I I M MM p 

mNF s ADADTU 
88 NERERESE 
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1.7 表示 （ V ) 


ファイル 




APPEND 

.EXE 

名煎 

: ADDDRU.EXE 

B 

ASSIGN 

.EXE 


: … a 


B 

ATTRIB 

.EXE 

選霸数 


A 

B 

AUTOEXEC.BAT 


1 

B 

AUGDRU 

.EXE 

サイス、、: 


OXX 

既 

AUGDRU 

• SYS 

テ''ィレ外リ 


B 

AUSDRU 

.EXE 

名前 

DOS 



AUSDRU 

• SYS 

サイス、、 


x，m 

BACKUP 

.EXE 

ファイル 


XXX 

B 

BATKEV 

.con 

テ''ィスク 



B 

BS98 

.COM 

名前 

なし 


函 

BS98 

• DIP 

サイ又、、 


x，xxx 

B 

CHGEU 

.EXE 

可能 


x,xxx 

B 

CHKDSK 

.EXE 

ファイル 


XXX 

B 

CHKENU 

.con 

DIR 数 


X 

B 

CHKFIL 

.EXE 





CHKSTATE.SYS 


mnn^iTA' 




■プログラム S ファイルー覧 ( F ) 

ドライブ選択ウインドウ、ディレクトリ•ツリーウインドウ、ファイル表示ウイ 
ンドウ、メインウィンドウを表示します。また、タスクの切り替えが可能な状態 
では、使用可能なタスクー覧も表示します。 


MS-DOS S 


SSHRHHMIIHIIIRNI 

* (H) 


ft : 羊 

國 


回 B 



■全ファイル ( A ) 

カレントドライブのすべてのファイルのファイル表示ウインドウと、選択した 
ファイルの詳細情報を表示します。 


PII 

回 XXXXXXXXXXXXXX .XXX 


IXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

1 xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx:xx: 
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乍 

雜もの登錄 

DOS] マント、、 

製品 i 召介 





■プログラムー覧 ( P ) 

プログラムー覧を表示します。また、タスクの切り替えが可能な状態では、使 
用可能なタスクー覧も表示します。 


卜 10: づこュ - SHIFT+f.9<3T ノトプ CD ブト 佛 XV 


■画面の再描画 ( E ) SHIFT + f -5 

画面を描き直します。操作中に何らかの影響で画面の表示が乱れたときに、こ 
のコマンドを選択して、描き直してください。 

■画面更新 ( R ) 卜5 

ディスクの情報を新たに読み込み、画面を更新します。ファイルの削除や復元 
によってディスタの内容が変更された場合に使用します。 


18ツリーメニュー ( T ) 

ディレクトリ•ツリーウィンドウの表示を変更するメニューです。 

■1 レベル拡張( X ) + 

選択したディレクトリアイコンにサブディレクトリがあれば、それを表示します。 
ディレクトリ•ツリーウィンドウに表示されている、、十"マークをマウスでクリッ 
クするか、ディレクトリアイコンを選択して0キーを押しても同じ操作ができ 
ます。 





Hsus 
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1.8 ツリーメニュー （ T ) 



■ツリーの拡張 ( B ) * 

選択した ディ レクトリアイ コンの 下にあるす ベての サブ ディ レクトリ を 表示し 
ます。 

■全ツリーの拡張 ( A ) CTRL + * 

選択したドライブのすべてのサブディレクトリを表示します。 

■ツリーの縮小 ( C ) 一 

選択したディレクトリアイコンの下にあるサブディレクトリを表示しないよう 
にします。 

ディレクトリ•ツリーウィンドウに表示されている、、一" マークを クリックするか、 
そのデイレクトリアイコンを選択して日キーを押しても同じ操作ができます。 
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1.9 ヘルプメニュー ( H ) 


ヘルプメニューには、次のようなコマンドがあります。 


目次 U ) 

She II の 基本操作 ⑸ 




(ip 


㈣ $情報. 


それぞれ、次の内容のヘルプを表示することができます。 


コマンド 

内容 

目次⑴ 

キーボード （ K ) 

Shell の基本操作 （ S ) 

コマンド （ C ) 

操作手順 （ P ) 

ヘルプの使い方 （ U ) 

バージョン情報 （ A ) 

ヘルプの目次です。 

キーボードの操作に関する内容を表示します。 

DOS シェルの基本に関する内容を表示します。 

メニューのコマンドに関する内容を表示します。 

操作方法に関する内容を表示します。 

ヘルプの使い方に関する内容を表示します。 

DOS シヱルのバージョン情報を表示します。 


また、ヘルプはこのメニューから実行しなくても、いつでも L ± lJ キーを押し 
て表示する ことができます。 その場合に何らかのコマンドを選択している場合に 
は、 選択したコマンドについて適切なヘルプが表示され ます。 
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スクリーンエディタ SEDIT 


この章では、 MS - DOS に付属しているスクリーンエディタ SEDIT の操作方法について解説します。 
MS - DOS では 「 EDLIN 」 というエディタも付属していますが、 EDLIN が行単位でファイルを編集する 
のに比べて、 SEDIT はカーソルや ファ ンクシヨンキーを利用して画面上で文字を見ながら約 128 K バイ 
卜までのファイルを編集することができます。 


2.1 SEDIT の起動方法 

SEDIT を起動するには、コマンドプロンプトから次のように入力します。 

SEDIT [ファイル名] [/ Hn ] [/ Mn ] [/ N ] [/ C ] 


[ファイル名]は編集したいファイル名です。必要に応じてドライブ名やパス名 
を含めて入力してください。たとえば、次のように入力します。 


SEDIT A : ¥ DOC ¥ README.DOC 


SEDIT が起動し、ドライブ A の DOC ディレクトリの中にある README.DOC 
というファイルの内容を読み込んで編集を開始します。もし指定したファイルが 
存在しない場合には、そのファイルを新規に作成します。 

[ファイル名]を指定せずに SEDIT を起動すると、後述する、、ファイノ 1^1択ウィ 
ンドウ"にカレントディレクトリのファイルー覧が表示されますので、その中から 
読み込むファイルを選択することができます。 

また、各スイッチの意味は次の通りです。 

/ Hn ……タブ文字の幅を変更します （ n =2, 4,8、既定値は 8) 。 

/Mn n 桁目の位置で折り返し表示をします （ n =16 〜128、既定値は 80) 。 

/N ……行番号を表示します。 

/C ……桁 ゲージを 表示します。 












第 2 章スクリーンエディタ SEDIT 


2.2 ファイル選択ウィンドウ 

ファイル名を指定しないで SEDIT を起動した場合や、ファイル名にワイルド 
カードを使用した場合には、画面に、'ファイル選択ウィンドウ"が表示されます。 

また、 編集中に [ in キーを押してファイルをカーソル位置に読み込むときに 
も、 このウィンドウが 表示され ます。 


〈カレントディレクトリとパス〉くファイル名入力行〉 


SEDIT コマレド 


Uer. 2.00 

- Copyright (C) MEGASOFT Inc./S.W. 19XX 



D0S¥ AUTOEXEC.BAT COMMAND.COM CONFIG.SYS NECAI.SVS 

READHE.DOC README2.DOC SETUP.DEF 


〈ファイルー覧〉 


圓 ^ n ユ ^ mm— 

〈ファンクションキー表示〉 く並び順〉 


くファイル名入力行〉 

ファイル名やディレクトリ名を直接指定したり、ドライブを変更するときに使い 
ます。新しいファイルを作成する場合には、そのファイル名をここに入力します。 

くカレントディレクトリとバス〉 

カレントディレクトリと、ファイルー覧で表示しているパスを表示します。 

くファイルー覧〉 

読み込み可能なファイルの一覧です。起動時やファイル名入力行でワイルドカー 
ドを指定した場合には、条件に当てはまるファイルだけが表示されます。 

くファンクシヨンキー表示〉 

ファンクションキーの内容です。対応するファンクションキーを押すと、その 
ファンクションキーの内容を反映できます。 


く並び順〉 

「コード昇順」と表示されている場合は主ファイル名が、「拡張子昇順」と表示 
されている場合は拡張子でファイルー覧が表示されていることを示しています。 
キーを押すと、どちらで並び替えるかを切り替えることができます。 
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2.3 編集画面の基本操作 


ファイル名入力行に、編集するファイル名を入力してください。または、 [ J ] 
キーを押すとファイルー覧にカーソルが移動しますので、 Q ] 000キー 
を押して読み込みたいファイル名の上にカーソルを重ねてリターンキーを押して 
ください。 


注意 

•ファイル名一覧に表示されるファイル数は、1024までです。 

•ファイル名入力行に入力できるのは、半角77文字までです。 

•ファイル名の拡張子が、、 BAK 〃のファイルを読み込むことはできません。 
♦ファイルサイズが 128 K バイトを超えるファイルを編集することはできま 
せん。その場合、読み込んだ分を参照するだけとなります。 


編集画面の基本操作 


編集するファイルを選択すると、次のように実際にファイルを編集する、'編集画 
面〃が表示されます。 

〈編集中のファイル名〉 〈カーソル行〉くカーソル桁〉く挿入/上書モード〉 



〈日本語フロントエンドプロセッサ領域〉 

〈編集中のファイル名〉 

現在編集しているファイルのドライブ名、ハ。ス名、ファイル名が表示されます。 

く カーソル 行〉 

ファイルの何行目にカーソルが位置しているのかを、、、論理行番号"で表示し 
ます。 

''論理行"というのは、改行 マークから 次の改行 マークまでを 1行とします。こ 
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れに対して、画面の左端から右端までの1行を”物理行"と呼びます。 

くカーソル桁〉 

現在、カーソルが論理行の何桁目に位置しているのかを表示します。カーソル 
が論理行の先頭にある場合は1です。 

〈挿入/上書モード〉 

、、挿入モード〃の場合、入力した文字はカーソルの左側に挿入されます。''上書 
モード〃では、カーソル位置の文字が入力した文字に置き換わります。 
flNSl キーを押すたびに * 揷入〃と w 上書〃を切り替えることができます。 

〈編集領域〉 

ファイルの内容を表示したり編集するための領域です。この画面に入り切らな 
い部分は、〇] rn キーゃ 丨概 l )( d r o°w l n 1 キーを押して画面をスクロールして表示 
することができます。 

く改行マーク〉 

改行を表すマークです。 

〈疑似改行マーク〉 

1論理行に約1000文字入力すると表示されます。このマークの右側には、文字 
を入力したりカーソルを移動することはできません。 

このマークは SEDIT が自動的に揷入するもので、実際にファイルの中で改行し 
ているわけではありません。また、 [ CTRL ) + f 51 キーで揷入することもできます。 

く EOF マーク〉 

ファイルの終わり （End Of File ) を表します。このマークより右側や下側にカー 
ソルを移動することはできません。 


くファンクシヨンキー〉 

ファンクションキーに割り当てられている機能が表示されます。 

く 日本語フロントエンドプロセッサ領域〉 

日本語フロントエンドプロセッサの入力用に割り当てられている領域です。 

くメニューウインドウ〉 

ファンクションキーを押すと表示されます0 

■文字の入力とカーソルの移動 

キーボー ドから キーを 押すと、 キーに 対応する文字を カーソル 位置に入力でき 
ます。また、日本語フロントエンドプロセッサを組み込んでいれば、漢字を入力 
することもできます。日本語の入力に関しては、「基本機能セット」の 『 MS-DOS 
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2.3 編集画面の基本操作 


6.2 ユーザーズマニュアル』や、「拡張機能セット」の 『 MS-DOS 6.2 ユーザー 
ズマニュアル』 を参照してく ださい。 

SEDIT では、次の文字を入力することができます。 

•1 バイト系半角文字 
•2 バイト系全角文字 

•コント ロール コード 

•タブ文字 


注意 

• 1バイト系半角文字のセミグラフィックキャラクタは入力できません。 

♦ 2 バイト系半角文字を編集すると、 SEDIT では単なる2バイト文字として 
表示されるので、 「 AB 」 という2バイト系半角文字が 「 AABB 」 のように表 
示されます。ファイルには正しく 2バイト系半角文字として保存されてい 
ますので、 MS - DOS の TYPE コマンドなどで内容を表示させれば、2バ 
イト系半角文字として読むことが可能です。 

•編集中に「編集可能限界を越えそうなので実行できません」という警告が表 
示されたり、画面最上部のガイドラインが黄色のアンダーライン表示（通 
常は水色の反転表示）になることがあります。その場合には現在編集中の 
ファイルを保存して、 SEDIT を終了してください。 


画面上で カーソルを 移動するには次の表のように カーソルキーを 使用しますが、 
カッコ 中の キーを 代わりに使用することもできます。なお、 カーソルを 編集領域 
以外の領域に移動することはできません。 


キー 

機能 

m 

カーソルを 1 行上に移動します （(^TRLj + [^|)。 

m 

カーソルを1行下に移動します （[ ctrl ] + ) 。 

Q 

カーソルを1文字左に移動します U CTRL j + (T|) 0 

B 

カーソルを1文字右に移動します （「CTRL)+ [^J)。 

( shift ) + IT] 

画面を 2 行上にスクロールアップします。 

( shift ) + 1 i 1 

画面を 2 行下にスクロールダウンします。 

(SHIFT)+ 1 二！ 

カーソルを行の左端に移動します。 

|SHIFT| + Q 

カーソルを行の右端に移動します。 

(:) 

半画面スクロールアップします （「CTRL) + @)。 

(DOWN ) 

半画面スクロールダウンします ((CTRL ] +丨 R]) 。 
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■編集キー 

次の行へ改行したり、画面の文字を削除するには次のキーを使用します。 


キー 

機能 

1 BS ) 

力ーソル左の文字を 削除します （（ CTRL )+ [ yj )。 

(DEL ) 

カー ソ ル位置の文字を削除します （ 1 Ctrl ] + LGJ ) 0 

丨 TAB ) 

タブ文字を挿入します（丨 CTRL j + 03)。 

リターン 

改行します （[ CTRL ) + (] yu )。 

(INS ) 

、'挿入〃と ''上書き〃を切り替えます。 

[ESC ) 

操作中のコマンドを取り消します。 

[ shift ] + [ home ] 

画面が乱れたときに、画面を再描画します。 


■コント ロールキーの 編集機能 

[ CTRL ) キーを押しながら文字キーを押すことによって、次のような機能を使用 
できます。 

• fCTRLl + lTI カーソル位置から行末までの文字列を削除 

カーソル位置からその行の行末の改行マークまでの文字列を削除します。 

• | CTRL 1 + { Y ] カーソル行を削除 

削除したい行の上にカーソルを移動して 丨 CTRL 1 + 0 キーを押すと、カーソル 
行を削除します。 


• 「 CTRL 丨 + ( T ] [ CTRL [ + [ で削除した行を力_ソル行の上に挿入 

直前に (CTRlJ + f 71 で削除した行を力ーソル行に揷入します。 


注意 

• [ CTRL 1 + 0や [ CTRL ) + ( Y ) で削除した内容は、後述する、'カットバッファ " 
には格納されません。 


• [ CTRL 1+ [V] 制御コード（または任意のコード）を入力 
コントロールコー ドを入力するときに使用します。 コントロールコー ドとは、 
文字 コー ドのうち実際の文字が割り当てられ ていないコー ドを一般的に呼ぶとき 
の名称です。文字の代わりにさまざまな機能が割り当てられています。 

コントロール コードを入力するには、次のように操作してください。 
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2.3 編集画面の基本操作 


① [ CTRL ) + [ VI を押します。画面の上部に次のように表示され、コントロー 
ル コードの入カモードになります。 


「 iig 泡!麗 ^ i 卸]—ドぐ ctrl + actrl + a ， ，， ） または16進2桁の\ナ1 

cDECHO OFF i. 

PATH A:¥D0S;A:¥i 

SET TEMP=A:¥D0$l 

SET D0SDIR=A:¥D0SI 

A ： ¥DOS¥MSCDEX.EXE /D ： CD-10H 

A ： ¥DOS¥SMARTDRU.EXE /XI 

MOUSE! 

DOSSHELLi 
MOUSE /Rl 
•各 

ECHO ▲ 


② 1 CTRL ] キーを 押しながら文字 キーを 押すか、 コントロールコードを 16進 
数で入力してください。入力した コントロールコードは 「 ^コード 名（半角 
文字•記号1文字）」のように表示され、少し色が変わって見えます。 

また、エスケープコードは | ESC | キーで入力することができます。 

複数のコントロールコードを入力する場合は、①からの操作を繰り返して 
ください。 


注意 

籲コントロールコー ドを入力する場合は、 そのコントロールコー ド の 意味を 
よく理解した上で入力してください。特に | CTRL 1 + [Y] ⑽面では” Z ") 
を文書中に入力してファイルを保存すると、^ Z 〃以降の内容が読み出せ 
なくなってしまいます。 


• 「 CTRL 1 + fo ] 力ーソル位置に疑似改行コードを挿入 

カーソル位置に疑似改行コードを入力します0 
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■キー操作ガイド 

[ helpJ キーを押すと、次の画面のように、、キー操作ガイド"のウィンドウを表示 
することができます。 SEDIT を操作中に操作方法を見たくなったときに使用して 
<ださい。 



QDLU キーゃ 丨 R gp L lI d ^ wn 1を押すとウィンドウの内容が スクロールし ますの 
で、ウィンドウ内に表示しきれない内容を見ることができます。 

編集画面に戻るには fisc ] キーを押してください。 


2.4 ファンクシヨンキーの編集機能 

■ 问 ファイルの操作 

SEDIT を終了したり、ファイルを保存するときには fTT "] キーを押します。 


wei—— 

0ECHO OFR 
PATH A：¥DOS;A：¥l 
SET TEMP=A:¥DOSI 
SET DOSDIR=A：¥DOSI 
A：¥DOS¥nSCDEX.EXE /D：CD_10U 
A：¥DOS¥SMARTDRU.EXE ^ 


NOUSI 
DOSS 卜 
MOUSE 
I 

ECHO 

nsig] 


_Mii 

ファイルのセ _ 

ファイルのセーブと客 
ファイル ft ' ブ貧、 —...... 

ファイル名（パス名）の変更 
カット n 、、 ッファをファイルに書き出す 
カットッファをプリンタにする 


響 

I名) の壸？ 
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2.4 フアンクシヨンキーの編集機能 


ここで CD 〇]キーを押し、カーソルを移動してリ ターン キーを押してくださ 
い。また、各行の先頭に表示されているキーを押して直接選択することもでき 
ます。 


- [ e ] ファイルのセーブと編集終了 

編集中のファイルをディスクに書き込んで、 SEDIT を終了します。 

• © ファイルのセーブと編集継続 

編集しているファイルをディスクに書き込み、編集画面に戻って編集を続けます。 


- LQJ ファイルをセーブせず編集終了 

編集中のファイルを保存せずに SEDIT を終了します。編集結果は残りません 
から、注意してください。 

- LRJ ファイル名（パス名）の変更 

現在編集中のファイル名を変更します。 

• [wj カットバッファをファイルに書き出す 

I ず.7 ] キー や 卜8 1キーでカットバッファ に入った内容を ファイルに 書き出し 
ます。 


- LPJ カットバッファをプリンタに出力する 

r レフ ] キーや 「卜8 ) キーでカット バッファに 入った内容をプリンタで印刷し 
ます。 

カーソル位置に別ファイルを読み込む 

現在編集しているファイルに他のファイルの内容を揷入したい場合には nn 
キーを押します。ファイル選択ウィンドウが表示されますので、この中から揷入 
したいファイルを選択してください。 

フアイルを選択すると、選択したファイルの内容が現在のカーソル行の直前に 
挿入されます。 
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_ 「卜3 | 検索/ジャンプ 

大きなファイルを編集しているときや、ファイル中の特定の行に移動したいと 
きには、 [_ f _3 」キーを押します。 



oDECHO OFF ! 

PATH A ： ¥D0S ； A:¥i 
SET TEMP=A ： ¥DOSI- 
SET D0SDIR=A ： ¥D0Sl 
A ： ¥D0S¥(1SCDEX.EXE /D ： CD_10U 


A ： ¥DOS¥SHARTDRU.EXE ^ 
MOUSE! 

DOSSHELU 


劈?邊總;べプ 




ここで( XI ( X )キーを押し、カーソルを移動してリターンキーを押してくださ 
い。また、各行の先頭に表示されているキーを押して直接選択することもでき 
ます。 


• LU 文字列の検索 

ファイルの中から文字列を検索したいときに使用します。検索は現在カーソル 
がある位置からファイルの後ろに向かって進みますので、編集中のファイル全体 
にわたって検索したい場合には、あらかじめファイルの先頭にカーソルを移動し 
ておいてください。 

( T ) キーを押すと次のようなウィンドウが画面に表示されますので、検索した 
い文字列をウィンドウに入力してリターンキーを押すと、検索を開始します0 




IP^ftUTOEXEC.BftlMB! [ 11 ： 63 


secho om 

PATH A ： ¥D0S ； A：¥t 

SET TEnP=A：¥DOSl 

SET D0SDIR=A:¥D0Si 

A ： ¥D0S¥(1SCDEX.EXE /D ： CD_10H 

A ： 辛 DOS¥SMARTDRU.EXE /XI 

flOUSEI 

DOSSHELU 

MOUSE /R4 


gjMWPfBBiE 



文字列が見つかると、その行にカーソルを移動して該当する文字列を反転表示 
します。また、見つからぃ場合には「文字列が見つかりません j とのメッセージを 
表示します。 
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2.4 フアンクシヨンキーの編集機能 


• 0 フアイルの先頭行へジャンプ 

フアイルの先頭行へカーソルを移動します。 

- [ GJ 指定する行番号へジャンプ 

特定の行番号へカーソルを移動するとき使用します。次のようなウィンドウが 
表示されますので、移動したい行番号を入力してリターンキーを押すと、その行 
へカーソルを移動します。 


6ECH0 OFF! 

PATH A:¥D0S;A : 科 
SET TEnP=A:¥DOSI 
SET D0SDIR=A ： ¥D0SI 
A ： ¥D0S¥f1SCDEX.EXE /D ： CD_101I 
A:¥DOS¥SnARTDRU.EXE /XI 
MOUSE.! 

DOSSHELU 
MOUSE /Rl 


iOHiSHEii 28 SI% 




Pb ] ファイルの最終行へジャンプ 

フアイルの最終行へ力ーソルを移動します。 


置換 


ファイル中の特定の文字列を他の文字列に置き換えるときに選択します。置換 
も検索と同様に現在カーソルの位置からファイルの後ろに向かって進みますので、 
編集中のファイル全体に渡って置換したい場合には、あらかじめファイルの先頭 
にカーソルを移動しておいてください。 

置換は、次の手順で行います。 

①1 f -4 ] キーを押すと次のようなウィンドウが画面に表示されますので、置 
換の対象にする文字列を入力してリターンキーを押します。 


ぬ 靈 ^—^ ^ IP! 

QECHO OFF! 

PATH A:¥D0S;A：¥l 
SET TEriP=A：¥DOSi 
SET D0SDIR=A:¥D0SI 

pi: ¥dos 钔 

A ： ¥DOS¥SNhaBATCH 1 ___ 


してください 


MOUSE 士 
DOSSHELLI 
MOUSE /R4- 

ECHO BATCH 処理を終了します 。 + 
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②置換後の文字列を入力するウィンドウが表示されますので、置換後の文字 
列を入力してリターンキーを押します。 


MEgll [誠 s f 骨 —E— ^ 

63ECHO OFF i- 
PATH A ： ¥D0S;A：¥l 
SET TEf1P=A:¥D0Si 
SET D0SDIR=A:¥D0S . ふ 
A^DOS^MSCf - 
A:¥D0S¥Sf1i 
110 USE 士 
DOSSHELU 
MOUSE /Rl 
4* 

ECHO BATCH 処理を終了します。 


③次のようにメニュー ウイン ドウが表示されます0 


—— 丽 jay jiirrT^ 

51ECH0 OFF i. 

PATH A ： ¥D0S;A：¥l 
SET TEHP=A ： ¥D0SI 
SET D0SD]R=A ： ¥D0SI 
A:¥D0S¥(1Si 
A:¥D0S¥SMl 
MOUSED 
DOSSHELU 
MOUSE /Rl- 
去 

ECHO BATCH 処理を終了します。 



ここでは、ファイル中の置換対象となる文字列をひとつずつ確認しながら 
置換するか、確認せずに一括して置換するかを選択します。 （ UQ ] キー 
を押し、反転表示を移動してリターンキーを押してください。また、各行 
の先頭に表示されているキーを押して直接選択することもできます。 

回確認付きでひとつずつ置換 

置換対象の文字列をひとつずつ確認しながら置換します。置換対象の文字列 
は次の画面のように反転表示されます。 
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2.4 フアンクシヨンキーの編集機能 


feavapj 關明1棚^— W»[r .キー:置換/又 v -7 JY '-： 次へ/ ESI . ン置換終了 
cDECHO 0FF4. 

PATH A:¥D0S;A:¥l 

SET TEMP=A ： ¥D0SI 

SET D0SDIR=A ： ¥D0SI 

A:¥D0S 计 1SCDEX.EXE /D ： CD_101I 

A ： ¥DOS¥SMARTDRU.EXE /XI 

M0USE4. 

DOSSHELU 
MOUSE /R4- 
+ 

ECH0_SSS 処理を終了します。 4 


ここでは、次のキーを押して置換するかどうかを選択してください。 


キー 

機能 

リターン 

スペース 

(ESC ) 

反転中の文字列を置換します。 

置換せずに次の置換対象へ移動します。 

置換を終了します。 


•® 確認なしで一括して置換 

見つかった置換対象の文字列を確認せずに一括して置換します。予期しない 
文字列を置換してしまうことがありますので、あらかじめファイルを保存し 
ておくとよいでしょう。 

文字列の再検索 

このキーを押すと、前回 [ f .3 1キーで検索した文字列を再び検索することかで 
きます。 

文字列の再検索も検索と同様に現在カー ソルの ある位置から後ろに向かって進 
みますので、編集中のファイル全体にわたって置換したい場合には、あらかじめ 
フアイ ルの 先頭に カーソルを 移動しておいてください。 


行選択、 fT - io ] 選択 

卜6 1キーは行単位 、 [Tiol キーでは 文字列単位で ファ イ ルの 内容を切り取 っ 
たり複写する場合に使用します。切り取ったり複写した内容は別の場所に貼り付 
けることができます。 

範囲の選択から貼り付けまでは、次の手順で操作してください。 

① 選択したい範囲の先頭に カーソルを 移動し、キー（行単位）または 
r ^ ioi キー（文字列単位）を押します。 

② 〇0キーや s □キーを押してカーソルを移動すると、次の画面のよ 
うに選択範囲が反転表示されます。 
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匪行範囲選択中 S 固嫌 


V.¥AUT0EXEC.BAT1 


0ECHO OFFI 
PATH A ： ¥D0S;A ： ¥l- 
SET TE11P=A ： ¥D0SI 
SET D0SDIR=A ： ¥D0Si 
A ： ¥D0S¥f1SCDEX.EXE /D ： CD_10U 
A:¥DOS¥SMARTDRU.EXE /Xi 


BSSL 

BsSl! 


ECHO BATCH 処理を終了します。 


③ここでは、次のキーを押して範囲を切り取るか、複写するか選択してくだ 
さい0 


キー 

機能 

| f .7 j 

選択範囲を切り取り 

| f .8 1 

選択範囲を複写 


• 厂 f .7 ) 選択範囲を切り取り 

このキーを押すと、反転表示されている選択範囲が画面から消えます。画 
面上からは消えましたが、実は選択範囲の内容はゃカットバッファ〃と呼ば 
れるところに一時的に記憶、されています。 

このカット バッファの 内容は 「 f .9 ] キーで カーソル 位置の直前に貼り付け 
ることができます。ただし、カット バッファに 内容を保存しているのは次 
に文字を入力するまでの間ですので、注意してください。 

• n ^ n 選択範囲を複写 

このキーを押すと、反転表示されている選択範囲を カッ ト バッファに コピー 
します。 

選択範囲の内容が画面上から消えないのを除けば、 fwn キーと同じです。 
カットバッファに内容を保存しているのは次に文字を入力するまでの間で 
すので、注意してください。 

④切り取ったり複写した内容をファイル中の別の場所に貼り付ける場合は、 
貼り付けたい場所に カーソルを移動して、 f f ，9 | キーを押してください。 
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八 ー ドウェアとの 
インタフェース 


ここまでの解説では、すでにお手持ちのコンピュータが MS - DOS 環境を利用 
可能であるとして解説を進めてきました。この第4部ではもう少し視点を広げ 
て、コンピュータを構成する八ードウエアと MS - DOS の関係をまとめてみたい 
と思し〗ます。 


コンピュータを構成する八ードウェアには、 '' CPU ,/ とその関連素子を中心に 
数々の部品がありますが、ここではユーザーとの直接のインターフェイスである、 
"キーボード"、''ディスプレイ〃、さらに各種データの入出力にかかわる"ディス 
クドライブ〃、最後に近年ますます高機能化するソフトウェアを快適に動作させる 
ための必需品ともいえるメモリ〃についての解説を進めていきたいと思います。 
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第 1 章キーボード 


1.2 特殊キー 


参照籲 DOSKEY コマ 
ンド — 第1部第2章 
「 KEY コマンド」 


キーボードには文字を入力するための文字キーの他に、特殊な働きをする特殊 
キーがあります。 

このうち、ファンクションキーやカーソル移動キーなどは 、 KEY コマンドで 
機能を設定したり、変更することができます。また、 DOSKEY 、 DOSSHELL コ 
マンド使用時は、それらのコマンドで使用する機能に従って動作します。 


■ | shift | •• . シフトキー 

各キーのシフトポジシヨンにある文字を入力する場合に使用します。英文字で 
は大文字の入力に、 [ caps ] キーのランプが点灯している状態では小文字の入力に 
使用します。 


■ I CTRL | . コントロールキー 

他のキーと組み合わせてコントロールキャラクタを入力したり、画面表示の制 
御などに使用します。 


■ 「 CAPS ) . キヤビタルロックキー 

大文字と小文字の入力を切り換えます。このキーを押してランプを点灯させる 
と、英文字の入力は大文字になります。このとき （ SHIFT ) キーを押しながら入力す 
ると、小文字を入力できます。再度このキーを押すと、ランプが消灯します。 
機種によっては、ランプの代わりにキーがロックします。 

DOS シェル上では、タスクごとにこのキーの状態が保持されます。 


■ 「ヵナ I . カナキー 

カナと英文字の入力を切り換えます。このキーを押してランプを点灯させると、 
カナ文字が入力できるようになります。このとき ( SHIFTj キーを押しながら入力す 
ると、シフトポジションにあるカナ文字を入力できます。再度このキーを押すと、 
ランプが消灯します 0 

機種によっては、ランプの代わりにキーがロックします。 

DOS シェル上では、タスクごとにこのキーの状態が保持されます。 


■ [ grph | . グラフキー 

グラフイツク文字を入力する場合は、このキーを押しながらグラフイツク文字 
キーを押します。 

■ fiscl . エスケープ キー 

エスケープコード (1 BH ) を入力する場合に使用します。 
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1.2 特殊キー 


■ [ TAB ). タブキー 

8文字単位のタブ文字を入力する場合に使用します。 

. バックスペースキー 

1文字のバックスペースを行う場合に使用します。このキーを押すとカーソル 
の1つ前の文字を削除して左に移動します。 

■ 0 . リターンキー 

コマンドライン入力行の終わりに使用します。 

■ 1 stop ] . ストップキー 

[^3 + © キーと同じように使用します。 （^3 + ©キーと異なる点は、 
画面関連の制御モードはシステム既定のモードになることです（表示行数関連の 
モードを除く）。 

[ COPY ] キーによる画面の印刷中にこのキーを押すと、実行を中断します。 

■ [copy ]. コピーキー 

画面の内容をそのままプリンタで印刷する場合に使用します。 

■ [ help ). ヘルプキー 

MS-DOS では機能しません。 

■ [ INS ] . インサートキー 

揷入モードに入ります。テンプレートの'、 INS" ([ f»8 1 キー)と同じです。 

■ [ DEL 1 . デリートキー 

MS-DOS では L BS J キーと同じです。 


■ r H c ° L M R E 1 . ホームクリアキー 

|ctrl1 + |T] のコード (1AH) を入力する場合に使用します。 [shift) キーを押 
しながらだと 、 IcTRLj + r 7 ) のコード (1EH) を入力します。 

b rn rn 0 q . カーソル移動キー 

(T] (OBH) , d](0AH )、0( O8H )、 0 (0CH) のコードを入力します。 
通常は コマン ド入力時に0 0キーを押しても、その方向にカーソルは動きま 
せん。 

DOSKEY コマンド使用時は DOSKEY コマンドの機能に従って動作します。 
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第 1 章キーボード 


■ 「： 1 r = 1 . ロールアップキー/ロールダウンキー 

通常のコマンドプロンプトでは機能しませんが、 DOSKEY コマンド使用時に 
は DOSKEY コマンドの機能に従って動作します。 

■ 丨 XFER 1 [ NFER 1 . 変換キー/無変換キー 

漢字を入力する場合に使用します。漢字の入力に関しては、「基本機能セット」の 
『 MS-DOS 6.2 ユーザーズ マニュアル』 や「拡張機能セット」の 『 MS-DOS 6.2 
日本語入カガイド』を參照してください。 


H 1 m 1 〜 pf - io 1 . フアンクシヨンキー 

[ SHIFT ) キーおよび (CTRL 1 キーとの組み合わせを含め、計30種の文字列を入力 
できます。通常は、 rnn 〜 iTioi キーはテンプレート機能にとして動作します。 

■ [vfT] 〜 [^5] . フアンクシヨンキー (PC- 9801 RA など） 

| f . l 1 〜 「卜1〇1 キーに 加え、 [ SHIFT ] キー および f ^ TRL | キーとの 組み合わせを 
含め、 15 種類（合計 45 種類）の文字列を入力できます。 

■ I CTRL 1+ | f .5 1 . 16 進データ入カキー 

このキーを押すと、次の2文字の入力を16進入力の1文字として処理します。 
入力する2文字のデータは〇〜9、 A 〜 F の組み合わせに限ります。 


TctrlI + 1 f >6 1 . 表示行数制御キー 

画面の表示行数を制御します。システムの既定値は25行表示ですが、このキー 
を押すと、ノーマルモードで20行表示、ハイレゾリューシヨンモードで31行表 
示に切り換わります。切り換えた状態でもう1度押すと、元のモードに戻ります。 
モードを切り換えるとき、画面は消去されます。 


■ 「CTRL | + | f .7~] . ファンクシヨンキー表示制御キー 

画面最下行のファンクションキー内容の表示を制御します。通常は r ^ n 〜 
| 卜 1 〇 1 キーの内容を表示していますが、このキーを押すと [SHIFTl + lf«l1- 
| SHIFT] + ( f.10 1 キーの内容を表示し、もう1度押すとファンクションキーの表示 
がなくなります。 

ファンクションキーの内容を表示している場合は、画面の表示行数が1行少な 
くなります。 

■ [ ct ^ U ] + [ TT \ . 画面クリアキー 

画面を消去します。 

■ [ c ^ T ] + f 7 ^~i . 表示スピード制御キー 

画面の表示スピードを制御します。通常は速い状態に設定されていますが、こ 
のキーを押すと画面表示が遅くなります。もう1度押すと速い状態に戻ります。 
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1.3 グラフィック文字の利用 


■1 SHIFT I + 1 STQP 1. キーボードバッファクリアキー 

キーボードバッファ内の文字をクリアします。 コマンド 中で、キー入力の準備が 
できていない状態でキーボードから入力を行うと、入力が処理されずにキーボー 
ドバッファ内にたまります。このキーを押すと、そのバッファをクリアします。 

fCTRL | + キーで画面スクロールが’停止しなくなったときはこのキーを押し 

て、キーボードバッファをクリアしてください。 


13グラフィック文字の利用 

MS-DOS では、画面に漢字を表示するためにシフト JIS コードを用いていま 
す。シフト JIS コードは1つの文字が2バイトで構成されていますが、その1バ 
イト目はグラフィック文字に割り当てられているコードと重なっていますので、通 
常はグラフィック文字を入力したり、表示することはできません。グラフィック文 

参照•ェスヶープシー 字を扱うには、エスケープシーケンスを使用してグラフィック文字を扱えるモー 

ヶンスゼ付録 F ヱス ドに切り替える必要があります。 

ケープシーケンス j 

グラフイック文字を扱えるモードに切り替えるには、エスケープシーケンスの 
"ESC) 3〃 を CON デバイスに出力します。また、このモードを解除して通常のモー 
ドに戻すには "ESC) 0〃 を CON デバイスに出力してください。 

グラフィック文字を扱えるモードにすると、グラフィック文字をキーボードから 
入力し、画面に表示、プリンタに印刷、 RS-232C インターフェイスに出力できる 
ようになります。ただし、このモードではシフト JIS コードを正常に表示できな 
いので注意してください。 
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▲^章 

デイスプレイ 


MS-DOS で使用できる CRT ディスプレイ装置は、英大小文字、1バイトカナ文字、グラフィック文 
字、漢字などが表示できる高解像度ディスプレイです。1バイト半角文字と2バイト半角文字では横80 
文字、2バイト全角文字では横40文字まで表示できます。 

MS-DOS では、画面の最下行をシステムのガイドラインとして使用しています。そのため、通常ユー 
ザーが使用できるのは最下行を除く行です。ガイドラインには、通常 | f.i 丨 〜 1 f.io j までのファンク 
ションキーの内容（通常はテンプレート）が、先頭の6文字まで表示されています。 

ただし、 fCTRLl + ff»7 1 キーを押してファンクションキーの表示を消すと、この最下行もユーザーが 
使用できるようになります。 

MS-DOS は、画面クリアなどのコントロールコードや、カーソル移動などのエスケープシーケンス 
(エスケープコード 1BH で始まる文字列）で画面を制御する機能があります。これらの制御コードを 
MS-DOS の PROMPT コマンドや ECHO コマンドを使って画面に出力したり、プログラム中から出力 
することで、さまざまな画面制御が行えます。詳しくは本書の「付録 E アスキーコード」、および「付 
録 F エスケープシーケンス」を参照してください。 
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ディスクドライブ 


MS-DOS では プロ グラムやデータを読み書きするための装置として、 フロッピィ ディスクドライブ、 
固定ディスク、光ディスク、 CD-ROM ドライブなどを利用できます。 


445 









第 3 章ディスクドライブ 


3.1 ディスクドライブの種類 

■ MS - DOS で使用できるディスクドライブー覧 

PC-9800 シリーズの MS-DOS では、次の表のようなディスクドライブを使用 
することができます。 


ユニッ トの種類 

最大ユニ 

ット数 

最大ドラ 

イブ数 

使用できる媒体 

フロッピィ 

ディスク 

ドライブ 

1M バイト /640K バイト 

共用インタフヱース 

4 

4 

5インチ 

2HD(1M バィト） 
2DD(640K バィト） 

2D (3 狐バィ h)* 1 
1D(160K バィト广 1 





3.5 インチ 

2HD(1M バィト/ 

1.44M バィト）* 2 
2DD(640K/720M バイト） 


1M バイト 

4 

4 

5インチ 

2HD(1M バィト） 


インタフェース 



3.5 インチ 

2HD(1M バィト/ 

1.44M バィト）* 2 





8インチ 

2D (1M バィト） 

1S(256K バィト） 

固定ディスク 

SASI インタフェース* 3 * 4 

2 

8 



ドライブ 

IDE インタフェース* 3 

2 

8 




SCSI インタフェース 

4 

16* 5 



光ディスクドライブ* 6 

2 

8 

光ディスク 

3.5 インチ光ディスクドライブ 

2 

2 

3.5 インチ光ディスク （128M バイト/ 
230M バィト）* 7 

CD-ROM 

SCSI インタフェース 

1 

1 

CD-ROM 


ドライブ 

IDE インタフェース* 3 

1 

1 




*1 読み込みだけで、書き込みはできません。 

*21.44 M バイトの フロッピィ ディスクは、対応しているディスクドライブでのみ利用できます。 
*3 SASI インタフェースと IDE インタフェースは同時に使用できません。 

*4 PC - H 98 シリーズの専用内蔵固定ディスクでは、さらに同数が使用可能です。 

*5 物理セクタ長が256バイトの場合、最大ドライブ数は8になります。 

*6 光ディスクドライブ1ユニットにつき、4ドライブが自動的に割り当てられます。 

*7 230 M バイトの 3.5 インチ光ディスクは、対応しているディスクドライブでのみ利用できます。 
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3.1 ディスクドライブの種類 


フロッピィディスクドライブ 

5インチ、3_5インチ、8インチのフロッピィディスクにデータを読み書きする 
ことができます。 2HD、2DD などの種類があり、記録できるデータ容量が異なり 
ます。 


固定ディスクドライブ 

フロッピィディスクよりも高速にデータを読み書きすることができ、しかも容 
量が大きいために大量のデータを保存することができます。 SASI、SCSI、IDE 
というインタフェースの種類があり、データの転送方式や速度に違いがあります。 

光ディスクドライブ 

5インチの光ディスクにデータを読み書きすることができます。ドライブの種 
類によって両面 600M バイト、両面 1.3G バイトなど容量が異なり、固定ディスク 
のように使用することができます。 SCSI インタフェースでコンピュータと接続し 
ます。 


3.5 インチ光ディスクドライブ 

3.5 インチの光ディスクにデータを読み書きすることができます。光ディスクに 
は 128M バイトと 230M バイトのものがあります。なお、 3.5 インチ光ディスク 
は片面だけしか使用できません。 SCSI インタフェースでコンピュータと接続し 
ます。 


CD - ROM ドライブ 

CD-ROM を利用することができます。約 540M バイトの容量がありますが、 
データを書き込むことはできません。2倍速、3倍速なとの種類があり、高速なド 
ライブを使用すればデータを読み込む時間が短くなります。 IDE と SCSI という 
インタフヱ ースの 種類があります。 


注意 

•購入したばかりのフロッピィディスク、固定ディスク、光ディスク、 3.5 イ 
ンチ光ディスクは FORMAT コマンドでフォーマットしなければ使用する 
ことができません。 

なお、コンピュータに内蔵されている固定ディスクは、あらかじめフォー 
マットしてあります。 

修 SASI インタフェースと IDE インタフェースの装置を同時に使用すること 
はできません。 

• SCSI インタフェースに接続する固定ディスク、光ディスク、 3.5 インチ光 
デイスクは、 SCSI ID を0から連続するように設定する必要があります。 
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第 3 章ディスクドライブ 


3.2 MS - DOS の起動 

■MS-DOS を起動可能なディスクドライブ 

MS - DOS は次のディスクドライブから起動することができます。 

.1 M バイトフロッピィデイスクドライブ 

•1 M バイト /640 K バイト共用フロッピィディスクドライブ 

•固定ディスク （ SASI 、 SCSI 、 IDE インタフェース） 

• 光ディスクドライブ 

•3.5 インチ光ディスクドライブ 

コンピュータの電源を ON にすると、 MS - DOS はコンピュータに接続してあ 
るディスクドライブを順に検索し、最初にシステムデイスクが見つかったデイス 
クドライブから起動します。 

標準的な検索の順は次のようになっています。 

• ノーマル モード ( BOOT 装置の設定が''標準〃） 

① 1 M バイト、 1 M バイト/ 640 K バイト共用 フロッピィ ディスクドライブ 

② 3.5 インチ光ディスク (SCSI ID の小さい順） 

③ SASI 、 IDE インタフェース固定ディスク 

④ SCSI インタフェース固定デイスク (SCSI ID の小さい順） 

⑤ 光ディスク (SCSI ID の小さい順） 


•ハイ レゾリユーショ ン モード (1Ctrl] キーを押しながら電源を ON ) 

① 光ディスク、 3.5 インチ光ディスク (SCSI ID の小さい順） 

② 1 M バイト、 1 M バイト/64 0 K バイト共用フロッピィディスクドライブ 

なお、特定のディスクドライブから起動したい場合には、 SWITCH コマンド 
やシステムセレクタによって指定することができます。 


注意 

• MS - DOS の起動時に電源が入っていないディスクドライブはコンピュー 
夕に認識されません。 

•専用固定ディスクの内蔵されている PC - H 98 シリーズの場合、 PC -9801-27 
経由で接続される固定ディスクのほうが優先されます。 
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3.2 MS - D 〇 S の起動 


■固定ディスクからの起動 

拡張フォーマット形式の固定ディスクから起動する場合、コンピュータのノー 
マルモードとハイレゾリューシヨンモードでは、起動方法が異なります。 


• ノーマルモード 

起動装置を標準〃に設定している場合は、。自動起動"に設定している固定ディ 
スクの領域から起動します。 

固定ディスクの複数の領域を洎動起動〃に設定している場合は、次のような順 
に MS-DOS のシステムを検索します。 

① SASI、IDE インタフェース固定ディスク…—#4) 

② SCSI インタフェース固定ディスク （#1— …->#7) 

③ 光ディスク（井 


自動起動を設定していない場合や、1 tab ] キーを押しながらコンピュータを起 
動した場合には、次の画面のように * 固定ディスク起動メニュープログラム"が起 
動します。 


固定ディスク起勖メニュープログラム rr - シ、、ョン x.xx 
Copyright (C) NEC Corporation 19X!><,19XX 

処理：領域の選択（起勖） 


SCSI 固宙デメフク社 1 

SCSI 固定ディスク#2 
メニュー終了 


1 ： MS-DOS 6.20 
2: MS-DOS 6.20 
3 ： 

4: 

5: 

6 : 

7: 

8 : 

9: 

10 : 

11： 

12 : 

13 ： 

14 ： 

15: 

16 ： 


説明： J ； • 土 耷一=壟嘗 の 忘 差一 = 装置の選択 リターンキー =起1力 


籲ハイレゾリユーシヨンモード 

ハイレゾリューシヨンモードでは、固定デイスクの初期化時に、、システムセレク 
夕"で起動する領域を指定します。システムセレクタの番号は、システムの起動時 
に押されているキーと次のように対応しています。 
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キー 

システムセレクタ 

[ESC 1 

〇〇* 1 

L±iJ 

01 

n . 2 ) 

02 

( f .10 ) 

10 

( vf . l ) 

11 

( vf .5 ) 

15 

(CTRL ) 

光ディスクまたはフロッ 

ピィディスクより起動* 2 


*1 セレクタ00を指定すると、ノーマルモードで起動した場合と同様に、 x 固定ディスク 
起動 メニュー プログラム〃が起動します。 

*2 光ディスク、 3.5 インチ光ディスク (SCSI ID の順）—フロッピィデイスクの順に検索 
します。 


なお、一度選択された起動領域（システムセレクタ番号）は、バックアップメモ 
リに記憶され、それ以降はリセットあるいは電源 ON だけでその領域からシステ 
ムを起動します。 


注意 

籲固定ディスクや光ディスタに DBLTRANS コマンドを使用していない 65M 
バイト〜 128M バイトの領域があると、使用可能なメモリが減少します。 
減少するメモリの容量は CONFIG.SYS の BUFFERS コマンドによって 
次のように異なります。 

例： BUFFERS=10 . 10K バイト減少 

BUFFERS = 20 . 20K バイト減少 

糸コンベンシヨナルメモリが 640K バイト以上で BUFFERS の 
指定がないときは、 BUFFERS =20 となります。 

メモリ不足でアプリケーションプログラムが動作しなくなったときは、 
BUFFERS の値を小さくしてみてください。 

• 光ディスクを使用する場合、 SCSI ID を 0 から連続になるようにしてくだ 

さい 。 

籲 PC-9801-55 では、光デイスクからの起動はできません。 
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3.2 MS-DOS の起動 


■ドライブ名の割り当て 

MS - DOS で使用するドライブ名 （A :、 B :、…… ） がどのディスタドライブに 
割り当てられるのかは、起動するディスクドライブによって決まります。 

ドライブ名はそれぞれの起動ドライブごとに、次のような順に V A :"、、、 B :" 
と割り当てられます。 

籲 1 M バイト、 1 M バイト/64 0 K バイト共用フロッピィディスクドライブから起 
動した場合 

① 1 M バイト、 1 M バイト/ 640 K バイト共用 フロッピィ ディスクドライブ 

② SASI 、 IDE インタフェース固定ディスク 

③ SCSI インタフェース固定ディスク 

④ 光ディスク 

⑤ 3.5 インチ光ディスク 

•固定ディスク （ SASI 、 IDE 、 SCSI インタフス）から起動した場合 

① SASI 、 IDE インタフェース固定ディスク 

② SCSI インタフェース固定ディスク 

③ 光ディスク 

④ 1 M バイト、 1 M バイト/ 640 K バイト共用 フロッピィ ディスクドライブ 

⑤ 3.5 インチ光ディスク 

癱光ディスクから起動した場合 

① 光ディスク 

② SASI 、 IDE インタフェース固定ディスク 

③ SCSI インタフェース固定ディスク 

④ 1 M バイ h 1 M バイト/ 640 K バイト共用 フロッピィ ディスクドライブ 

⑤ 3.5 インチ光ディスク 


籲 3.5 インチ光ディスクから起動した場合 

① 3.5 インチ光ディスク 

② 1 M バイト、 1 M バイト/ 640 K バイト共用 フロッピィ ディスクドライブ 

③ SASI 、 IDE インタフェース固定ディスク 

④ SCSI インタフェース固定ディスク 

⑤ 光ディスク 


注意 

♦光ディスクは媒体の交換を可能にするために4ドライブが割り当てられ 
ます。 
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3.3 フロッピィディスク 

MS-DOS では、5インチ、 3.5 インチ、8インチのフロッピィディスクを使用す 
ることができます。 2HD、2DD などフロッピィディスクの種類によつて記録方式 
が違うので、データを記録できる容量がそれぞれ異なります。 

フロッピィディスクは次のような形式でフォーマツトされます。 


媒 体 

5インチ 

2 DD 

3.5 インチ 

2 DD 

3.5 インチ 

2 DD 

5インチ 

2 HD 

3.5 インチ 

2 DD 

8インチ 2 D 

3.5 インチ 

2 HD 

640 K バイト 

720 K バイト 

1 M バイト 

1.44 M バイト 

媒体容量（バイト） 

655,360 

737,280 

1，261,568 

1，474,560 

ディスク容量（バイト） 

649,216 

730，112 

1，250,304 

1，457,664 

トラック数 

160 

160 

154 

160 

セクタ数/トラック 

8 

9 

8 

18 

セクタ長（バイト） 

512 

512 

1，024 

512 

ディレクトリ数（ルート） 

112 

112 

192 

224 

予約セクタ数 

1 

1 

1 

1 

FAT 数 

2 

2 

2 

2 

セクタ数 / FAT 

2 

3 

2 

9 

セクタ数/アロケーション 

2 

2 

1 

1 

ユニット （クラスタ） 





メディアディスクリブタ 

FB 

F 9 

FE 

F 0 


媒 体 

5インチ 1 D 

5インチ 2 D 

8インチ 1 S 

160 K バイト 

320 K バイト 

256 K バィト 

媒体容量（バイト） 

163,840 

184,320 

327,680 

368,640 

256,256 

ディスク容量（バイト） 

160,256 

179,712 

322,560 

362,496 

252,416 

トラック数 

40 

40 

80 

80 

77 

セクタ数/トラック 

8 

9 

8 

9 

26 

セクタ長（バイト） 

512 

512 

512 

512 

128 

ディレクトリ数（ルート） 

64 

64 

112 

112 

68 

予約セクタ数 

1 

1 

1 

1 

1 

FAT 数 

2 

2 

2 

2 

2 

セクタ数 / FAT 

1 

2 

1 

2 

6 

セクタ数/アロケーション 

1 

1 

2 

2 

4 

ユニット （クラスタ） 






メディアディスクリプタ 

FE 

FC 

FF 

FD 

FE 


452 

















3.4 固定ディスク、光ディスク、 3.5 インチ光ディスク 


注意 

•システムディスクの形式（物理セクタ長256バイト）でフォーマットされた 
320K バイトのフロッピィディスクは使用できません。 

♦ 3.5 インチ 2HD で 1.44M バイト形式を利用する場合には、ディスクドラ 
イブが対応している必要があります。 


3.4 固定ディスク、光ディスク、 3.5 インチ光ディスク 

固定ディスク、光ディスク、 3.5 インチ光ディスクは フロッピィ ディスクと比較 
して非常に大量のデータを記録することができ、データ転送も高速です。また、 
光ディスクと 3.5 インチ光ディスクは フロッピィ ディスクのように持ち運びも簡 
単です 。 

これらのディスクの取り扱い方は、コンピュータの機種や装置の種類によって 
異なります。 


注意 

• MS-DOS で固定ディスクを使用するときは、固定ディスクの電源または 
本体の電源を切る前に、必ず {stop 1 キーを押してください。これをシッピ 
ングやリトラクトと呼び、ディスクのデータを読み取るへッド装置を安全 
な場所へ戻すことができます。 

籲固定デイスクのアクセス中は、振動や衝撃を与えないように注意してくだ 
さい 0 


■インタフェースの種類 

MS-DOS では次のように3種類のインタフェースを利用することができます。 

• SASI インタフェース 

初期の PC- 9800シリーズで使用されたインタフェースです。このインタフェー 
スには SASI インタフェース形式の固定ディスクを接続することができます。 

• SCSI インタフェース 

外付け方式のディスクドライブでもっとも多く使用されるインタフ ヱースで 
す。 SCSI インタフェース形式の固定ディスク、光ディスク、 3.5 インチ光ディス 
ク、 CD-ROM ドライブなどを接続することができます。 
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• IDE インタフェース 

98MATE、98FELLOW などの内蔵固定ディスクに使用されるインタフェース 
です。 IDE インタフェース形式の固定ディスク、 CD-ROM ドライブを接続する 
ことができます。 


注意 

• IDE インタフェースはコンピュータの内部で SASI インタフェースと同じ 
ように扱われるために、 IDE インタフェースと SASI インタフェースの装 
置を同時に使用することはできません。 


■フォーマツト形式 

固定ディスクのフォーマット形式には、次の2種類があります。 

• 標準フォーマット 

20M バイトまでの SASI インタフヱース固定ディスクを管理できる.形式です。 
ハイレゾリューシヨンモードでは標準フォーマットで利用できないものがあり 

ます。 


• 拡張フォーマット 

SCSI インタフェース、 IDE インタフェース、 20M バイトを超える SASI イン 
タフエースで管理容量に制限のない形式です。 


注意 

• MS-DOS 3.3 以降で拡張フォーマットしたディスクは、それ以前のバー 
ジヨンの MS-DOS や他の OS (BASIC など）から使用できなくなりますの 
で、注意してください。 


■領域の確保と解放 

• 領域の確保（論理フォーマット） 

MS-DOS の FORMAT コマンドでディスクを初期化する際には、初期化（物 
理 フォー マット）〃を行ったのちに、 MS-DOS で利用できるように％頁域の確保 
(論理 フォー マット）"を行う必要があります。、、領域の確保〃では、ディレクトリ 
エントリと FAT (ファイルアロケーシヨ ンテーブル）の初期化、スキップセクタ 
の検出を行います。スキップセクタが見つかったら、そのセクタを使用しないよ 
うに マークし ます。 

また、すでに他の OS で初期化されているディスクの残りの領域を MS-DOS 
で使用する場合にも、"領域の確保〃を行います。 
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ディスク内に確保できる MS-DOS の領域数は、フォーマット形式によって次 
のように異なります。 


フォーマット形式 

MS-DOS の論理ドライブ数 （1 ユニットあたり） 

披張フォーマット 

アクティブ状態は最大4。 


スリープ状態を含めると、物理セクタ長256バイトでは8、512 


バイト以上では16 

標準フォーマット 

1 


拡張フォーマットでは、確保した領域を、'アクティブ〃か、、スリープ"に指定でき 
ます。”アクティブ〃に設定した領域だけが、 MS-DOS のドライブとして使用で 
きます。 

また、 MS-DOS の1領域として確保できる容量は、 SASI インタフェースで 
40M バイトまで、 SCSI インタフェースと IDE インタフェースでは 2G バイト 
(2048M バイト）までです。 

隹領域の解放 

w 領域の解放"は、"領域の確保"の逆を行うことです。一度、'領域の解放〃を行っ 
た領域に対しては、再度''領域の確保〃を行わないかぎり MS-DOS で使用するこ 
とができません。 

■ ディスクのフォーマツト形式 

次の表は、ディスクのフォーマット形式の詳細です。インタフヱースの種類、確 
保する領域の容量によって値が異なります。 

なお、 IDE インタフェースの固定ディスクは、 40M バイトまでは SASI イン 
タフェースの拡張フォーマット、 40M バイト以上は SCSI インタフェースの拡張 
フォーマットと同じ形式でフォーマットされます。 

各項目の意味は次の通りです。 


容量指定（バイト） .MS-DOS の FORMAT コマンドで確保 

した MS-DOS 領域の大きさです。 

アロケーション .MS-DOS でファイル管 S するときの最小 

ユニット容量（バイト） の単位で、、'クラスタ長〃とも呼ばれます。 

セクタ長（バイト） .MS-DOS が管理する論理セクタ長です。 

デイレクトリ数 . ドライブのルートデイレクトリに作成可 

能なファイルの数です。 

FAT の管理単位（ビット） . 領域の確保（論理フォーマット）の際に作 

成される FAT の大きさです。 
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• SASI インタフェースの標準フォーマット （20 M バイトまで) 


容量指定 

1 M 

2 M 

3 M 

4 M 

5 M 

アロケーシヨン 
ュニット容量 

8 K 

8 K 

8 K 

8 K 

8 K 

セクタ長 

1024 

1024 

1024 

1024 

1024 

ディレクトリ数 

96 

288 

224 

416 

608 


容量指定 

6 M 

7 M 

8 M 

9 M 

10 M 

アロケーション 
ュニット容量 

8 K 

8 K 

8 K 

8 K 

8 K 

セクタ長 

1024 

1024 

1024 

1024 

1024 

ディレクトリ数 

736 

672 

608 

800 

992 


容量指定 

11 M 

12 M 

13 M 

14 M 

15 M 

アロケーション 
ュニッ ト容量 

8 K 

8 K 

8 K 

8 K 

8 K 

セクタ長 

1024 

1024 

1024 

1024 

1024 

ディレクトリ数 

928 

1056 

992 

928 

1120 


容量指定 

16 M 

17 M 

18 M 

19 M 

20 M 

アロケー シ ヨン 
ュニット容量 

8 K 

8 K 

8 K 

8 K 

8 K 

セクタ長 

1024 

1024 

1024 

1024 

1024 

ディレクトリ数 

1056 

1184 

1120 

1312 

1504 


• SASI インタフェースの拡張フォーマット (40 M バイトまで) 


容量指定 

1〜 5 M 

6〜 10 M 

11〜 15 M 

16〜 20 M 

21〜 25 M 

アロケーション 
ュニット容量 

2 K 

4 K 

4 K 

8 K 

8 K 

セクタ長 

1024 

1024 

1024 

1024 

1024 

デイレクトリ数 

512 

768 

1024 

1280 

1536 


容量指定 

26〜 30 M 

31〜 35 M 

36〜40 M 

アロケーション 
ュ ニット容量 

8 K 

16 K 

16 K 

セクタ長 

1024 

1024 

1024 

ディレクトリ数 

1792 

2560 

3072 
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3.4 固定ディスク、光ディスク、 3.5 インチ光ディスク 


• SCSI インタフェースの拡張フォーマット 


容量指定 

卜 5M 

6 〜 10M 

11 〜 15M 

16 〜 20M 

21 〜 25M 

アロケーション 
ュニッ ト容量 

2K 

4K 

2K 

2K 

2K 

セクタ長 

1024 

1024 

1024 

1024 

1024 

ディレクトリ数 

512 

768 

1024 

1280 

1536 

FAT の管理 
単位 

12 

12 

16 

16 

16 


容量指定 

26 〜 30M 

31M 

32 〜 35M 

36 〜 40M 

41 〜 64M 

アロケーション 
ュニッ ト容量 

2K 

2K 

2K 

2K 

2K 

セクタ長 

1024 

1024 

2048* 1 

2048* 1 

2048* 1 

ディレクトリ数 

1792 

2560 

3072 

3072 

3072 

FAT の管理 
単位 

16 

16 

16 

16 

16 


容量指定 

65 〜 128M 

129 〜 
255M 

256 〜 
511M 

512 〜 
1023 M 

1024 〜 
2047M 

アロケーション 
ユニット容量 

4K 

4K 

8K 

16K 

32K 

セクタ長 

2048* 1 

256* 2 

256* 2 

256* 2 

256* 2 



512* 2 

512* 2 

512* 2 

512* 2 



1024* 3 

1024* 3 

1024* 3 

1024* 3 

ディレクトリ数 

3072 

3072 

3072 

3072 

3072 

FAT の管理 
単位 

16 

16 

16 

16 

16 


*1 物理セクタ長が512バイトのディスクでは、 DBLTRANS コマンドを使用すると 
512バイトになります。 

*2 物理セクタ長と同じ大きさになります。 

*3 光ディスクの場合、セクタ長は1024バイトになります。 

■ディスク使用時の注意 

• 電源を切る際の注意 

固定ディスクやコンピュータ本体の電源を切る前には、必ずキーボードの | STOP 1 
キーを押してください。これを忘れて電源を切ると、固定ディスク内部の記録面 
が傷つけられてデータを破壊したり、固定ディスクそのものが使用不可能になる 
ことがあります。 

• 領域確保、領域解放後は MS-DOS を再起動する 

MS-DOS の FORMAT コマンドで固定ディスク内に MS-DOS の領域を確保 
したり、領域を解放したりしたら、 FORMAT コマンドの終了後に必ず MS-DOS 
システムを再起動しなければなりません。これを忘れると、固定ディスクを正し 
くアクセスできません。 
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• 購入したばかりの固定ディスクはまず初期化する 

コンピュータに内蔵されている以外の固定デイスクはフォーマツトされていま 
せんので、そのままでは使用できません。 MS - DOS の FORMAT コマンドの、 
期化（物理フォーマット"し、、、領域確保（論理フォーマット）"してください。 


• トラブル発生時の処置 

ディスクの使用中に、、、データエラーです"、、、シークエラーです〃、、、セクタが 
見つかりません"、、、このディスクは扱えません〃、、、書き込みできません〃、'、読 
み取りができません"、、、エラーです"などのエラーが発生したら、ディスク中の 
ファイルを他の領域にコピーする、 MS - DOS の XCOPY コマンド 、 QBACKUP 
コマンドなどでフロッピィディスクにバックアップし、領域を解放して再度、、領域 
の確保"を行う、あるいは SCANDISK コマンドでクラスタスキャンしてくださ 
い。 MS - DOS はディスクの代替セクタ処理を行い、以後そのエラー箇所を使用 
しないようにします。 

また、 SCSI インタフェースのディスクの場合、 MS - DOS の HDUTL コマン 
ドで代替セクタ処理をすることもできます。 

詳細は、第1部第2章 「 MS - DOS のコマンド」を參照してください。 

■3.5 インチ光ディスク 

3.5 インチ光ディスクは、次のような形式でフォーマットされます。 


媒 体 

128K バイト 

230K バイト 

媒体容量（バイト） 

127,385,600 

228,518,400 

ディスク容量（バイト） 

127，119,360 

228,278,272 

トラック数 

9,952 

17,853 

セクタ数/トラック 

25 

25 

セクタ長（バイト） 

512 

512 

ディレクトリ数（ルート） 

512 

512 

予約セクタ数 

1 

1 

FAT 数 

2 

2 

セクタ数/ FAT 

243 

218 

セクタ数/アロケーション 

4 

8 

ユニット（クラスタ） 



メディアディスクリプタ 

F0 

F8 


注意 

• 3.5 インチ光ディスクは、領域を分割して使用することはできません。 

• INSTDOS 、 FORMAT 、 DISKCOPY コマンドでは、3,5インチ光ディス 
ク装置が接続されている場合にのみメニュー表示されます。 

• 230 M バイトの 3.5 インチ光ディスクは、装置に付属の FORMAT コマン 
ドを使用してください。 
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3.5 ディスクエラー 

MS - DOS では、ディスクのアクセス時にディスクになんらかのエラーが発生す 
ると、必ず3回まで処理を繰り返し試みます。それでも処理できなければ、エラー 
のタイプとエラーが発生したドライブ名を表示し、さらに次のようなメッセージ 
を表示します。 

中止 （ A )， 再試行 （ R )， 失敗 （ F ) ? 

この メッセージに 対しては、 [ aj . lrJ , LLl のい ずれ かの キーを押して応答 
してください。それぞれの意味は次の通りです。 


中止 （ A ) . そのまま処理を終了します。 

再試行 （ R ). 処理をもう1度繰り返します。 

失敗 （ F ) . 処理を異常終了させます。 


通常は、ドライブ名やディスクを確認してから lil キーを押して、エラーの回 
復を試みてください。 

参照 • ScanDisk - ►第 また、次のように表示された場合は、ディスクが初期化されていないか、なん 

1 部第 2 章 SCANDISK らかの理由で ディ スクが壊れている可能性がありますので、 ScanDisk でディス 
クを検査することをおすすめします。 

ファイルアロケーションテーブルが不良です.ドライブ X 
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MS - DOS では、コンピュータのメモリを有効に活用することが、より使いやすいシステムを構築する 
ための鍵となります。 MS - DOS にはメモリを使用するためのデバイスドライバが各種用意されています 
が、この章ではメモリを利用する上で必要な知識と、デバイスドライバとの関係について解説します。 
なお、デバイスドライバの詳しい使い方は第1部第5章「デバイスドライバ」を参照してください。 


4.1 メモ II とは 


まずはコンピュータで使用されるメモリの種類と、その特徴について解説し 
ます。 

メモリとは、コンピュータ内にプロダラムやデータを格納しておく装置の総称 
です。現在のコンピュータではプログラムを実行する際、ディスクからプログラム 
をメモリに転送し、そのメモリ上でプログラムを実行するという方法をとります。 

メモリ上でプログラムを実行するとはいっても、実際にはさらにこのメモリか 
ら CPU (Central Processing Unit ) が命令やデータをひとつずつ取り出して処理 
しています。これを図に示すと次のようになります。 



ディスク装置 メモリ CPU 


なぜこのように何回も転送を繰り返すのかというと、メモリというのはコン 
ピュータの電源が ON になっている間しかデータを保持することができません。 
したがって、電源を OFF にするとメモリに格納されているすべてのデータが消 
えてしまいます。そこで、ディスクにそのデータをファイルとして格納し、必要 
なときにメモリに転送して使用するというわけです。 

また、メモリと CPU の間のデータ転送は非常に高速なのですが、それに比べ 
るとディスクとメモリの間のデータ転送は遅く、ディスクからデータを読み出 
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参照 • SMARTDrive — す時間が長いほどコンピュータ全体の処理速度を下げてしまいます。このため、 
第 1 部第 2 章 「SMART SMARTDrive ではディスク上のデータをメモリに読み込んでおいて、ディスク 
DR ’ からデータを読み出す回数を減らすような処理も行われています。 

メモリの種類を大きく 2つに 分けると、 データを 読み書き可能な RAM(Random 
Access Memory ) と、読み出し専用の ROM (Read Only Memory ) に分けられ 
ます。先ほどメモリは電源を OFF にするとデータが消えてしまうと解説しまし 
たが、実はこの ROM というのは電源を OFF にしてもデータを保持するメモリ 
です。しかし、 ROM は読み出し専用のためにデータを書き込むことができませ 
ん。一般的にメモリといえば RAM のほうを指し、プログラム実行のためにデー 
夕を格納するのにも、この RAM が使用されます。 


4.2 CPU の種類 


メモリからデータを転送するなどの管理を行うのは CPU です。この CPU の能 
力によってメモリの管理能力が異なりますので、メモリの管理方法を知るために 
は、 CPU についてある程度知っておくことも必要です。 


注意 

• MS-DOS 6.2 は i 386 以上の CPU を搭載しているコンピュータでのみ使 
用可能です。 


MS-DOS において、メモリ管理の能力で CPU を分類すると次のようになり 
ます。 


8086、 V 30 

もっとも初期の16ビット CPU で、 1 M バイトまでのメモリを使用することが 
できます。この CPU の動作モードを、' リアルモード〃と呼び、 MS - DOS はこのリ 
アルモードで動作することを前提として設計されています。 

80286 

8086の後に登場した16ビット CPU です。この CPU には'ヽプロテクトモード" 
という動作モードがあり、このプロテクトモードでは 16 M バイトまでのメモリを 
使用することができます。 

しかし、 MS - DOS のコマンドやプログラムはプロテクトモードで動作しない 
ので、このモードを使用するには專用のプログラムを動作させる必要があります。 
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1386以上 

最近の主流をなす32ビット CPU です。80286と同様に動作モードをプロテク 
トモードに切り替えることができますが、 i 386 では 4 G バイト （4096 M バイト）ま 


4.3 メモリマップ 


でのメモリを使用することができます。 

また、 i 386 には''仮想8086モード〃という動作モードがあります。このモード 
は8086のリアルモードと互換性があるので、仮想8086モードでも MS - DOS を 
利用することができます。仮想8086モードには 、'ページング" と呼ばれる機能が 
あり、 MS - DOS のメモリ管理をいっそう強力に行うことができます。 


4.3 メモリマップ 


CPU がメモリとアクセス（データ転送）する場合、メモリの中の場所を表すし 
るしが必要となります。このしるしのことを、'アドレス"と呼び、すべてのメモリ 
領域にこの、'アドレス"が割り振られています。 

PC -9800 シリーズの場合、メモリとアドレスは次の図のように対応しています。 


100000 H 


A 0000 H 


00000 H 





,1-:-- 


-- — 

拡張メモリ 

10000 0 H 

拡張メモリ 



上位メモリ領域 

C 0000 H 

上位メモリ領域 

コンベンシヨナル 


コンベンショナル 

メモリ 


メモリ 

(640 KB ) 

00000 H 

(768 KB ) 


ノーマル モー ド機 


ハイレゾリューシヨン機 


図の左側に書かれている数字はメモリのアドレスを示しており、このような図 
を v 、メモリマップ〃と呼びます。メモリマップのアドレスは通常16進数で表現さ 
れ、数字の小さい下のほうを低位のアドレス、数字の大きい上のほうを高位のア 
ドレスと呼びます。 

ノー マルモ ードと ハイレゾリ ユ ーションモー ドでは メモリマ ップが若干異なつ 
ています。以降の解説は ノーマルモー ドを対象にしています。 

メモリのそれぞれの領域は次のように使用法が異なります。 

• コンベンショナルメモリ 

メインメモリとも呼ばれ、ユーザーがプログラムを読み込んで自由に利用でき 
る領域です。メモリの先頭から 640 K バイトまでの容量がありますが、 MS-DOS 
のシステムもこのコンベンショナルメモリに組み込まれますので、実際に利用で 
きるのは 640 K バイトよりも少なくなります。 
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• 上位メモリ領域 

メモリの先頭 640 K バイトから 1 M バイトまでの、 384 K バイトの領域です。 
拡張スロットには、各種インタフヱースポードや音源ボードなどを挿入して利 
用することができますが、この領域はその拡張ボード上の ROM を割り当てるた 
めにシステムが予約しています。 

i 386 以上の CPU を搭載しているコンピュータでは、この上位メモリ領域を後 
述する UMB として利用することができます。 

•拡張メモリ 

メモリの先頭から 1 M バイト以上に位置する領域のメモリで、プロテクトメモ 
リと呼ばれることもあります。拡張スロットや内蔵スロットに拡張メモリボード 
を増設することで利用できるようになりますが、この領域をアクセスできるのは 
80286以上の CPU に限ります。 

また、 MS - DOS ではこの拡張メモリを直接アクセスすることができないので、 
後述する EMS や XMS などの方法を用いて、この領域のメモリを利用します。 


参考 

MS - DOS は当初8088 (8086 の縮小版）という CPU を使用するコンピュー 
夕に合わせて開発されました。8088は8086と同じく 1 M バイト以上のメモ 
リをアクセスできないので、 MS - DOS も 1 M バイト以上のメモリを扱うこ 
とを考えずに設計されました。しかも、 640 K バイト以上の領域をシステム 
拡張用に予約したため、 ユーザーが 利用できるのは先頭の 640 K バイトに限 
られてしまいました。 

その後、 CPU の進歩とともにメモリの管理能力が強化され、現在主流の32 
ビット CPU では 4 G バイトものメモリをアクセスできるようになりました。 

一方、 MS - DOS も改良を重ねていきますが、プログラム上の互換性を保 
つためにコンベンショナルメモリは依然として 640 K バイトのままになって 
います。これは 「640 K の壁」と呼ばれ、今までの MS - DOS の弱点とされて 
いました。 

現在では 1 M バイト以上の披張メモリを利用するためのさまざまな方法が 
考え出され、膨大なメモリを使用するアプリケーションソフトを利用するこ 
とも可能になっています。 
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4.4 メモリの利用法 


MS - DOS でのメモリの利用法には、メモリをディスクドライブの代わりにし 
たり、ディスクを高速に利用するためのディスクキャッシュなどがあります。 

また、 640 K 以上のメモリを利用するための、 EMS や XMS というさまざまな 
メモリ管理の方法が考え出されました。 

ここではメモリの管理方法について解説します。 


EMS 


EMS (Expanded Memory Specification ) とは、 MS-DOS で 640 K バイトよ 
り多くのメモリを利用するために考え出されたメモリ管理の規格のひとつです。 

MS - DOS では前の節で解説したように、 1 M バイト以上の領域にあるメモリを 
アクセスすることができません。しかも、 640 K バイトから 1 M バイトまでの領 
域はシステム拡張用の領域として予約されてしまっているので、コンベンショナ 
ルメモリとして利用できるのは先頭の 640 K バイトまでです。 

しかし、上位メモリ領域は予約されているとはいっても、実際にすベての領域 
を使用しているわけではありません。そこで、領域の未使用の部分にメモリを配 
置して利用してしまおう、という考えが生まれました。さらに、配置するメモリ 
を次々と取り替えれば、より多くのメモリを利用することもできます。これが、、バ 
ンク切り替え"という、 EMS の基本的な原理です。現在では CPU の機能が強化 
されたために、 EMS を実現する方法にもいくつかの種類があります。 

• ハードウエァ EMS 

8086を使用するコンピュータで最初に考え出された EMS の方式です。この方 
式では EMS 対応のメモリボードをコンピュータの拡張スロットに挿入して利用 
します。しか卜、ただボードを揷入しただけでは利用することはできません。 

このメモリを利用するには、まずボード上のメモリを 16 K バイト単位の、 x 論理 
ページ"と呼ばれる領域に区切ります。次に、上位メモリ領域の中にやはり 16 K 
バイト単位の''物理ページ〃と呼ばれる領域を確保します。この物理ページに先ほ 
どの論理ページを割り当てることで、ボード上のメモリを利用することができる 
わけです。なお、物理ページのメモリ領域は、、ページフレーム"と呼ばれます。 

以上のことを図に表すと、次のようになります。 
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ぺ 



I 16 K バイト 


MS - DOS で使用 EMS 対応ボード上の 

できるメモリ メモリ 


この物理ページに割り当てる論理ページを、メモリボード上に搭載された専用 
のハードウヱアの機能で次々と切り替えることで、ボード上のメモリをすベて利 
用することができます。 EMS メモリドライパはこのような論理ページや物理ペー 
ジの割り振り、物理ページに論理ページを割り当てるという作業を行うソフトウェ 
アです。この EMS メモリドライバによって管理されるメモリのことを 、 ''EMS 
メモリ"と呼びます。 

• 80286 CPU のプロテクトモードによるソフトウェア EMS 

8086では EMS メモリをハードウェアによる切り替えで実現しましたが、80286 
ではソフトウェアによって EMS メモリを利用することができます。この方式で 
は コンピュータの 拡張 スロッ トや内蔵 スロッ トに拡張メモリボードを挿入し、そ 
のボード上の拡張メモリを EMS メモリとして利用します。 

80286は動作モードをリアルモードからプロテクトモードに切り替えると、 1 M 
バイト以上の領域にあるメモリをアクセスすることができます。 EMS を実現す 
るためには、この動作モード切り替えを利用するわけです。 

拡張メモリの内容を利用する場合には、まず CPU の動作モードをリアルモー 
ドからプロテクトモードに切り替えます。次に、論理ページの内容を物理ページ 
に転送し、転送終了後に動作モードをリアルモードに戻します。このように CPU 
の動作モードを切り替えて拡張メモリの内容を 1 M バイト以内にある物理ページ 
に転送することによって、ハードウエア EMS と同じように拡張メモリを EMS 
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メモリとして利用することができます。 

しかし、この方法では物理 ページの 内容を論理 ページに 転送す るのに CPU の 
負担が重くなり、一般的にハードウヱア EMS を利用したほうが高速です。 

• i 386 CPU 以上の仮想8086モードによるソフトウェア EMS 

1386以上の CPU では、80286と同様にソフトウヱアで拡張メモリを EMS メ 
モリとして利用することができます。 

1386は仮想8086 モー ドという動作 モー ドを持っています。この仮想8086 モー 
ドには、任意のアドレスを別のアドレスに割り当てることのできる 、、ページング" 
と呼ばれる機能があります。これを利用すると、たとえばある領域のメモリを別 
の領域のメモリのように扱うことができます。 

i 386 用の EMS ドライバでは、このページング機能を利用して拡張メモリの論 
理ページを物理ページに割り当てます。これによって、拡張メモリを EMS メモ 
リとして利用することができ、80286のように CPU でデータ転送を行う必要も 
ないので、高速にページ切り替えを行うことができます。 


XMS 


XMS(extended Memory Specification ) は EMS と同様に MS-DOS で 640 K 
バイトより多くのメモリを_するための規格ですが、こちらは80286以上の CPU 
で披張メモリを利用する場合の規格です。この XMS でメモリを管理するソフト 
ウェアのことを 、、 XMS メモリドライバ"と呼び、管理される拡張メモリのことを 
、、XMS メモリ"と II 乎びます。 

XMS では、80286以上の CPU にあるプロテクトモードを利用して、 1 M バイ 
卜以上の領域にある拡張メモリにアクセスします。また、複数のアプリケーショ 
ンが拡張メモリを利用する場合、同じ領域のメモリを複数のアプリケーションが 
利用しないように管理します。 


XMS メモリを利用すると、 コンベンショナル メモリを使用する MS - DOS 自 
身の一部やデバイスドライバなどを XMS で管理するメモリに組み込むことがで 
きるので、コ ンベンシヨナル メモリの空き増やすことができると いう 利点があり 
ます。 


XMS によって確保されるメモリ領域には3種類あり、それぞれの位置するア 
ドレスによつて名前と用途が異なります。 XMS では次の図のようにメモリが確 
保されます。 
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参照 _EMM386.EXE— 
第1部第5章 「EMM 
386.EXEj 


#^#EMM386.EXE-^ 
第1部第5章 「EMM 
386.EXE j 


10000 OH 

A 0000 H 

00000 H 



拡張メモリ 


上位メモリ領域 


XMS で確保されるメモリ 


• HMA 

HMA (High Memory Area ) は拡張メモリ先頭の約 64 KB に確保される領域 
で、 XMS メモリドライバを CONFIG.SYS に登録するだけで使用可能になり 
ます。また、 CONFIG.SYS で、 x DOS 二 HIGH " と記述すると MS-DOS の一部を 
HMA に組み込むことができ、コンベンシヨナルメモリの空き領域を増やすこと 
ができます。 


• UMB 

UMB (Upper Memory Block ) は上位メモリとも呼ばれ、 i 386 のページング 
機能を利用して上位メモリ領域に確保するメモリです。上位メモリ領域には拡張 
ボード上の ROM で使用されていない未使用の領域があり、この領域に披張メモ 
リをページング機能で割り当てて MS-DOS から利用しようというのが UMBO 
仕組みです。 

UMB を確保するには、 XMS ドライバの他に EMM 386 .EXE を CONFIG.SYS 
に記述してシステムに組み込む必要があります。なお、上位メモリ領域の使われ 
方はコンピュータの機種、あるいは使用している拡張ボードの種類によって異な 
りますので、確保できる UMB のアドレスや容量も変わります。 

確保した UMB には、デバイスドライバやコマンドを組み込むことができます 
ので、コンベンショナルメモリの空き領域を増やすことができます。 


• EMB 

EMB (Extended Memory Block ) は HMA より高位にある拡張メモリの領域 
のことで、 XMS メモリと呼ばれることもあります。 EMB は XMS メモリドラ 
イバを登録するだけで利用可能になり、おもに Windows によって利用されます。 
また、 EMM 386 .EXE と併用すれば EMS メモリとして利用することもでき、こ 
の他にもデイスクキャッシュや RAM デイスクとして利用することもできます。 
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4.5 メモリ活用のためのコマンド、デパイスドライバ 


■その他 

• RAM ディスク 

RAM ディスクは、コンベンショナルメモリの一部や拡張メモリを通常のディ 
スクドライブのように扱うものです。メモリはディスクよりも高速にデータ転送 
することが可能なため、 RAM ディスクによく使用するコマンドやアプリケーショ 
ンをコピーして利用したり、作業用ドライブとして利用する方法が一般的です。 
しかし、 RAM ディスクはコンピュータの電源を OFF にしたり、コンピュータを 
リセットするとすべての内容が消えてしまうので、その前にあらかじめファイル 
をディスクに保存しておく必要があります。 

なお、 FORMAT コマンドや DISKCOPY コマンドなど、物理的にディスクド 
ライブを読み書きするコマンドを RAM ディスクに対して使用することはできま 
せん。 


• ディスクキャッシュ 

ディスクキャッシュとは、固定ディスクやフロッピィディスクなどから読み込 
んだデータをいったんメモリに保存しておき、もう一度同じデータを読み込むと 
きには、そのメモリから保存されているデータを読み込むような仕組みです。 

データの読み込み先がディスクからメモリに変わることにより、高速にデータ 
を転送することが可能になります。 

また、ディスクへの書き込みの際にもデータをメモリに転送しておき、 CPU の 
処理に余裕ができた時にまとめてディスクへ書き込むことで、ディスクとメモリ 
の間のデータ転送の回数を減らすことができます。 


45 メモリ活用のためのコマンド、デバイスドライバ 


参照 _ EMM 386. EXE — 
第1部第5章 「EMM 
386. EXE 」 

MS-DOS には、前の節で解説した機能を実現するためのコマンドやデバイス 
ドライバ'として、次のものを用意しています。 

•EMS メモリドライバ . EMM386.EXE 

拡張メモリを管理するための EMS メモリドライバです。 EMM 386 .EXE には 
UMB を確保するという機能もあります。 

なお、 i 386 CPU によるソフトウェア EMS では拡張メモリを使用するので、あ 
らかじめ XMS メモリドライバを組み込んで拡張メモリを利用できるようにして 
おく必要があります。 


参考 

MS-DOS 6.2 は i 386 以上の CPU で利用することを前提としており、 
EMM.SYS を利用する必要はありません。 
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第 4 章メモリ 


参照 • HIMEM . SYS — 
第1部第5章 「 HIMEM . 
SYSj 


参照參 CONFIG.SYS 

のコマンド-►第1部第 

4章 「 CONFIG.SYS の 

コマンド」 


参照 參 RAM ディスタ 
■►第1部第5章 「RAM 
DISK . SYS 」 


参照參 SMARlDrive — 
第1部第2章 「SMART 

DRV コマンド」 


参照 • MemMaker — 
第1部第2章 「MEM 
MAKER コマンド」 


•XMS メモリドライバ . HIMEM.SYS 

拡張メモリを XMS メモリとして管理するための XMS メモリドライバです。 
80286以降の CPU を搭載しているコンピュータでは、このドライバをメモリに 
組み込むことで HMA 、 EMB を利用することができます。 

• CONFIG . SYS のコマンド 

CONFIG . SYS に 、 v DOS 二 HIGH " と記述すると、 HMA に MS - DOS の一部を 
組み込むことができるので、それだけコンベンショナルメモリを多く利用するこ 
とができます。 

また、 CONFIG . SYS に 、、 DOS = UMB " と言己述すると、 MS - DOS で UMB を利 
用することができます。 UMB が使用可能になると、 CONFIG . SYS の DEVICE 
HIGH コマンドでバイスドライバを UMB に組み込んだり、コマンドプロンプト 
から LOADHIGH コマンドでコマンドを UMB に組み込むことができるように 
なります。 

• RAM ディスクドライバ . RAMDISK.SYS 

メモリを RAM ディスクとして使うためのデバイスドライバです 。 XMS メモ 
リ 、 EMS メモリ、コンベンショナルメモリの一部を RAM ディスクとして利用す 
ることができます。 

•ディスクキャッシュドライバ . SMARTDrive 

拡張メモリの一部をディスクキャッシュとして利用するためのデバイスドライ 
パです 。 XMS メモリを利用しますので、必ず HIMEM . SYS を組み込んでおい 
てください。 

•メモリの最適化 . MemMaker 

デバイスドライバをメモリに組み込むと、それだけューザーが利用できるコン 
ベンショナルメモリが減ってしまいます。そのようなときは、メモリの最適化ツー 
ルである MemMaker を利用すれば、デバイスドライバやコマンドをメモリ内の 
最適な領域に配置するように、 CONFIG . SYS や AUTOEXEC . BAT を修正する 
ことができます。 
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第 1 部から第 4 部をご覧になっておわかりのように、 MS - DOS は非常にたく 
さんの機能を持ち、それなりの知識を持って MS - DOS を使用すれば相応の効果 
を発揮することができます。これらの機能は、正しい書式にのっとり、矛盾なく 
適応すれば、いつでもその能力を発揮します。 

本書では最後に「付録 Aj として、 MS - DOS が表示するデパイスエラーメッ 
セージをあいうえお順に列挙しました。 MS - DOS がこれらメッセージを表示し 
たときは、対処の参考にしてください。 

また、「付録 B 、 C 、 D 」 では日本語入力機能をより使いやすくするための 
VV DICM \ V ' USKCGM \ W NECAIKEY 〃についての操作法も解説しています。 

「付録 E 、 Fj では"アスキーコード"と w エスケープシーケンス"を掲載しまし 
た。これらのコードを使用するコマンドにおいて、参照してください。 

















MS - DOS のデバイスエラーメッセージー覧 


ここでは、 MS - DOS の表示するデバイスエラーメッセージについて解説します。 


A.1 デ八'イスエラーメッセージとは 

デバイス エラー メ ッ セージとは、コンピュータに接続して いる 周辺装置（デバイ 
ス）に対して読み込み、書き込みを行ったときに、何らかの異常が発生したことを 
ユーザーに知らせるためのメッセージです。デバイスとは一般的にディスクドラ 
イブ、ディスプレイ、キーボード、プリンタのことを指します。 

デバイスエラ ーメ ッセージは MS-DOS のコマンドプロンプトからコマンドを 
実行した と きだけでなく、アプリケー シヨンソフトの 実行時に も 表示され る こと 
があります。 

デバイスに対して読み出しまたは書き込みをしている最中にエラーが起こると、 
MS - DOS は次のような形でエラーメッセージを表示します。 

く エラーの タイプ〉読み取り中 くデバイス〉 

中止 （ A ) ，再試行 （ R ) ，失敗 （ F ) ? 

または、 

く エラーの タイプ〉書き込み中 くデバイス〉 

中止 （ A ) ，再試行 （ R ) ，失敗 （ F ) ? 

このメッセージの中で、〈デバイス〉はエラーが起きたデバイスを表します。た 
とえば、、デパ'イス PRN 〃はプリンタですし、、、ドライブ C " はディスクドライブ 
のドライブ C を表します。 

く エラーの タイプ〉 は 「 A .3 デバイス エラー メッ セージー覧」 で 解説します。 
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付録 A MS-DOS のデバイスエラーメッセージ—覧 


A .2 デバイスエラーの対処方法 


デバイ スエラ ーが表示されると、 MS - DOS は次の3つキーのうちのどれかが 
入力されるまで、処理を停止します。 


キー 

内容 

解説 

0 

中止 ( Abort ) 

デバイスへの読み書きを中止します。 


再試行 ( Retry ) 

もう一度処理を試みます。 


失敗 （ Failure ) 

エラーを 無視して、そのまま処理を続行します。 

CD 

無視 ( Ignore ) 

同上 。 


通常は、次の順に答えて回復を試みてください。 

® …….もう一度処理を試みます。ディスクがうまくディスクドライブに 

セットされていなかった場合は、ディスクをセットし直してから 
この処理を選択してください。 

0……処理を中止します。ディスクを新しいものに交換するなどして、 
もう一度コマンド入力からやり直してください。 

注意 

• F ( Failure ) を選んだ場合、ディスクのデータが損なわれることがあります。 
•ディスクに関するデバイス エラーメ ッ セージが 表示された場合、「無効な 
ディスク交換です.」以外の場合は、キー入力の前にディスクを入れ換えな 
いでください。 
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A.3 デパイスエラーメッセージ 


デ八イスエラーメッセージ 

エラーです. 

めったに起きないエラーです。( X )キーまたは ® キーを 押してください。 

書き込み禁止エラーです. 

ライトプロテクトが施されているディスクに対して、書き込みを行いました。 
プロテクトを外せば書き込みを行うことができますが、プロテクトの施されて 
いる理由を考えてから行ってください。キーを押すときに、ディスクを入 
れ換えてはいけません。 

書き込みできません. 

表示されたデバイスにデータを書き込むことができません。ディスクドライブ 
にディスクが正しく入っているかを確かめ、 © キーを押してください。もし 
それでも同じメッセージが表示されるならば、 ® キーを押します。 

共有違反です. 

プログラムがアクセス しようとした ファイルは、 現在他の プログラムが 使用し 
ています。 ©キーを 押すか、しばらくしてから © キーを押します。 

シークエラーです. 

MS - DOS はディスク上の情報を見つけられませんでした。ディスクがディスク 
ドライブに正しく入っているかを確かめるか、または別のディスクドライブで 
試してください。 

準備ができていません. 

メッセージに表示されたデバイス（通常はドライブかプリンタ）は、準備ができ 
ていません。ドライブのドアが閉じていない場合は、閉じてから ® キーを押 
します。プリンタの場合は電源が ON になっているか、オンラインスイッチが 
ON になっているかをしらべてください。 

セクタが見つかりません. 

使用しているディスクに欠陥があるため、 MS - DOS は要求された情報を見つ 
けられませんでした。エラーの起こったディスクのファイルすべてを別のディ 
スクにコピーし、フォーマットし直してください。 

データエラーです. 

MS - DOS はディスクから正しくデータを読むことができませんでした。これ 
は、しばしば欠陥のあるディスクを使用した場合に起こります。メッセージに 
対して、何度か再試行を試みることにより、エラーを補正できることもありま 
す。また、 LAJ キーを押して処理を中止することもできます。 
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付録 A MS - D 〇 S のデバイスエラーメッセージー覧 


参照參ディスクを調べ 
る-►第1部第2章 
「 SCANDISK コマンド j 


参照參ディスクを調べ 
る—第1部第2章 
「 SCANDISK コマンド」 


ファイルア ロケ ーシヨンテーブルが 不良です. 

欠陥のあるディスクで読み書きしようとしました。ディスクがフォーマットさ 
れていないか、正しくフォーマットされていません。または、ディスクには 
MS - DOS ではないオペレーティングシステムが存在しています。もし、この 
メッ セージが 続けて表示される場合、 SCANDISK コマンドを実行してディス 
クを調べてください。 

プリンタの用紙がありません. 

プリンタに紙がないか、または電源が入っていません。紙を補給するか、電源 
を ON にしてください。 

無効なディスク交換です. 

許されていないときにドライブのディスクを入れ換えました。元のデイスタに 
戻して®キーを押します。 


無効なデバイス要求のパラメータです. 

デバイ スへッダに送るリクエストヘッダの長さが正しくありません。このメッ 
セージが表示された場合、使用しているアプリケーションソフトのメーカーに 
問い合わせてください。 

無効なドライブの指定です. 

無効なサブユニット数がデバイスドライバに送られました。このメッセージが 
表示された場合、接続されているディスクドライブ数を確認してください。 

無効なメディアの種類です. 

ディスクに他のオペレーティングシステムがあるか、または情報が足りないために 
ディスクのフォーマットを認識できません。問題を解決するために SCANDISK 
コマンドを実行してみてください。もし、 SCANDISK コマンドを実行しても 
解決しない場合、 FORMAT コマンドでディスクをフォーマットし直してくだ 
さい。ただし、フォーマットを行うと、ディスク上のファイルはすべて消去さ 
れます。 


読み取りできません. 

メッセージに表示されたデバイス（通常はディスクドライブ）からデータを読む 
ことができません。ドライブにディスクが正しく入っているかを調べ、キー 
を押します。 


ロック違反です. 

他のプログラムで使用されているファイルの一部をアクセスしようとしました。 
P キーを 押すか、しばらくしてから キーを 押します。 
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辞書ファイル保守ユ-ティリティ ( DICM ) 


日本語入力機能では、読み方を漢字かな混じり文へ変換するために、、辞書ファイル〃を使用します。辞 
書ファイルは、コンピュータが使用する国語辞典と考えると良いでしょう。 

''辞書ファイル保守ユーティリティ"は、この辞書ファイルを最も使用しやすい状態に保っためのプロ 
グラムです。使い慣れた辞書は手放せないように、保守の行き届いた辞書ファイルも大切な財産になり 
ます。 


B .1 辞書の保守管理とは 


文章を大切にする方は、職場や家庭に、きっと愛用の辞書を身近に置いていま 
す。熱心な人は、辞書に書き込みをしたり、日常使用する国語辞典の他に専門用 
語の辞書も備えて、使いやすい環境を整えていることでしょう。 

辞書ファイル保守ユーテイリテイ 03 ICM ) は、コンピュータが使用する辞書ファ 
イルをべストの状態に保つためのプログラムで、次のような機能を備えています。 

參単語の登録 (*) 

辞書ファイルに新しい単語（ユーザー登録単語）を登録します。 

癱単語の削除 (*) 

辞書ファイルから不必要になったユーザー登録単語を削除します。 

籲辞書の一覧 

辞書ファイルに登録されている単語を、画面表示またはプリンタ出力します。 

籲辞書 マージ 

2つの辞書ファイルをまとめて1つの辞書ファイルにします。 


拳辞書再編成 

辞書フアイルの空きエリアを指定し、新たな辞書フアイルを作成します。 

(*) 単語の登録と削除は、 DICM を使用しなくても、ふだんの日本語入力機能 
で行うことができます。 
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付録 B 辞書ファイル保守ユーテイリテイ （DICM) 


B .2 DICM の起動 

DICM を起動するときは、コマンドプロンプトから次のように入力します。 

DICM [辞書ファイル名] 

[辞書ファイル名]には次の2種類、またはこれらをコピーしたりファイル名を 
変更したファイルを指定します。 

• NECAI.SYS . AI かな漢字変換用の辞書ファイル 

• NECDIC.SYS . かな漢字変換の逐次/連文節変換モード、単文節変換用の 

辞書ファイル ( MS - DOS 3.3 X 以前のバージョンで提供） 

ファイル名を省略した場合は、カレントディレクトリの NECAI . SYS が保守の 
対象となります。 

注意 

• DICM を起動するには、あらかじめ日本語入力機能を組み込んでおく必要 
があります。 

• 辞書ファイル以外のファイルを指定すると、 DICM が誤動作をしたり、指 
定したファイルが壊れる場合があります。 

•万一の事故に備えて、辞書ファイルのバックアップコピーを取っておくこ 
とをおすすめします。 


指定された辞書ファイルがあれば、次のような DICM のメニュー画面が表示さ 
れます。 


DI CM コマンド 



単語の削除 
辞書の一覧 
辞書 マージ 
辞書再編成 
終 了 


y yy 

- Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19XX - 


矢印 キーで 項目を選択し、 リターンキーを 押してください 
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B .3 単語の登録 


この画面は、処理の種類を選択する画面です。〇 0キーで機能の名前を反 
転表示させ、リターンキーを押してください。 

• 指定された辞書ファイルが存在しない場合 

「ファイルが見つかりません」というメッセージが表示され、 DICM は起動しま 
せん。ファイル名の綴りや、ドライブ名、ディレクトリ名などに間違いがないか 
確かめてください。 


B .3 単語の登録 

v 単語の登録〃は、辞書ファイルに載っていない単語を、辞書ファイルに登録す 
る機能です。ユーザーが登録した単語のことを、，ユーザー登録単語〃と呼びます。 

単語は、次の手順で登録します。 

1. DICM のメニュー画面で「単語の登録」を選択します。 

2. かな見出し（その単語の読み方）を入力します。 

3. 登録したい単語を入力します。 

4. 単語の品詞を指定します。 

■単語の登録例 

それでは単語の登録例として、「ばそこん」というかな見出しで、「パーソナル 
コンピュータ」という単語を登録してみます。 

① DICM のメニュー画面で「単語の登録」を選択すると、単語登録の画面が 
表示されます。このとき、キーボードは自動的に日本語入カモードになり 
ます。 

② 登録したい単語の読み方（かな見出し）を入力します。 

キーボードは、自動的に日本語入カモードになっています。ローマ字入力 
またはカナ入力で、「ぱそこん」とタイプし、リターンキーを押して確定し 
ます。 
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付録 B 辞書ファイル保守ユーティリテイ （ DICM ) 


D[ CM コマンド Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19XX - 

単語登錄 

かな見出しぱそこん 
登錄単語 
品詞指疋 


( リ f ニンキーの S 押善と前の画面に戻ります） 


かな見出しは、16文字以内で、かな、アルファベット、数字で指定します。 
半角文字と記号類は使用できません。 

かな見出しが正しいことを確かめて、リターンキーを押します。 

③ 登録したい単語を入力し ます。 キーボードは、日本語入カモードになって 
いるので、 「パーソナルコンピュータ」 と入力し ます。 


D I CM コマンド Uer. X.XX 

— —— - Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19XX - 

単語登錄 

かな見出しぱそこん 

登録単語 パーソ ナル ]ン ピュータ 

品詞指定 


登録できる単語の長さは、全角文字 （2 バイトコード文字）で、16文字まで 
です。半角文字 （1 バイトコード文字）は登録できません。 

登録する単語が正しいことを確かめて、リ ターン キーを押します。 

④単語の品詞を指定します。品詞の指定は、画面の下部に表示される項目を 
選択しながら、大分類/小分類の2段階で行います。 
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巳. 3 単語の登録 


「パーソナルコンピュータ」は、基本語です。0 U キーで「固有名詞」を 
反転表示させてリターンキーを押すと、小分類の項目が表示されます。 


(: HELP キー謂; k 案示されます E : fc キ上：嘉の処理に戻ります） 
サ変名詞形容詞形容動詞副詞接続詞感 s 力詞連体詞 


「パーソナルコンピュータ」は、名詞です。0 u キーで「名詞」を反転表 
示させてリターンキーを押すと、画面の「品詞指定」の位置に、指定した単 
語の品詞分類が表示されます。 

⑤登録してよいかどうかを確認するメッセージが表示されます。 


よろしいですか 

与印キーで項目盍選択レ、リターンキーを押してください 
& SC キー f 押すと処理を中止して機能選択に戻ります） 

1 SE いいス 


入力に間違いがない場合 

「はい」を選択します。その単語が辞書ファイルに登録され、⑦の画面が表 
示されます。 

入力に間違いがある場合 

「いいえ」を選択します。⑥の画面が表示されます。 


さ 

だ 

く 

て 

f b 

をす 

i ま 

キり 

ン戻 

一に定 

夕謹 

リ処無 

、の 

いし前 P 1 

さ択と名 

だ選す有 

<を押固 

て目を 

し項一詞 

定でキ動 

旨二'. 

对キ義 

fslqaJLE 塞 

□契 
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付録 B 辞書ファイル保守ユーティリティ ( DICM ) 


参考 

登録しようとした単語がすでに辞書ファイルに登録されていた場合は、ブ 
ザーが鳴り「すでに登録されています」というメッセージが表示され、①の画 
面に戻ります。 


⑥⑤で「いいえ」を選択して修正を行う場合は、3種類の設定項目のどれを修 
正するか（戻り先）を選択する画面が表示されます。 


奏覆目を選択し、.リターンキーを押してください 
mmsm 登録単語品離定 


•「かな見出し」を選択 . ②からの処理に戻ります。 

• 「登録単語」を選択 . ③からの処理に戻ります。 

•「品詞指定」を選択 . ④からの処理に戻ります。 

⑦⑤で「はい」を選択して単語を登録した場合は、単語登録を終了するかどう 
かたずねてきます。 


If キー I 項目を選択し、 リターンキーを 押してく ださい 

is ® いいえ 


• 「はい」を選択した場合（引き続き登録する単語がない場合) 
DICM のメニュー画面に戻ります。 

• 「いいえ」を選択した場合 
⑧の画面が表示され、単語の登録を継続します 
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B .3 単語の登録 


⑧⑦で「いいえ」を選択すると、3種類の設定項目のどこから登録処理を行う 
か（戻り先）を選択する画面が表示されます。 


H 一で項目を選 I し、リターンキーを押してください 

賊^^ R 9 K 8 I 登録単語品詞指定 


•「かな見出し」を選択 . ②からの処理に戻ります。 

• 「登録単語」を選択 . ③からの処理に戻ります。 

• 「品詞指定」を選択 . ④からの処理に戻ります。 

通常は「かな見出し」の入力に戻りますが、同じかな見出しで別の単語を登 
録したい場合は「登録単語」 へ、 同じ単語を品詞指定を変えて登録したい場 
合（たとえば、苗字と会社名の両方に登録したい場合）は「品詞指定」へ戻り 
ます。 


参考 

動詞と形容詞を登録する場合は、語幹(活用しない部分)のみを登録します。 


例： 

単語 

登録する部分 

動詞 

行く 

行 


泳ぐ 

泳 


押す 

押 

形容詞 

美しい 

美し 


早い 

早 


安い 

安 
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付録 B 辞書ファイル保守ユーテイリテイ （ DICM ) 


基本形 



■ HELP 機能 

「基本語」「動詞」の小分類は、少々複雑で日本語の文法の知識が求められるた 
め、品詞の説明画面が用意されています。大分類でこれらの品詞を選択した後、 
小分類の画面で ljj ELP 1キーを押すと、各小分類の説明画面が表ボされます。 

①品詞の指定で「動詞」を選択すると、次のような小分類を選択する画面が表 
示されます。 


甥 f [帶?麗^跟铺 S 処理に戻ります) 

m 思ガ 5 サ 5 夕 5 ナ 5 バ 5 マ 5 ラ 5 アワ 51段サ変力変 


②ここで … ELPj キーを 押すと、各小分類に ついての 説明画面が表示されます。 


DICM コマンド Uer . X.XX 

-- Copyright ( C ) NEC Corporation 19 XX .19 XX - 

5段活用 ♦ • ♦ □語について語尾がア列、イ列、ウ列、ェ列、才列に活用するもの。 


リターンキーを押してください 


③メッセージに従ってリターンキーを押すと、説明画面の続きが表示されま 
す。最後の説明画面でリターンキーを押すと、①の品詞の画面に戻ります。 


a %4 けげせてねべめれえ 
«$けげせてねべめれえ 
a » くぐすつぬぶむるう 
«±くぐすつぬぶむるう 


輔きぎしちにびみり：： 


こごそとのぼもろお 

/1\ /V yr\ /V /f\ 

かがさたなばまら b 


II 


ilsii 

555555555 

ハ puupuppil 仃 

カガサタナバマラ79 
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巳. 4 単語の削除 


B .4 単語の削除 

単語の削除"は、辞書ファイルに登録したユーザー登録単語を、辞書ファイル 
から削除する機能です。いつまでも登録しておく必要のない単語(一時的に、短い 
読み方で単語を登録すると便利な場合があります）、かな見出しや品詞指定を変 
更したくなった単語は、この機能で辞書ファイルから削除します。 

ユーザー登録単語は、次の手順で削除します。 

1. DICM のメニュー画面で「単語の削除」を選択します。 

2. 削除したい単語のかな見出し（読み方）を入力します。 

入力したかな見出しで登録されているユーザー登録単語が表示されます。同じ 
かな見出しで複数の単語が登録されている場合は、該当する単語がすべて表示 
されます。 

3. 削除したい単語を指定します。 

以上を画面のメッセージに従って設定すると、単語が削除されます。 

籲処理画面一例 

単語の削除は、次のような画面で行います。 


DI CM コマンド Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19XX - 

単語削除 

かな見出しぱそこん 

削除単語 wmsBssasBBa^m 


参考 

どのような単語が登録されているかは、 「 B .5 辞書の一覧」で調べること 
ができます。 


さ 

だ 

く 

て 

f l 
をす 
一ま 
キり 
、ノ戻 
い一に 
さ夕理 
だリ処 

く、の 
てし前 
し^と 
定選す 
指を押 
を目を 

里でキ 
る 一 C 
すキ S 
除印 E 
1 ( 
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付録 B 辞書ファイル保守ユーテイリテイ （ DICM ) 


B .5 辞書の一覧 

辞書の一覧は、辞書ファイルに登録されている単語を、画面に表示したりプリ 
ンタに出力する機能です。辞書ファイルに登録されている単語を確かめたり、不 
必要になったユーザー登録単語を連続して削除する際に先だって使用します。 

辞書の一覧は、次の手順で表示します。 

1. DICM のメニュー画面で、「辞書の一覧」を選択します。 

2. 開始見出しを指定します。 

開始見出しは、表示（またはプリンタ出力）したい範囲の最初の単語です。 

3. 終了見出しを指定します。 

終了見出しは、表示（またはプリンタ出力）したい範囲の最後の単語です。 

4. プリンタに出力するかどうかを指*定します。 

以上を画面のメッセージに従って設定すると、辞書が一覧表示されます。 

馨出力画面一例 

辞書の一覧は、次のような画面が出力されます。 



表示を一時停止したいときには、1 ctrl ] +1 s ] キーを押してください。表示を 
再開するときは、もう一度同じ操作をします。 

出力の途中で一覧表示を中止したいときは、キーを押してから、リター 
ンキーを押してください。 
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巳. 5 辞書の一覧 


例： 「のぎへん」の 場合 


注意 

•見出しは、16文字以内で、アルファベット、かな、数字、記号で入力しま 
す（アスタリスク記号''*"と感嘆符、、！"は入力できません）。 

♦見出しの範囲は、アルファベット順、または五十音順で指定します。 

• 開始見出しに何も入力しないでリターンキーを押すと、ファイルの先頭か 
ら一覧表示が始まります^ 

籲見出しの入力に誤りがある場合は、ブザーが鳴り、「入力に誤りがありま 
す」というメッセージが表示され、再び開始見出しの入力に戻ります。 


参考 

開始見出しと終了見出しの指定は、あいまいでもかまいません。たとえば、 
単語の先頭が「あ」の単語を一覧表示するには、開始見出しを「あ」、終了見出 
しを「あんん」のように指定できます。この場合、「あんん……」というような 
単語は元々存在しませんが、「あん」だけでは、「案件（あんけん）」のような 
単語が表示されません。少々余計な単語が表示されますが、「あ」から「い」と 
指定してもよいでしょう。 


郵便番号はかな見出し数字3文字で、部首はかな見出しの先頭が「°」（全角の半 
濁音）で登録されています。 

例：郵便番号の場合 


対封-?^対-対対対対 
固适固®固固固固固固固固 

\\\\\\\\\\\\ 


村村 匿 
置轉島町原村斟田田 

代ヶ津島蔵島 t — 丈 
Ml# 削 S 次外渐 ?yv_y: 

一呈丞里里丞巫丞里丞丞丞眾 
貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝 


0 0 


\\\\\\\\\\\ 
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付録 B 辞書ファイル保守ユーテイリテイ （ DICM ) 


B .6 辞書のマージ 

2つの辞書ファイルをまとめて、1つの辞書ファイルにする処理を「辞書のマー 
ジ」と呼びます。 

たとえば、職場と家庭で2台のコンピュータを使用している場合、両方の辞書 
ファイルには異なる単語が登録されることでしょう。このような場合は、ときど 
き2つの辞書をマージして（まとめて）同じ内容の辞書にすると便利です。 

辞書のマージでは、次のファイルを使用します。 


マスタ辞書ファイル 

DICM の起動時に指定した辞書ファイルです。 

入カファイル 

辞書マージ画面で指定する辞書ファイルです。指定できるのは、 DICM の起動 
時に指定できるファイルです （「 B .2 DICM の起動」参照）。 

出カファイル 

マスタ辞書ファイルと入カファイルのマージで作成される新しい辞書フアイル 
です。以後は、この辞書ファイルを使用します。 

辞書は、次の手順でマージします。 

1. DICM のメニュー画面で、「辞書のマージ」を選択します。 

2. 入カファイル名を指定します。 

3. 出カファイル名を指定します。 

4. 出カファイル中の空きエリアを何パーセントほど用意するかを指定します。 

5. プリンタ出力をするかどうかを選択します。 

以上を画面のメッセージに従って設定すると、辞書がマージされます。 
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巳. 7 辞書再編成 


A: 猁 ECAI.NEW 
4096 Byte 
1024 Byte 


tt 

$ 

()1 

0 

026 

041 

060 

077 

089 

1 

150 

198 

2 

238 

262 

297 


♦マージ処理中画面一例 

辞書のマージ中は、次のような画面が出力されます。 


参考 

空きエリアとは、ユーザーが単語を登録する部分で（辞書に白紙がついて 
いると考えればよいでしょう）、〇〜30%の範囲（標準的には15% くらい）で 
指定できます。 

数字を入力しないでリターンキーのみを押すと、15%の空きエリアが用意 
されます。 

なお、空きエリアの大きさは、 「 B .7 辞書再編成」で後から広げることも 
できます。 

NECDIC . SYS ファイルの大きさの上限は、 686 K バイトです。この値を超 
えて単語の表示を行ったり、空きェリアを広げることはできません。 


B .7 辞書再編成 

辞書再編成とは、ユーザーが単語を登録する空きエリアの現在の状況を調べた 
り、辞書ファイルに新しく空きエリアを用意する作業です。新しい空きエリアを 
用意する作業は、単語を登録しようとして、「登録するための領域が足りません」 
「読みを登録するページがありません」というメッセージが表示された場合に行い 
ます。 

辞書は、次の手順で再編成します。 


8Z9X9Z9I420Z 1Z 0Z4Z8X6Z 欲 0Z4 1Z 拟砣 8Z 
999982222241292227 

eeeeeeeeeeeeeeee 6 S 
tttttttttttttttttt 

BBBBBBBBBBBBBBBBBB 
041616166614240848928000126825101000 
000082222242292228 

777777777777777777 
含含含•含含##李含 f 含含 f f ぎ含 

亡 l4P UP UP UP UP UP UP UP UP UP UP 0 UD UP UP UP こ 

2111334970 J1 400 J 4493 
2 p-1* 1111i 4 5 3 2 2 


ノノ ノノ ノノ ノ ノノ/ノノ ノノ ノノ ノノ 


ス しししししししししししししししししし 
. ィ ID 〕： 0 〕〕 LU 〕〕〕 LU 〕 UJ 〕 UJ 〕〕〕 UJ 〕〕〕 3 Imp 〕： 0111 D 〕 
サ 見見見見見見見見見見見見見見見見見見 

ズ 

7 ^/ 012 3 456789010 J 34567 

- 〆 Z 1 - 1 * 1 * 1 * 1 * II 1 * 1 

名クサ 
ルツ 


ノ ZTS ZTN / T"S ZT*S 


ーン' < へへへへへへへへへへへへへへへへ 
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付録 B 辞書ファイル保守ユーテイリテイ （DICM) 


A:¥NECAI.NEW 
4096 Byte 
1024 

640 Page 


1 

レ 11 一卜！ 

，， 

レ]-卜:髮 

tt 

レ]-卜 W 

$ 

レ]-卜！ 

()1 


0 

レ]-卜,赛 

026 

レ]-卜勢 

041 

レ]-卜：:謹 

060 

レ]十. if 

077 


089 

レ]十 if 

1 

レ]-卜| 

150 


198 

レ]-卜 f 

2 


238 

レ]-卜 i 

262 

レ]-卜:_ 

297 

レ]-卜 i 


2 

空きエリア 1004 Byte ( 

98Z ； 

1 

窒き I リア 1016 Byte 

: 99 各 

1 

童き I リア 1016 Byte ( 

99；( 

1 

室きエリア 1016 Byte ( 

' 99Z 

23 

23 

14 

空きエリア 
牵きエリア 
童きエリア 

866 Byte ( 
214 Byte ( 
224 Byte ( 

: SAl\ 

20Z 

21Z 

19 

室きエリア 

208 Byte ( 

巧 

17 

室きエリア 
室きエリア 
室きエリア 

248 Byte ( 

, 241 

12 

292 Byte ( 

287 。 

11 

480 Byte ( 

467 。 

44 

奉きエリア 

200 Byte ( 

: 益: 

50 

童き I リア 

212 Byte ( 

2 

窒きエリア 

968 Byte { 

, 94Z ( 

34 

窒きエリア 
室きエリア 
室きエリア 

225 Byte < 

2U 

24 

210 Byte ( 

20Z 

29 

210 Byte « 

207 。 

3 

室き I リア 

800 Byte ( 

、观 . 


1. DICM のメニュー画面で、「辞書再編成」を選択します。 

2. 空きエリアの現状報告をするかどうかを選択します。 

「はい」と指定すると、空きエリアの報告が画面表示（あるいはプリンタ出力 
も）されます。 

3. 再編成して作成する、新しい辞書ファイル名（出カファイル名）を指定します。 

4. 空きエリアを何パーセント用意するかを指定します。 

空きエリアの指定は、 「 B .6 辞書のマージ」と同じです。 

5. 新しい辞書ファイルの状況報告を、プリンタに出力するかどうかを選択します。 

以上を画面のメッセージに従って設定すると、新しい辞書ファイルの状況報告 
が画面表示（あるいはプリンタ出力も）され、辞書が再編成されます。 

* 出力画面一例 

空きエリアの報告中や辞書再編成中は、次のような画面が（あるいはプリンタ 
にも）出力されます。 


参考 

数字を入力しないでリターンキーのみを押すと、15%の空きエリアが用意 
されます。 

NECDIC . SYS ファイルの大きさの上限は、 686 K バイトです。この値を超 
えて単語の登録を行ったり、空きエリアを広げることはできません。 


ス 

ノ -1 

サ 

ズ 
ス "Y 

名クサ数 
ルツジ 
V テジー 

1 


しししししししししししししししししし 
見見見見見見見見見見見見見見見見見見 


'TN Z7N ZTN 'TN 'TN Z7N /TN/TN 'TN Z7N ZTN Z7N Z7N 'TN 

I I 确 I I I I I I I I I I I I I I I 

00<*6006 办 40 办〇 <> 0<>000 

wcr へへへ'へへへへへ' w 
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ユーザー定義文字保守ユーティリティ ( USKCGM ) 


ユーザー定義文字保守ユーティリティ （ USKCGM ) は、システムに登録されていない文字や記号を、 
ユーザーが独自に作成してシステムに登録するためのプログラムです。 

ユーザーが作成した文字や記号は、画面に表示したり、プリンタで印字することもできます。 


C .1 ユーザー定義文字とは 

画面に表示される文字や、プリンタで印字される文字は、、'ドット〃と呼ばれる 
小さい点で構成されています。1文字を構成するドットの数は、 ノーマル モード 
と ハイ レゾリユーシヨンモードで異なります 0 

ユーザーが このドットによって作成する文字や記号は ユーザー 定義文字〃と呼 
ばれ、 ユーザー 定義文字 ユーティ リ ティ （ USKCGM ) によって作成することが で 
きます。一度登録した ユーザー 定義文字はファイルとして保存され、以後は自由 
に画面に表示したり、プリンタで印字できるようになります。 

ユーザー定義文字の大きさ、保存される標準的なファイル名は、次のようになっ 
ています。 


機種 

画面 

プリンタ 

サイズ 

ファイル名 

サイズ 

ファイル名 

ノーマルモード 

16 X 16 

USKCG 16 .SYS 

24 X 24 

USKCG 24 .SYS 

ハイレゾリユー シヨ ンモード 

24 X 24 

USKCG 24 .SYS 

左に同じ 


上記ファイル名は、 MS - DOS の標準的なファイル名です。 USKCGM で作成、 
保存したファイルであれば、上記以外のファイル名でも使用できます。 

これらのファイルが MS - DOS を起動するデイスクのルートディレクトリにあ 
ると、ユーザー定義文字は自動的にシステムに登録されます。 

また、プリンタ用に登録できるユーザー定義文字の数は、プリンタの機種によっ 
て異なります。詳しくはプリンタのマニュアルを参照してください。 
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付録 C ユーザー定義文字保守ユーティリティ （ USKCGM ) 


機種 

文字数 

JIS コード範囲 （16 進) 

PC -9800 シリーズ 

PC - H 98 

188 

219 

7621〜 767 E 、 7721〜 777 E 

7621〜 767 E 、 7721〜 777 E 、 

7821〜 783 F 


C .2 USKCGM の起動 

USKCGM を起動するには、コマンドプロンプトから次のように入力します。 

USKCGM 

USKCGM が起動すると、次のようなメニュー画面が表示されます a 


USKCGM コマンド 


機能選択 


Uer X X v 

- Copyright (C) NEC Corporation 19XX,19XX - 


ユーザー! 


vm^saaemm 

ユーザー定義文字ファイルの更新 
システムの更新 
システムへの登録 
プリンタへの登錄 
終 了 


矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 


この画面で、これから使用したい機能を選択します。各機能は、次のような働 
きをします。 


• ユーザー定義文字ファイルの作成 

新しいユーザー定義文字フアイルを作成します。 

• ユーザー定義文字ファイルの更新 

すでに作成したユーザー定義文字フアイルを編集します。 


癱システムの更新 

すでに本体内のメモリに読み込まれたユーザー定義文字を変更します。なお、 
変更結果はユーザー定義文字ファイルには反映されません。 
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C.3 ユーザー定義文字の作り方 


• システムへの登録 

ユーザー定義文字ファイルの内容を本体内のメモリに登録します。ユーザー定 
義文字を画面に表示できるようになります。 

♦プリンタへの登録 

ユーザー定義文字ファイルの内容をプリンタに登録します。ユーザー定義文字 
をプリンタで印字できるようになります。 

[U LU キーで目的の機能を反転表示させ、リターンキーを押してください。 


C .3 ユーザー定義文字の作り方 

ューザー定義文字を作成する手順は、初めて作成する場合と、すでに作成して 
ユーザー定義文字ファイルがある場合で、若干異なります。 

•初めて作成する場合 

USKCGM のメニュー画面で「ユーザー定義文字ファイルの作成」を選択します。 
以後の操作は、「初めてユーザー定義文字を作る場合」と「ユーザー定義文字の編 
集」へ進んでください。 

• すでにユーザー定義文字ファイルがある場合 

USKCGM のメニュー画面で「ユーザー定義文字 ファ イルの更新」を選択します。 
以後の操作は、「ユーザー定義文字 ファ イ ルの 更新」と「ユーザー定義文字の編集」 
へ進んでください。 

■初めてユーザー定義文字を作る場合 

初めてユーザー定義文字を作成する場合は、 USKCGM のメニュー画面で「ユー 
ザー定義文字ファイルの作成」を選択します。これから作成する文字の大きさと、 
作成したユーザー定義文字を記録するファイル名を指定してから、文字を作り 
ます。 


① USKCGM のメニュー画面で「ユーザー定義文字 ファ イ ルの 作成」を選択す 
ると、次のような画面が表示されます。これから作成する文字の大きさを 
選択してリターンキーを押してください。 
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付録 C ユーザー定義文字保守ユーティリティ （USKCGM) 


USKCGM コマンド 


Uer. X.XX 


ユーザー 定義文字 ファイルの 作成 
文字バターンサイズ tmsraa 


Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19XX - 


出カファイル名 



ット)蒸鼷“故押してください 


機龍選択画面に戻ります） 


0 0の矢印キーで、作成する文字の大きさを選択します。 

• 16 ドット 

ノーマルモードで画面に表示するユーザー定義文字を作成する場合に選択 
します。 

• 24ドット 

ハイレゾリユーシヨンモードの場合、あるいはノーマルモードのフ。リンタ 

用ユーザー定義文字を作成する場合に選択します。 


参考 

ノーマルモードでは、画面表示用のユーザー定義文字ファイルと、プリン 
夕印字用のユーザー定義文字フアイルの2種類を作る必要があります。 


②作成するユーザー定義文字を記録する出カファイル名（ユーザー定義文字 
ファイル名）を入力してリターンキーを押します。 
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C .3 ユーザー定義文字の作り方 


USKCGM コマンド Uer . X.XX 


ユーザー定義文字ファイルの作成 
文字バタ〜ンサイズ 16ドット 


Copyright ( C ) NEC Corporation 19 XX .19 XX - 


出カファイル名 aiasci^iaiaSS 



> 


ファイル名を省略してリターンキーのみを押した場合は、文字パターンサ 
イズによって、次のような名前のファイルがカレントドライブのルートデイ 
レクトリに自動的に作成されます。 


•16 ドットの場合 . USKCG 16 .SYS 

•24 ドットの場合 . USKCG 24 .SYS 

③出カファイル名を入力すると、次のような確認を求めるメッセージが表示 
されます。 


( ESC キーを押すと処理を中止し、機能選択画面に戻ります） 
よろしいですか ( Y / N ): 


- ® を選択 

①からの処理に戻ります。 

• (3 を選択 

ユーザー定義文字の作成画面が表示されます。以後の操作は、「ユーザー定 
義文字の編集」へ進んでください。 
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付録 C ユーザー定義文字保守ユーテイリテイ （USKCGM) 


■ユーザー定義文字ファイルの更新 

すでにユーザー定義文字ファイルがある場合は、ユーザー定義文字ファイルの 
更新となります。 

① USKCGM のメニュー画面で「ユーザー定義文字ファイルの更新」を選択す 
ると、次のような画面が表示されます。入力の対象を選択してリターンキー 
を押します。 


USKCGM コマンド 


ユーザー定義文字ファイルの更新 

入力対象 hskBii! 


Uer X XX 

— Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19XX - 


入カファイル名 


¥USKCG16.SY ： 


出カファイル名 關_【嫩袋 


C I ： SC キーを押すと処理を : 中止し、機能選択画面に戻ります） 
mm § n システム 


「ファイル」を選択した場合 

そのファイルがディスクから読み込まれ、ユーザー定義文字を編集できる 
ようになります。 

「システム」を選択した場合 

現在システムに登録されているユーザー定義文字を修正、追加して、ファ 
イルに記録できるようになります。この場合は、③へ進んでください。 


参考 

以前の USKCGM で作成したユーザー定義文字ファイル ( USKCG . SYS ) 
も、入カファイルにすることができます。この場合は、③で指定する出カファ 
イル名を 「 USKCG 16. SYS 」 または「 USKCG 24. SYS 」 として更新すれば、以 
後、システム起動時の自動ユーザー定義文字登録用ファイルになります 
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C .3 ユーザー定義文字の作り方 


②①で「ファイル」を選択した場合は、入カファイル名を指定します。 


令脇找 I 織織虻(繼 M 趨 I ® 醬 f となります) 


編集したいユーザー定義文字ファイル名を入力してリターンキーを押しま 
す。ファイル名を入力せずにリターンキーのみを押した場合は、画面に表 
示されているファイルが編集の対象となります。 

③編集後のユーザー定義文字を記録する出カファイル名（ユーザー定義文字 
ファイル名）を指定します0 


t 親找鉍瑰 i 繼だ鼸となります) 


ユーザー定義文字を記録するファイル名を入力してリターンキーを押しま 
す。ファイル名を入力せずにリターン.キーのみを押した場合は、画面に表 
示されているファイルに編集結果が保存されます。 


参考 

ユーザー定義文字を追力卩したり修正する場合、通常は入カファイル名と出 
カファイル名を同じ名前にします。 


497 









付録 C ユーザー 定義文字保守 ユー テイリテイ （USKCGM) 


④以上の設定が終了してリターンキーを押すと、確認を求めるメッセージが 
表示されます。 


( ESC キーを押すと処理を中止し、機能選択画面に戻ります） 
よろしいですか (V/N) : 


• ©を選択 

①からの処理に戻ります。 

• 0を選択 

ユーザー定義文字の作成画面が表示されます。メッセージに従ってなにか 
キーを押すと 、 USKCGM のメニュー画面に戻ります。 

■ユーザー定義文字の編集 

「ユーザー定義文字ファイルの作成」や「ユーザー定義文字ファイルの更新」で、 
入カファイル名や出カファイル名などの設定が終了すると、ユーザー定義文字を 
編集する次のような画面が表示されます。 


USKCGM Uer. X.XX 

現在のコード：7论1 

文字パターン： 


N :前進 

0 :オフ 

B ••後進 

1 :オン 

C :削除 

T ： 上へ 

R :反転 

i ： 下へ 

S : 参照 

卜：左へ 

E :終了 

十右へ 

ESC: 処理中止 

H : ホーム 



JIS コード： 

(7621-767E, 7721 -T77E) 


画面の左上には、これから編集（作成）するユーザー定義文字の文字コードが「現 
在の文字コード」の欄に、実際に表示される様子が「文字ノ、。ターン」の欄に表示さ 
れています。 
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C.3 ユーザー定義文字の作り方 


最初に、編集（作成）するユーザー定義文字の JIS コードを © キーまたは回 
キーで指定して、ユーザー定義文字を編集します。 

注意 

• ノーマルモードでは、24ドットの文字パターンは表示されません。 

•ハイレゾリューションモードでは、16ドットの文字パターンは表示されま 
せん。 


ユーザー定義文字の編集画面では、次のキーを使用してユーザー定義文字を編 
集（作成）します。 


キー 

機能 

説明 


前進 

編集するユーザー定義文字のコード番号を1つ大きくしま 
す。 

回 

後進 

編集するユーザー定義文字のコード番号を1つ小さくしま 
す。 

回 

削除 

現在のコードのユーザー定義文字を削除します。 


反転 

編集しているユーザー定義文字の白いドットと黒いドット 
を反転させます。 

© 

参照 

システムで用意している文字や、すでに作成したユーザー 
定義文字をコピーして、拡大図と文字パターンに表示しま 
す。これから作成する文字や記号と似たものがある場合に 
使用すると便利です。画面左下の JIS コードの欄に、参照 
したい文字の JIS コードを入力します。 

© 

終了 

ユーザー定義文字の編集（作成）を終了して、ファイルを更 
新します。 


オフ 

拡大表示部のカーソノレ位置のドットをオフ（黒）にします。 


オン 

拡大表示部のカーソル位置のドットをオン（白）にします。 

CD 

上へ 

拡大表示部のカーソルを1ドット上に移動します。 

m 

下へ 

拡大表示部のカーソルを1ドット下に移動します。 

Q 

左へ 

拡大表示部のカーソルを1ドット左に移動します。 

日 

右へ 

拡大表示部のカーソルを1ドット右に移動します。 

© 

ホーム 

拡大表示部のカーソルを、左上隅へ移動します。 

(ESC ) 

処理中止 

ユーザー定義文字の編集を中止して、 USKCGM のメニュー 
画面へ戻ります。 
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付録 C ユーザー定義文字保守ユーテイリテイ （USKCGM) 


C .4 ユーザー 定義文字をシステムやプリンタに登録する 

作成した、、ユーザー定義文字〃を画面に表示したりプリンタで印字するには、次 
の2つの方法のうちのどちらかで、、ユーザー定義文字〃を登録します。 

• MS - DOS の起動時に自動的に登録する 
. USKCGM を使用して登録する 

なお、使用できるプリンタは24ドット系のプリンタ （ PC - PR 201、 101など）で 
す。印字できる文字は JIS コードで 7621 H 〜 7674 H の範囲の84文字です。 


注意 

•プリンタで使用できるユーザー定義文字ファイルは USKCG 24. SYS のみ 
です。 

• ノーマルモー ド機で ユーザー 定義文字を画面表示とプリンタの印字の両方 
で使用する場合には、 USKCG 16. SYS と USKCGM 24. SYS の両方を作成 
してください。 

•16 ドット系のプリンタでは、ユーザー定義文字は使用できません。 

参照パ界叮⑶コマ また、プリンタ用のユーザー定義文字を登録する前に、 SWITCH コマンドを 

ンド"►第1部第 2 章使用して「プリンタタイプ」に「24ドット系」を指定しておく必要があります。 
「 SWITCH コマンド」 

■ MS - DOS の起動時に自動的に登録する方法 

常にユーザー定義文字を使用する場合は、 MS - DOS の起動時に登録する方法 
が便利です。 

籲システムに登録 

ユーザー定義文字 ファ イルが、 MS - DOS を起動するディスクのルートディレク 
トリに存在すると、 MS - DOS は自動的にそれを読み込みますので、起動後はい 
つでもユーザー定義文字を使用できるようになります。 

參プリンタに登録 

MS - DOS を起動するディスクの CONFIG . SYS に次の1行を追加します。 

DEVICE = PRINT.SYS /U 

このようにしておいて、 USKCGM で作成したユーザー定義文字ファイル 
( USKCGM 24. SYS ) が、 MS - DOS を起動するディスクのルートディレクトリに 
存在すると、 MS - DOS は自動的にそれを読み込みますので、起動後はいつでも 
ユーザー定義文字を使用できるようになります。 
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C .4 ユーザー定義文字をシステムやプリンタに登録する 


なお、使用するプリンタが85文字以上の外字をサポートしている場合は 、 /UL 
スイッチを指定すると188文字（本体が POH 98 シリーズの場合は219文字）に 
拡張できます。 


■ USKCGM を使用して登録する方法 

MS - DOS を起動した後でユーザー定義文字を表示/印字できるようにしたり、 
使用中のユーザー定義文字ファイルを切り換えたいときは、 USKCGM を使用し 
ます。 


籲システムに登録 

USKCGM のメニュー画面で「システムへの登録」を選択して、使用したいユー 
ザー定義文字ファイルを指定します。 

鲁プリンタに登録 

USKCGM のメニュー画面で「プリンタへの登録」を選択して、ファイルまたは 
使用したいユーザー定義文字フアイルを指定します。 


501 












付録 



日本語入カキーの変更 ( NECAIKEY ) 


日本語入力機能では、変換などにファンクションキーを使用します。しかし、アプリケーションプロ 
グラムによっては、日本語入力機能と同じファンクションキーを使用するために、プログラムが正しく 
動作しなくなる場合があります。 

このような場合のために、日本語入力機能では、日本語入カキー設定プログラム （ NECAIKEY ) を使 
用して、ファンクションキーの機能を変更することができます。 

D .1 日本語入カキーファイルの作り方 

ここでは、 NECAIKEY コマンドで日本語入カキーファイルを作成する方法を 
解説します。 

例として、ひらがな変換の機能を、 厂卜11 キーに設定してみます。 

① コマンドプロンプトから次のように入力します。 

NECAIKEY 

② NECAIKEY コマンドが起動すると、次のような画面が表示されます。 
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( C ) NEC Corporation 19 XX .19 XX - 


一 日本語入カキー設定コマンド 

日本語入カキーの更新 


Uer . X.XX 
- Copyright 



f*l 

f -2 

f .3 

f -4 

f -5 


mm 





SHIFT + 






CTRL + 







f .6 

f .7 

f.S 

f .9 

f -10 


ひら変 

カナ変 

英数変 

半角変 

拡張 

SHIFT + 

ひら 

カナ 

英数 

全/半 

コード 

CTRL + 









付録 D 日本語入カキーの変更 (NECAIKEY) 


③ 入カファイル名を指定します。初めて作成する場合は日本語入カキーファ 
イルが存在しないしので、新規にファイルを作成するためにリターンキー 
を押します。 

④ 次に、出カファイル名を指定します。作成する日本語入カキーファイルの 
名前が、 NECAIKEY . DAT でかまわなければ、リターンキーを押します。 



⑤日本語入力で使用するファンクションキーの設定画面に変わります。この 
画面には、現在のファンクションキーの設定状況も表示されています。 


1 


力 

/ J 力入 \ 
入入力角力 r 


変塞入入力角カユ 
しなナ畫なナ入 f - 
なが力 { ffM が力字/ドメ 
能ら夕—ら夕数角一張 
機ひ力英半ひ力英全 n 拡 

01234567890 


さ 

だ 

く 

て 

し 

押 

を 

\ 

キ 

ン 

i 

夕 

U 
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設定を変更したいファンクションキーを選択します。 LU [〇 (3[ nJ キー 
を押して反転表示を移動し、リターンキーを押して選択してください。こ 






























D .1 日本語入カキーファイルの作り方 


日本語入カキー設定コマンド Uer. X.XX 

- Copyr I ghl 


日本語入カキーの更新 
f.l f.2 


f-3 


f-4 


f-5 


SHIFT+ 
CTR し + 


f.6 


f-7 


f.8 


f-9 


f-10 


SHIFT+ 
CTRL + 


ひら変 

カナ変 

英数変 

半角変 

拡張 

ひら 

カナ 

英数 

全/半 

コード 







德忠 4 紹:變 ur : 

キーの 機能： 


こでは 「卜1〕 キーを反転表示させ、リターンキーを押します。 

⑥ ファンクションキーを 選択すると、 メニューカーソルは 次の画面のように 
右側の機能一覧に移ります。 


画面に表示される項目名と、機能の関係は次のとおりです。 


先ほど選択したファンクションキーに割り当てたい機能を選択します。 
〇0キーで割り当てたい機能を反転表示し、リターンキーを押しま 
す。ここでは、「ひらがな変換」を選択します。 

⑦ ファンクション キーへの機能の割り当てが終了したら、 メニュー カーソル 
を「終了」に重ねてリターンキーを押します。これで NECAIKEY コマン 
ドが終了し、 NECAIKEY . DAT という日本語入カキーファイルが作成さ 
れました。 


項 

目 

機育巨 

ひらがな変換 

(ひら変） 

ひらがなに変換します。 

カタカナ変換 

(カナ変） 

カタカナに変換します。 

英数字変換 

(英数変) 

ローマ字入力の際に、ひらがなに変換された入力 
をアルファベットに戻します。 

半角変換 

(半角変） 

半角の英数、カタカナに変換します。 

ひらがな入力 

(ひら） 

タイプした読みがなを、ひらがなで表示します。 

カタカナ入力 

(カナ） 

タイプした文字を、カタカナで表示します。 

英数字入力 

(英数） 

タイプした文字を、アルファベットで表示します。 

全角/半角 

(全/半） 

全角入力と半角入力を切り換えます。 

コード入力 

(コード） 

文字コード番号を切り換えます。 

拡張メニュー 

(拡張） 

拡張機能です。 


5ナル 


変変変変」 
らナ 


ひ力〗央半ひ力. 



t I _ 力力入一 
ra 穿震入入力角カユ 
poH なナ亦鏡なナ入— 
or 因が力_が力字/ドメ 
C 纖ら夕醫ら夕»角一張 
ECIgf ひ力英半ひ力英全コ拡 
C)NS 


*23456789 


0 


さ 

だ 

く 

て 

し 

押 

を 

キ 
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付録 D 日本語入カキーの変更 （ NECAIKEY ) 


D .2 日本語入カキーの変更 


参照 •CONFIG.SYS 
の編集-►第1部第2章 
「 CUSTOM コマンド」 


ファンクションキーの機能を変更するには、 CONFIG . SYS または ADDDRV 
コマンドで日本語入カフロントエンドプロセッサを組み込む際に、次のように日 
本語入カキーファイルを指定します。 


DEVICE=A : ¥DOS¥KKCFUNC.SYS 

DEVICE=A : ¥D0S¥NECAIK1.DRV /F= 〈日本語入カキーファイル名〉 
DEVICE=A : ¥D0S¥NECAIK2.DRV NECAI.SYS 

ここで、く日本語入カキーファイル名〉には NECAIKEY コマンドで作成した 
ファイル名を指定します。省略すると、 NECAIKEY . DAT を指定したことにな 
ります。該当するファイルが見つからない場合、ファンクションキーの機能は初 
期設定の状態になります。 

なお、 MS - DOS 3.3 B と同様のファンクションキー機能を設定した日本語入力 
キーファイル 、、 NECAI 33. DAT " があらかじめ用意されています。 
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付録 E 

アスキ ー コ ー ド 


ここでは、 MS - DOS で文字を表現する方法として使用されているやアスキーコード〃について解説し 
ます。 


E .1 アスキーコード 

MS - DOS の内部では、文字を扱う方法として、'アスキーコード"と呼ばれるも 
のを使用しています。 

コンピュータでは文字を形として扱うのではなく、文字のひとつひとつにコー 
ド（番号）を付けておき、そのコードで文字を呼び出すことによって画面に文字を 
表示したり、コードを並べてファイルとして、ディスクに保存しています。 

アスキーコードは1バイトで表現されますが、1バイトでは256種類のコード 
を扱うことができます。 MS - DOS では漢字を扱うこともできますが、漢字は数が 
多く 256種類の中には収まりませんので、2バイトでひとつの文字を表すことに 
なっています。 
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付録 E アスキーコード 


アスキーコードによる文字とコードは、次の表のように対応しています。 


上位 4 ビットー* 



0 

1 

~2 

3 

4 

5 

6 

7 l 

J 9 

A 


~c^ 

D 

E 

F 

0 


D 

E 


0 

@ 

P 


p 

丄 


— 

T 

二 


X 

1 

S 

H 

D 

1 

I 

1 

A 

Q 

a 

q ■ 

■— 

「 

0 

ァ 


厶 


_ 

円 

2 

S 

X 

D 

2 

M 

2 

B 

R 

b 

r ■ 

U~ 


厂 


、、j 

メ 

一 

— 

年 

3 

E 

X 

D 

3 

T 

3 

C 

S 

c 

s c 

t 

— 

J 


テ 

モ 

一 


月 

4 

E 

T 

D 

4 

y 

4 

D 

T 

d 


C 


N 

ェ 

T 

ヤ 


日 

5 

E 

Q 

N 

K 

% 

5 

E 

U 

e 

u! 


• 

7 


ユ 


時 

6 

A 

K 

S 

N 

& 

6 

F 

V 

f 

V 

1 


ヲ 

I 

一 

3 

¥ 

7 

B 

L 

E 

B 


7 

G 

W 

g 

w 

ri 

ァ 

V 

ヌ 

ラ 


秒 

8 

B 

S 

C 

N 

( 

8 

H 

X 

h 

X 

r 

ィ 

ク 

ネ 

リ 



9 

H 

T 

E 

M 

) 

9 

1 

Y 

i 

y 

— i 


ゥ 

ヶ 

ノ 

ル 



A 

し 

F 

S 

B 

氺 

. 

J 

Z 

j 

z 


: 

ェ 

=1 

ハ 

レ 



B 

H 

M 

E 

C 



K 


k 


j 

才 


ヒ 

□ 



C 

C 

し 

— > 


< 

L 

¥ 

1 

I 

—r 

ャ 

シ 

フ 

つ 


\ 

D 

C 

R 

< — 

— 

— 

M 


m 

} 



JL 

ス 

へ 

ン 



E 

S 

0 

个 

• 

> 

N 

A 

门 




B 

セ 

"S' 

ぐ 



F 

S 

1 

ル 

7 

? 

〇 


0 


ーノ 

ヅ 

ソ 

7 

〇 




この表では16進数で文字とコードを対応させています。 

たとえば、 M 1 H " というコードは上位4ビットが M " 、下位4ビットが ' で 
すので、〃という文字を表していることになります。ちなみに、 M 1 H 〃の \' H 〃 
は16進数であることを表す記号です。 

また、アスキーコードは次のように分類されています。 


00 H 〜 1FH 、 7FH . コント ロ ールコード（後述） 

20H 〜 7EH . 半角英数字 

80H 〜 9FH . グラフィック文字またはシフト JIS コードの 1 バ 

ィト目 

A0H 〜 DFH . 半角カタカナ 

E0H 〜 FFH . グラフィック文字またはシフト JIS コードの 1 バ 

イト目 


下位4ビッ uW . 
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E .2 コントロールコード 


E .2 コン トロールコード 

アスキーコードの中には文字だけでなく、画面の表示を制御する''コントロー 
ルコード"と呼ばれる特別なものが含まれています。文字を画面に出力すると文 
字を表示しますが、コントロールコードを画面に出力すると、ベルを鳴らしたり、 
後述するエスケープシーケンスを併用して文字に色を付けることができます。 


コントロー ルコード表 


コード 

入力方法 

内容 

07H 

(CTRL つ + (GJ 

ベルを 鳴らします （ BEL) 

08H 

1 CTRL j + IJHj 

バックスペース (BS) 

09H 

「CTRL ) + (J) 

水平タブ文字 (HT) 

0AH 

fCTRL ) + L0 

改行 (LF) 

0BH 

「CTRL J + © 

垂直タブ文字 （ VT ) 

0CH 

「CTRL ) + 0 

書式送り (FF) 

0DH 

(CTRL ) + @ 

復帰 (CR) 

1AH 

(CTRL ) + |T) 

フアイルの終端 

1BH 

(CTRL ) + [FI 

エスケープコード 


コントロールコー ドを入力するには、表にあるように fCTRL ] キーを押しながら 
文字キーを押します。スクリーン エディタ ( SEDIT ) で コントロールコー ドを入力 
する場合には、 r ^ r ]+ rvi キーを押してから入力してください。 
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エスケープシーケンス 



コントロールコー ドは画面の単純な制御しか行うことができませんが、エスケープシーケンスを使用 
すると、文字に色を付けるなど、さらに高度な画面制御を行うことができます。 


F .1 PC - 9800シリーズのエスケープシーケンス 


PC -9800 シリ ーズで使用可能な エスケープシーケンスは、次の表の よ うになつ 
ています。ここで、 ' ESC " はエスケープコード （1 BH ) を表し、 パラメータ pn 、 pi 、 
pc、ps は 10進数の数字を表して います。 


コード 

機能 

ESC [ pl;pcH 

カーソルを pi 行 pc カラムに移動します。 

ESC Lpl；pcf 

同上。 

ESC=lc 

ESC [ pl ; pcH と同じ機能ですが、1と c には行位置、カラム位 
置に16進数の 20 H を加え、それに該当するアスキーコード 
の文字そのものを指定します。 

ESC [pnA 

カーソルを pn 行上の同ーカラム位置に移動します。 

ESC [pnB 

カーソルを pn 行下の同ーカラム位置に移動します。 

ESC [pnC 

カーソルを pn 文字右に移動します。 

ESC [pnD 

カーソルを pn 文字左に移動します。 

ESC [OJ 

カーソル位置から最終行の右端までをクリアします。 

ESC [1 J 

先頭行の右端からカーソル位置までをクリアします。 

ESC [2 J 

画面全体をクリアし、カーソルをホーム位置まで移動します。 

ESC 氺 

同上。 

ESC [OK 

カーソル位置から行の右端までをクリアします。 

ESC [IK 

行の左端からカーソル位置までをクリアします。 

ESC [2 K 

カーソルが位置する行の左端から右端までをクリアします。 

ESC [pnM 

カーソルが位置する行から下を pn 行削除します。 

ESC [pnL 

カーソルが位置する行の上に pn 行の空白行を挿入します。 

ESC D 

カラム位置をそのままに、カーソルを1行下に移動します。 
力ーソルが最終行にある場合は、1行スクロールアップしま 
す。 
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付録 F エスケープシーケンス 


コード 

機能 

ESCE 

カーソルを 1 行下の左端に移動します。力ーソルが最終行に 
ある場合は、1行スクロールアップします。 

ESCM 

カラム位置をそのままに、カーソルを1行上の行に移動しま 
す。カーソルが最終行にある場合は、1行スクロールダウンし 
ます。 

ESC [s 

ESC [u 

カーソル位置と表示文字の属性をセーブします。 

ESC [ s でセーブした内容をロー ドします。 ESC [ s が実行され 
ていない場合は、ホーム位置と属性の規定値が与えられます。 

ESC [6 n 

ESC )0 

ESC ) 3 

ESC [>51 

ESC [〉5 h 

ESCOlh 

ESC [>11 

ESC [>3 h 

ESC [>3 n 

ESC [>31 

EbC [ ps;...;psm 

カーソル位置を、コンソール入力直後に知らます。 

画面モードを漢字モードにします（規定値）。 

画面モードをグラフィック文字モードにします。 

力ーソルを画面に表示します（規定値）。 

カーソルを画面に表示しません。 

ファンクションキーの内容を画面に表示しません0 

ファンクションキーの内容を画面に表示します（規定値）。 

画面表示行数を20行にします（ノーマルモードのみ）。 

画面の表示行数を31行にします（ハイレゾモードのみ）。 

画面の表示行数を25行にします（規定値）。 

表示文字の属性を設定します。 

<ps の値 > < 内容> 

0 規定値 

1 ハイライト（モノクロのみ） 

2 バーテイカルライン 

4 アンダーライン 

5 ブリンク 

7 リバース 

16(または 8) シークレット（不可視） 

30 黒 

31(または 17) 赤 

32(または 20) 緑 

33(または 21) 黄色 

34(または 18) 青 

35(または 19) 紫 

36(または 22) 水色 

37(または 23) 白 

40 黒反転 

41 赤反転 

42 緑反転 

43 黄色反転 

44 青反転 

45 紫反転 
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F .2 PC - H 98 でのみ使用可能なエスケープシーケンス 


コード 

機能 

ESC [ Pn;...;P 叩 

ESC [” string”;p 

ESC 

[ Pn ;” string”;Pnp 

46 水色反転 

47 白反転 

ESC [に続く最初の1文字に対応するキーに、2番目以降の文 
字、または文字列を割り当てます。 

同上。 

同上。 


PC - H 98 でのみ使用可能なエスケープシーケンス 


PC - H 98 では、拡張されたハードウェア機能を利用するために、使用できるエ 
スケープシーケンスが PC -9800 シリーズより増えています。 

PC - H 98 では次のようなエスケープシーケンスを使用することができます。 


コード 

機能 

ESC [?5 h 

Enable Extended Attribute Mode 


拡張アトリビュートモードにする指示です。このモードでは 
画面の表示文字の色属性をフォアグラウンドカラー（文字色） 

とバックグラウンドカラー（背景色）に分けて指定できるよう 
になります。 

ESC [?51 

Disable Extended Attribute Mode 


標準アトリビュートモードにする指示です。システムの規定 
値はこのモードであり、拡張アトリビュートモードの使用が 
終了したら、必ずこのモードに戻してください。 

ESC Lps; …; psm 

し haracter Attribute 


表示文字に属性を指定します。属性は一度指示すると以降に 
続く表示文字に適用され、次の属性の指定まで有効です。 


パラメータ ps は一度に複数指定できますが、色の指定はその 
内のひとつにする必要があります。 ps には次の値を用います 
が、2つのどれかを指定できるものもあります。 


< ps の値> 

標準モード 拡張モード （*d 


0 

規定の属性 — 


1 

ハイライト（*2) — 


2 

バー亍イカルライン <- 


4 

アンダーライン <- 


5 

ブリンク <- 


7 

リバース <- 


16(または 8) 

シークレット（不可視）— 
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付録 F エスケープシーケンス 


コード 

機能 




30 

黒淡（暗） 

フォアグラウンド 

< — 


31(または 17) 

赤 

<—— 


32(または 20) 

緑 



33(または 21) 

黄色 

<— 


34(または 18) 

青 

< — 


35(または 19) 

紫 

< — 


36(または 22) 

水色 

<r— 


37(または 23) 

白 

<—— 


40 

黒反転 

ノぐンクグラウンド 

旱 


41 

赤反転 

赤 


42 

緑反転 

緑 


43 

黄色反転 

黄色 


44 

青反転 

青 


45 

紫反転 

紫 


46 

水色反転 

水色 


47 

白反転 

白 


規定の属性に戻すには、 ESC [m が適切です。 


(*1)拡張モードは、 ESC[?5h で披張モードにした場合のみ使用可能です。また、拡 
張モードを使用したプログラムは、プログラムの終了時にモードを標準モード 
に戻す必要があります。 

(*2) モノクロのみ 


注意 

春エスケープシーケンスは TYPE コマンドや ECHO コマンドで画面に出力 
することができますが、 エスケープシーケンスの 中にはリダイレクト記号 
と同じ、 Y > "を使用するものがありますので、 ECHO コマン ドを使用する 
場合には注意してください。 
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.. 6 

• • . 6 

¥ . 5 

% . 275 

* . 11 

: . 6,359 

< . 352 

> . 350 

>> . 351 

? . 10 

?= . 372 

@ . 359 

I . 353 

I 減 

16進 データ 入カ キー . 440 

256色オプションボード . 308 

3.5 インチ光ディスク . 81，123,447,453,458 

80286 . 462 

8086 . 462 

□ 

ADDDRV (コマンド） . 16 

ADDDRV 用定義フアイノレ . 48 

AI かな漢字変換ドライバ . 310 

ANK. 232 

APPEND (コマンド） . 18 

Arcada BACKUP . 195 

ASSIGN (コマンド） . 21 

ATTRIB (コマンド） . 24 

AUTOEXEC.BAT . 48 

AUX. 8,43,350 

AUX1. 8,350 

AUX2. 8,350 

AVGDRV .26 

AVGDRV.SYS (デハ*イスドライノく） . 294 

AVSDRV. 27 

AVSDRV.SYS (デバイ ス ドライバ） . 295 

□ 

BACKUP (コマンド） . 28 


BACKUP.LOG. 28 

BAK (拡張子） . 10,89 

BAT (拡張子） . 10，189 

BATKEY ( コマンド） . 260 

BOOT. 129，132 

BREAK ( コマンド） . 31，278 

BUFFERS ( コマンド） . 279 

B 

CALL ( コマンド） . 262 

CD ( コマンド） . 32 

CD-ROM. 183,222,316,447 

CHDIR ( コマンド） . 32 

CHGEV.EXE . 83 

CHKDSK ( コマンド） . 33 

CHKENV ( コマンド） . 35 

CHKFIL.EXE. 216 

CHOICE ( コマンド） . 263 

CLOCK. 8,350 

CLS ( コマンド） .36 

COM (拡張子） . 10，189 

COMMAND ( コマンド） . 37 

COMMAND.COM. 291 

COMSPEC (環境 変数） . 214,291，383 

CON. 8,350 

CONFIG.SYS . 48,365,373 

COPY ( コマンド） .39 

COPY2.30 

COPYA ( コマンド） .43 

COPYCMD (環境 変数） . 39 ， 181，257 

CPU . 185,461 

CRT デイスプレイ …. . 443 

CTTY ( コマンド） . 46 

CUSTOM ( コマンド） . 48 

□ 

DATE ( コマンド） . 51 

DBLSPACE ( コマンド） . 53 

DBLSPACE.BIN . 296,365 

DBLSPACE.LOG. 63 

DBLSPACE.SYS (デノく イスドライ ハつ . 296 

DBLTRANS ( コマンド） . 65 
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DEBUG (コマンド） . 66 

DEFRAG (コマンド） . 67 

DEL (コマンド） . 70 

DELDRV (コマンド） . 72 

DELTREE (コマンド） . 73 

DEVICE (コマンド） . 281 

DEVICEHIGH (コマンド） . 282 

DICM (コマンド） . 74,477 

DIR (コマンド） . 5,75 

DIRCMD (環境変数） . 78 

DISKCOPY (コマンド） . 79 

DMA. 196 

DOS (コマンド） . 284 

DOSDIR. 383 

DOSKEY (コマンド） . 82,340 

DOSSHELL (コマンド） . 83 

DOSSWAP.EXE. 83 

DOS シエノレ . 83,389 

DoubleSpace . 53,296,332 

DoubleSpace 情報（コマンド） . 332 

DPMI (コマンド） . 84 

DRV (拡張子） . 10 

DUMP (コマンド） . 85 

ECHO (コマンド） . 265 

EDLIN (コマンド） . 88 

EMB . 468 

EMM.SYS (デバイスドライバ） . 298 

EMM386 (コマンド） . 98 

EMM386.EXE (デバイスドライバ） . 98,300 

EMS. 465 

EMS メモリ . 466 

EOF コード . 39,44,88 

ERASE (コマンド） . 70 

ERRORLEVEL. 260,263,270 

EXE (拡張子） . 10，189 

EXE2BIN (コマンド） . 100 

EXIT (コマンド） . 38，101 

B 

FASTHELP (コマンド） . 102 

FASTOPEN (コマンド） . 103 

FAT . 455 

FC (コマンド） . 105 

FCBS (コマンド） . 285 

FDNCOPY (コマンド） . 108 


FILE0001.REC . 199 

FILECONV (コマンド） . 110 

FILES (コマンド〉 . 286 

HND (コマンド） . 120 

FONT.SYS (デバイスドライバ） . 305 

FOR (コマンド） . 267 

FORMAT (コマンド） . 122 

GOTO (コマンド） . 269 

GRAPH.SYS (デバイスドライバ） . 307 

GRP_H98 丄 IB . 308 

□ 

HDFORMAT.EXE. 137 

HDUTL (コマンド） . 138 

HELP (コマンド） . 141 

HIMEM.SYS (デバイスドライバ） . 309 

HMA. 284,309,468 

D 

i386 . 462 

IDE インタフヱース . 446,454 

IF (コマンド） . 270 

INSTALL (コマンド） . 287 

INSTAP (コマンド） . 142 

INSTWIN (コマンド） . 143 

IO.SYS . 122,237,365 

IPL . 134,135 

IRQ. 186 

D 

JOIN (コマンド） . 144 

□ 

KEY (コマンド） . 145 

KEY.TBL. 145 

KI/KO コード . 112 

KKCFUNC.SYS (デバイスドライバ） . 310 

KKCSAV.SYS (デパイスドライバ） . 312 

D 

LABEL (コマンド） . 157 

LASTDRIVE (コマンド） . 288 

LH (コマンド） . 160 

LIB (コマンド） . 158 

LINK (コマンド） . 159 
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LOADHIGH (コマンド） . 160 

C3 

MAKE (コマンド） .162 

MAOIX.142 

MAPSYM (コマンド） .163 

MAXDRV (コマンド） .164 

MAXLINK (コマンド） .165 

MAXLINK-LITE. 164,165,313 

MAXLINK.DRV (デバイスドライバ） …… .16 5,313 

MD (コマンド） . 178 

MEM (コマンド） . 169 

MEMMAKER (コマンド） . 171 

MENU. 174 

MENUCONV (コマンド） .174 

Microsoft ツール . 143,328,330 

MIRROR (コマンド） . 175 

MIRROR.FIL.175 

MKDIR (コマンド） . 178 

MORE (コマンド） . 179 

MOUSE (コマンド） . 180 

MOUSE.SYS ( デバイスドライバ） . 314 

MOUSEH98.SYS. 315 

MOVE (コマンド） . 181 

MSASSIGN.COM. 23 

MSCDEX (コマンド） . 183 

MSD (コマンド） . 185 

MSDOS.SYS. 122,237,365 

Mwundel (コマンド） . 330 

Cl 

N 88 -日本語 BASIC. 110 

NDP. 230 

NECCDCHK.EXE. 50 

NECAIK1.DRV (デバイ ス ドライバ） . 310 

NECAIK2.DRV (デバイ ス ドライバ） . 310 

NECAIKEY (コマンド） . 188,503 

NECCD.SYS (デバイ スドライノ ” . 316 

NUL . 8,350 

□ 

PARTNSAV.FIL. 176,248 

PATH (コマンド） . 189 

PAUSE (コマンド） . 272 

PCTRACKR.DEL . 246 

PRINT (コマンド） . 191 


PRN. 8,350 

PROMPT (コマンド） . 193 

Q 

QBACKUP (コマンド） . 195 

□ 

RAM. 462 

RAMDISK.SYS (デバイ ス ドライバ） . 320 

RAM ディスク . 320,469 

RD ( コマンド） . 207 

RECOVER (コマンド） . 199 

REM ( コマンド） . 274,289,359,372 

REN ( コマンド） . 201 

RENAME ( コマンド） . "201 

RENDIR (コマンド） . 202 

REPLACE ( コマンド） . 203 

RESTORE ( コマンド） . 205 

RMDIR (コマンド） . 207 

ROM . 462 

RS-232C. 43 ， 186,224,231 

RS-232C 拡張インタフヱース . 8 

RS-232C ドライバ . 322 

RSDRV.SYS (デバイ ス ドライバ） . 322 

SASI インタフヱース . 446,453 

SCANDISK ( コマンド） . 208 

SCANDISK.INI. 210 

SCSI インタフェース . 446,453 

SEDIT ( コマンド） . 212,421 

SELKKC (コマンド） . 213 

SENTRY. 245 

SET ( コマンド） . 214,290 

SETUP (コマンド） . 216 

SETUP2.EXE. 216 

SETVER (コマンド） . 217,324 

SETVER.EXE (デハ ♦イスドライ ハつ . 217,324 

SHARE (コマンド） . 219 

SHELL (コマンド） . 291 

SHIFT (コマンド） . 275 

SIZER.EXE. 173 

SMARTDRV ( コマンド） . 220,325 

SMARTDRV.EXE ( デバイスドライパ） ••…222,325 

SORT (コマンド） . 223 

SPEED ( コマンド） . 224 

SUBST (コマンド） . 228 


PRINT.SYS ( デバイスドライバ） . 317 


517 




















































































索引 


SWITCH (コマンド） . 230 

SYMDEB (コマンド） . 236 

SYS (コマンド） . 237 

SYS (拡張子） . 10 

□ 

TEMP . 383 

TIME (コマンド） . 239 

TMP . 383 

TREE (コマンド） .241 

TYPE (コマンド） .242 

□ 

UMB . 160,282,468 

UNDELETE (コマンド） .244 

UNDELETE.INI .245 

UNFORMAT (コマンド） .248 

USKCGM (コマンド） . 250,491 

□ 

V 30 . 462 

VB 98( コマンド） .251 

VER (コマンド） .253 

VERIFY (コマンド） .254 

VOL (コマンド） .255 

VOLUME 変換 . Ill 

E3 

Windows . 13，143 

WVB 98 . 328 

□ 

XCOPY (コマンド） .256 

XMS .467 

XMS メモリ . 309,467 

XMS メモリドライノく .309 

X パラメータ . 225,232 

□ 

アーカイブ属性 . 24,28,76 

アクティブ . 127,455 

アスキーコード . 507 

アスキー 比較 . 105 

アスタリスク . 11 

圧縮ドライブ情報の表示 . 59 

圧縮ドライブのサイズの変更 . 61 

圧縮ドライブの削除 . 57 


圧縮ドライブの作成 . 56 

圧縮ドライブの取り付け . 60 

圧縮ドライブの取り外し . 64 

圧縮ドライブのフォーマット . 58 

圧縮の解除 . 63 

アトリビュート . 24 

アドレス . 463 

アプリケーションショートカットキー . 408 

アロケーションユニット容量 . 455 

安全性チュック . 57 

_J. 191 

インストール . 142，143 

インタラクティブブート . 366 

ウイルスバスター 98 ( コマンド） . 251,328 

エスケープコード . 509,511 

エスケープシーケンス . 511 

エディタ . 88,212,421 

エラーレベル . 260,263,270,359 

エンドオブファイル . 39,44,88 

大文字の入力 . 438 

親プロセス . 37，101 

オンラインヘルプ機能 (DOS シェル） . 390 

m 

料 . 250 

階層デイレクトリ . 4 

外部コマンド . 12 

書き込み禁止属性 . 24,76 

隠しファイル属性 . 24,76 

抗張グラフィックドライノく . 26,294 

拡張サウンドドライバ . 27,295 

拡張子 . 3，10 

拡張フォーマット . 126,454 

拡張メモリ . 169,309 

仮想8086モード . 303,463 

仮想ドライブ . 228,288 

カナ文字 . 438 

画面クリア . 440 

カラーモード . 308 

仮パラメータ . 361 

カレントディレクトリ . 6,32 

簡易セントロニクス . 318 

環境ェリア . 383 

環境設定ファイルの作成/更新 . 48 

環境変数 . 214,290,382 

環境変数の衝突 . 384 

漢字コード . 112 
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関連付け （DOS シヱル） . 398 

機械語ファイル . 111 

キーテーブル . 145 

キー テー ブルの 更新 . 153 

キーテーブルの 表示 . 155 

キーファイル . 145 

キーファイルの更新 . 148 

キーファイルの登録 . 147 

キーファイルの表示 . 152 

キーボー ド配列 . 437 

キーボードバッファクリア . 441 

キャッシュサイズ . 220 

キャラクタ系デバイスドライバ . 377 

キャラクタ長 . 225,232 

クイックフォーマット . 122 

クエスチョン マーク . 10,372 

区切り記号 . 5 

クラスタ長 . 455 

グラフィックス機育巨 . 377 

グラフィックスドライノく . 375,377 

グラフィック文字 . 438 

グラフィック文字の利用 . 441 

グラフィックモード . 83 

クリーンブート . 368 

高速代替マップレジスタ数 . 300 

固定ディスク . 447,453 

固定ディスクからの起動 . 449 

固定ディスクのコピ_ . 138 

固定ディスクの初期化 . 122 

固定ディスクの復元 . 205 

コピー . 39,256 

子プロセス . 38,101 

コマンド検索パス . 189,380 

コマンドの再入力 . 340 

コマンドの反復処理 . 267 

コマンドの履歴 . 82 

コマンドプロンプト . 193 

コマンドプロンプトの起動 （DOS シェル） . 391 

コマンド プロセッサ . 12,37,291 

コマンドラインでの編集機能 . 343 

コマンドリスト . 341 

コメント . 274,289 

コンソールデバイス . 8 

コントロール キャラクタ . 339 

コントロー ル コード . 426,509 

コンベンショナル メモリ . 169,463 


最適化 . 56,67 

削除状況追跡プログラム . 175 

削除セントリ . 245 

削除追跡ファイル . 176,244 

サブディレクトリ . 4 

サブディレクトリの削除 . 207 

サブディレクトリの作成 . 178 

シエノレ . 291 

時刻の表示 . 239 

mm . 74 

辞書再編成 . 489 

辞書の一覧 . 486 

辞書のマージ . 488 

辞書ファイル名 . 478 

システムセレクタ番号 . 449 

システム時計 . 239 

システムファイル . 10,237 

システムファイル属性 . 24,76 

実行可能ファイル . 10 

実パラメータ . 362 

指定圧縮率の変更 . 61 

シフト JIS コード . 508 

上位メモリ . 464 

使用可能なタスクー覧 （DOS シヱル） . 392 

条件ジャンプ . 270 

条件判断 . 359 

常駐コマンド . 372 

常駐プログラム . 287 

初期化 . 58，122,454 

処理の分岐 . 359 

シリンダ . 129 

数値データプロセッサ . 185 

スキップセクタ . 126，138，199,249 

スク リーンエディタ . 212,421 

ストップビット . 225,232 

スリープ . 129,455 

セクタ長 . 455 

絶対指定 . 6 

絶対パス指定 . 202 

セレクタ . 129 

増設 RAM ボード . 299 

増設メモリ . 298 

相対指定 . 6 

相対パス指定 . 202 

属性 . 24,75 

属性の設定 . 24 
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属性の変更 (DOS シヱル） . 404 

ソート . 223 
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ダイアログボックス （DOS シェル） . 396 

代替情報 . 139 

代替処理 . 138 

タイムスタンプ . 203,206 

タスクの切り替え （DOS シヱル） . 414 

タブ文字 . 439,509 

ダブルバッファリング . 325 

ダミー出カデバイス . 8 

単語の削除 . 485 

単語の登録 . 479 

断片化 . 209 

チャイルドプロセス . 38,101 

中間ファイル . 354 

注釈 . 274,289,360,372 

ッリー構造 . 241 

定義ファイル . 377 

デイス クエラ ー . 459 


ディスクキャッシュ . 220,469,470 

ディスクドライブ . 445 

ディスクのコピー . 79,108 

ディスクの修復 . 33,208 

ディスクバッファ . 372 

ディスプレイ . 185,350,443 

ディップスイッチ . 185,230 

ディレクトリ . 4，144 

ディ レクト リエン トリ . 103 

ディレクトリ情報 . 33 

ディレクトリ数 . 455 

ディレクトリ•ツリーウィンドウ （DOS シェル）.393 

ディレクトリのコピー . 256 

ディレクトリの削除 . 73,207 

ディレクトリの内容を表示 . 75 

ディレクトリの表示 . 241 

ディレクトリの復元 . 330 

ディレクトリ名の変更 . 181,202 

ディレクトリを仮想ドライブ名で参照 . 228 

テキストモード . 83 

データの照合 . 254 

データファイル検索パス . 18 

デバイス . 374 

デバイス エラーの 対処方法 . 474 

デパイスエラーメ ッ セージ . 475 

デバイス ドライノ< . 374 


デバイスファイル名 . 8 

テープ ドライブ . 196 

テンプレー ト機能 . 335 

時計 . 51 

ドライブ情報の表示 . 60 

ドライブ数 . 288,372 

ドライブ選択ウィンドウ （DOS シェル） . 393 

ドライブの圧縮 . 55 

ドライブ名の変更 . 59 

ドライブ名の割り当て . 451 

m 

内部コマンド . 12 

日本語入力 . 310,312 

日本語入カキー . 188,503 

日本語入カキーの変更 . 503,506 

日本語入カキーファイル . 503,506 

日本語入力機能 . 310 

ヌルコード . 151 

ィ、ットワーク . 186 

m 

バイナリ形式 . 100 

バイナリ比較 . 106 

バイパス制御 . 62 

パイプ . 353 

ハイレゾリューシヨンモード . 449,463 

バージヨンテーブル . 217 

バージヨ ン テーブル 設定 用 ドライバ . 324 

パージヨン番号 . 253 

バージヨン番号の設定 . 217,324 

ホストドライブ名の変更 . 58 

パス名 . 5 

パスワード （DOS シヱル） . 411 

バックアップ . 28，195 

バックアップファイルの復元 . 197,205 

バックグラウンド . 191 

バックスペース . 439 

バッチ処理 . 357 

バッチ処理の一時停止 . 272 

バッチ処理を中止 . 358 

バッチファイル . 10,357 

バッチファイル中で環境変数を使う . 384 

バッチファイルの呼出し . 262 

パラメータ . 361 

ノ、。リテイチェック . 225,232 

バンク切り替え . 465 
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ハンドル数 . 298,300 

光ディスク . 122,447,453 

光ディスクのコピー . 138 

B 付 . 51 

表示行数制御 . 440 

表示スピード制御 . 440 

標準出力 . 349 

標準入力 . 349 

標準フォーマット . 126,454 

表面検査 . 138 

ファイノレコントローノ レブ ロック . 285 

ファイル内容の 16 進数表示 . 85 

ファイル内容のアスキーコードの文字表示 . 85 

ファイルの 移動 . 181 

ファイルの置き換え . 203 

ファイルの共有 . 219 

ファイルの削除 . 70 

ファイルの修復 . 199 

フアイルの内容の比較 . 105 

ファイルの内容の表示 . 242 

ファイルの復元 . 205,244,330 

ファイルの 変換 . 110 

フアイノレのロック . 219 

ファイルハンドル . 372 

ファイル表示ウインドウ （ DOS シヱル） . 393 

ファィル名 . 3 

ファイル名の変更 . 181,201 

ファイルを連結 . 41 

ファンクシヨンキー . 145,440 

ファンクシヨンキー表示制御 . 440 

フイルタ . 353 

フイノレタコマンド . 353 

フォアグラウンド . 191 

フォントドライノ . 305 

復元 . 197,205 

複数のコマンドの実行 . 344 

物理装置 . 21 

物理フォーマット . 454 

物理ページ . 465 

フラグメント . 60 

プリ ンタデバイス . 8 

プリンタドライノ . 317 

プリント待ち行列 . 191 

フルセントロニクス . 318 

プログラムの登録 （ DOS シヱル） . 406 

プログラムファイル . 111 

フロッピィディスク . 447,452 


フロッピイデイスクの復元 . 248 

フロッピィディスクを初期化 . 123 

プロテクトモード . 462 

プロンプト . 193,380 

ページフレーム . 465 

ページフレームアドレス . 298,303 

ページング . 463 

ベリファイ . 254 

ヘルプ . 102,141 

補助入出力 . 43 

補助入出カデバイス . 8 

ホストドライブ . 55 

ホストドライブ名の変更 . 58 

ポート番号 . 224 

ボリュームコピー . 138 

ボリユーム変換 . 114 

ボリユームラべル . 122，157,255 

ボーレイト . 225,231 

マクス . 186 

マウスドライバ . 314 

マクロ . 82,344 

マルチフォント ROM ボード . 305 

メインウインドウ （ DOS シエノレ） . 394,406 

メッセージの表示 . 265 

メニユーバー （ DOS シヱル） . 395 

メモリ . 185,461 

メモリスイッチ . 185 

メモリマップ . 463 

文字の検索 . 120 

文字フォント . 305 

E3 

ユーザー定義文字 . 250,491 

ユーザー定義文字ファイル . 317,493,500 

ユーザー登録単語 . 74,479 

予約ファイル名 . 3,8 

回 

ライブラリファイル . 158 

ラージページ EMS モード . 301 

ラベノレ . 359 

リアルモード . 462 

リストア . 197 

リダイレクト . 349 

領域の解放 . 455 
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領域の確保 . 454 

ノレートデイレクトリ . 4 

ループ処理 . 269 

|冊 理工 y — . 33 

論理セクタ長 . 65 

論理装置 . 21 

論理フォーマット . 454 


論理ページ . 465 

ワイルドカード . 10 

割り込みベクタ . 180 

割り込みベクタ番号 . 314 
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